




















































































ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか１４
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「動いた」

　暗闇くらやみの中に老神ろうじんの呟つぶやきが響く。

　ウラノスの見開かれた瞳ひとみは、己おのれの足もとに広がる地下迷宮ダンジョンに縫ぬい付けられていた。

『動いた？　まさか、破壊者ジャガーノートが？』

　彼の呟きに反応するのは拳大こぶしだいの水晶だ。

　魔道具マジックアイテム『眼晶オクルス』の向こうで息を呑のむフェルズである。

　場所はギルド本部地下に広がる『祈禱きとうの間ま』。ダンジョンに『祈禱』を捧げるウラノスは十全ではないにしても迷宮内部の状況を捕捉していた。正確には、一体の『怪物』の存在を察知していた。

　五年の時を経て蘇よみがえった厄災『ジャガーノート』。

　当時【疾風しっぷう】が属する【アストレア・ファミリア】を虐殺ぎゃくさつした『抹殺の使徒』は、オラリオの創設神ウラノスをして最大警戒させるに足たる。

「ああ……出現した層域から大きく離れ、階層を下っている」

　その厄災たる『ジャガーノート』が、移動を開始した。

　単なる同階層内の動きではない。地上にいるウラノスがはっきりと判別できるほどの、階層単位の大移動である。

　出現地帯と予測される『水の迷都みやこ』から、凄すさまじい速度で下へ下へと向かう動き。

『ありえない……破壊者ジャガーノートの起源を考えれば、産まれ落ちた階層から離れる筈はずが……！』

　現在は『異端児ゼノス』とともに攻略戦に参加し、人造迷宮クノッソスにいるフェルズが困惑の声を漏もらす。

『ジャガーノート』の出現条件は迷宮への多大な破壊行為。

　生きているダンジョンが過度の損傷ダメージによる防衛反応を働かせ、免疫の存在を召喚する。つまり破壊者ジャガーノートの存在意義は産まれ落ちた階層内にいる病原菌ウィルス──全ての冒険者の鏖殺おうさつである。

　たとえ標的が逃げ延びたのだとしても、幾層もの階層を移動するなどありえない。

「……何が起きている？」

　事実は一人の調教師テイマーの妄執もうしゅうによって引き起こされた、『少年』と『妖精』の追跡。

　しかしいくら全知の神、ひいてはオラリオの創設神といえど、『既知きち』が通じない地下迷宮ダンジョンでの出来事を詳細に見通せる筈もなく。

　地上にいるウラノス達にとって、それは『異常事態イレギュラー』としか捉とらえようがなかった。

「それにこの反応……『水の迷都みやこ』に『迷宮の孤王モンスターレックス』が出現した？　次産間隔インターバルを無視してダンジョンが遣わせたというのか……？」

　ウラノスは破壊者ジャガーノートの他ほかにも無視できないダンジョンの『動き』を知覚していた。

　他の神々から『不動』とも揶揄やゆされている巍然ぎぜんたる老神ろうじんは、その顔をはっきりと歪ゆがめる。

『どうする、ウラノス？』

「……『水の迷都みやこ』に援軍を送り込む。事態を収拾できずとも、把は握あくする必要がある」

『しかし、今の我々は人造迷宮クノッソスの攻略中だ。【ロキ・ファミリア】を筆頭に動かせる戦力は少ない。強制任務ミッションを発令するにしても、今から正規の手順を踏んでは間に合わない！』

　手もとの水晶から放たれる声は焦燥しょうそうに染まっていた。

　間に合わない、というフェルズの言葉が指すのが【ヘスティア・ファミリア】の安否であることにウラノスも気付いている。『異端児ゼノス』の事件を経て、フェルズもまた少年ベル・クラネルに全てを賭かける側に回っていた。

　そして、ウラノス自身も。

「手は尽くす……たとえ無駄むだに終わろうとも」

　祭殿を囲む四炬よんきょの松明たいまつに、決断の神意しんいが吸い込まれる。

　神座に腰かけるウラノスは、蒼あおの双眸そうぼうを闇に包まれる頭上へと向けた。

「あとは、我々以外に動き出す者がいるか、否いなか──」
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　ガシャンッ！　と。

　音を立てて、台の上からカップが滑すべり落ちた。

「ちょっと、シル！　大丈夫!?」

「……」

　薄鈍うすにび色の髪の少女の側で散らばった陶器の欠片かけらに、店員のルノアが駆け寄った。

　落下したカップは店のものではなく、とある同僚が愛用していた容器だった。

　今、この酒場にはいないエルフのものだ。

　砕くだけ散った破片を見下ろしていたシルは、己の手に視線を移す。

　細い指先には、赤い滴しずくが滲にじみ出ていた。

「……ごめん、みんな。ちょっと、出かけてくるね」

「あ、シル！　どこ行くニャー!?」

　猫人キャットピープルのアーニャの声を振り払い、店の裏口側に姿を消すシル。

　未いまだ開店しておらず閑散としている店内に、アーニャ達だけが取り残された。

「リューを探しにでも行ったニャ？」

「それくらいしか、考えられないじゃん……どこにいるかもわかんないけどさ」

　アーニャと同じ猫人キャットピープルのクロエが拾い上げたカップの破片を指で転がす中、ヒューマンのルノアが口をへの字にして言い返す。

　彼女達の言葉には覇気はきがない。厨房ちゅうぼうで働く他の店員も同様だ。

　仕事に集中できていない彼女達に店主のミアは何も言わず、嘆息たんそく交じりに見逃していた。


「ニャ～……全部リューのせいニャ！　シルがおかしいのも、店の空気が暗いのも、ミャー達が心配してるのも！」



　アーニャが天井てんじょうに向かって喚わめく。

　酒場から姿を消す前、日に日に表情を張り詰めさせていたリューを知る店員達は、何か厄介やっかい事ごとに巻き込まれていないかと案じていた。長い付き合いから来る彼女達の『勘』だった。

　理由も説明できない『虫の知らせ』を、誰だれもが感じ取ってしまっている。

「ごめんよ、誰かいるかい！」

　その時だった。

　あたかも出ていったシルと入れ替わるように、彼女がやって来たのは。

「ニャニャ？」

「女神様？　お客？」

「いや、あれは少年の主神の……ヘスティア様ニャ」

　店の入り口から現れたのは幼女と見紛みまがう女神、ヘスティアだった。

　恐らくは走ってきたのだろう。息を切らし、その結わえた黒髪を弾はずませている。

　ヘスティアは碌ろくに呼吸を整えず、アーニャ、ルノア、クロエに詰め寄った。

「君達、エルフ君とはマブダチかい!?　彼女の事情を知っているくらいの！」

「エルフって……リューのことニャ？」

「ああ！　あとこれが一番重要なんだけどっ、君達もあのエルフ君みたいに、べらぼうに強かったりするかい!?」

「ちょ、ちょっと待ってよ、女神様。急に押しかけて何を言ってるの？」

「そうニャ、まずどうしてそんなこと聞くのか、説明するニャ」

　アーニャが首を傾かしげ、ルノアが戸惑い、クロエが一人冷静に訴える。

　身を乗り出していたヘスティアは、押し黙った。

「……これ」

　返答の代わりに差し出されたのは、一通の手紙だった。

　アーニャが受け取り、両隣からルノアとクロエが覗のぞき込む。

「ボクのところのサポーター君が、18階層から送ってきた手紙なんだけど……」

　手紙に記されているのは、【疾風しっぷう】に関する状況、そして『援軍』の要請。

　ただの酒場の店員である筈の三人は、歴戦の戦士のように、表情を鋭いものに変えた。




　ビキッ、と。

　音を立てて、鎚つちに罅ひびが走る。


「ぬっ……？」



　そこは【ヘスティア・ファミリア】本拠ホーム『竈火かまどの館』の裏庭に築かれた、青年ヴェルフの工房だった。

　本来の主あるじではないにもかかわらず、我が物顔で刀剣を鍛きたえていた彼女は罅割れた鎚をまじまじと見つめる。

「熱が入り過ぎてしまったか？　いやいや、これは鍛冶師かじしの魂たる道具の整備をしていなかったヴェル吉の過失！　そうに違いない！　決して手前のせいでは……いや、やはり手前のせいかも……不味まずい、不味いぞ……怒られる」

　上半身には豊かな双丘そうきゅうに巻かれたさらし一枚、頭を抱えながらブツブツと呟き始めるその姿は、不審以外の何でもなかったが。

　壊れた鎚に目を戻した彼女は、ふと呟いた。

「あるいは……『凶報』か？」

　静まり返った工房で鎚を眺めていると、彼女の背後で扉が開く。

「むっ、なんだ、お主達は？　まさか【ヘスティア・ファミリア】に入った物盗り……」

「勘違いするでない。鍛冶神ヘファイストスに遣わされたそなたと同じ、ここの留守を任された者だ」

「おお、そうであったか。すまんすまん。言われてみれば見覚えがある……たしか、神ミアハと、その眷族けんぞくだったか？」

　現れたミアハと、その背後に控えるナァーザに、女は警戒を解いた。

　あっけらかんと笑う彼女は世間話でもしようとしたが、目の前の二人の様子を見て、すぐに表情をあらためた。

　館の主ヘスティアが『豊穣の女主人』へ出向いて不在の中、ナァーザが口を開く。

「ちょっとさ……面倒な依頼、頼まれてくれない？　【単眼の巨師キュクロプス】」

　部屋に響く女の二つ名と『依頼』という単語。

【ヘファイストス・ファミリア】団長にして最上級鍛冶師マスター・スミス、椿ツバキ・コルブランドは、眼帯がんたいが施ほどこされていない右眼を細めるのだった。

















　何をしてもそうだった。

　何を言っても誰だれも聞いてくれない。

　何を訴えても誰にも届かない。

　いつもそうだった。

　いつも世界は私の努力を踏みにじる。

　いつも世界は私の悲劇をあざ笑う。

　勇気を出してあがいても、想おもいを振り絞って叫さけんでも、理不尽な事象を突きつける。

　必死の警告が無為に消える時。

　決意が砂の城のように崩れ落ちる瞬間。

　それを何度も味わってきた。

　何度も、崖がけから暗くらい闇やみの底に突き落とされてきた。

　きっと私は呪のろわれているから、しょうがない。

　そう、しょうがない、しょうがない……しょうがない。

　その言葉が心を侵おかしていくようになったのは、いつからだっただろう？

　未来を変えようとしても、心のどこかで諦観ていかんを抱えるようになったのは、いつの頃ころから？




　でも、誰も信用してくれないから。

　だって、誰も信じようとさえしてくれないから。

　同じ眷族けんぞくの人達も。

　親友と言える彼女でさえも。

　だから私も諦あきらめた。

　未来を変えようと本当に躍起やっきにはならなかった。

　一度、奇跡みたいに、私の声を信じてくれる男の子が現れて。

　失いたくない大切な人達ができたから。

　今度こそは、と足を踏み出してみたけれど。

　やっぱり、世界は私をあざ笑った。

　嗚呼ああ、結局──無駄むだだったんだって。

　そんな風に思ってしまった私を、誰が責められるだろう？

　その【絶望】を前にして、心が折れてしまった私を、一体誰が罰ばつせられるだろう？




　悲劇の予言者はただ独ひとり、嘆なげきに暮れた。
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　それは『白』を纏まとっていた。

　それは『二頭』の首を持っていた。

　まるで『幻竜』という言葉を彷彿ほうふつさせる美しい巨軀きょくは、しかしその実、圧倒的な『暴力』と『破壊』の化身であった。

「27階層、『迷宮の孤王モンスターレックス』──」

　二重に響く竜の啼なき声。

　うねる二頭ふたつの意志が渾然こんぜんとなり、敵意と殺意を解き放つ。

「──『アンフィス・バエナ』！」

　呆然ぼうぜんと仰ぐ小人族パルゥムの隣で、アマゾネスはその名を勢いよく吐き捨てた。




『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』




　特大の咆哮ほうこうが25階層、いや三層分に及ぶ『水の迷都みやこ』全体を轟然ごうぜんと震わせた。

　階層間を貫く『巨蒼の滝グレート・フォール』を伝って出現した階層主『アンフィス・バエナ』の雄叫おたけびに、『派閥連合』の冒険者は一斉に仰のけ反ぞる。

　──『遠征』を目的に【ヘスティア・ファミリア】が中心となって結成された『派閥連合』は、【疾風リュー】が犯したとされる殺人事件の真相を探るため、この『下層』にやって来た。

　精鋭パーティとともに27階層へ向かった少年ベルと別れたのが数時間前、『水の迷都みやこ』全体を破壊しようかという『爆発』の連鎖を経てダンジョンに『異変』──リリ達が与あずかり知らない『殺戮さつりくの宴うたげ』──が起きたのが僅わずか数十分前。

　そして今、新たな『異常事態イレギュラー』とともに、それはリリ達の前に現れたのである。

「あれが……『下層』の『階層主』」

　17階層の『ゴライアス』に続く二体目の『迷宮の孤王モンスターレックス』。

　25階層の滝壺、巨大な湖の中央で頭上を仰ぐモンスターに、【タケミカヅチ・ファミリア】の千草チグサは呆然と呟つぶやいた。

　見上げるほどの威容はなんと二〇Ｍメドルを超える。

　横幅は大型級オークの何十倍もあり、まさに階層主の名に相応ふさわしい。

　総身は白い。白亜はくあの鱗うろこに包まれた体は大きさも相まって一種の荘厳さを感じさせる。

　だが、頭部から放たれるのは紛れもないモンスターの眼光がんこうだ。理性など手放し、本能のまま破壊をもたらす凶悪な怪物のそれ。

「双頭そうとうの竜……」

　特筆すべきは、それぞれ独立しているように動く双ふたつの竜頭りゅうとうである。

　胴体の付け根から二股またに分かれて伸びる長い首。その先端に有しているのは紛まごうごとなき竜の相貌そうぼう。もはや一枚一枚が硬殻板プレートといって差し支えない巨大な竜鱗りゅうりんに覆われており、左側の頭部には蒼あおい双眼を、右側の頭部には赤の双眼を宿していた。

　命ミコトの唇から呟きが落ちる中、リリ、ヴェルフ、春姫ハルヒメ、桜花オウカ、千草チグサ、ダフネ、アイシャ、パーティの誰もが衝撃を隠せない。


「……ぁぁ」



　その中で、カサンドラは顔を深い蒼の色で彩いろどる。

　握っていた拳こぶしが解ける音を聞いた。

　大量の犠牲を払ってまで仲間を救ったという免罪符が、砕くだけた音を耳にした。

　それほどまでに、相対する存在は【絶望】を象徴していた。

『────』

　迷宮最大の瀑布『巨蒼の滝グレート・フォール』の斉唱にも負けない竜の咆哮は途切れ、叫喚きょうかんの残滓ざんしがダンジョンの隅々すみずみまで木霊こだましていく。

『水の迷都みやこ』がうっすらと放つ水晶の輝きを白亜の体に反射させながら、ゆっくりと。

　双頭の白竜は母ダンジョンを脅かす異物──冒険者達を睥睨へいげいした。

『──オオオオオオオオッッ!!』

　勢いよく猛たける。

　蒼眼の竜頭が、口腔こうこうより凄すさまじい息吹ブレスを放出する。

　大気を焼きながら駆け抜けるのは蒼い炎だ。

　寒気を感じさせるほど美しい火炎は、恐るべきことに、滝壺の水面みなもに迫るや否いなや大量の水蒸気を発生させた。

　水を蒸発させながら迫りくる灼熱しゃくねつの行軍に、桜花オウカ達は瞠目どうもくする。

「散れぇ!!」

　余裕の欠片かけらもないアイシャの叫びが仲間パーティ・メンバーの体を蹴けりつけた。

　一斉に地を蹴る冒険者達。ヴェルフがバックパックを摑つかんで強引ごういんにリリを引き寄せ、アイシャが春姫ハルヒメを抱き、命ミコトと千草チグサが全力で飛び退のく。

「カサンドラ!?」

　その中で一人逃げ遅れたのは、カサンドラ。

　茫然自失ぼうぜんじしつとする治療師ヒーラーの少女は動かなかった。動けなかった。

　回避行動に移っていたダフネは咄嗟とっさに踵きびすを返し、立ちつくすカサンドラの腕を引くものの、間に合わない。

　少女達の顔を蒼く照らし出す凶悪な炎流。

　そんな必殺の息吹ブレスからダフネ達を庇かばったのは、大盾おおだてを持った『前衛壁役ウォール』だった。

「ぐぅううううううううううううううううう!?」

「桜花オウカ！」

「桜花オウカ殿!?」

　壁の務めを果たさんと、桜花オウカはその大盾を前に突き出す。

　この『下層』を探索する中で幾度となく死線をくぐり抜けてきた第三級冒険者は、防御の機転とでも言うべき『心眼』を働かせた。正面から炎を受け止めるのではなく、大盾を斜めに構えたのだ。

　瞠目どうもくするダフネ達を己おのれの背中で押し飛ばし、飛び退きながら、息吹ブレスの砲撃を受け流してみせる。それは今回の『遠征』の中で身に付けた確かな『技』であり、場数を踏んだ青年の『成長』の証あかしだった。

　しかし、

「っ……!?　『ラムトン』の攻撃をあれだけ防いだ大盾たてが……!?」

　表面が蠟ろうのように融解する白剛石ヴァルマーズの大盾を見下ろし、桜花オウカは息を呑のんだ。

『防具破壊』。受け流して難を逃のがれたとはいえ、敵の息吹ブレスをまともに防げない。

　射線上にあった床や、炎が衝突した壁も抉えぐられ、溶け落ちていた。蒼の炎熱を浴びた水晶すいしょうの柱もそれこそ蠟燭ろうそくのように溶解し、音を立てて倒壊する。

　へばり付いた蒼炎が躍る高熱の大盾を、桜花オウカは慌あわてて投げ捨てた。

「なんだ、あの火力は……!?」

　水晶の地面に膝ひざをつくヴェルフがその息吹ブレスを見て全身総毛立つ。言葉を失っている桜花オウカ同様、盾を自ら手がけた鍛冶師スミスは戦慄せんりつしていた。

　水辺ということもあり寒くすらあった階層の温度は、今や汗が滲にじむほど上昇している。

　清涼な空気は消失し、炙あぶられた火の釜のごとく熱気に包まれていた。

「双頭竜アンフィス・バエナの息吹ブレス……炎が水面で燃えている……」

　その炎は、陸おかだけでなく、水上でも炎上していた。

　水晶の岸にも、蒸気を上げる水面にも、息吹ブレスの通り道には例外なく蒼い幽玄ゆうげんの炎が揺らめいている。ヴェルフの側で四つん這ばいになるリリは──事前に『ギルド』で双頭竜アンフィス・バエナの情報を入手していた彼女は──その現実の威力と光景を目まの当あたりにして、唇を震わせた。

『アンフィス・バエナ』の息吹ブレスは『竜肝りゅうたん』で生成される特殊な焼夷体液ガソリンと混合ブレンドされて放たれる。水分との親和性が極限まで低い体液それは水の耐性を宿し、矛盾を孕はらんだ火炎流と化すのだ。水辺の階層で産まれながら炎を武器にする『アンフィス・バエナ』が持つ特殊属性である。

　美しい焼夷蒼炎ブルーナパーム。

　水上であろうと燃え盛る超温度の烈火。

　その幻想的な光景に反して、一度ひとたび標的に燃え移れば、灰も残さず焼きつくす双頭竜アンフィス・バエナ必殺の息吹ブレスだ。

　直撃は、死に値する。

「あれを食らうんじゃないよ！　もらっちまえば体を這はってしばらく燃え続ける！　回復魔法もお手上げだ！」

　蒼い火の粉が散る中、春姫ハルヒメを下ろして大朴刀だいぼくとうを構えるアイシャは警告を放った。

　その褐色かっしょくの肌には幾筋もの汗が流れていた。

　はね上がった階層温度と、焦燥のためだ。

（この状況で階層主!?　最悪だ！　あのクソ竜と一戦やるには、こっちの頭数が心もとなさ過ぎる！）

　Ｌｖ．４の第二級冒険者をしても、今の状況に危惧きぐを抱かずにはいられない。

【イシュタル・ファミリア】に在籍時、アイシャは『アンフィス・バエナ』と複数回にわたって交戦し、これを仕留めている。しかしそれはＬｖ．３以上の戦闘娼婦バーベラ達の連携、何よりＬｖ．５の第一級冒険者フリュネがいてこそである。

　二十人以上の戦闘娼婦バーベラが協力することで、ようやく倒していたほどの存在。前派閥イシュタル・ファミリアより遥はるかに劣る現状のパーティで、どうしてそんな怪物を攻略できようか。

　純粋に、戦力が足りない。

「ちッ、上の連中、あっさり逃げやがって……！」

　遥か頭上、大空洞南端に位置する崖には既に人っ子一人いなくなっていた。

【疾風しっぷう】捜索のため24階層の連絡路前に陣取っていたボールスの手下達は、尻尾しっぽを巻いて上の階層へ避難したらしい。立て続けに起こった異変に加え、止とどめの階層主出現を受ければさもありなんとばかりに。

　我が身大事の冒険者稼業。恨うらむのは筋違いとはいえ、頭上を一瞥いちべつしたアイシャは悪態を吐つくのを止められなかった。残っていた冒険者達と連携し、双方から攻撃を重ね合わせれば、まだ突破口は開けたかもしれないというのに。

（どういうことだ！　『ギルド』の報告が確かなら、あと半月は双頭竜アンフィス・バエナは出現しない筈はずだろう！）

　参謀ブレーンであるリリが管理機関ギルドで公式情報を集めていたように、アイシャもまたダンジョンの情報収集を怠っていなかった。『遠征』を行う上で階層主の有無及び次産間隔インターバルの確認は基本中の基本だ。予定行路ルートに危険な存在はいないか、各階層で何か『異常事態イレギュラー』は発生していないか、徹底して情報を整理して危険因子の排除に努めなくてはならない。

『下層』の階層主の出現は当分先だと確認したからこそ、【ヘスティア・ファミリア】は遠征日をこの期間に決定したというのに。

（『強化種モス・ヒュージ』といい『深層種ラムトン』といい、『異常事態イレギュラー』づくしだ！）

　くそったれ！　と。

　アマゾネスの悍婦かんぷはその美貌いっぱいに皺しわを寄せた。

「アイシャ様！　ここは撤退するしか……！」

「当たり前だ、まともに戦ってなんかいられるか！」

　背後から投じられるリリの悲鳴のような呼びかけに、双頭竜アンフィス・バエナを見据えたまま叫び返す。

（25階層の迷宮部には戻れない。さっきの大爆発で迷宮中が崩れちまった。分は悪いが、26階層へ逃げ込むしか……！）

『火炎石ばくだん』によって大規模破壊が行われた崖の内部は、もはや人やモンスターが通れる機能を有していない。アイシャが見やるのは背後、大空洞の東南で口を開けている次層への洞窟だ。

　問題は『移動型』の階層主である『アンフィス・バエナ』が、『巨蒼の滝グレート・フォール』と繫つながっている大型の水流を経由して大空洞以外の迷宮部にも進出してくること。追い詰められた挙句あげく、通路一帯を焼夷蒼炎ブルーナパームで焼かれれば全滅は必至──

　アイシャがそこまで思考を進めていた時だった。

　ぱらぱら、と。

「……？」

　いくつもの『雨』が降ってきた。

　硬質で、地面に落ちては砕け散る、青の輝き。

　緩やかに響く音は雹ひょうのそれに似ている。

　フードやローブ、戦闘衣バトル・クロスの上を跳ねる微細な光の粒に、リリ達は辺りを見回す。

「天井てんじょうから、水晶が……？」

　視線は頭上、遥か彼方の階層の天辺へ。

　そこには青の水晶で覆われた天井と、巨大な根ルートが存在していた。

　この階層に足を踏み入れた時、少年ベルが見上げていた差し渡し五Ｍメドルはある極太の木の根──放射状になって天井を埋めつくす『大樹の迷宮』の名残が。


『オオオオオォォォォォォォ!!』



『アンフィス・バエナ』が、啼いた。

　耳を塞ふさぐアイシャ達を他所よそに、再び頭上を仰ぎ、咆哮を打ち上げる。

　びりびりと震える大空洞。加速する水晶の雨。滝壺に広がる無数の波紋。

　それはまるで何かを訴えるかのようだった。

　あたかも、ダンジョンへ願い請こうように。

　真相は定かではない。

　だが階層主が吠ほえた直後。

　25階層の天井が、軋んだ。

「────」

　リリが、ヴェルフが、命ミコトが、春姫ハルヒメが、桜花オウカが、千草チグサが、ダフネが、アイシャが。

　呻うめくように音を立て、静かに崩れていく天井を見て、時を止めた。

　徐々じょじょに、ゆっくりと、やがて取り返しがつかないほどの勢いで、水晶の大雨が降りしきる。

　砕けた天井の欠片が、落ちてくる。

　そして。

「大樹が──」

　支えを失った植物が。

　天井に張り巡らされていた放射状の木の根が。

　終わらない【絶望】を告げるように、降下する。




「【絶望の檻おり】──」




　悲劇の予言者は、青ざめた顔で、悟さとりきっていたように呟いた。

「う、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　空気を切り裂さく音を経て、大空洞に落下する大樹の根ルート。

　天井全域を覆っていた木の根は大空洞の壁を、更には『巨蒼の滝グレート・フォール』まで削けずりながら降ってきた。まるで巨竜の爪つめを振り下ろされたかのように、絶壁と瀑布をガガガガガガガガガッ!!　と削そぎ落とし、滝裏にひそむ燕つばめのモンスター『イグアス』達がこれに巻き込まれる。緋色ひいろの閃燕せんえんは逃げる暇ひまもなくすり潰つぶされ、滝壺に叩たたき落とされては無数の羽根の残骸を散らした。

　ヴェルフ達も逃げ場はなく、両の目を剝むきながら身構えることしかできない。

　降下した大樹の根はそのまま、地面へ激突する。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　凄まじい上下の揺れに、リリ達は階層そのものが沈下したのではという錯覚さっかくを味わった。

　壁や地面から夥おびただしい水晶の破片が舞い、滝壺を震わせ、燃え上がる蒼炎が発生した波に呑み込まれる。

　衝撃に耐え切れず体勢を崩す、ないし地に膝ひざをつく者が続出する中、ヴェルフ達は真っ白に染まった頭の中から意識を復旧させた。

　まだ生きていると認めるのに数秒。

　そして、『作り上げられた空間』を認識するのに、更に数秒がかかった。

「なっ──」

　滝壺──湖を中心に巨大な『円蓋ドーム』ができあがっていた。

　正体は大樹の根ルート。リリ達が立つ岸と壁の境目に巨大な木の根を突き刺し、まるで潰れた『鳥籠かご』のような様相を呈している。

　階層の天井に広がっていた根ルートが落下したことで、25階層の大空洞を丸々覆っていた。

「24階層の大樹が……落ちた？」

「破壊された25階層が、支えきれなくなっていたのか……？」

　未いまだ衝撃から立ち直れないダフネの言葉に、桜花オウカが呟き返す。

　24階層そのものが落ちてきたわけではない。『大樹の迷宮』の根元の一部が崩れ落ちたのだ。

　それこそ、最底部の根ルートのみが。

「っ……!?　連絡路にげみちが潰された!?」

　弾はじかれたように振り返ったアイシャは、東南部の岸を見て愕然がくぜんとした。

　ささくれだった長細い大樹の根が、壁面ごと貫いて連絡路を無残に破壊している。

　それは冒険者達にとって退路を塞がれたことを意味していた。


『オォォォォォ……』



　湖の中心で未だ厳然と存在している双頭の竜は、うろたえる素振そぶりなど見せず、二本の首を交互に動かす。

　網目あみめ状に交錯こうさくする木の根。逃げることのできない根ルートの防壁カーテン。

　滝壺──湖を中心に円蓋ドームを形作る大樹の蓋は、そう、あたかも【檻おり】のようだった。

「もう、逃げられない……」

「そんな……」

　大樹の檻に閉じ込められた冒険者達の胸の内を、顔色を失う命ミコトと千草チグサが代弁した。

『水の迷都みやこ』からの脱出は不可能。26階層への避難も許されない。

　残された選択肢は、【絶望】を象った竜との対峙たいじのみ。

　ダンジョンが命じる『強制戦闘』。

『オオオオオッ！』

「っ!?」

　舞台は整ったと言わんばかりに、『アンフィス・バエナ』が蒼炎をまき散らす。

　水も、水晶も燃やす獄炎の息吹ブレスをリリ達は反射的に回避した。彼女達がいる大空洞北東の岸辺に何条もの炎の道が走り抜ける。

　再び上昇する階層温度。

　まるで地獄の窯かまのように蒼い火の粉が猛たけり狂う。

「武器を構えな！　もう戦やるしかない！」

　衝撃からいち早く立ち直ったのは、やはりアイシャだった。

　春姫ハルヒメを背で庇かばいながら大朴刀だいぼくとうを振り鳴らす。

「アイシャ様……しかし……」

「腹をくくりな！　……私はもう、くくった」

　退路を断たれた。ならば戦うしかない。

　冒険者ならば。

　大喝だいかつしてリリ達にそう訴うったえるアイシャは、すぐに双眸そうぼうを歪ゆがめた。

（無理か……）

　階層主を見上げるリリ達の横顔が、今にも絶望に呑み込まれようとしている。

『強化種モス・ヒュージ』の時とは違う。あれよりもっと致命的だ。

　彼女達は彼我ひがの戦力差に気付けないほど間抜けではない。双頭竜アンフィス・バエナの潜在能力ポテンシャルはＬｖ．５。アイシャは与り知らないことだが、数字だけ見ればあの『漆黒しっこくのゴライアス』に相当する。あの時は総勢百人もの上級冒険者がいた。アスフィもリューも、ベルもいた。だが今のリリ達はたった九人。出鱈目でたらめな自己再生能力を有する件くだんの巨人の方が手強てごわいとしても、絶望に魅入みいられるには十分だ。

　極きわめつけなのは、この状況。

　まるで『殺しにきた』かのように不条理の塊かたまりを叩きつけられた。

　これは折れる。意志が、心が。

　今だって迷宮ダンジョンが囁ささやいているようだ。『絶対に逃がしはしない』と。

　諦観に支配され立ち竦すくんでいるカサンドラを中心に、戦意が風前の灯ともしびと化している。

（戦力が足りない、火力が足りない、士気が足りない──『柱』がない）

　階層主戦に臨むには信じられないほどの要素不足。

　アイシャでさえ、やってられないと匙さじを投げたくなる。

『深層』でもお目にかかったことのない『異常事態イレギュラー』の数々に、厄日やくびだ、と吐き捨てた。

　──せめて、ベル・クラネルさえいれば。

　ふと、唇から漏もれそうになったその呟きに。

　アイシャはかっと、顔が赤くなるほど憤激ふんげきした。

（ふざけるんじゃないよ、アイシャ・ベルカ！　いつからアンタは雄おすに寄りかかる軟弱なんじゃくな女になった！）

　一瞬でも抱いたその思いをあらん限りに罵倒ばとうし、恥はじた。

　生粋きっすいの女戦士アマゾネスとしてそんな弱音は許ゆるされない。

　ただ一人、不屈ふくつを叫んで気合を入れ直す。

（だが、あいつらは……）

　アイシャは同じ敵と戦った『経験』がある。惨むごい理不尽に何度も遭遇し、これを乗り越えてきた『体験』がある。それは絶望に立ち向かう上でこの上ない武器になるものだ。

　しかしリリ達は違う。

　実力も、くぐり抜けてきた死線もアイシャとは異なる彼女達では、この絶望には抗あらがえない。

　数日前、『新世界』と呼ばれる『下層』に足を踏み入れる直前、アイシャは少年に言った。

『あんたがコケればパーティもコケる。このパーティは、そういうパーティだ』

　それはアイシャの勘違いだった。

『派閥連合』は、【ヘスティア・ファミリア】は強かった。

　少年がいなくとも逆境をはね返すほど、たくましかった。

　けれど今。

　真の死地に直面し、『器』の強さを問いかけられる、この瞬間。

　彼等は『柱』たりうる存在の大きさを、浮き彫りにしてしまった。

（こいつ等にとって……ベル・クラネルは『英雄』みたいなもんだった）

　少なからず、それに近いものだった。

　弱虫で、愚直で、それでもなけなしの勇気を奮い、絶望へと立ち向かうその背中は、彼を知る者を突き動かす光になりうる。

　彼の涙はリリ達の心を締め付ける。

　彼の猛る声は命ミコト達の胸を奮わせる。

　彼の背中は、春姫ハルヒメ達の足を踏み出させる。

　けれど、その少年は今ここにはいない。

『英雄』を欠いた万軍はどうなるか。

　お伽噺とぎばなしでは怪物に蹂躙じゅうりんされ、物語の生贄いけにえとなり、犠牲となる。

　──ベルがいれば。

　──ベルさえいれば。

　そんな言葉がリリ達の喉のどからせり上がろうとしているのは一目瞭然いちもくりょうぜんだった。

　アイシャでは代わりになれないほど、こんなにも、ベル・クラネルの存在は大きかった。

『柱』が必要だ。

　少年に代わる『柱』が。

　一歩を踏み出させる声が。

　そして今この場に、『柱』に代わりうる者は存在しなかった。

　けれど。

　彼等には『炎』があった。




　直後──ドンッ！　と。




「!!」

　水晶の地面に突き立てられた鋼の轟音に、リリ達ははっと振り向いた。

　パーティの最後尾、着流しを揺らす赤髪の男が、両手に持った大刀を地に突き立てていた。

　振り返った仲間の視線を集める。

　双頭竜アンフィス・バエナもぴたりと動きを止め、じっと注視する。

　うつむいていた青年は、ふーっ、と大きく息を吐き出した。

　顔中に大量の汗を浮かべ、けれどあっけらかんと、側にいる小人族パルゥムに向かって口を開く。

「リリスケ、初めてだろ？」


「えっ……？」



「ベルがいない、『冒険』をするのは」

　その言葉に。

　リリの栗色くりいろの瞳ひとみが、あらん限りに見開かれる。

「強いやつがいないと戦えない、『英雄』がいないと立ち上がれない──違うだろ？　そうじゃないだろ？　冒険者ってやつは」

　命ミコトや桜花オウカ達の持つ武器が震える。

「そろそろベルを見返してやらないとなぁ！　俺おれ達だけで階層主を倒してやったって！」

　春姫ハルヒメと千草チグサが息を呑む。

「お前がいないと何もできない……そんな風に思われたら立つ瀬がない！　違うかァ！」

　今の彼等に『柱』はなかった。

　けれど、ともに戦い、ずっと側で彼等を見守り続けていた『鍛冶師かじし』がいた。

　どんな時も鎚の音を奏で、戦うための『武器』を冒険者に託す炉ろの『炎』が。

　ヴェルフは気丈に、不敵に、ふてぶてしく、唇を吊つり上げてみせる。

「……当然です！　リリ達はお荷物じゃない!!」

　それに嚙かみつくように、リリが吠ほえた。

「リリはあの人の隣に立って、これからも『冒険』のお供をする！」

　小さな胸に片手を押し当て、大きな決意を叫んだ。

「私わたくしも……私わたしも、あの人に置いていかれたくない。あの人の助けを待つ娼婦しょうふに戻りたくない！」

　春姫ハルヒメもその狐きつねの尾を奮わせた。

「……行くぞ、命ミコト。武神タケミカヅチ様の名に恥じないように！」

「はい！」

「千草チグサ、俺はベル・クラネルにだって負けたくない！」

「うん！」

　桜花オウカも、命ミコトも、千草チグサも、雄叫びを上げた。

「君達ってさ……単純過ぎじゃない？」

　一人置いてけぼりを食らうダフネは、心底呆あきれた声音で、むしろ今にも泣き出しそうな表情で、リリ達をそう評した。

　けれど、すぐには笑みを浮かべる。

「わかってる、わかってるよ……冒険者、だもんね。最後の最後まで追い込まれたら、戦わなくちゃ」

　高まった士気は、客観的な判断に努めるダフネをして『兆きざし』と映る。

　戦いに臨むための『追い風』に。

「ダフネちゃん……」

　呆然とするカサンドラの視線の先で、ダフネも戦列に加わる。

　指揮棒タクトに似た短剣を抜き、決意を固めた。

「……上々じょうじょうだよ、【不冷イグニス】」

　その光景を見せつけられ、瞠目どうもくしていたアイシャは【ヘスティア・ファミリア】の長兄にかけ値なしの讃辞を送った。

　武器に『火』を灯ともすのは鍛冶師の仕事だ。

　ならばその武器で怪物を討つのは、『冒険者』の務めだ。

　それぞれの相貌が炎を帯びる。

　鍛冶師が宿した火を切っかけに燃え上がった冒険者達は、視線を前に向け、その怪物を見据えた。

　待ち構える双頭の竜を。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

「いくぞ!!」

　竜に負けない咆哮をヴェルフが上げ、命ミコト達が追従する。

　始まった。

【絶望】に抗う『冒険』が。
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「【ココノエ】！」

　開戦を告げたのは、階層主でも冒険者達でもなかった。

　一人の『妖術師』だった。

「【愛しき雪ゆき。愛しき深紅あか。愛しき白光ひかり】──」

　誰よりも速く動いた春姫ハルヒメが取った行動は、詠唱えいしょう。

　対たい階層主──春姫ハルヒメはこの景色を何度も見たことがあった。

　そう、【イシュタル・ファミリア】での戦闘風景だ。

　冒険者が総力をもって怪物の親玉に立ち向かうその中で、『妖術師』である自分に求められるのは一刻も早い『魔法』の発動である。

『妖術』の複合コンボ。

『全体階位昇華レベル・ブースト』によるパーティの底上げ。

　誰に『階位昇華レベル・ブースト』を付与するか。その指示はリリか、アイシャがくれる。

　だから春姫ハルヒメは何よりも詠唱を優先する。

　超長文詠唱に匹敵ひってきする呪文じゅもんを紡つむぎ、全力で金色こんじきの尾を召喚しにかかった。

「氷鷹ひよう!!」

　次いで動いたのは、ヴェルフ。

　深蒼の長剣を大上段から振り下ろす。

　彼が『魔剣』の氷砲を放った先は、水面。

『!?』

　一瞬で湖が凍結し、一面の『氷原』と化した光景に、四つの竜眼は瞠目どうもくした。

　仲間の桜花オウカ達も同様である。

　事前の打ち合わせなんてものもなければ、誰の指示でもない。ただあの階層主デカブツに近付いてブッタ斬ぎるには『足場』がいる。ヴェルフは単純にそう考えただけだ。

　だから撃った。全てを凍いてつかせる特大の『魔剣』を。

　そしてそれは、双頭の竜を相手取るにはこの上ない正解だった。

　通常、『アンフィス・バエナ』の討伐は水流に無数に浮かぶ『島』──『足場』が存在する特定の大広間ルームで行われる。25、26、27階層にそれぞれ存在する好条件の戦場を選択し、大人数の冒険者で待ち伏せ、階層主を誘おびき寄せるのだ。

「やるじゃないか！」

　喝采かっさいの笑みを浮かべるのはアイシャである。

　彼女が階層主を討伐する上で懸念していた『島』の存在、それが解消された。

『オオオオオ!!』

　三番目に動いたのは迷宮の孤王モンスターレックス、『アンフィス・バエナ』。

　冒険者達の好きにはさせぬと、二本の首をくねらせては幻想の炎、焼夷蒼炎ブルーナパームを放つ。

　氷漬けとなった水面は罅ひび割れ、燃え移った蒼い炎によって溶けていく。

　だがそれは一つの『氷原』から複数の『島』へと変わる帰結となる。

　第二級冒険者アイシャが望んでいた、双頭竜アンフィス・バエナ討伐の理想的な地形条件。

「【来きたれ、蛮勇の覇者】！」

　前哨戦ぜんしょうせんの最終を締めくくるべく、アマゾネスの女傑は『並行詠唱』を開始した。

　春姫ハルヒメの『階位昇華レベル・ブースト』が完了するまで、標的を自分に向けさせる心算。

　大がかりな詠唱によって狐人ルナールの少女は動けない。彼女への攻撃を絶対に防ぐため、アイシャはいち早く氷の『島』に飛び移り、階層主に接近した。

『オオオ、オオオッ！』

『───────ッッ!!』

　無視できない『魔力』を発散し『囮おとり』を名乗り出るアマゾネスに、竜眼が照準される。

　右側の首が急せき立てるように吠え、左側の首が応こたえるように蒼炎を放った。

　ぎりぎりのところで回避したアイシャは殺人的な温度に顔を歪ゆがめつつ、階層主を中心に大きな弧こを描くように旋回する。

　敵の火炎流を躱かわしながら淀よどみなく呪文を紡ぎ、挨拶あいさつ代わりの『魔法』を見舞った。

「【ヘル・カイオス】！」

　氷河に叩きつけられる大朴刀、鮫さめの背鰭せびれのごとく突き進む斬撃波。

　その一撃に、階層主のもう一つの竜頭が素早く動いた。

『ハアアアアアアァァ!!』

　蒼い炎を放つ左頭に対し、右頭が吐き出したのは『紅くれないの霧』。

　薙なぎの格好で放出される濃霧はまるで竜軀りゅうくを守るように取り巻いた。間を置かず、『魔法』の大刃が急迫する。

　そして接触した瞬間、明らかに『魔法』の勢いが減退した。

　陽炎かげろうのように斬撃波は揺らぎ、規模を小さくさせ、どうにか霧を突破する。

　衝突した階層主の胴体から鳴る、タァン、という小気味こきみのいい音。

　竜鱗には傷一つついてない。


「なっ……！」



「『魔法』の威力が、落ちた!?」

　その光景に命ミコトと桜花オウカが一驚する。

　うろたえる彼女達に、すかさずアイシャが答えた。

「『アンフィス・バエナ』の『紅霧ミスト』だ！　霧に触れた『魔法』を拡散させちまう！」

　それは二本の首を持つ竜の、もう一つの『息吹ブレス』。

　蒼炎が獲物を一掃する『矛』ならば、その紅の霧は敵の砲撃を防ぐ『盾』である。

　効果のほどは見た通り。『下層』のいかなるモンスターも屠ほふってきた第二級冒険者の必殺さえ無効化する。

　アイシャは忌々いまいましそうに叫びを飛ばした。

「『アンフィス・バエナ』を殺やるには、近付いて殴るしかない！」

　双頭竜アンフィス・バエナ攻略に、無数の『島』を有する大広間ルームが選ばれる理由はここにある。

　本来ならば巨大過ぎる水竜にまともな水上戦など自殺行為だ。だが階層主攻略の鍵かぎとなる『魔法』を紅霧ミストによって封じられる冒険者達は、否応いやおうなく近接戦を強いられるのである。

　竜の巨軀きょくの中心にある『魔石』も武器が届かず、一撃必殺は狙ねらえない。

「『魔法』を撃ち続ければ霧に穴を開けることも、吹き飛ばすこともできますが、割に合いません！　少なくともリリ達には不可能です！」

　実物の凄まじさに戦々恐々しながら、階層主の情報を持つリリが補足する。

　紅霧ミストは無敵というわけではない。『魔法』を相殺する度に密度が薄れる。

　だが、薄れる側から竜の右頭が霧の防壁を供給する。

　圧倒的巨軀を誇る『アンフィス・バエナ』の霧は無尽蔵と言っていい。撃ち合いをすれば魔導士達の精神力マインドが先につきてしまう。あるいは、蒼炎に焼き滅ぼされるかだ。

　まさに攻守一体を司る『アンフィス・バエナ』の『双息デュアレス』である。

「あれじゃあ、魔剣これも大して効かないな……！」

　アイシャ達の説明に、ヴェルフは右手が握る『クロッゾの魔剣』を見下ろし、皮肉ひにくげな笑みを作った。

「【大きくなぁれ】──【ウチデノコヅチ】！」

　そこで、春姫ハルヒメが準備を終了させた。

『詠唱連結』を経て発現させた五つの狐尾きつねびに、『階位昇華レベル・ブースト』の『魔法』が装塡そうてんされる。

「ヴェルフ様、桜花オウカ様、命ミコト様、千草チグサ様、ダフネ様に！」

　すぐさまリリの声が飛ぶ。

　双頭竜アンフィス・バエナの潜在能力ポテンシャルはＬｖ．５、攻撃が直撃すればＬｖ．２の冒険者など一撃で絶命する。前衛と中衛の『強化』は必須。代わりにＬｖ．４のアイシャ、後衛組であるサポーターの自分自身と治療師ヒーラーのカサンドラは除外。小人族パルゥムの判断は速攻であった。

　前線に上がったアイシャの代わりに指示を打つ指揮官リリに、春姫ハルヒメは従う。

「【舞い踊れ】！」

　腰の根元から生えていた光の尻尾が春姫ハルヒメから離れ、光玉と化す。

【ウチデノコヅチ】が装塡された付与魔法ココノエはヴェルフ達のもとへ飛び、憑依ひょういするようにその体へ宿った。

『階位昇華レベル・ブースト』の光が連鎖する。

　その数、四。

　一本の光尾を残す春姫ハルヒメは、胸を手で押さえ息を切らしながら、精神力回復薬マジック・ポーションを取り出した。

（五本いっぺんに消費すると、私わたしは倒れてしまう。でも一本だけ残しておけば……！）

『強化種モス・ヒュージ』との交戦から春姫ハルヒメは学習していた。

【ココノエ】を使いきってしまえば、精神疲弊マインドダウンによってあえなく使い物にならなくなる。

　それを防ぐための処置。【ココノエ】一本だけは発動せず、『魔法』の『待機状態』にしておけば、一尾分の精神力マインドを保持し気絶せずに済む。その間に回復して、消耗から立ち直れば、再び『階位昇華レベル・ブースト』をかけ直すことが可能だ。残しておく尾もいざとなれば緊急用の予備スペアとして使用できる。

　今、自分が倒れるわけにはいかない。

　春姫ハルヒメにはその自覚があった。

　謙虚けんきょや謙遜けんそんは捨てた。今、この場で最も必要とされているのは自分の力だ。力がかけ離れた階層主を攻略するには、絶えず『階位昇華レベル・ブースト』の光をもたらし命ミコト達を支えなければならない。

　だから、ごめんなさい、と。

　昇華の光を恵まなかったただ一人、千草チグサと視線を絡からめ、謝る。

　──ごめんね、ごめんね千草チグサちゃんっ。

　──大丈夫。

　私は戦えるから、と。

　揺れる前髪の奥、優しげな右目を覗のぞかせて微笑ほほえむ幼馴染おさななじみの少女に、春姫ハルヒメは瞳を潤ませた。

　千草チグサの手が持つのは弓矢。彼女の配置ポジションは中衛位置。

　尾を揺らす狐人ルナールの少女は片時も視線を逸そらすまいと戦場を見つめながら、回復に努める。

「使いたくなかったんだけど……出し惜しみしてる場合じゃないか」

　春姫ハルヒメの魔法発動の脇で、暴れ回る双頭竜アンフィス・バエナを眺めながら空笑いするのは、ダフネだ。

　彼女はほとほと嫌そうに、しょうがない、と『詠唱』を行った。

「【追従せし空の太陽かがやき。全ては汝なんじから逃れるため──咲け、月桂樹せいじゅの鎧かご】」

　短文詠唱。

　くるりと指揮棒タクト状の短剣を回し、ダフネはその『魔法』を行使した。

「【ラウミュール】」

　少女の全身を覆う深緑の光膜。付与魔法エンチャントとも似た『防護魔法』だ。

　効果は僅わずかな『耐久』の上昇、そして『敏捷びんしょう』の大幅強化。

　とある神を彷彿ほうふつさせる詠唱内容なので使いたがらない──派閥の存続がかかった戦争遊戯ウォーゲームでも使用しなかった──ダフネ唯一ゆいいつの魔法。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　そして『階位昇華レベル・ブースト』を経て擬似的なＬｖ．３となった冒険者達は、駆け出した。

　大幅な能力上昇ステイタス・アップ。ダフネの『魔法』も含め、全上昇付与バフの完了。

　これで準備は整った。

　前哨戦ぜんしょうせんからいよいよ主戦闘へと移行する。

　桜花オウカ達は雄叫びを上げ、岸から『島』を乗り移り、階層主に突っ込んだ。




　氷の表面を踏み締めるブーツが、力を解放して跳ぶ。

　Ｌｖ．３の加速力をもって躍動するヴェルフ、命ミコト、桜花オウカは『島』から『島』へと飛び移り、迫る階層主を前に三方向へ散らばった。

　既に敵の後方へ回っているアイシャとともに包囲し、狙いを分散させる狙いだ。

　しかし、

『ウオオオオオオオオオオオオ！』

『ハアアアアアアアアアアアア！』

「っ!?」

　二重の咆哮を上げる双頭に、三人はあわや同時に撃破されかけた。

　勢いよく振り下ろされた右の竜頭をヴェルフが間一髪回避し、薙ぎ払われた左の竜頭を命ミコトと桜花オウカが跳躍をもって躱す。靴裏の真下を擦過していった横断の一撃は余波をもって冒険者達の姿勢を崩し、見舞われた縦断の一撃は巨大な氷島をＶの形に割った。

　舞い上がる大量の水粒。何とか『島』の一つに着地したヴェルフ達を無数の飛沫しぶきが叩く。

「速い!!」

「いや、それより……！」

「隙すきがない！」

　ヴェルフ、命ミコト、桜花オウカが口々に震慄の声を上げる。

　素早くうねる二本の首は互いに意識が独立している。挟撃されようが包囲網を敷かれようが、二つの視点が死角を消失させるのだ。竜の筋肉で編まれた強靭きょうじんかつ長大な首も攻撃速度が尋常ではなく、四方の敵をも迎撃カバーしてしまう。

「──!?」

　間髪入れず、勢いよく射出された竜の右首が命ミコトに迫った。

　隙に満たない僅かな不意。けれどＬｖ．３の能力ステイタスでなお回避しきれない脅威の塊。

　その竜鎚は命ミコトを再起不能にさせるには十分だった。

「気を付けて！」

「……！　ダフネ殿！」

　が、既すんでのところでダフネが命ミコトの体を攫さらった。

　優れた洞察力で命ミコトの危機を事前に察知したダフネは、『階位昇華レベル・ブースト』に己の魔法ラウミュールまで重ねがけした高い『敏捷』をもって、中衛位置から一気に駆け付けたのだ。

　空振りに終わった敵の攻撃が氷塊を爆砕する中、別の『島』に着地した彼女は横抱きにした命ミコトを下ろす。

「無茶を言うけど、早く慣れて。私も何度も助けられない」

「は、はい！」

　汗を流しながら、ダフネがすぐさま戦線へと戻っていく。

　立ち上がった命ミコトは、気を抜けば本当に一瞬で脱落するこの階層主戦に、恐怖を覚えた。

　より神経を研ぎ澄ませる自己暗示を施すと同時、視線の先の竜を見る。

「竜の階層主……間近で見ずともわかったつもりでいましたが、なんという強敵！」

　紅の霧を纏う白竜の威容はそれだけで敵対する者を威圧する。

　睥睨へいげいする竜の瞳に気圧けおされそうになりながら、命ミコト達は再び飛びかかった。今度は前と左右、三方向から同時攻撃。

　アイシャも援護に加わることで、敵の注意から逸れた桜花オウカがようやく攻撃に成功するも、

「くっ!?」

　上級鉱物『白剛石ヴァルマーズ』の大戦斧《皇剛こうごう》から散る激しい火花。

『アンフィス・バエナ』の強固な竜鱗りゅうりんによって攻撃を妨げられる。

　怪物の宝ドロップアイテムの中でも最上級の高度を誇る竜の鱗の貫通は、『竜種ドラゴン』を相手取る冒険者達の至上命題である。苛烈な攻撃と鉄壁の防御が、竜をモンスターの中で最強と言わしめる所以ゆえんだ。

　攻撃が通じないまま、まるで暴風のごとく振り回される双首に、防具を傷だらけにされる桜花オウカ達は堪らず攻撃範囲から逃れる。

　すると、たちまち竜の口腔が蒼い陽炎に包まれた。

「息吹ブレス、来るよ！」

『島』の一つに上がり、短剣型の『魔剣』を持つダフネが中衛位置から叫ぶ。

　その逆側を走る千草チグサが注意を逸らすために矢を射るが、白竜は止まらない。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」



　戦場に新たな焼夷蒼炎ブルーナパームの炎がもたらされた。

　差し渡し一〇Ｍメドルはあった巨大な『島』が瞬く間に溶けて消え、湖を蒼く炎上させる。『竜肝』の焼夷体液ガソリンをもって放たれる焼夷蒼炎ブルーナパームに『魔力』は用いられておらず、純粋火力からなる息吹ブレスはヴェルフの対魔力魔法アンチ・マジック・ファイアでも防げない。

　蒼炎が放たれる側から立ち上る水蒸気によって、今や階層全体は凄まじく蒸し暑かった。

　水辺の階層に似合わぬ蒸し風呂ぶろ──いや『蒼炎の窯』と化している。

「息苦しいっ……」

「喉のどが焼ける……！」

『アンフィス・バエナ』と交戦する度に『水の迷都みやこ』ではこの状況が生まれる。

　アイシャは慣れたものだが、ヴェルフ達はそうはいかない。

　火山の階層でないにもかかわらず浴びせられる蒸気の洗礼は、上級冒険者に不快感を与え、集中力も削ぐ。そして自覚した時には大きく体力を失っているのだ。

　間近で空気を貪り食って燃焼する蒼い炎に、命ミコトと桜花オウカが呻いた。

（敵の紅霧きり……あれ、『魔法』を防ぐだけじゃない。視界を遮さえぎって攻撃の邪魔にもなる。この蒸気と組み合わされば、もう最悪）

　他方、前衛組より距離を取るダフネは、つぶさに『アンフィス・バエナ』を観察していた。

　近接戦を仕掛ける上で、敵の纏う紅霧ミストは視界を妨げる遮蔽物カーテンにもなりうる。桜花オウカの初撃が不発に終わったのも、竜鱗りゅうりんの防御力以外に時機タイミングが合わなかったこともあるだろう。

（足場はあるって言っても、陸おかと違って不安定だし……）

　砕かれて無数の『島』となった氷河は、大空洞北側の『巨蒼の滝グレート・フォール』から供給される暴水によって流れる不安定な『浮島』だ。一々いちいち間合いはずれるし、好きなように移動できない。

（そもそも、階層主の癖くせにあの双首くびが機敏過ぎる！）

　巨人ゴライアスならば、正面のみ気を付ければ致命的な被害は防げたし、懐ふところにも忍び込めた。

　だが、この双頭竜アンフィス・バエナは違う。

　超大型級に相応しくない素早さで、察知と迎撃を展開してくる。

　全てを焼きつくす蒼炎の砲撃と『魔法』を防ぐ霧の結界のおまけ付きだ。

「やっぱり逃げ出したい……逃げられないけど」

【アポロン・ファミリア】の時代から押しつけられてきた役職柄、敵の情報分析を進めてしまうダフネは、つい呟いてしまった。


『グァァァァァァァ!?』



「ちッ、浅いか」

　再び、前衛。

　鋭い敵の牙きばをかいくぐり、さすがの貫禄かんろくをもってアイシャが『アンフィス・バエナ』を斬りつけるが、竜鱗りゅうりんの隙間すきまを狙った斬撃は僅かに出血させるにとどまった。

　自分を傷付けたアマゾネスに、階層主はその竜眼から怒りを滲にじませる。

　二つの首が交互に啼いたかと思うと、その場で勢いよく水中にもぐった。

「まずい!?」

　目の色を変えたのはダフネ。

　水中深くに姿を消した階層主に、途方もない危惧きぐを抱く。

　湖の底近くまで潜水した白竜は、四つの竜眼で揺れる水面を睨にらみ、一気に浮上した。

『────オオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

「ぐおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　水中より二本の首が現れ、最後に竜の巨体が冒険者達を強襲する。

　反撃も防御も不可能。水面に急速に浮かび上がる影から咄嗟とっさに離れた桜花オウカ達は、発生した津波に巻き込まれた。

　水の中でこそ最も潜在能力ポテンシャルを発揮する『水竜』の突撃。水中で加速したその攻撃は威力も範囲も桁けた外れだ。攻撃の衝撃はダフネや千草チグサのもとにまで届き、少女達を怯ひるませた。

「ごほっ、ごほっ……くっっ!?」

　装備している『水精霊の護布ウンディーネ・クロス』をずぶ濡ぬれにしながら、島に片膝をつくヴェルフ達はこちらを見下ろしてくる階層主を仰ぐ。

『ギルドの推定Ｌｖ．は水上っていう地形も加味されて６に設定されている』。

　以前、アイシャが口にしたこの言葉の意味をヴェルフ達は思い知った。

　氷一枚挟んで広がる水の世界そのものが、敵の最大の武器。

　無論、その水の世界に引きずり込まれれば瞬またたく間に惨殺される。

「強いな……今まで戦ったどのモンスターより、強い！」

「だが倒す！　そうだろ！」

「ああ、行くぞ！」

　竜を睨み返し、得物を肩に担ぐヴェルフと桜花オウカは、再び接敵すべく疾走しっそうした。





「ちょ、ちょ、ちょ……！　ちょっと待ってください……!?」



　一方。

　後方の岸に立つリリは、何もできずにいた。

　春姫ハルヒメへ『階位昇華レベル・ブースト』の指示を出したのを最後に、『迷子まいご』になってしまっていた。

（こんなもん、どうすればいいんですか……!?）

　対階層主戦。それは通常の戦闘とは訳が違う。

　情報量が多過ぎる。迷宮部の通路ならリリの指揮でもこと足りた。しかし、ここは大空洞。類を見ない広大な空間が存在し、厄介やっかいな『水辺』という地形まで広がっている。超大型の竜が好き放題にもぐって水中から襲いかかってくるなんて規模感スケールがおかしい。

　挙句の果はてには数かぞえ切れない氷の島に、燃え盛る蒼炎、とどめに頭上と周囲を覆う根ルートの天蓋ドーム。もはやお伽噺の世界かと問いただしたいくらいだ。

　まだ指揮官の『見習い』であるリリが扱える範疇はんちゅうを超えている。

（リリはどうすれば……！）

　脳内の茫漠ぼうばくたる荒野に広がる、無限の選択肢。

　正確な取捨選択しゅしゃせんたくなど即座にできない。

　岸辺の奥では蒼桜アジューラが蒼の炎に巻かれ、儚はかなく焼かれては花びらを舞い落としていた。両膝ひざを床に落とし胸を押さえ必死に回復に努めている春姫ハルヒメの姿が、懊悩おうのうしている今の自分と重なる。

　視界の隅に広がる幽玄の光景を捉とらえながら、頰ほおに汗を伝わせていると、

「リリルカー！　迷わないで！」

「!!」

　指揮のいろはを叩き込んだ師匠ダフネの声が届いた。

「後衛、ひいては指揮の人間に大切なのは洞察力と判断力！　あとは平常心！　今、パーティで一番冷静でいなくちゃいけないのは君だよ！」

「わ、わかってます！　でも！」

　氷河の先にいるダフネはリリの言葉を遮って、叫んだ。

「最高の指揮は局面を『どうすればいいか』じゃない、状況を『どう動かすか』！」

「!!」

「これができたら、もう卒業！」

　言って、ダフネは走り出す。

「人手が足りない！　私も前衛まえに上がる！」

　だから指揮は全て任せた。

　その言外の『信頼』にリリは一瞬動きを止めた後──栗色の瞳を吊り上げた。

　頭から迷いは消え、代わりに胸に闘志とうしが灯ともる。

　責任から来る重圧は消失した。

　代わりに生まれるのは、期待を裏切りたくない、誰も死なせたくない、共に戦いたい、そんな誓いの炎だ。

　ダフネの助言という名の激励を受け、小さな頭が最大回転し始める。

（凍りついた滝壺、そして頭上の大樹……！）

　まず行ったのは地形の観察。

（『魔剣』の数は使用されているものも含めてあと四、応用できる仲間パーティの能力ステイタスは……！）

　次ついで手もとにある手札カードの精査。

　幸い、と言っていいかわからないが迷宮部で大破壊が巻き起こったことで、この岸辺きしべに出現するモンスターはいない。焼夷蒼炎ブルーナパームの射程圏内であることには変わらないが、ヴェルフ達が階層主と戦ってくれている今、思考に時間を費やせる。

　やがて、リリの『作戦』は決まった。

「命ミコト様、詠唱を！」

　大きく響いた小人族パルゥムの声に、冒険者達は振り返る。

「配置はいちも交換、上がったダフネ様の代わりに中衛へ！　前衛は敵を全力で押しとどめてください！　千草チグサ様は支援を続行！」

　矢継ぎ早に指示を出し、組み上げた策を実行に移す。

　曇りのない指揮官の声は戦士達を導く号令に足たる。

　同時にそれは、暗闇に差す一条の光にも似ている。

　力強いリリの声をパーティ全員が疑うことなく信じた。

　命ミコトが頷うなずき、ヴェルフが笑い、アイシャが唇を舐なめる。

「【掛かけまくも畏かしこき──】」

　命ミコトが千草チグサのいる中衛位置まで後退し、指示通り詠唱に移る。

　一方、本来の能力ステイタスの数値で命ミコトを上回るダフネは如才じょさいなく彼女の穴を生め、俯瞰ふかんした視野をもってヴェルフ達と『上手うまい』連携を行った。

「お前が合わせてくれるのが一番楽だな！」

「それはどーも！」

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！』

　戦争遊戯ウォーゲームで争った者同士、軽口を叩き合いながらヴェルフとダフネが並走。斜め上から突っ込んでくる右の竜頭を彼女が限界まで引きつけて、回避。その隙にヴェルフが大刀で敵の胴体を斬りつけた。

　アイシャと桜花オウカは蒼炎をかいくぐりながら、左の竜頭を押さえ込む。

「【払え平定へいていの太刀たち、征伐せいばつの霊剣れいおう。今ここに、我が命なにおいて招来する】──」

　その間に着々と『魔法』の砲台が組み上がっていく。

　一定の場所にとどまるのは危険という判断から命ミコトは『並行詠唱』をもって島の移動を絶やさない。擬似Ｌｖ．３の跳躍と走行に、護衛の千草チグサが必死に随伴ずいはんしていく。

『！』

　冒険者が進める不穏な動きに、『アンフィス・バエナ』も気付いた。

　焼夷蒼炎ブルーナパームで命ミコトを狙い撃とうとするもアイシャ達がそれを阻はばむ。

　隙を晒さらせば切り裂かんと言わんばかりに纏わりついてくる小さき者達に、白竜はうざったそうに双頭を振った。

『オオオオオオオオオオ！』

『アアアアアアアアアア！』

「くそっ！」

　埒らちが明かないと悟ったのか、二頭の首が吠えて水中へ潜行する。

　氷河を叩き割る竜の巨体に後退を余儀なくされながら、ヴェルフは悪態を吠えた。

　目標の視界消失。どこから来るかわからない。

　詠唱中の命ミコトを狙うのか？　それともヴェルフ達たち前衛を蹴散らすのか？

　パーティ全員に極度の緊張が走ったその時、再度リリが指示を放った。

「命ミコト様、【八咫黒烏スキル】を！」

「！」

　その天啓に命ミコトは条件反射で従った。

　遭遇経験のあるモンスターを探知する【八咫黒烏ヤタノクロガラス】。水中にもぐろうが、『階位昇華レベル・ブースト』も施された命ミコトの索敵範囲からは逃れられない。

　脳裏のうりに広がる黒い索敵図、その中で高速移動する一つの紅点。

『並行詠唱』を続けながら『スキル』を使用した命ミコトは、指を向けることで攻撃地点を報せる。

「北西！　アイシャ様の下です！」

「!!」

　すかさずリリが叫んだ。

　大広間の隅々まで響き渡る声に、アイシャ達は素早く離脱する。

　間を置かず、階層主の強襲。

　氷塊が砕け散り、大量の水飛沫が舞い狂う中、冒険者達は水中からの攻撃を完全回避する。

「【──神武しんぶ闘征とうせい】！」

　ほぼ同刻、詠唱が完成した。

　潜攻せんこうが空振りに終わり、敵は丸裸。絶好の好機。

　だが、驚異的な反応速度を見せる右の竜頭が紅霧ミストを吐き出した。僅差きんさで『鎧よろい』を纏う双頭竜アンフィス・バエナに桜花オウカ達が臍ほぞを嚙んでいると──リリは静かに、仕上げの命令を下した。

「射程を最大に、一番高く」

　えっ？　と呟いた命ミコトだったが、小人族パルゥムが指差す先を見て、氷解の音を聞く。

　そこは階層主の直上。

　檻のごとく頭上を覆う『根ルートの円蓋ドーム』。

　リリの狙いを正しく悟った命ミコトは、魔法名を宣言した。

「【フツノミタマ】！」

　深紫の光剣が出現し、『アンフィス・バエナ』を中心に複数の同心円が水面へ広がる。

　命ミコトの『重圧魔法』が発動した。


『ウウウウウゥゥ……』



　頭上からの負荷は『アンフィス・バエナ』を包み込んだが、やはり『鎧』たる紅霧ミストがその効力を減退させた。精々せいぜい水面すれすれまで首が押さえつけられる程度。重力の結界が紅霧ミストの密度を削っていこうが、すぐにまた新たな霧が吐き出される。致命打にはなりえない。

　階層主が煩わずらわしそうに首をうねらせた、その時。

『──ガッッ!?』

　凄まじい衝撃が竜の二頭を襲った。

　衝撃の雨は終わらず、断続的に『アンフィス・バエナ』に降りかかる。

　思考に空白が生じた階層主は状況の把握はあくもままならない。

「大樹の根を……」

「重力の『魔法』で落とした！」

　対して、冒険者達は外からその光景を見た。

　桜花オウカとダフネが揃そろって驚嘆する。

　最大射程まで伸ばされた【フツノミタマ】──重力を放つ目印となる光剣は、階層主の頭上、根ルートの円蓋ドームの上に出現した。つまりリリ達の頭上を覆っていた巨大な大樹の檻も効果範囲内だ。

　超重力を浴びた大樹の円蓋ドームは抜け落ちたのだ。階層主の直上のみ。

　紅霧ミストは『魔法』を減退させるのみで、雨あられと降る根ルートを阻むことはできない。重力波も加算され落下する直径五Ｍメドルもの樹の根の山が、『アンフィス・バエナ』に降りそそぐ。

『……、……!?』

　それは超巨軀を誇る階層主にとっても頭を鈍器で殴られるに等しい。

　正真正銘、瞬間的な『気絶状態スタン』。

「でかした、リリスケ！」

「やるよ、お前達!!」

　そしてこの機を逃す冒険者達ではない。

　根ルートの大塊に殴られ朦朧もうろうとする階層主は、都合よく静止して水面を浮いている。

　ばかでかい無抵抗の的。それは前衛攻役アタッカーが舌なめずりする極上の餌だ。

『足を狙って地に落とす』。階層主及び大型級対処の定法セオリー。

　リリが行ったのはその逆、『頭を狙って水面に落とした』。

　指揮官を務める小人族パルゥムの少女にヴェルフとアイシャは歓呼し、桜花オウカも、ダフネも乗り遅れまいと飛びかかった。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　重力波フツノミタマの解除と同時、ヴェルフが割り、桜花オウカが砕き、ダフネが突き刺し、アイシャが切り裂く。

　乱打される大刀や大戦斧が竜鱗を削り取っていく。刺突を繰り出す短剣が鱗の隙間を縫って竜の肉体に出血を与える。そして大朴刀の鋭い一撃が首の一部を深く抉えぐる。駆け付ける命ミコトの刀と千草チグサの矢もそこに加わった。

　何枚もの巨大な鰭ひれを有する胴体が傷付き、二つの首も損害ダメージを負っていく。

　ここぞとばかりの冒険者達の総攻撃に、一時的な『気絶状態スタン』から立ち直った『アンフィス・バエナ』は悲鳴を上げた。


『～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッッ!?』



　それは同時に、モンスターを『召喚』する雄叫びでもあった。

　無茶苦茶に暴れる竜から冒険者達が遠ざかった直後、複数の蛇の頭が水面から飛び出す。

「『アクア・サーペント』！」

「『ハーピィ』まで!?」

「仲間を呼んだのか！」

　氷の『島』の間、水中よりその長軀を出現させるのは『アクア・サーペント』。更に上空より降り立った『ハーピィ』の群れに、ヴェルフ達は舌打ちをついた。

　出現したモンスター、その数は六。

　面倒な敵の増援。だが、決して手に負えない数ではない。

「先にモンスターを駆除します！　階層主はアイシャ様とダフネ様で引きつけてください！」

　判断の迷いを許さないリリの素早い指示によって、戦場の方針が固まる。

　ヴェルフ、桜花オウカ、命ミコト、千草チグサは雑兵モンスターを。

　アイシャとダフネは駆除が済むまで親玉アンフィス・バエナの注意を引く。

「【舞まい至いたれ】！」

　更に絶妙な時機タイミングで『階位昇華レベル・ブースト』が千草チグサに付与された。

　見れば、春姫ハルヒメは大粒の汗を流しながらも次の【ココノエ】の詠唱に移っている。『妖術師』の支援に命ミコト達はぐっと胸を震わせ、モンスターへ斬りかかった。

「押し返せぇぇ──────────っ!!」

　激しい剣撃の音が奏でられ、戦場の歌を紡ぐ。

　冒険者達は力の限り、武器を振るった。
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　この人達はなんて強いのだろう。

　視界に広がる光景を前に、カサンドラはそう思った。

（あんな【絶望】にも屈しないで……戦ってる）

　いくつもの傷を作って、頰を血糊ちのりで汚す、あの横顔のなんと勇ましいことか。

　誰もが怯みもせず、モンスターと懸命に戦っている。

（私は、もう……）

　カサンドラには、できない。

　未だ彼女の心は【絶望】に蝕むしばまれている。恐怖が胸の奥に巣食っている。

　どうせまた、どうせまた。

　そんな言葉が耳から離れない。

『悪夢』を超えられない無力な自分に打ちひしがれる。

　ここであがいてもどうせ世界はカサンドラを希望の丘から奈落ならくの底に突き落とす。その時の絶望と悲しみが怖くて、恐ろしくて、手足がぴくりとも動かない。

（これが【絶望の檻】……それじゃあ、階層主が現れた大空洞ここはもう【棺ひつぎ】に変わった……？　死の回避は間に合わない……？　だめ、何も考えられない……）

　心のどこかは訴えている。ここで全てを投げ出してもいいのかと。

　けれど意識と断線しているかのように肉体は言うことを聞かなかった。まるで客席から悲劇の戯曲を眺めているかのよう。

　カサンドラは多くの冒険者を見殺しにした。【厄災】の生贄に捧げてしまった。

　それも彼女の諦念ていねんを助長させる『癌がん』だった。罪は死をもって償うべきではないのか、彼女の弱い心がそう囁いている。

　気力も、戦意も、喪失してしまった。

　カサンドラは立てない。

　カサンドラは、立ち向かえない。

「──いい加減にしろぉ!!」

「──あいたぁ!?」

　その時だった。

　側頭部を思いっきり打撃され、視界に星が散ったのは。

「ダ、ダフネちゃん!?」

　立っていたのは拳を握り、盛大に息を切らしている親友の少女だった。

　涙目になりながら、どうしてここに、と問いかけようとするカサンドラだったが、

「早くっ！　回復をっっ！　しろぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　本気マジ切れされた。

　カサンドラが聞いてきた中で、最も凄まじい大音声で。

　あまりの怒声に、同じ岸辺にいる春姫ハルヒメも狐の尾を跳ねさせる。

　ひぃっ、と思わずカサンドラの唇から悲鳴が漏れた。

「治療師ヒーラーのあんたが突っ立っててどうすんのよ!!　階層主戦で一番重要なのはあんた達たち後衛でしょうが！　そんなんで戦線を維持できると思ってんの!?　ただでさえ前衛だって枚数が足りないんだから！」

　盛大に怯おびえていると、ダフネは血走った目でまくし立てた。

　どうやらちっとも仕事をしない治療師ヒーラーにブチ切れ、戦場から一時離脱しここまで走ってきたらしい。そして怒りの鉄槌てっついを下したのだ。「ここからまた戻らないといけないし、二度手間よ、二度手間！　時間がないこんな時に！」となおもお冠なダフネに仰のけ反ぞるカサンドラは、そこで気付いた。

　ダフネは傷だらけだった。

　腕や肩を切って赤い傷跡を晒している。

　見ればヴェルフ達もボロボロだ。

『水精霊の護布ウンディーネ・クロス』のあちこちを裂き、肩で息をしながら戦っている。

「ダフネちゃん……私のせいで……？」

「だからそう言ってるでしょう！　早く仕事をして！」

　顔色を蒼然とさせるカサンドラは、うつむいて、纏っている『水精霊の護布ウンディーネ・クロス』をぎゅっと握った。視線を上げられないまま、唇を開く。

「どうして、ダフネちゃん達は【絶望】に抗えるの……？」

「はぁ？」

「私達を呑み込んでしまうあの【絶望】が、怖くないの……？」

　思いっきり眉まゆをひそめるダフネに、真意は通じないとわかっていても尋ねてしまった。

　ここはダンジョン、無限の迷宮。カサンドラ達の抵抗など塵芥ちりあくたに過ぎない。

　希望を絶望に反転させるあの竜が、ダンジョンの象徴が怖くないのかと問う。

　それに対しダフネは、吊り目がちの瞳を、更に吊り上げた。

「見てわかんないの!?　怖がってるわよ、私は！」

「えっ？」

　そう言って、今も震える腕を見せつけてくる。

　面食らってしまうカサンドラに、ダフネは言葉をぶつけた。

「それでも、戦うんでしょ！　生き残るために！」

　身を乗り出し、決意を宿した声で。

「絶望って便利な言葉よね！　あがいたら、もっと大変な目に遭あっちゃうってわかってる！　だから、そこで諦めることのできる最高の言い訳！」

「っ!?」

「私もさっきまでそうだったわよ！　でも、しょうがないじゃない！　リリルカ達は立ち上って、私もまだ諦めたくないってっ、そう思っちゃったんだから！」

　どんなに苦労したって、生きて帰りたい。

　気に入ってしまった仲間を死なせたくない。そんな単純な動機だと、ダフネは言いきった。

「あんただって、あのお人好しの連中のこと、好きになっちゃったんでしょ!?」

「!!」

「なら力になってあげなさいよ！　癒いやして、守ってあげなさいよ！　あんたも、私達もまだ生きてる！　絶望なんて言葉に負けるな！」

　ダフネの言葉がカサンドラの頰を張った。

　現実から目を背けるなと。まだ何も終わっていないと。

　まだ迎えていない未来に──成就などしていない『予言』に──屈するなと、カサンドラにはそう聞こえた。

　辛つらくても、苦しくても、最後まであがけ。

　挑み続ける冒険者ならば。

　そう、【絶望】が待っていたとしても──

「──未来まえを見ろ！　立ち向かえ！」

　いつも。

　いつもダフネは、カサンドラの背中を思いっきり、引っ叩いてくれる。

　彼女も『予言』を信じてくれないけれど、嘆いて蹲うずくまるカサンドラを叱って、手を引っ張ってくれる。

　自分と正反対の彼女を羨うらやましいと感じ、興味を抱き、憧あこがれた。

　だからカサンドラはダフネに懐なついた。

　だからカサンドラは、ダフネの『一番の友達』になりたいと思った。

「……私は」

　悠長にしている時間はない。ダフネの背がそう告げて駆け出していく。

　けれど戦場に戻っていくその背中は、カサンドラのことを信じていた。

　立ちつくしていたカサンドラは、水晶の杖ロッドを両手で握り、額に押しつける。

　もう少しだけ。

　あとちょっとだけ。

【絶望】に抗おう。

　沢山の命を救えなかった。けれど、カサンドラの大切なものはまだ残っている。

　だから、もう一度だけ。

　悲劇の『予言』に立ち向かおう。

「──【一度は拒みし天の光。浅ましき我が身を救う慈悲の腕かいな】」

　杖ロッドから光が立ち上る。

　発散される『魔力』はきらびやかな輝きを放ち、闇を払う温もりに満ちた。

「カサンドラ様……！」

　同じ岸辺でずっと見守っていた春姫ハルヒメが、その光景に思わず破顔する。

「【届かぬ我が言ことの葉はの代わりに、哀れな輩ともがらを救え。陽光よ、願わくば破滅を退しりぞけよ】」

　瞑目めいもくして呪文を紡ぐその姿は祈り子にも似ていた。

　世界に弾き出された悲劇の予言者は今一度抗う歌を紡ぎ、次には目を見開く。

　射定めるのは、最も激戦と化している中央地帯。

　精神力マインドを振り絞り、射程を最大まで伸ばした『魔法』を発動させた。

「【ソールライト】！」

　その陽光の前兆を誰よりも早く感じ取ったダフネは、咄嗟に叫んでいた。

「回復が来る！　【不冷イグニス】のもとへ！」

　宙空より氷の島にそそぐ暖かな魔力光。中心から半径五Ｍメドルの範囲で展開される円状の領域に、桜花オウカ達は戦闘を切り上げて飛び込んだ。

　瞬く間に、冒険者達の体が快癒する。

「よしっっ！」

「これで、まだ！」

　快哉を叫ぶヴェルフと命ミコト達は飛びかかってきたモンスターを勢いよく薙ぎ払った。

　疲弊状態を乗り越えて、冒険者達の動きに精彩が戻る。

「ごめんなさいっ……ごめんなさい！　私も、もう一度戦います！」

　胸に手を押し当てながらカサンドラは精一杯叫んだ。

　より一層激する戦場は償いの言葉をかき消してしまう。ヴェルフ達に応える余裕はない。

　けれど、モンスターをすれ違いざま斬り捨てる間際まぎわ、こちらに横顔を向けたダフネが笑った、そんな気がした。

「ようやく復帰しましたね！　本っ当に遅おっそいです、カサンドラ様！」

「ご、ごめんなさい！」

「春姫ハルヒメ様と一緒に馬車馬のように働いてもらいます！　お二人がいないと本気で勝てません！」

「わ、わかりました！」

　リリはいつも通りだった。いや、いつも以上にぷりぷり怒ってカサンドラと春姫ハルヒメに無理矢理返事をさせた。

　それがどうしてか嬉うれしくて、カサンドラは春姫ハルヒメと一緒に、笑ってしまった。

「笑ってる場合じゃありません！　移動します！　モンスターに気付かれました！」

「はい！」

　後衛の三人が固まって動き出す。

　戦闘に参加する人数メンバーはもと通り、最大戦力となった。
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「どういうことじゃ!?　説明せぇ！」

【マグニ・ファミリア】所属のドワーフ、ドルムル・ボルスタは声を荒げた。

　場所は18階層『迷宮の楽園アンダーリゾート』である。

【ファミリア】の構成員メンバーともども安全階層セーフティポイントに待機していたドルムルは、目の前でへたり込んでいる冒険者達に詰め寄る。

「だ、だからっ、『水の迷都みやこ』に『アンフィス・バエナ』が出たって言ってんだろ！」

「まだアレの次産間隔インターバルは半月残っとる筈じゃ！　どうして今、階層主が出てくる!?」

「わかんねぇよ！　俺達だって、下の階層から逃げてきた連中の話を聞いて、すっ飛んできただけなんだ！」

　迷宮の宿場街『リヴィラの街』に駆け込んできたのは【疾風】討伐隊の一員だった。大頭ボールスの指示で、【疾風】を取り逃がさないよう各階層の連絡路に陣取っていた子分達である。

　25階層で何が起こっているのか聞いた彼等は、あたかも逓伝リレーのごとく全力疾走をして、この安全階層セーフティポイントまで情報を伝達しにきたのだ。


「25階層から逃げ帰ってきた連中も混乱しててっ……！　ダンジョンが『哭ないた』とか、『巨蒼の滝グレート・フォール』が赤く染まったとか、わけのわからねえことばかり……ただ、すげえ『爆発』がいくつも起きて、階層の迷宮部分が崩壊したのは確からしい」



「崩壊!?　あのバカでかい多層迷路めいろが!?」

　青くなりながら声を尻しりすぼみにさせる相手に、ドルムルも愕然がくぜんとした。

　ドルムル達にも心当たりがあった。数時間前、地面の『揺れ』を感じたのである。

　地震ではない、まるで下の階層から伝わってきたような上下の震動だ。

「階層主が次産間隔インターバルを無視して現れたのが、その『爆発』に起因しているとして……『爆発』の原因はなんだ？　【疾風】と討伐本隊が派手に魔法を撃ち合ったとでもいうのか？」

　言葉を失うドルムルの隣で、空からの右袖そでを揺らす隻腕のエルフ、【モージ・ファミリア】のルヴィスが険しく頰を歪める。

『水の迷都みやこ』に向かった討伐本隊に加わらず、調教師ジュラや小悪党タークの所業を摑んでいないボールスの子分達に全容を摑む術すべはなかった。無論、18階層に待機していたルヴィスやドルムル達も同様だ。

　殺戮を働く【厄災】が出現したことさえ、知るよしもない。

「逃げてきた連中の話だと、大空洞には【ヘスティア・ファミリア】が残されてるらしい。階層主と、一緒に……」

「なっ……!?　見捨ててきたって言うんか!?」

「しょうがねえだろ！　装備も頭数も十分じゃねえ階層主戦なんて、誰だって逃げる！」

「それに、モンスターどももおかしい！　そこら中で叫び始めて、さっきなんて種族バラバラの群れが、俺達が陣取ってた19階層の連絡路を無理矢理突破していきやがった！」

　まるで『水の迷都みやこ』を目指すように、と。

　そう告げる子分達の情報に、ドルムルとルヴィスが絶句する。

　情報が錯綜さくそうしている。ルヴィス達の理解も追いつかない。喚わめく子分達でさえ内容の半分も理解していないだろう。

　だが、その場にいる者達は全て、脳裏で一つの言葉を共有していた。

　──『異常事態イレギュラー』。

【疾風】討伐などもはや些事さじに過ぎない『ただならぬこと』が、ダンジョンで起きている。

　迷宮の中で経験を積んだ上級冒険者達は、その予感を等しく抱いた。


「どうするんじゃ……？　援軍を送り込むのか？　それとも地上に戻って『ギルド』に報告するのが先か？」



「……どちらもだ。現場で何が起きてるか把握しなければ話にならんし、今回の『異常事態イレギュラー』は宿場街リヴィラだけで扱っていい件ではない」

　落ち着かない様子のドルムルとは対照的に、ルヴィスは怜悧れいりな表情で状況判断を進める。

　今、【疾風】討伐のため宿場街リヴィラの住人は多くが出払っている。今この場でＬｖ．が高く、冒険者としても地位が上なのはドルムル達【マグニ・ファミリア】とルヴィス達【モージ・ファミリア】だった。

　未曾有みぞうの事態に思考を停止させているボールスの子分達も、彼等に縋すがるように判断を待つ。

「何より、【ヘスティア・ファミリア】を放っておけん！　シャリオ、アレク、武器を持て！」

「待てルヴィス！　そんな体のお前達に何ができるんじゃ！　ベル・クラネル達のもとにはオラ達が行くから、ここでじっとしてろ！」

「エルフである我々が恩人を見殺しになどできるものか！　それとも何か、今の我等では足手纏いと言いたいのか！　足の遅いドワーフの方こそお荷物よ！」

「ぬあーっ！　親切心で言ってやってるのに、どうしてこうエルフは曲解ばっかするんじゃ！　性根がひん曲がっとる！」

　そんな時ではないのに喧嘩けんかを始めてしまうルヴィス達エルフとドルムル達ドワーフに、周囲の者は慌てて止めに入ろうとしたが、

「──今、【ヘスティア・ファミリア】が何やらと言ったな？　話を聞かせろ」

　一振りの刀剣のように芯しんのこもった声に、彼等はぴたりと動きを止めた。

「キュ、【単眼の巨師キュクロプス】!?」

「【ヘファイストス・ファミリア】の団長がどうしてここにおる!?」

「なんだ、鍛冶師かじしが迷宮ダンジョンにいてはいかんのか？　そんなことより、ほれ、いいから話せ」

　振り向いた先にいたのは、褐色の肌に眼帯をしたハーフドワーフである。

　たった今『リヴィラの街』にやって来たのか、椿ツバキは笑みを浮かべていた。更に彼女の背後には三人の女性冒険者と思おぼしき者達がいる。

　猫人キャットピープル二人に、ヒューマンが一人。

　ルヴィス達は気にはなりつつも、第一級冒険者にも相当するＬｖ．５の最上級鍛冶師マスター・スミスに促され、事情を説明する。

「階層主ぃ？　25階層が爆発ぅ？　おまけにモンスターどもの様子もおかしいぃ～？」

「そんな顔をされても、我々もわからんものはわからん！」

　話を聞いて胡乱うろんな顔をする椿ツバキに、ルヴィスが声を荒げていると、

「【疾風】はどうなったニャ？」

　ずいっ、と一人の猫人キャットピープルが空気を読まず割り込んできた。

「な、なんじゃ、お前は？」

「ああ、手前の連れよ。好奇心旺盛な猫でな、質問に答えてやってくれ」

　面食らうルヴィスとドルムルは、椿ツバキのパーティだというその者達をあらためて見た。

　軽装に分類される防具、フーデットローブ、拳具など、各々が武装している。

　ダンジョンなのだから別段おかしなところはないのだが……妙に冒険者離れしているような気がした。特に黒い毛並みの猫人キャットピープルとヒューマンは。少なくとも中層域の探索拠点である『リヴィラの街』では見かけない顔だ。

　冒険者の身でこんな言葉を使うのはちゃんちゃらおかしいが、『堅気ではない』ような──

（それに割り込んできた、この猫人キャットピープル……どこかで……？）

　赤と白の戦闘服バトル・クロス、そして金の意匠の槍やり。

　一人、真っ当な冒険者の装備に身を包む猫人キャットピープルにルヴィスは一人、既視感を覚えた。

　が、「早く教えるニャー！」と詰め寄られ、仕方なく思考を中断する。

「【疾風】は、まだ捕らえられていない。27階層にいるのが濃厚のようで、討伐隊の精鋭が向かったそうだが……正直、今はそれどころではなくなっている」

「ダンジョンの『異常事態イレギュラー』ってやつ？」

「これだからモンスターの巣は。はぁ、早くお日様の下に帰りたいのニャ～」

　ルヴィスの説明を聞いて、ヒューマンともう一人の猫人キャットピープルが他人事ひとごとのように言う。

　本当にこの者達は何者だとルヴィス達が怪訝けげんに思っていると、椿ツバキが一つ頷き、口を開く。

「よし、25階層は手前達に任せろ。見てきてやる」

「なっ!?　どういうつもりだ！」

「なぁに、手前達の方が足は速いのだ、適任であろう。時間がないのなら尚更のこと。それに……【ヘスティア・ファミリア】には、可愛かわいがっていた元同僚がいるのでな！」

「ま、待つんじゃ!?　おーい!?」

　ルヴィスとドルムルの制止の声が響く頃には、椿ツバキ達は視界の奥で点になろうとしていた。

　あっという間に見えなくなり、『リヴィラの街』を後にしてしまう。

　四つの背中を、冒険者達は呆然と見送った。




「しまった。私達、リューみたいに変装してないや。酒場の店員だってバレなかったかな？」

「ああいう時は存在感消けせばいいのニャ。眼めと声を覚えられなきゃどうとでもなるニャ」

「私は暗殺者アサシンの真似まねなんてできないんだよ。あんたみたいに」

　18階層の湖沼地帯を抜け、大草原を駆け抜ける。

　固まって移動する四人組の中で、フーデットローブを身に着けた猫人キャットピープルのクロエと、拳具を装備したヒューマンのルノアが声を交わす。

　暢気のんきな声音とは裏腹に、彼女達の速度は人外じみていた。

　大草原をさまようモンスターが知覚できないほど、気付いたとしても欠片も距離を詰められないほど、風のように18階層の中央地帯を横断していく。

「なんと、お主等は酒場の店員なのか？　近頃の店屋みせやは随分と物騒になったものだ！」

「ミャー達も大概だけど、素性の知らない奴やつとほいほいパーティ組むなニャ……」

　速度を維持しながら椿ツバキが子供のように笑う。

　並走する彼女の横顔に、クロエは呆れた視線を向けた。

「『豊穣ほうじょうの女主人』って知らない？　結構有名だと思うんだけどな」

「たしか、ミアが経営していた店だったか？　手前は『工房』にこもりきりで世俗に疎い。お主等のような女子おなごがいるとは知らなんだ！　許せよ、はははは！」

「こいつ、すっげーやりにくいニャ……」

　彼女達はヘスティア達が送り込んだ『援軍』だった。

【疾風】の救助、ひいては【ヘスティア・ファミリア】の助力という依頼のため、急遽組まれたパーティだ。酒場の店員であるアーニャ、クロエ、ルノア、そして椿ツバキの四人一組フォーマンセル。

　知る者が見れば、第一級冒険者のパーティにも迫るその構成に目を剝いたことだろう。

「で、さっきの話、どう思うニャ？」

「どうも何も、聞いていた話とは随分違うとしか言えん。【疾風】が冤罪えんざいで捕まっていた場合、逃がす手引きをするのが仕事ではなかったのか？」

　顔付きをあらためて問うクロエに、椿ツバキが答える。

　クロエ達は危機に瀕しているという同僚リューを助けるため、椿ツバキは危険な綱渡りをしようとしているヴェルフ達に力を貸してやるため、自己紹介も半ばダンジョンに急いだ。

　ところが事態は彼女達の予想を裏切る方向に推移している。

　あまりよろしくない『臭い』を嗅ぎ取った椿ツバキは、眉をひそめた。

「そんなの関係かんけーないニャ！　モンスターがいようが冒険者が邪魔しようが、全部ブッ飛ばしてリューを助けるのニャ！　ついでに白髪頭しらがあたま達も！」

　声を張り上げたのは、パーティの先頭をひた走るアーニャだった。

　戦闘服バトル・クロスをなびかせ金の長槍を片手でブン回す暴走猫に、彼女の同僚達は遠い目をした。

「アホは気楽でいいよなぁ～」

「考えなしに突っ込んで尻拭ぬぐいさせられるのは、いつもミャー達ニャ」

「ははははは！　手前はこやつに賛成だぞ！　物事は単純なくらいがちょうどよい！」

「【単眼の巨師キュクロプス】は話がわかるやつニャー！」

　ルノア、クロエ、椿ツバキ、アーニャの声が順々に響く。

　叩き合う軽口に反して、すれ違いになった冒険者達を驚かせる速度で、アーニャ達は次層へ繫がる中央樹に飛び込むのだった。
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　階層主との戦闘は『我慢』との戦いだ。

　軽い攻撃ではびくともしない超大型の巨軀、疲れを知らない生命力。魔導士という火力の要かなめを揃えても一朝一夕には撃破できない。冒険者達のＬｖ．がよっぽど上回っていない限り、どのようにことを進めても持久戦になりがちである。

　本来、十名にも満たないリリ達『派閥連合』が劣勢を強いられることは必定だった。

　だが、彼等は逆境をはねのけようとしていた。

　勝敗の天秤てんびんを傾けんと、死力をつくしていた。

「氷鷹ひよう！」

　氷波ひょうはの鷹たかが高らかに啼く。

　左手に大刀、右手に『魔剣』を持つヴェルフが放つ砲撃。とある第一級冒険者ドワーフをも唸うならせた蒼き流氷群は足場が少なくなっていた湖を再び氷原へと変貌させた。

　更に射線上に収めていた階層主にも、その氷翼の羽ばたきを向ける。

『ハアアアアアアアアアアアアアッ!!』

　当然、『アンフィス・バエナ』は『紅霧ミスト』を放出して相殺。

　体に纏う『鎧』ではなく、『盾』として前面放射しなければ凌しのげない威力。大量の『紅霧ミスト』を吐き出す羽目になった右の竜頭は苛立いらだちを隠せない様子で鍛冶師の青年に怒号を吐いた。

　その白い体軀たいくは一部凍傷を帯びている。

「ヴェルフ様！　水竜である『アンフィス・バエナ』には氷の『魔剣』は効果が薄いです！　攻撃は控えてください！」

「わかってる！　……もう、こいつも限界だからな」

　ヴェルフは右手に視線を下げた。

　ビキリッ、と音を立てて魔剣『氷鷹ひよう』が亀裂を刻む。

　それを目にしたリリは猶予がもうないことを悟り、攻撃を加速させた。

「春姫ハルヒメ様、支援を！　カサンドラ様はまずアイシャ様達を、次に命ミコト様達を順次回復してください！」

「【其その力に其その器。数多あまたの財に数多あまたの願い──】」

「【届かぬ我が言ことの葉はの代わりに、哀れな輩ともがらを救え──】」

　リリのすぐ後ろ、二つの『詠唱』が絡み合う。

　後衛組である春姫ハルヒメとカサンドラは絶えず呪文を口ずさみ、前線を支援し続けている。砲台となる魔導士がいない現パーティの中、間違いなく彼女達の働きが戦況の行方ゆくえを握っていた。

　特にパーティを超強化ブーストする春姫ハルヒメの活躍は目覚ましい。

　既に『階位昇華レベル・ブースト』の回数は三巡目に突入している。通常の戦闘ではお荷物になりがちな少女の面目躍如である。それに伴って精神力回復薬マジック・ポーションも底をつく勢いで消費しているが、このままいけば、という手応えがリリにはあった。

（あの『黒いゴライアス』みたいなことをしたら……本当に泣き喚いて怒りますが）

　以前戦った『異常事態イレギュラー』と、つい現況を比較してしまう。

『迷宮の孤王モンスターレックス』が自己再生するという悪夢は心を折るに足る。せっせと命令を下して損傷ダメージを稼ぐ指揮官の立場となったリリはそれが本当によくわかった。あの18階層の戦いがどれだけ絶望的だったのかも。

　だが、視線の先の水竜にはそんな隠し玉はない。ない筈だ。あってたまるか。リリは指揮を続けながら呪うように念じた。

（『アンフィス・バエナ』には隠し玉はない。だから、怖いのはやっぱり焼夷蒼炎ブルーナパーム。あれで焼き払われれば形勢は引っくり返る）

　──一方、リリの他ほかに思考を巡らせているのはアイシャだ。

　双頭竜の最も恐ろしい砲撃は、一度でも浴びれば鎮火できない地獄の炎と化して致命傷となる。手に少し燃え移っただけでも大惨事だ。

　ヴェルフ達には焼夷蒼炎ブルーナパームだけは最大警戒させ回避を徹底させているが、今いま一人でも戦線を離れれば総崩れとなる。

（念のため、くすねておいたアスフィの解炎剤は何個かあるんだが……）

　あの焼夷蒼炎ブルーナパームを消火する方法はいくつか存在する。

　代表的なのはオラリオ最高の治療師ヒーラー、【ディアンケヒト・ファミリア】の【戦場の聖女デア・セイント】アミッド・テアサナーレが作り出した解炎回復剤アンチ・ナパーム・ヒール。『下層』を攻略する上で希求された道具アイテムで、炎を消滅させると同時に燃えた肌をも癒す。上級冒険者達に『アンフィス・バエナ』攻略の糸口を与えた彼かの治療師ヒーラーの偉大な功績だ。

　そしてこれは知られていないが、【万能者ペルセウス】も同種の魔道具マジックアイテムを開発している。

　公式Ｌｖ．と到達階層を偽る【ヘルメス・ファミリア】のアスフィが、『アンフィス・バエナ』を初見した際ビビりにビビりまくり開発に取りかかった産物である。

　派閥内の人間のみに使用が許されている秘匿の魔道具マジックアイテムには回復効果こそないが、消火作用に関しては折り紙付きだ。前者の解炎回復剤アンチ・ナパーム・ヒールとは異なり、焼夷蒼炎ブルーナパーム以外の火炎攻撃にも対処できる汎用性がある。

「そらァ!!」


『ウウウッ……！』



　揺らめく蒼炎によって極暑地帯と化している大空洞内で、汗を放置するアイシャは『アンフィス・バエナ』に斬りかかった。削られている体力を隠せない階層主は首だけはよじって守るが、竜鱗を破壊する大朴刀の一撃に悶え苦しむ。

　もう一押しで均衡を崩せる。アイシャはそう確信した。

（春姫ハルヒメの【ウチデノコヅチ】の持続時間は最長で十五分。そして次に『魔法』を発動できる要間隔インターバルは十分とちょっと……あと十分乗り切れば、『階位昇華レベル・ブースト』の数が増える！）

　娼婦時代から世話を焼き、戦闘でも組合コンビを組んでいたアイシャは春姫ハルヒメの『魔法』の特性を知りつくしていた。効果継続時間と要間隔インターバルの誤差を利用して、約五分の間、擬似昇華ランクアップさせる人数を一人増やす裏技だ。春姫ハルヒメの負担は大きくなるが、耐えさせるしかない。

　後方の岸を一瞥する。

　距離が大きく離れているにもかかわらず、春姫ハルヒメはアイシャの視線を受け止め、まるで意図を理解しているように頷いた。

　──本当に、いい面つらになったじゃないか。

　少女の毅然とした顔にアイシャは一笑する。

　もう現世うつしよを嘆いていた少女はどこにもいない。

（何より、こっちには──）

　その時、桜花オウカ達が叫びを上げた。

「もぐられた！」

　波を起こしながら『アンフィス・バエナ』が潜水する。

　常ならば冒険者達を恐れさせる強力な水中攻撃だが、それも今や、

「命ミコト！」

「はい、西側を移動しています！　南……いえ、東！　リリ殿、離れてください！」

　命ミコトの【八咫黒烏スキル】によって完封されていた。

　寸分違わず氷を砕いて現れた『アンフィス・バエナ』に、いち早く避難していたリリ達はぎりぎりのところで被害を受けずに済んだ。逆に雑兵モンスター達が激しい衝撃に巻き込まれてしまう。

　それと連動して、階層主が顔を出す瞬間を狙って疾走する影。

　索敵能力によって予知にも近い動きをする命ミコト本人である。

　抜くのは長刀《春霰しゅんさん》。

　長い刀身リーチにより取り回しが利きかない分、大型級の敵を相手取るにはこの上ない武装。『必殺』を繰り出す上での最良の得物。

『階位昇華レベル・ブースト』の光粒を纏う武神の教え子は、跳躍とともに腰を目一杯ひねり、抜刀した。

「『絶華ぜっか』!!」

　鞘さやから迸ほとばしった心技一体の斬撃が竜鱗を両断し、とうとう右の首を深く切り裂く。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!?』

　首の中ほどから勢いよく鮮血の雨を噴出する『アンフィス・バエナ』は絶叫ぜっきょうした。

　紛れもない痛打。その光景にヴェルフ達が歓声を上げる。

（そうさ、【絶ぜつ†影えい】がいれば厄介な水中からの攻撃も防げた！）

　前衛も索敵もこなす多能冒険者オールラウンダーである命ミコトが、ここに来て真価を発揮していた。

　瞬間的な砲撃を可能とし、足場まで作り出すことのできる出鱈目な『魔剣』。

　そして敵影を探知する命ミコトの『スキル』。

　これらが上手く組み合わさり、十人にも満たないパーティにもかかわらず『アンフィス・バエナ』との水上戦を互角以上に戦っている。

　今回の戦闘、春姫ハルヒメと並んで、命ミコトが『鍵』だ。

（他のモンスターも片手間で張り倒せる程度！）

『火炎石ばくだん』による大破壊で迷宮部が崩壊し、雑兵モンスターが大空洞まで押し寄せてこないのもアイシャ達に追い風をもたらしていた。通常なら『迷宮の孤王モンスターレックス』の他にモンスターの処理に人員を割かなければならなくなるが、今回に限ってそれがない。

　アイシャの大朴刀が『アクア・サーペント』の胴体を斬り飛ばし、視認できるモンスターはもう片手で数えるのみとなる。

「ねぇ、これってもしかして……いける？」

「ああ。あの馬鹿ばかげた『魔剣』があるなら、大空洞でも戦えるもんだね」

　こちらへ着地し、背中合わせに問いかけてくるダフネにアイシャは頷いた。

　傷付いた『アンフィス・バエナ』は明らかに消耗していた。証拠に、序盤はあれほど景気良く放っていた焼夷蒼炎ブルーナパームが『息切れ』を起こしている。

　本来ならば、水竜の階層主はアイシャ達との戦闘を切り上げ、湖の底に隠れ体力の回復を待ってもいい。それが今アイシャ達にとって一番痛い戦法だ。

　だが、その間に獲物が逃げてしまったら？

　いざとなったらアイシャ達は絶壁を上り下りして24階層にも26階層にも向かうことができる。本来の出現時期を無視して現れた階層主は、通常の行動原理を無視して冒険者達の『抹殺』を優先している。少なくともアイシャにはそう見える。その懸念がある限り、敵は悠長に体を休めることはできないだろう。

　リリ達はモンスターに襲われないように岸辺を常に移動し、氷河の上で戦うヴェルフ達を援護する。いざとなればリリ自身が持つ短剣型の『魔剣』で敵への対処も可能だ。

　ヴェルフ達も氷河の『島』を移動して、階層主を断続的に攻め続ける。

　全てが全て嚙み合っている。

　風向きはこちらだ。

　この人数パーティで、下層の階層主アンフィス・バエナを倒せる。

（勝てる）

　アイシャはそう確信した。

　確信してしまった。

　ここはダンジョン。無限の迷宮。

　予断が許されないことを、彼女は失念していた。

『──────』

　四つの竜眼が血走る。

　蓄積されていく損傷ダメージ、失われていく鮮血、何より小さき身でありながら『竜』である自分を脅かそうとしている劣等な冒険者ども。

　全ての事柄が怒りを喚起し、『アンフィス・バエナ』の巨軀を焼き焦こがす。

　周囲を取り巻く全ての事象が、水竜の逆鱗に触れた。

『アアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』

『ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　双頭が同時に吠え、勢いよく水中に沈む。

　かき分ける巨大な鰭ひれが激しい飛沫を散らす中、ヴェルフと桜花オウカは身構えた。

「またか！」

「命ミコト、頼む！」

「はい！」

【八咫黒烏スキル】の発動。足下へ潜水する巨大な反応を能力ステイタスの知覚網は逃さない。

　モンスターの行方を追って、仲間へ指示を叫ぼうとした──直後であった。

　命ミコトは硬直した。

「────」

　アイシャも同時に、時を止めた。

　彼女の培われた冒険者の本能が、警鐘を打ち鳴らした。

　階層主と交戦する際、常に有利な地形に誘い込んでいたアイシャは、知らなかった。

　いや、これまで『アンフィス・バエナ』を討伐してきた歴戦の冒険者達さえ、それを把握していなかったのだ。

　大瀑布が流れる『大空洞』で戦うと、追い詰められた水竜がどんな行動をとるのか。

　どんな『異常事態イレギュラー』をもって、敵の殲滅せんめつに乗り出すのかを。

（滝に向かって──）

　命ミコトの知覚網が捉える水竜の軌跡。

　冒険者達のことなど目もくれず、一直線に、北の大瀑布に向かって驀進ばくしんする。

　その凄まじい勢いは、27階層からこの25階層へ昇ってきたものと同じもので。

　次の瞬間、氷河を砕き、膨大な水を舞い上げながら、『巨蒼の滝グレート・フォール』に突入する。

　ヴェルフが、リリが、春姫ハルヒメが、桜花オウカが、千草チグサが、ダフネが、カサンドラが、大いなる滝の中を逆行する白い影を見た。

　命ミコトと、アイシャだけが、敵の狙いに感付いた。

　しかし、手遅れだった。

『巨蒼の滝グレート・フォール』を滝登りした『アンフィス・バエナ』は、瀑布の天辺から、その竜の巨軀を、宙へと躍らせた。

「──────────────────」

　音が消える。

　飛瀑が鳴らす轟音さえも。

　聴覚から全ての音を消失させた冒険者達は、停止した世界の中で、遥か頭上を舞うその影を見た。

　翼のない水竜でありながら、その怪物は天を舞ったのだ。

　止まった時の流れを打ち砕き、大瀑布が恐怖の斉唱を奏でる。

　間もなく──『アンフィス・バエナ』は落下した。




「──うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」




　ヴェルフが放つ大絶叫の後、湖の真ん中に階層主が激突する。

　世界が罅割れたかのような衝撃音、爆砕される根ルートの円蓋ドーム。

　先刻の大樹の落下とは比べものにならない質量の塊が、階層全体を、いや『水の迷都みやこ』そのものに大震動をもたらした。

　瞬く間に大波が発生し、氷河の『島』という『島』が引っくり返っていく。

　落下中心地から間一髪逃れたアイシャ達は、吹き飛ばされ、水中へ沈んだ。

　岸にいたリリ達は波と一緒に壁際まで叩きつけられた。

　岸や水上に揺らめいていた蒼炎さえ怒涛どとうに呑み込まれ、その水のうねりの前に藻屑と化す。

　まるで容器グラスから溢あふれ出した葡萄酒ワインのごとく26階層へ流れ込む緑玉蒼色エメラルドブルーの濁流が止まらない。

　そのあまりの衝撃に、大空洞全体に深い亀裂が走り抜けた。

「ぐっ、ぁ────」

　階層主の『落下攻撃』に最も近かったのは、命ミコトだった。

『アンフィス・バエナ』に明確に狙われたのだ。生じた衝撃の余波と氷の塊に殴り飛ばされ、水面を貫き、蒼水の世界へ沈んでいく。

　水中を赤く煙らせる頭部の傷口。出血が止まらない。

　命ミコトの意識が朦朧もうろうと揺らぐ。

　更に追い打ちをかけるように、視界に飛び込む光景が凶報を突き付けた。

　こちらへ急接近してくる、複数の巨大魚。

　──『レイダーフィッシュ』！

　大水蛇アクア・サーペントと異なり陸おかに上がれなかった魚のモンスター。水中に落ちた獲物を待ちわびていたように、命ミコトのもとへ勢いよく突っ込んでくる。

　鋭く、大きい牙を晒し、右の肩口を嚙み砕いた。

（ぐっっ──ぁあああああああああああああああああああああああああ!?）

　もう一匹、更に一匹。

　左腕、右足、肩を加え計三箇所に喰くらいつかれる。

　醜いモンスターにたかられ牙の餌食となるその様子は、いっそ怪物に辱はずかしめられているようですらあった。瑞々みずみずしい肢体したいが血を吐き出し、身に着けている『水精霊の護布ウンディーネ・クロス』も悲鳴を上げるように破れていく。

　響くことのない悲鳴を無数の気泡に変え、命ミコトの体はモンスター達と一緒に水底へと墜ちる。

　彼女の瞳に最後に映ったもの。

　それは直上に存在する大きな影、水面に浮上しようとする竜の腹だった。




「げほっ、ごほっっ!?　……くそっっ!?」

　かろうじてまだ残っている『島』に手をかけ、ヴェルフが勢いよく水面を破る。

　思いきり空気を吸い込んだ後、喉から逆流する水とともに悪態を吐いた。

　大空洞は酷ひどいありさまだった。

　水面はまるで嵐あらしの海原のように揺れが引かず、確実にその水量を減らしている。氷河の島々は千々に砕けており、先程まで自分達が戦っていた戦場から一変した様は見る影もない。すぐ頭上を見上げれば根ルートの円蓋ドームには巨大な天窓が空き、無残な残骸と化していた。

　隕石もかくやという威力によって、大空洞の四方の壁面にまで亀裂が走っている。

　もともと傷付いていたダンジョンの崩壊が進み、天井から数多の水晶の破片が降り、水面にいくつもの波紋が生まれては広がっていた。


「はぁ、はぁ……！」



「無茶苦茶だ……！」

　浮いている氷塊や根ルートの破片を摑み、ダフネや千草チグサ、桜花オウカも水面から顔を出す。

　打撲や裂傷など、全員が例外なく負傷していた。

　大刀や弓矢など、武器を手放してしまった者もいる。


「カサンドラ様っ……！」




「ぅ……！」



　被害を被こうむっているのは岸辺も同じだった。

　リリと春姫ハルヒメを庇い、氷塊が背中に直撃したカサンドラが倒れている。水浸しとなる周囲の中で、群晶クラスターに引っかかっているのはリリのバックパックだ。

　冒険者達が築いていた勝利のための布陣は、完璧かんぺきに粉砕されていた。


「命ミコトっ……？　命ミコトは!?」



　足りない仲間の数に最初に気付いたのは、千草チグサ。

　数少ない氷の足場──表と裏が見事に引っくり返った大型の『島』──にヴェルフ達がなんとか上陸する中、弓矢を失った彼女は顔を何度も左右に振る。

「うそ……命ミコトぉぉ!?」

　絹を裂くような少女の叫びに返ってくる答えはない。

　一方でダフネは見てしまった。視線の先、水面を染める無数の赤い気泡を。

　顔を引きつらせ、立ちつくし、少女が辿たどった結末を悟ってしまう。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!』

「この、くそったれの竜め……！」

　時を同じくして、湖に落ちた双頭竜が水面に浮上した。

　竜眼を今も血走らせる階層主に、氷塊に上がるアイシャはあらん限りに罵倒した。

　戦線が瓦解した冒険者達に、竜の双頭は容赦ようしゃなく追撃を行う。

　左の竜頭が焼夷蒼炎ブルーナパームを放射した。

「っっ!?」


「避よけろぉぉぉぉ！」



　跳躍して回避した冒険者達を追って、もはや出鱈目に蒼炎が駆け抜ける。

　碌ろくに照準せずに放たれる何条もの蒼炎。アイシャは『島』から『島』に飛び移り、ダフネはなりふり構わず水中へ飛び込む。

　我を失う水竜は全てを焼きつくさんと炎を辺り一面に放出し続けた。

　水晶が溶解していき、熱波が充満し、残っている空気さえ薄くなっていく。

　有翼のモンスター達は哭いていた。舞い散る蒼い火の粉から逃れようと迷宮部へ逃げ込もうとするが、天井より落ちてきた水晶塊に潰され、そのまま蒼炎の海に落下する。

　冒険者達は喉を押さえ、戦慄した。

　円蓋ドームの残骸に燃え移る火の手によって、『炎の檻』が構築されたことに。

『水の迷都みやこ』最上層に位置する25階層が、蒼い輝きを放つ。

　そして。

　一発の蒼炎が、リリ達のいる北東の岸に砲射された。

「────」

　治療師ヒーラーの少女を起こしたリリは、迫るその炎走を見た。

　カサンドラともども顔を熱光に照らされ、凍りつく。

　避よけられない。

　終わった。

　リリとカサンドラが蒼い死の光景に屈しようとした時。

「っっ！」

　少女達の背中に衝撃が来た。

「なっ──」

「春姫ハルヒメさっ──!?」

　こちらを見つめる翠みどりの瞳と、リリは視線を交わした。

　非力な力で精一杯突き飛ばした細い手に、カサンドラは叫び声を上げた。

　一瞬後、眼前を通過する蒼炎に遮られ狐の姿は見えなくなる。

　無慈悲に、炎の濁流の中へ呑み込まれた。

「春姫ハルヒメ様ぁああああああああああああああああ!?」

　岸辺に生まれる炎の冥海めいかい。

　リリの悲鳴は、業火のうねりにかき消された。

「──春姫ハルヒメ」

　その光景を見てしまったアイシャは、呆然と呟いた。

　北東の岸へ引き寄せられるように辿り着き、その炎の海の前で立ちつくす。

　膝から崩れ落ちるリリと、へたり込むカサンドラさえ視界に映らない。

　第二級冒険者である彼女が初めて隙を晒した。

　しかしもう、それも関係ない。

　双頭の竜は、大空洞にいる全ての存在を滅ぼすと決めているから。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

　荒ぶる火炎流は鎮まらない。

　まるで天災のごとく猛威を奮う。

　二重の咆哮を連ねる竜の階層主を、残された冒険者達は見上げた。


「ここまでなのかっ……！」



　炎から逃げ延びて浅瀬に立つ桜花オウカは、片手に持つ《皇剛こうごう》を握り締める。

　水中から岸に上がるダフネは拳を地面に振り下ろし、珍しく感情をあらわにした。

　汗を垂れ流すヴェルフも眉間みけんから苦渋を滲ませ、蒼い猛炎を背にする竜を睨みつける。

　千草チグサはもう見えない二人の友の姿に、目もとを隠す前髪から幾筋の滴しずくを流した。


「っっ……命ミコトぉおおおおおおお！　春姫ハルヒメぇえええええええええ！」



　胸をかき乱す情動を叫びに変え、桜花オウカは悲憤を燃やした。

　暴虐の限りをつくす階層主に。何も守れなかった無力な自分に。

　故郷の幼馴染を奪われた男は、立ち込める【絶望】の中で怒りを抱いた。


「春姫ハルヒメ……くそったれがぁぁぁ！」



　アイシャもまた、同じだった。

　側でリリとカサンドラが立ち上がれないでいる中、歯を食い縛り、双頭竜へ振り返る。

　女の拳は震えていた。しかし女戦士アマゾネスの本能が悲しみに暮れることを拒んだ。涙を流す弱い姿など、絶対に許さなかった。ある種、それは自棄じきと言ってもいい。

　胸を抉る喪失感を怒気で塗り潰す女は一人、階層主を睨みつける。

　桜花オウカと、アイシャ。

【絶望】から目を逸らし、勝機を失った戦いに身を投じようとする彼と彼女は、違いはあれど少女達のことを想った。

　それは玉砕の闘志へと転じ、自分の命に代えてもあの竜の首を落としてやろうと、蒼炎にも劣らない業火で体を焼きつくした。

　それは猛々たけだけしい意志の炎だ。

　だから、




「──【天より降いたり、地を統すべよ】」




　その『詩うた』に、




「──【大きくなれ】」




　彼等だけが気付けた。

「「──────」」

　闘志を失わなかった男と女だけが、業火の唸り声の奥で響いた、少女達の『歌声』を聞き取った。
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（あれは──）

　桜花オウカは、見た。

　誰もが動きを止め、立ちつくす中で。

　最後まで戦意を手放さなかった彼だけは、『それ』を捉えた。

　階層を照らす蒼の炎光に隠れ、水面みなもをうっすらとぼやけさせる『光の帯』を。

　火の粉が舞う虚空に輪郭を作り出す、その『光輝』を。

（剣が──）

　直後。

　桜花オウカは疾走した。

「──鍛冶師かじしっっ、撃てええええええええええええええええええええええええええぇ!!」

　激する訴えがヴェルフの手を揺らす。

　視界の端で猛然と駆け出す桜花オウカの姿に、突き動かされるように、苛立つように、張り合うように、その両手が剣の柄つかを握る。

　──うるせえ、命令するな、信じたからな。

　桜花オウカと罵ののしり合い反発し合うヴェルフだから、動けた。

　絶対に認めないが、桜花オウカの『悪友』である彼だから、その『魔剣』を振り下ろせた。

「氷鷹ひよう!!」

　放たれる氷砲。

　繰り出された『魔剣』の雄叫びが湖に数多の氷柱を生みながら、蒼炎さえ蹴散らして驀進する。

『ハァアアアアアアアアアアアア!!』

　それを脅威と捉える『アンフィス・バエナ』の右頭は最大出力で紅霧ミストを前面に放出した。

　巻き起こる吹雪の衝突と霧の氾濫はんらん。しのぎを削る蒼と紅。

　亀裂が走っていく『魔剣』にヴェルフが目を眇すがめる。

　突破して体の一部を凍てつかせる氷砲の余波に竜が目を細め、もう一方の首から反撃の炎を放とうとする。

　次の瞬間。




「【神武しんぶ闘征とうせい】」




　その『呪文』がはっきりと響いた。

「────」

『────』

　それは聞こえる筈のない詩うた。

　水中で響き、泡沫ほうまつとなって消え、届く筈のなかった招来しょうらいの声。

　だが、確かに聞こえた。

　冒険者達も、竜もそれを知覚した。

　水面を照らす『光の帯』が『同心円』と変じ、竜を閉じ込める。

　虚空に生じる『光輝』が『深紫の光剣』となって、頭上に君臨する。

『魔剣』を警戒するあまり、双頭の竜は紅霧ミストの息吹ブレスを『盾』として前面展開した。

　今、その竜軀に、霧の『鎧』は存在しなかった。

　音を立てて『魔剣』が砕け、『紅霧ミスト』が消失した瞬間。

　彼女は咆哮した。




「【フツノミタマ】!!」
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　揺らめく水の世界が、幻想の欠片のごとく数分前の光景を映し出す。

「【掛かけまくも……畏かしこき……】」

　牙が食い込んだ少女の肩が悲鳴を上げる。

　肉を抉られる少女の左腕が痛哭つうこくを叫ぶ。

　今にも引き千切ちぎられそうな少女の右足が絶叫を漏らす。

　傷が深い。血も止まらない。意識が定まらない。

　モンスターに喰らいつかれ、水底へと沈んでいく命ミコトは、もう戦えない。

　だから、彼女は『祝詞のりと』を紡いだ。

「【いかなるものも、打ち破る……我が武神かみよ……尊き、天よりの導きよ……卑小の、この身に……巍然ぎぜんたる、御身の神力しんりょくを……】」

　体とともに闇へ沈みゆく意識の中で、たどたどしく、途切れ途切れの声を絞った。

　ただ一つ、脳裏に宿る仲間を想って。

「【救え、浄化じょうかの光……破邪の、刃……】」

　邪を払い、光を呼ぶ破魔の歌を。

「【払え、平定へいていの太刀たち……征伐せいばつの霊剣れいおう……】」

【絶望】という名の毒を払い、勝利に導く武神かみの霊剣つるぎを。

　仲間にもたらすために、歌った。

「【今ここに……我が命なにおいて、招来する……】」

　その時だ。

『命ミコトぉおおおおおおお！』

　水面みなもを揺らす叫びが──自分の名を呼ぶ桜花おとこの声が、聞こえた気がしたのは。

　直後、視界が白熱する。

　諦めていない！

　諦めていないっ!!

　自分も、あの人だって、まだ諦めていない！

　いつだって勇敢に戦うあの武士もののふが！

　どんな時だって仲間を守り、強く戦い続けてきたあの益荒男ますらおが！

　まだっ、まだっっ!!

　歯を食い縛る。

　唯一自由である右手が、なけなしの拳を作る。

「【天より降いたり、地を統すべよっ……】！」

　眦まなじりを引き裂き、その瞳にもう一度光を宿し、命ミコトは猛々しい気泡を吐いた。

　意識が朦朧としている頭ではその一撃は制御できない。

　水中では敵を目視できない。

　だが、視線の先に浮かぶあの巨大な影、己の直上ならば。

　それならば巻き込める。

「【神武しんぶ闘征とうせい】──」

　水底に発生する『同心円』。

　巨大魚モンスター達を動揺させる『魔力』の氾濫。

　水面を隔てた先に生まれた『光剣』へ向かって、命ミコトは咆哮した。




「【フツノミタマ】!!」




　勅命ちょくめいを受けた深紫の剣が、階層主を貫き、『重力の結界』を現出させる。


『～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～アァァッ!?』



　凄まじい力が『アンフィス・バエナ』にのしかかった。

『水中での詠唱』を察知できなかった時点で直撃を回避する術すべはない。そして、紅霧ミストの『鎧』を失っているその竜軀に、重圧魔法フツノミタマを防ぐ手立てなど存在しない。

　竜鱗を砕くほどの重力が頭上から押しつけられ、二つの首ががくんっと水面へ近付く。

　恐るべきことに、異常発生する重力に晒されることで湖の中心さえ奇妙に窪んでいった。

「ぐぅううううぁああああああああああああああああああ!?」

　階層主の真下から『魔法』を発動する命ミコトも、重力を浴びて体が圧壊されていく。

　食い縛られた歯の隙間から、泡沫の氾濫が止まらない。

　巨大な怪物より先に、小さな人の体が壊れてゆく。

（──勝てない）

　視界が塗り潰されるようにへこんでいく。

　ベキッ、と細い指が鈍にぶい音を立ててへし折れる。

　体内の臓器がねじれ、血の霧が唇から溢れる。

　だが、命ミコトは決して『魔法』を解除しようとしなかった。

（命いのちを賭とさねば──勝てない！）

　覚悟を吠え、少女は己の生命を燃焼させた。

　凄まじい重圧によって体が叩きつけられた水底に、夥しい亀裂が走る。

　巻き込まれた『レイダー・フィッシュ』達が圧迫され、眼窩から眼球をこぼし、不気味ぶきみな音を奏でて肉体を潰していく。

　巨大魚の一匹が右肩から引き剝はがされた瞬間、命ミコトは重力に逆らいながら、勝利なにかを摑み取るように、手を水面へと伸ばした。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!?』

　──逃がさない、絶対に逃がさない！

　命ミコトは血の網が走る双眼で敵の体を、揺らめく水面の先を見据えた。

　水の世界を隔てた先にいる仲間を信じて。

　自分のことを呼んでくれた、武神の同輩を心に思い浮かべて。




「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ!!」

　疾駆する。

　水晶を蹴り砕き、桜花オウカは大空洞の中心に広がる紫の結界を目指す。

「命ミコトッ、離すなああああああああああああああああああああああああああ！」

　跳躍した桜花オウカが着地した先、それは根ルートの残骸だった。

　度重なる攻撃で大樹の円蓋ドームはボロボロとなっている。更に蒼炎が燃え移り、今や広がるのは炎の迷路だ。押し寄せる火の手が幾重にも交差する太い樹の根を燃やしていく。

　しかし桜花オウカは立ち止まることなく、迷うことなく、大量の火の粉に巻かれながら、大空洞の中空回廊を突き進んだ。

　唯一残されている根ルートを、たった一つの道筋ルートを疾走し──跳ぶ。

　ヴェルフ達が瞠目する中、大戦斧を振り被かぶり、展開されている『重力結界』に飛び込んだ。

「ぐっっ──ぅおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　がくんっと揺れる視界、桜花オウカの背を叩き落とす恐ろしい重圧。

　結界に閉じ込められる竜の直上より、同じ重力を浴びて、急降下する。

『階位昇華レベル・ブースト』を経ても桜花オウカの攻撃では『アンフィス・バエナ』の首を刈ることはできない。

　ならば────少女の『重圧魔法ちから』も借り、己自らを『断頭刃ギロチン』と化せば。

「っっっ!!」

　その『一撃』を放つ寸前。

　桜花オウカの意識は過去に飛んだ。

　遠征前、タケミカヅチから『技』を賜ったのは命ミコトや千草チグサだけではない。

　桜花オウカもまた、借金ローンまでして上級鍛冶師ヴェルフから買い取った《皇剛こうごう》に相応しい『必殺』を求めたのだ。

　夜が明ける前の暁闇、大の字となって転がった広い中庭。

　ボロボロとなった桜花オウカの目の前で、『技』を叩き込んだ武神は告げた。

　それは単純にして極致。

　容貌ようぼう魁偉かいいの巨軀を余さずつぎ込まなければならない、桜花オウカにしかできない大技。

　然るべき時、然るべき呼吸をもって繰り出せば、『竜をも殺す牙』になりうる、と。

　あの武の神は確かにそう言った。

　渦を為なすように、上体を半転。

　重力に圧迫されてもなお、肺の奥から火の粉に代わる気炎いきを吐く。

　迫りくる竜頭を前に、全てを巻き込む牙のごとく、桜花オウカはその必殺を解き放った。




「『虎喰こくう』!!」




　斬断。

『──────ガァッッ!?』

　雄叫びを上げる銀光の煌きが階層主を一閃し、竜鱗を貫いて、肉を分かつ。

　咲き誇るのは血飛沫の華。

　首から離れるのは、紅眼の右頭部。

　それとほぼ同時、力つきたように重力の結界が解除された。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!?』

　落下する冒険者と白目を剝く竜の相貌、打ち上がる巨大な水柱。

　番つがいの頭を断たれた左の竜頭が、叫喚を上げた。
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（これは──）

　アイシャは、聞いた。

「【其その力に其その器。数多あまたの財に数多あまたの願い】──」

　蒼い烈火が轟々たる呻き声を上げる中で。

　誰よりも少女の『詠歌』を聴いてきた彼女だけが、その鈴のごとき玉音を拾い上げた。

「【鐘の音ねが告げるその時まで、どうか栄華えいがと幻想げんそうを】」

　凄まじき炎海の中心地。

　全てを灰燼かいじんと帰す蒼炎に取り囲まれながら──座する春姫ハルヒメは歌っていた。

『黒巨人の防衣ゴライアス・ローブ』。

　リリ達を押し飛ばした後、春姫ハルヒメは焼夷蒼炎ブルーナパームに呑み込まれる寸前これを被って地に伏せたのだ。

　戦えない『妖術師』の最初で最後の機転。純粋な打撃や斬撃を始め、雷撃や吹雪さえ凌ぐ鉄壁の防具は階層主の火炎流をもってしても焼きつくせない。

（──体が、燃えつきそう）

　だが、殺人的な焦熱は健在だ。人もモンスターも燃えつきる炎界は地獄に等しい。

　いくら内側の装備者を火の手から守り抜いたとしても、この世のものとは思えない灼熱が仮借なく襲いかかり、春姫ハルヒメの意識を蠟のように溶かしていく。

　防衣ローブの表面をあおっては嬲なぶる炎の舌、美しい白い肌をとめどなく伝う滝のような汗。

　今にも、その細い喉から火が溢れ出そうになった。

（──いいえ、いいえ！　燃えつきてもいい！　灰になってもいい！）

　それでも。

　頭から防衣ローブを纏い正坐する少女は、目を瞑つむりながら歌い続けた。

（灰の中から──この『歌』を届けられれば！）

　自分に残された全精神力マインドをそそぎ込み、詠唱を紡ぐ。

　きっと春姫ハルヒメの『歌』を待ってくれている『彼女』の顔を思い浮かべながら。




　──お前は歌うだけでいい。




　数年前、美神の派閥イシュタル・ファミリアの遠征時、『彼女』にそう言われた。

『深層』にまで赴いた経験がありながら、春姫ハルヒメはダンジョンの風景をほとんど知らない。彼女は頑丈な檻カーゴに押し込められ、閉じ込められ、アマゾネス達に運ばれるだけだったから。

　それは武装や道具アイテムと同じだった。

　必要な時に取り出され、戦闘娼婦バーベラ達のために使役される。

　事実、道具どうぐ以上のことを春姫ハルヒメは求められなかった。求められようがなかった。

　──他のことには何も期待しちゃいない。歌うことだけを考えろ。

　血と肉が飛ぶ戦場を前にした時、瞳に涙を溜ためて立ち竦むだけだった。意識が落ちないよう堪こらえるのが精一杯だった。

　御簾みすの奥に引きこもる貴人など、酷悪こくあく極まるダンジョンでは何の役にも立たない。

　だから歌うしかなかった。その身に秘めた最強の神秘を使うよう促されて、錯乱しながら、何度も吐瀉としゃしながら、震える唇から詩篇を紡ぐしかなかった。

　──お前の歌が一秒遅れれば、私達の誰かが死ぬ。深層ここじゃあね。

　過酷だった。

　何人もの屈強な女戦士アマゾネスが手足を吹き飛ばされては代わる代わる倒れ、第一級冒険者フリュネさえ血を吐き出して重傷を負う。

　無力な身で戦闘に駆り出され、何も望んでないにもかかわらず、命いのちの責任を強制された。

　この世の暴力と残酷を碌に知らなかった生娘には悪夢でしかない。

　彼女達を恨まなかったと言えば、それは噓うそになってしまう。

　──ま、お前は私達を憎んでるだろうからね。

　──見殺しにしても、いい。

　最後に『彼女』は。

　アイシャは、半身を血で汚しながら、目を背け、投げやりにそう告げたのだ。




『アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!?』

　桜花オウカの必殺によって右頭を吹き飛ばされた『アンフィス・バエナ』が怒り狂う。

　一方の首が残っている限り、双頭竜の活動は停止しない。そして重力結界が解除された今、階層主を拘束するものは何もなかった。その蒼い眼を隅々まで血走らせながら、竜の左頭が口端が裂けるほど顎あぎとを開く。

　口腔に収束される、かつてないほどの蒼光。

『竜肝』の焼夷体液ガソリンを根こそぎつぎ込んだ、正真正銘、最後にして最大出力の焼夷蒼炎ブルーナパーム。

　残りの首を落とそうと、桜花オウカに続こうとしたヴェルフとダフネの追撃も間に合わない。

　大空洞全域を焼きつくす竜の砲撃の方が、早い。

　立ちつくすリリ達は破滅の輝きを見た。

　全てを焼きつくさんとする滅びの象徴が、冒険者達の瞳を焼いた。

　そして。

　その時、ただ一人、アイシャは。

　走ろうが歌おうが竜の極炎を止める術はない極限状態の中で、半ば無意識に、あるいは導かれるように、前傾姿勢をとった。

　地に伏せて力を溜める黒豹こくひょうのごとき、『突撃』の体勢を選択した。




　──見殺しになんか、できません。

　アイシャに対する春姫ハルヒメの返答は、涙に濡れた掠かすれた声だった。

　それは弱虫で意気地のない少女が覚悟を持てなかったから。命いのちの重圧に耐えられなかったから。

　僅かでも、たった一人でも、助けたかった人達がその戦場にはいたから。

　──この身が消えてなくなるまで、歌い続けます。

　だから春姫ハルヒメは誓った。

　だから春姫ハルヒメは何度も歌った。

「【──大きくなれ】」

　だから、その詠唱は日々の中で加速し続けた。

「!?」

　その『魔力』の高まりは小人族パルゥムの驚倒を攫った。

　その歌声は『魔法』を何度も行使してきた治療師ヒーラーを戦慄させた。

　炎の海の真ん中に生まれる金光の大鎚は、竜の双眼を衝撃に染めた。

　加速する呪文が、蒼炎の蓄力チャージを置き去りにする。

『高速詠唱』。

　魔導士の基礎にして極意。

　風を凌ぐほどの呪文構築は仲間の危機を救い、勝利の祝福をもたらす。

　それは歌うことしかできない春姫ハルヒメが培ってきた確かな『技』だった。

　誰よりも使役されてきた『妖術師』が磨き上げてきた唯一だった。

　何百、何千と紡がれてきた春姫ハルヒメの詠唱速度は──その一点のみ『上級魔導士』のそれを凌駕りょうがする。

「【神饌かみを食らいしこの体。神かみに賜たまいしこの金光こんこう──】」

　春姫ハルヒメの歌は駆け抜けた。

　本来心こころがける安全性をかなぐり捨て、速度を最優先し、今にも導火線に火がつき魔力暴走イグニス・ファトゥスが巻き起ころうとするも、振り払う。

　そうだ、春姫ハルヒメは歌うことしかできない。

　ならば全身全霊を賭かけて、何よりも速く、紡いだ歌を勇敢な冒険者達に届ける。

「【槌つちへと至り土つちへと還かえり、どうか貴方へ祝福を】！」

　勢いよく目を開いた春姫ハルヒメは、蒼炎の海の先に立つ、その女戦士の背中を見据えた。

「【大きくなぁれ】！」

　瞬間。

　体を前に倒したアイシャは、振り返ることなく、発走した。




「寄越せっ、春姫ハルヒメええええええええええええええええええええええええええええええ!!」




　咆哮と同時、柄のない光の槌がアマゾネスに落とされる。

「【ウチデノコヅチ】！」

　走り抜ける閃光スパーク、巻き起こる夥しい光粒。

　階位昇華レベル・ブーストの光を得た褐色の体が咆哮を上げ、限界を引き千切る加速を断行した。

　金光きんこうの矢となる。

　水晶の床を砂利じゃりのように蹴立て、火の粉が舞う空間に風穴を穿うがち、蒼い炎塊を溜める巨竜目めがけ、突貫する。

『──────』

　怒りで我を失っていた双頭竜は誤算を悟った。

　砲撃準備の最中、本来敵てきを迎撃する双頭の片割れは分かたれている。残された首を守る存在は既にいない。

　何より、そのアマゾネスの凄まじい走行。

　Ｌｖ．４では間に合わない時間と距離を、Ｌｖ．５の驀進が覆す。

『道』はある。

　湖に作り上げられた竜への一本道が。

　最後の一撃と引き換えに砕け散った、魔剣『氷鷹ひよう』が生んだ氷原の大橋が。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ!!」

『アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!?』

　重なり合う冒険者の咆哮と竜の砲声。

　駆け抜ける女戦士もろとも、大空洞を燃やしつくそうと、臨界に達した息吹ブレスが解き放たれようとする。

　だがアイシャと、春姫ハルヒメの光の方が、速かった。

　一閃する。

　跳躍したアイシャの残影が斜め一閃に走り抜け、階層主の首の中ほどを一過した。

　砕け散り舞い上がる巨大な竜鱗、深く切り裂かれた太い首。

　間もなく、首を経由し体内より口腔に集められていた蒼炎が、刻み込まれた傷口から勢いよく噴出した。


『～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～アァァァ!?』



　損傷した水道管パイプのごとく、噴き出した焼夷蒼炎ブルーナパームによって炎上する。

　自らの炎に焼かれる『アンフィス・バエナ』は煉獄れんごくに堕ちたかのように悶え苦しんだ。特大の息吹ブレスが不発に終わったどころか『暴発』に利用され、流出する血液すら焼き焦がされながら、絶叫を上げる。

「【来きたれ、蛮勇の覇者】！」

　アイシャは止まらない。

「【雄々しき戦士よ、たくましき豪傑ごうけつよ、欲深き非道の英傑えいけつよ】！」

　湖に浮かぶ氷塊に着地すると同時、疾走し、『アンフィス・バエナ』に再度斬りかかる。

　高らかな『並行詠唱』を響かせながら、水中という逃げ道を塞ぐため怒涛の高速乱打を仕掛けた。

「【女帝おうの帝帯おびが欲しくば証明せよ。我わが身を満たし我わが身を貫き、我わが身を殺し証明せよ】！」

『氷鷹ひよう』の余波が作り上げた長大な氷柱を蹴り付け、連続移動、階層主はおろかヴェルフ達も視認できないほどの速度をもって縦横無尽に飛び交う。

　かき消える加速、軌跡を描く階位昇華レベル・ブーストの光粒、【麗傑アンティアネイラ】の名に相応しい闘舞。

　水竜の悲鳴と引き換えに、残りの詠唱を終結させる。

「【飢える我わが刃なはヒッポリュテー】！」

　大跳躍。

　躍り出るは、燃え盛る竜の胴体直上。

　敵の『核』が埋まる巨軀に向かって、降下するとともに大朴刀を振り上げる。

　そして、自身と春姫ハルヒメの『力』をそそぎ込んだ一撃を解放した。




「【ヘル・カイオス】!!」




　竜軀に叩き込まれる大朴刀、そこから放たれる『魔法』の光輝。

　体内に直接撃ち込まれた紅の大斬撃波が竜の肉を切り裂いては食い荒らし、竜血の川をかき分けて、奥に埋まっていた紫紺しこんの大結晶を打ち砕いた。

『────────────────────────────────ッッッ!?』

『魔石』を粉砕された『アンフィス・バエナ』の体が輪郭を失い、次には暴れ狂うように蒼炎の華が咲き乱れた。

　巻き起こる莫大な灰の噴火と、焼夷蒼炎ブルーナパームの爆発だ。

　凄まじい爆音を轟とどろかせながら大空洞が一瞬、蒼熱の光に埋めつくされる。

　その光景を炎の海から見届けた狐人ルナールの少女は、かすかな笑みを浮かべ、ゆっくりと倒れ伏した。

「アイシャ様!?」

　爆風に吹き飛ばされまいと身を屈め、細い腕で顔を覆っていたリリは、光が途絶えると同時に叫んでいた。

　落ちてくる灰の雪、千々に砕けた竜鱗ドロップアイテムと紫紺の結晶、そして放物線を描く無数の炎塊の中で、湖に落ちるアイシャの影を捉える。

　至近距離からの必殺。巻き添えは免れない。青ざめるリリ達が言葉を失う中……ややあって水面を破り、濡れた長髪と美しい肢体があらわになる。


「…………」



　剝き出しの褐色の肌はあちこち火傷やけどを負ってボロボロだった。

　しかし、あれほどの爆発に巻き込まれておきながら目の輝きは衰おとろえていない。全身を包み込む『光粒』に守られながら、ゆっくりと浅瀬を歩いていく。

　片腕に取りつく焼夷蒼炎ブルーナパームはちろちろと未だ燃えており、手の平と柄つかが癒着した大朴刀が水面を切りながら、引きずられていた。

　呆然としていたリリ達がはっとして駆け寄ろうとするも、アイシャはそれを制し、岸に広がる炎の海まで進む。

「春姫ハルヒメ……」

　左手で取り出した【万能者ペルセウス】謹製の『消火剤』を頭から被り、片腕に取りつく炎を鎮火する。

　道具アイテムの消火作用による膨大な煙を上げながら、残りの消火剤を使って目の前の炎を消滅させ、焰の中へ進んだ。

　頭上から見れば、それは荒ぶる炎の海の中に引かれる一本の轍わだちに見えただろう。

　防衣ローブが被さって倒れ伏している狐人ルナールの少女のもとまで辿り着いたアイシャは、その細い体を抱き上げた。

「……アイシャ、さん……」

「やるようになったじゃないか……ヘッポコ狐め」

　胸の中で薄らと目を開ける少女に、目を細め、笑みを落とす。

　喜びを滲ませる春姫ハルヒメは、僅かに微笑み返し、アイシャの体に力なく頭を預けた。

　横抱きの姿勢でもと来た道を引き返すアマゾネスを、リリとカサンドラが泣いて喜びながら出迎える。炎に熱し続けられた黒巨人の防衣ゴライアス・ローブはアイシャの両腕を焼いたが、今の彼女には苦にならない。

「助かったよ、春姫ハルヒメ……」

　妹の成長を喜ぶ姉のように、瞼まぶたを閉じた狐の耳に、呟きを落とすのだった。

「命ミコトっ！　桜花オウカ！」

　一方、千草チグサは氷河を渡って『アンフィス・バエナ』爆心地のもとへ向かい、大量の灰が浮かぶ水面へと飛び込んだ。

『重圧魔法』の発生源を頼りに救出に向かう。

　すぐに、桜花オウカとともに満身まんしん創痍そういの命ミコトを抱え、岸へと引き揚げた。

「ちょっとちょっと！　すごいけど、すごかったけどっ、無事なの!?」

「摑まれ、大男！」

　カサンドラ達のもとへダフネが駆け付け、ヴェルフが桜花オウカ達に手を貸す。

　未だ蒼炎があちこちで揺らめく大空洞内、冒険者達は火の手が届かない湖中央の氷塊で合流した。

「全員、生きてる……」

「リリ達だけで、階層主を倒しました！」

　残っている道具アイテムも用いて、直ちにパーティの治療に当たったカサンドラとリリは、仲間の生存に歓声を上げた。

　肩、腕、足の深傷、『重圧魔法』による全身骨折。目を閉じて意識を断っている命ミコトが一番の重体だったが、息はある。春姫ハルヒメも精神疲弊マインドダウンを引き起こしているが、かろうじて意識を保っていた。消火剤と回復薬ポーションを使用したとはいえ、アイシャは自力で立ち上がりＬｖ．４の強靭性タフネスを見せつけた。

「喜ぶのは早いが……上出来だよ、お前達」

　階層主への辛勝。アイシャが心からの称賛を贈る。

　あたかも冒険者達の偉業を証明するように、ドロップアイテム『アンフィス・バエナの竜肝』の一部が氷の島に流れ着く。水面に浮かぶそれを目敏く拾い上げ、収拾するリリに、ヴェルフ達から笑みが漏れた。

　大空洞の中心で勝ち鬨どきを上げようとした冒険者達だったが──しかしそこで、ドンッ！　と。

「!!」

　勝利の余韻に浸る間も与えず、ダンジョンが咆哮を上げた。

「なんだ!?」

「階層が、揺れて……!?」

　ヴェルフと千草チグサの瞠目を他所に、耳を塞ぎたくなるような音を響かせて階層が崩れていく。

　迷宮部が崩れるほどの大爆破、天井部から落下した樹根の円蓋ドームに『アンフィス・バエナ』降下攻撃、止めにまき散らされた焼夷蒼炎ブルーナパーム。繰り広げられた激戦の反動に耐え切れず、大空洞はとうとう本格的な崩壊を起こしたのだ。

「おい、不味まずいぞ!?」

　ダンジョンの怒号か、あるいは悲鳴か。凄まじい破砕音を奏でて天井から水晶の大塊が落下してくる。滝壺に落下しては波を起こす凶悪な雨を武器で打ち払いながら、桜花オウカ達が顔色を焦あせりに染めていると、

「ひぃいいいいいいいいいいっ!?」

　パーティのものではない何者かの悲鳴が上がった。

　振り向くと、断崖内の迷宮部に繫がる北西側、『巨蒼の滝グレート・フォール』を掠める水晶橋に四人組の冒険者の姿があった。

　一人は狼人ウェアウルフ。宿場街リヴィラで【疾風】討伐を扇動した、あのタークだ。

　25階層を爆破した張本人達である。

「話がちげぇ、話が違ちげぇよ、ジュラァアアアア!?　こんなことになるなんて聞いてねえ！」

「あのボケナスども……！」

　迷宮部を含めた階層崩壊から逃れ、この大空洞までやって来たのか。現在の惨状を招いておきながら支離滅裂に喚き立てるターク達の姿は、アイシャを苛立たせるのには十分だった。

　彼等は恐慌状態に陥おちいりながら逃げ惑い、水晶橋を飛び降りる。

　着地する先はアイシャ達の頭上、大空洞の宙空を未だに覆っている『根ルート』の円蓋ドームだ。焼夷蒼炎ブルーナパームが燃え移っているにもかかわらず、タークを先頭に無我夢中で走り抜ける。バックパックを装備していた一人に蒼炎が取り付き、断末魔の悲鳴とともに火達磨ひだるまとなった。

「死にたくねえ、死にたくねえよぉ!?　死んでたまるかああああ!?」

　もはや汗とも涙とも知れない滴を垂れ流す小悪党は火の手と煙に巻かれながら、それでも生への執念か、大空洞西側の絶壁へ辿り着いてよじ登り始める。

　そしてその光景は皮肉にも、冒険者達に活路を見出す一助となった。

「大樹の根を伝って……！　今なら連絡路に行ける!?」

　本来ならば高過ぎる水晶の絶壁を上り下りするのは上級冒険者と言えど現実的ではない。だが、今は『根ルート』の円蓋ドームが張り巡らされることで頭上への退避が比較的容易となっていた。絶壁を上りきって崖道に出てしまえば、あとは階層南端にある連絡路から脱出できる。

　それはこの崩壊する大空洞に残された、唯一の道標だった。

「手段なんて選んじゃいられない……！　ここにいたら水晶に埋まっちまう！」

　怪我けが人を背負っての登攀クライミングの成功率は高く見積もっても五分五分だろう。

　更に炎上する円蓋ドームの中で、僅かな道筋ルートが残っているのは西側のみ。

　今も刻一刻と退路が燃えつきていく中で、アイシャは撤退を叫んだ。

「ずらかるよ！　西の断崖をよじ登って！」

「待ってください!!　ベル様が、まだ下の階層に残っています！」

　それをよしとしないのはリリだ。

　彼女の小さな指が指し示すのは、南東側の断崖。つまり『巨蒼の滝グレート・フォール』と並んで26階層へと続く絶壁だ。垂直の崖を下って迷宮部へ侵入する方法が残っていると、そう主張する。

「俺も反対だ。逃げ出すなら、ベルを助けてからだ！」

「気持ちはわかるっ、わかるがっ……しかし……！」

「このままじゃあ、命ミコトも、春姫ハルヒメちゃんも……！」

　リリと並んでヴェルフが声を上げる。それに呻くのは桜花オウカと千草チグサだ。

　命ミコトを支える千草チグサに限っては、死人のように力なく瞼を閉じる幼馴染に涙を堪えていた。

「お前達……！　馬鹿野郎っ、この状況を見て言え！」

　立場上、パーティ内で最も発言力を持つアイシャはリリ達に怒鳴り返すも、その顔は苦渋に歪んでいた。

　桜花オウカ達同様、彼女とてベルを見捨てたいわけではない。むしろ気に入っている雄おすを何としても助け出したいと思っている。だが、階層主と死闘を繰り広げた今のパーティの状態コンディションで、リリ達の選択は致命的だ。命ミコトと春姫ハルヒメはもう戦えない。武装と道具アイテムの多くも消耗した。とてもではないが行方不明の仲間を探しに行ける状況ではない。

　何より、今も抱きかかえている狐人ルナールの少女の存在。

　妹分と少年を天秤にかけて、彼女のもとに秤はかりを傾けようとするアイシャだったが──胸の中で弱々しく伸ばされた手が、それをとどめた。

「アイシャ、さんっ……お願いですっ……私わたくしはいいから、あの人を……！」


「っ……！」



「ベル様を、どうか……！」

　朦朧と意識を繫ぎ止めてまで絞り出される春姫ハルヒメの懇願に、アイシャは唇を嚙んだ。

「ベル様を放っておけません！」

「だが、この層域に残っては……！」

　リリとヴェルフ、春姫ハルヒメは残留を。

　アイシャと桜花オウカ、千草チグサは退避を。

　パーティの間で意見が割れた。

（みんな冷静さを失ってる……！　リリルカも、【麗傑アンティアネイラ】も！）

　そんな極限状態の中で、両者の間に立つのはダフネだった。

　鼓動をかき鳴らし、汗を垂れ流しながら、彼女は努めて客観的な視点を己に強いた。

　比較的まだベル達と付き合いが浅い彼女だけが、その立場に回ることができた。

（残るなんてありえない！　無謀無策無駄！　今すぐにでも脱出しないと！）

　ダフネの判断は当然、退避。考えるまでもない。

　層域そのものが崩壊しようかという異常事態イレギュラーの中で、残留の選択肢などもっての他だ。

（崩壊の範囲はきっと25階層だけ、ここより下の27階層は潰れることはない！　ベル・クラネルだって生存できる可能性が……！）

　そんな思ってもない建前たてまえを掲げ、パーティの安全を優先させる。

　それが指揮をする者の務めだ。それが今、取捨選択を課せられた者ダフネ・ラウロスに求められる責任だ。

（意見は三対三、ここで私が『退避』に一票入れれば流れは傾かざるをえない！）

　逼迫した状況に際して、多数決の重みは決断を促すことをダフネは知っていた。

　リリ達の仲間を想う心に引導を渡す。

　苦渋が伴う意志をもって、ダフネは口を開こうとした。




「【絶望の檻】……【棺へと変わり】……【汝なんじを苛さいなむ】……」




　その時。

　隣からこぼれ落ちた言葉の欠片に、ダフネの時は止まった。

「燃え盛る大樹、崩れる階層……【絶望の檻】は今、【棺】に変わった……この場所、この状況が【汝を苛む】もの？」

　視線が引き寄せられる。

　降りしきる水晶の小片あめを浴びて、蒼炎の光に横顔を照らされながら、その少女は独白めいた呟きを連ねていた。

「……カサン、ドラ？」

　虚空に向けられる少女の瞳はここを見ていない。

　ここではないどこかを、今ではない何かを見つめ、導かれようとしている。

「今が予言の時。ここが岐路、ここが分かれ道、ここが運命の分岐点──」

　まるで神託が下された巫女みこのごとく入神トランス状態に陥っている少女の姿に、ダフネの目は釘付くぎづけとなった。

（【棺】は死の暗示。けれど【苛まれる】余地があるということは、死の未来は確定していないのと同じ。裏を返せば、苛まれた先に判断を誤れば、『予言』は私の命を喰らうということ）

　──一方のカサンドラは、己の内に沈んでいた。

　心底の海に浮かぶ十七節の『予言』。『悪夢』という名の祝詞が目まぐるしく移ろう中、体感時間が極限まで引きのばされる。

　周囲と切り離された世界で、悲劇の予言者は詩の海に溺れながら、『お告げ』の真意を摑み取ろうとする。

（つまり、今、この【棺ひつぎ】の中で、【汝わたし】を苛むものは──『決断』そのもの？）

　それはカサンドラが取るべき行動であり、パーティの行く末である。

　まさしくパーティの間で分かれている『残留』と『退避』、その『二つの選択』だ。

　この『選択』にして『決断』が、自分達の運命を決めると、カサンドラは悟った。

　──【忘れるな。求めし光は蘇よみがえりし太陽のもと他にはない】。

　──【破片を集め、火を捧げ、日輪の灯火ともしびを請え】。

　──【心せよ。其は惨禍の宴──】。

　状況を顧みても【棺】を示唆する十四節目の詩に突入したことは明らか。

　よって、残っている『予言』はこの三節。

（最後の十七節目は予言の内容を締めくくる帰結に過ぎない。よって除外。残りの二節は間違いなく破滅の未来を回避する『警告』！）

【破片】から始まる件くだりは明らかにこの二者択一の場面にそぐわない。故ゆえにこれも除外。

　精査するのは【求めし光】と【蘇りし太陽】のこの二つ！

（【求めし光】は──希望？　【汝わたし】が選ぶべき『選択』は【蘇りし太陽】にまつわるもの以外にありえない？　でも【太陽】ってなに？　【太陽】を示すものがどこにあるの？　【太陽】なんてこの地下迷宮ダンジョンに存在しない!!）

　わからない、わからない、わからない！

　カサンドラは何を選択すべきなのか。何に導かれるべきなのか。

　私自身カサンドラは、何をしたいのか。

　私はこの人達を死なせたくない。

　私は彼のところに行きたい。

　誰も死なせないまま、『過酷』を強いてしまったあの少年のもとに。

　感情という叫喚ノイズが思考に割り込む中、突きつけられた選択肢の前で立ちつくす。

『退避』か、『残留』か。

　24階層か、26階層か。

　上か、下か。

　西側の崖道か、東側の断崖か──

「──────」

　その瞬間。

　カサンドラの全身に、電流が駆け巡った。

【求めし光】──予言者カサンドラ達が生き残ることのできる唯一の選択肢？

【蘇りし太陽】──水辺の階層であるここに太陽を示す存在はない？

　つまり目に見えるものではない？　人物ではない？　物質でもない？

　暗示、抽象、寓意。

　比喩。

（【蘇りし太陽】──太陽が消えて再び現れる、『日の出』──）

　弾かれるように振り向いたカサンドラは、見た。

　階層東南、26階層へと続く連絡路を。

　根ルートの檻に破壊された筈の洞穴。

　そこが度重なる衝撃によって地盤が歪んだことで、根と地面の間に、人がかろうじて通れる新たな空隙が生じている──

「──ぁ」

　光が瞬またたく。

　視界が激しく明滅スパークする。

『予言』という名の詩片ピースが繫がり、組み合わさる音が響き渡る。

【絶望】と【破滅】を回避する、『希望』の光が手の中にもたらされた。




「──東へ!!」




　直後、カサンドラは叫んでいた。

「えっ……!?」

「皆さん、東へ!!　26階層へ、早く!!」

　驚愕きょうがくするパーティに促す。

　なりふり構わず大声を放つ少女の訴えに、リリ達はうろたえた。

「カサンドラ!?　何を言ってっ──！」

　血相を変えて少女の暴走を止めようとするダフネだったが、

「違うの、ダフネちゃん！　違ったの!!　『予言』が示していたのは『人物』でも『時間』でもなかった！」

「!?」

「【蘇りし太陽】が示していたのは、『方角』！　ずっと勘違いしてた！」

『予知夢』の内容に言及する悲劇の予言者が、ダフネの声を押し返した。

　カサンドラは21階層で一度、推理した。

　警告が関連しているのは太陽神アポロンにまつわる物、ないしは人。あるいは【太陽】が暗示しているのは日中の『時間』ではないのかと。

　だが、違ったのだ。

【蘇りし太陽】とはすなわち──夜の間に消え、朝の始まりとともに再び現れる『日の出』の比喩表現。『予言』が真しんに示していたのは、『日が昇る方角』だ。

「この階層はもう【絶望の檻】から【棺】に変わった！　死の暗示から逃れるには【蘇りし太陽のもと】、『東』に行くしかない！」

　蓋を開けてみれば簡単なことだった。

　古巣が古巣だけにカサンドラは太陽神アポロンにまつわる事物を連想し、思考を狭めていた。もっと単純で良かったのだ。

　ただ、この『階層崩壊』という状況に追い込まれなければ、わかる筈もなかっただけで。

　西と東の経路、この二つの『選択肢』が提示されて初めて読み解けた。

「【日輪の灯火】はわからない！　集める【破片】も、捧げる【火】も、残りの暗示が何を指しているかわからない！　でも、『東』へ行くしかないの！　早く26階層へ!!」

　ようやく答えを得たカサンドラの言葉を、

「──なに言ってるのよ！　こんな時に！」

　ダフネは怒鳴り返し、信じなかった。

「わけのわからないことを言わないで！　こんな時までっ、もういい加減にして!!」

　己の顔を睨み返す友の眼差まなざしに、カサンドラの胸が罅割れる。

　カサンドラの訴えは全て、ダフネ達にとって要領を得ない言葉の羅列。

　支離滅裂にして意味不明な妄言。誰にも信じてもらえない『呪い』。

　定められた『悲劇の予言者』の末路。

　自身を取り巻く仲間の目が疑いに満ちている。

　世界が音を立ててねじ曲がり、変容して、声を上げ、カサンドラをあざ笑う。

　涙に濡れる瞳が砕け散り、膝が崩れ落ちそうになった。

（──いつだって）

　何をしてもそうだった。

　何を言っても誰も聞いてくれない。

　何を訴えても誰にも届かない。

　いつもそうだった。

　いつも世界は私の努力を踏みにじる。

　いつも世界は私の悲劇をあざ笑う。

　勇気を出してあがいても、想いを振り絞って叫んでも、理不尽な事象を突きつける。

　必死の警告が無為に消える時。

　決意が砂の城のように崩れ落ちる瞬間。

　それを何度も味わってきた。

　何度も、崖から暗い闇の底に突き落とされてきた。

　きっと私は呪われているから、しょうがない。

　そう、しょうがない、しょうがない……しょうがない。




　……本当に？




　その言葉が心を侵し、挫くじけてしまったのは、いつからだっただろう。

　心のどこかで諦観を抱えたなんて、噓をつくようになったのは、いつの頃から？

　いつから戦うことを止めた？

　いつから何もかも、自分でさえも信じられず、絶望するようになってしまった？

　目の前にいる、この大好きな少女の瞳から、目を背けるようになってしまった？

（──いつだって、私の心を折るのはダフネちゃんだった）

　そして、




『絶望なんて言葉に負けるな！』

『未来まえを見ろ！　立ち向かえ！』




（──いつだって、私に勇気をくれるのは、ダフネちゃんの言葉だった！）

　胸の祭壇に火が灯る。

　こちらを穿つ友の眼差しから目を背けず、心に蘇る彼女の言葉を秘め、あざ笑う世界へ立ち向かう。

　カサンドラは、手を握り締めて、叫んでいた。

「聞いて、ダフネちゃん！」

「!!」

　目を見開くダフネに向かって、身を乗り出す。

　彼女だけを見つめ、カサンドラは喉を震わせた。

「私はずっと諦めてた！　誰にも信じてもらえなくて、これからも信じてもらえないって、そう決めつけてた！」

　胸へ右手を押し当て、ありったけの想いを吐露する。

　これまで拒絶され、崖の底に突き落とされてきた衝撃と失望、去来する過去の記憶は痛苦以外の何ものでもない。

「ずっと怖かったの！　痛かったの！　悲しくて、もう傷付きたくなかったの！」

　それでも、カサンドラは言葉を止めなかった。

「私は怖がるだけで、いつも肝心なことを言ってなかった！」

　少年ベルが現れて、救われた気持ちになった。

　ずっと彼の側で言葉を囁き、自分を受け入れてもらえたらと夢想した。

　でもそれは、そもそもが甘えだったのだ。

　カサンドラは何もしていない。

　悲劇を強いる世界に、己の身に宿る『予言の呪い』に、一度だって本気で立ち向かおうとしていない。

　本気で、その『言葉』を口にしようとしなかった。

「私の『予知夢ゆめ』に耳を貸すのは、もうこれっきりでもいい！　だから!!」

　絶望に屈するな。

　自分達を引き裂こうとする『呪い』に抗え。

　人の拒絶に怯え、絶望を恐れる弱い自分自身に──負けるな。




「ダフネちゃん、私を信じて！」




　強い言霊が、崩壊する大空洞に響き渡る。

　伸ばされた両手がダフネの右手を摑み、包み込むように握り締められた。

　交わされる視線と眼差し。

　カサンドラの瞳が切なる懇願を宿し、ダフネの瞳が水面に落ちた波紋のように打ち震える。

　見つめ合う二人の時と想いが、一瞬溶け合う。

　やがて、

「……そんな『夢』っ、信じるわけないでしょう！」

　ダフネは勢いよく、カサンドラの手を振り払った。

　涙に濡れるカサンドラの瞳が見開かれ、今度こそ絶望に染まろうとする。

　そして、




「──みんなっ！　東へ!!」




　ダフネは『決断』を下した、

　驚愕するリリ達に振り向いて、『残留』の選択肢を叩きつける。

「……え？」

　呆然と立ちつくすカサンドラに、ダフネは向き直り、言った。

「私は、あんたの『夢』なんか信じないんだから！」

　唇を尖とがらせ、頰を真まっ赤かに染めながら。

　人差し指を突きつけて、思いっきり叫んだ。

「私が信じたのは、カサンドラ・イリオンなんだからね！」

　ダフネは『予知夢』を信じたのではない。

　ダフネは、『友カサンドラ』を信じたのだ。

　それを理解することに僅か一瞬。

　けれど、とても永ながい一瞬。

　カサンドラの双眸から、滴が伝った。

　顔を赤く染めるダフネは少女の右手を摑み直し、走り出す。

　カサンドラも熱い彼女の手の平を、ぎゅっと握り返した。

「急いで！　早く!!」

　声を上げながらカサンドラとともに『東』へ進路を取るダフネに、リリ達パーティは誰もが条件反射で従った。

　多数決の秤を傾けた少女の選択を受け止める。

「走れっ、走れえええええええええええええええええええええええええっ!!」

　最後尾に続くアイシャの叫び声が階層崩壊の絶叫に塗り潰される。

　氷の島を飛び移っては駆け抜ける冒険者達の背に、巨大な水晶塊の降雨が追従する。悲鳴を上げる大樹の円蓋ドームもまた焼け落ちては湖を震わせていく。

　荒ぶる波が歌い、蒼炎が躍る、終焉の大合唱。ダンジョンが上げる死の伴奏を振り払いながら、ダフネ達は大空洞を横断し、降り立った東部の岸を疾走した。

　26階層に続く連絡路へ。

　突き刺さった根ルートと地面の間に生じている僅かな空隙へ──飛び込んだ。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　次の瞬間、巨大な咆哮を上げて大空洞がとうとう崩れ落ちる。

　滝壺が轟然と水晶の瓦礫がれきに埋もれ、洞窟へ飛び込んだダフネ達を爆風で吹き飛ばした。

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　その最中さなか。

『西』の経路を選んだ男ターク達が崩壊に巻き込まれ、崩れた壁面から落下する。

　看取る者は誰もいない。水晶の雪崩なだれに無残にも押し潰される形で、ダンジョンを破壊した代償を支払わされるのだった。

「た……助かった……」

「もし、24階層に引き返そうとしていたら……」

　身を起こし、肩で息をしながら、リリと千草チグサが青ざめる。

　彼女達が顔を上げる先、25階層に直結していた洞窟は、半ば押し潰される形で完全に塞がっていた。


「ダフネちゃぁ～～～～～～～～～～～～～～～～んっ!!」



「抱き着くなぁ！　まだ何も解決していない！」

　一命をとりとめたパーティの中で、カサンドラが号泣しながらダフネに抱き着く。

　お互いに座り込んだ体勢のまま、ぎゅうぎゅうと頰をくっつけてくる少女を引き剝がそうと、ダフネは真っ赤になって格闘する。


「ありがとう、ありがとう……！　私を信じてくれてっ……！」



　赤子のように首へ両手を回し、嗚咽おえつを漏らすカサンドラは、笑っていた。

　自分を信じてくれた知己ちきに送る喜びの涙だった。

　引き剝がそうとしていたダフネも、あたかも照れ隠しのように、もう一度唇くちびるを尖らせる。

「騒ぐのはそこまでだ！　立ちな、お前達！　来るよ！」

　鋭く走り抜けるのはアイシャの声だった。

　見れば、眼前で枝分かれする26階層のルートから、多くのモンスター達が迫っている。

　まるで生き延びたお前達を逃がさないと、そう言わんばかりに。

「一難去った後にこれか……！」

「ごちゃごちゃ言うな、大男！　ここまで来たらベルのところまで絶対に辿り着く!!」

　桜花オウカがボロボロの《皇剛こうごう》を構え、予備スペアの『魔剣』を装備するヴェルフが隣に並ぶ。

　ダフネとカサンドラも、素早く立ち上がった。

　九死に一生を得た冒険者達は生を嚙み締める安堵あんども許されないまま臨戦態勢へと移った。

　気を失う命ミコトと春姫ハルヒメを後衛に預け、前衛が駆け出す。

　女戦士アマゾネスの大朴刀が先陣を切り、怪物モンスターの血飛沫を飛ばす中、冒険者達の戦いは続くのだった。

















　遅きに失した。

　自他ともに頭が足りないと認めるアーニャでさえ、視界に広がる光景を目にして、それだけは理解した。

「何よ、これ!?」

「……『水の迷都みやこ』っていうのは、いつもこんな地獄みたいな景色をおっ広ぴろげてるのニャ？」

　ルノアが動揺し、クロエが重い声音を醸し出す。

　彼女達が立ちつくしているのは25階層の連絡路前の崖。

　その眼下、大空洞には凄すさまじい光景が広がっていた。

　燃え盛る蒼炎の海に、焼け落ちた大樹の根ルートと思おぼしき残骸。広大な滝壺を埋めつくすほどの水晶の瓦礫がれきは、大空洞にいた者もの全てを生き埋めにしておかしくない量だ。鎮火する気配のない焼夷蒼炎ブルーナパームによって熱波と大量の水蒸気がアーニャ達のもとまで届いてくる景観は、クロエの言葉通り『地獄』と呼んでもまるで違和感がない。

　階層の天井や壁も、竜に嚙み砕かれたかのように崩れ落ちている。

　美しい水の楽園は、その姿を消失させていた。

「階層主がこの大空洞で暴れてくれたのだろうが……手前も、このような光景は初めて見た」

　Ｌｖ．５である椿ツバキでさえ、眼帯をしていない右眼を険しく細める。

　決して自然発生したものではなく、激戦の余波が大空洞を崩壊に追い込んだのだと。


「ミャー達が来る前に、誰かが戦ってたのニャ……？」



　この大空洞で戦闘が勃発ぼっぱつして、どれほど経過したのか。

　数時間？　それとも半日？

　階層主アンフィス・バエナは撃破されたのか？

　何もかも判然としない状況の中、一つだけわかることがある。

　アーニャ達の到着は、ここで『戦っていた者達』にとって、間に合わなかったのである。

「っ……リューは27階層にいる筈はずニャ！　すぐ下に降りるニャ！」

　ぐるぐると思考が発生する中、アーニャは勢いよく顔を左右に振り、叫んだ。

　馬鹿な自分がいくら立ち止まって考えたところで、時間の無駄であると悟ったのである。

『地獄』と化している眼下の大空洞に生きている者はまずいまい。未だ燃え盛る蒼炎のせいで、陸おかにいようが水中にいようが呼吸もままならない筈だ。あるいは生き埋めになっているか。生存者を探すだけ時間の無駄だと断言できる。

【疾風】の討伐本隊が27階層へ向かったことは『リヴィラの街』で聞き及んでいる。この『異常事態イレギュラー』の光景を前に心が逸はやるアーニャは、エルフの同僚の顔を思い浮かべ、進行を促した。

「そうは言ったって……どこもかしこも崩れて、碌ろくな足場がないじゃん！　どうすんのさ！」

「まぁ、この絶壁かべを下るしかないであろうなぁ」

「うげー、マジかニャ……」


「今、ここの大空洞には有翼種モンスターがいないニャ！　邪魔さえなければ、きっとできるニャ！　それに…………ミャーの兄様はっ、あの人は一人でよくこの壁を駆け下りてた！　だから行けるニャ！　た、多分！」



　ルノアが顔をしかめ、椿ツバキが刀の峰で己の肩を叩き、クロエが勘弁とばかりに舌を出す。

　アーニャの発破にもなっていない言葉が虚むなしく大空洞に響くこと、しばらく。

「あーくそっ──行くよ！」

　ルノア達は腹をくくり、頷き合って、一思いに体を前に倒した。

　熱のこもる蒸気を破り、崖から落下する。

　手を使わず絶壁を駆け下り、足場が音を立てて崩れれば、武器を壁面に深く突き刺しては耐え凌しのぐ。

　幾度となく落ちかけながら、手を貸し合い、一行は下部の階層を目指すのだった。
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「くそっっ!!」

　振るわれる予備スペアの長剣が、『マーマン』の体軀たいくを断つ。

　両断された半魚人のモンスターは絶命するも、新たな『マーマン』が死骸を踏み潰して攻めかかってきた。その光景に、ヴェルフはつきることのない悪態を吐き出した。

「ふざけろ！　倒しても切りがない！」

「数が尋常じゃないぞ！」

「よ、横っ、それに後ろからも来る！」

　続くのは桜花オウカと千草チグサの悲鳴だ。

　現在地26階層。大空洞の崩壊から辛からくも逃れた『派閥連合』を迎えたのは、連戦に次ぐ連戦であった。25階層のかつてない大破壊を受けて混乱状態にある迷宮内、まるで侵入者の存在に敏感になっているかのようにモンスターとの遭遇エンカウントが途切れない。

　襲いかかってくる水棲モンスターの群れに、ヴェルフ達の呼吸は乱れに乱れていた。

「まともにやり合ってはいけません！　体力の無駄です！」

　叫びながら放たれたリリの矢が、押し合う『マーマン』達の間隙を縫って『マーマン・リーダー』の片目を射抜く。

　戦力外であるサポーターの一射、あるいは戦場を俯瞰する指揮官の絶妙な一撃。群れの中心にいた半魚人の頭目マーマン・リーダーは悲鳴を上げ、雑兵マーマン達の統制が一瞬、失われた。

　その隙を逃さずリリ達はモンスターの群れを放置して逃げ出す。

「洒落しゃれにならない！　こんなの、【白兎の脚ラビット・フット】を見つける余裕なんて……！」

　第二級冒険者アイシャが受け持つ側面の敵を脇目に逃走経路を確保する中、頭上から飛来してくる巨大蚊デヴィル・モスキートを指揮棒タクトに似た短剣が斬り払う。体液をぶちまけながら地面に転がる醜悪なモンスターを一顧だにせず、ダフネは前へと駆けた。

　冷や汗とも脂汗とも知らない滴が、彼女の細い顎あごを伝う。

「まだ言うんですか!?　26階層に来た時点で、ベル様と合流するのは決まりです！」

「わかってるよ！　25階層があの有様じゃ引き返すこともできない！　君達が仲間を見捨てられないのも重々わかった！　もう諦めた！　でも、それでもっ、これは……！」

　リリの叫びにダフネが怒鳴り返すように答える。周囲の状況に視線を飛ばす彼女の瞳からは、今にも苦渋の呻吟しんぎんが漏れ出てきそうであった。

　崩壊した25階層の余波を受け、26階層にも確実に損害ダメージが及んでいる。

　まるで上方からの重圧に耐えかねたように罅割れている壁面に陸地。通路中央を走る水流は氾濫はんらんし、足場が水浸しになっていた。ぱらぱらと水晶の欠片が降ってくる天井は抜け落ちてしまうのではと嫌な想像を駆り立てる。迷宮はいつ壊れてもおかしくない様相を呈していた。

　怪物モンスター達も混乱か、あるいは興奮からか激しい啼なき声を撒まき散らし、危機感を煽ってくる。

「手がかりもなしに、今のパーティで人探しなんて不可能でしょ!?」


「……っ！」



　ベルを最優先に考えるリリに対し、ダフネは常に現実的な話をしている。

　大前提として階層主戦後のパーティの状態コンディションは最悪。

　何より広大な階層から一人の冒険者をどうやって探し出すのか。

「そもそもっ、初見の階層っていう時点で安全第一に進まないといけないのに……！」

　同じ『水の迷都みやこ』とはいえ、この26階層はダフネ達にとって歴とした初進出の階層だ。

　そんな中、階層攻略の定法セオリーを無視してガンガン前に突き進みまくる一団パーティ。

『堅実・慎重・臆病』を迷宮探索の信条として掲げているダフネからしてみれば卒倒ものである。迷宮ダンジョンという魔物の口に飛び込む完全な自殺行為に違いない。

　が、ダフネはリリと喚き合いながらも走るのは止めない。

　止まったら最後、モンスターの物量に押し潰されるのは自明であるからだ。

「進むしかないんだよ！　迷宮の修復が済むまでは24階層に引き返せない、そもそも修復されるかもわからない！　ならベル・クラネルを拾って、『下層』の安全階層セーフティポイントまで行くしかない！」

　必死の道を進むしか自分達に残された選択肢はない。

　そう言外に叫びながら、アイシャはパーティに取り付こうとする『ブルー・クラブ』の群れを大朴刀で解体する。優等生のダフネに対し、『大胆・突破・闘争』を信条とする女戦士アマゾネスの意見は『速攻』であった。

「こんな状況だ、まともな判断力が残ってる冒険者なら、正規ルートを辿って引き返してくる！　ばったり鉢合わせすることを祈りな！」

　今、行軍しているのはまさに正規ルート。

　パーティの士気に意識を払うアイシャは、ダフネ達の憂いを取り払うよう努めた。

（それに、人頼みは癪しゃくだが27階層にはベル・クラネルの他に【疾風】もいる筈……！）

　更に別の思惑もあった。宿場街リヴィラで殺人容疑をかけられた【疾風】の存在だ。

　アイシャの中で彼女リューが本当に殺人を犯したかは、もはや些事さじである。力ずくでも協力させて少年ベルとともに合流できれば無謀な決死行にも活路が開ける。その考えがあったからこそ、アイシャは意識を切り替えて、この無謀な行軍に命を賭けることができていた。

　──惜しむらくは、目的地である27階層ではアイシャの予想を引き千切るほどの『異常事態イレギュラー』が勃発していたことだが。

「またモンスターが……！」

「『異常事態イレギュラー』にしたって多過ぎるぞ！」

　気を失った命ミコトは千草チグサが、春姫ハルヒメはカサンドラが背負って移動する中、姿を現すモンスターの群れに桜花オウカとヴェルフが顔を歪ゆがめる。

　前衛を務める二人は方向転換を余儀なくされた。

「まるでモンスター達が全部、私達を狙っているような……！」

　命ミコトを抱えながら息を切らす千草チグサの危惧は、決して誇張ではない。

　むしろ『的』を射ていた。

　階層、いや層域中のモンスターが、『獲物』を求めて殺到していた。

　少女の危惧を肯定するように、巨大な影が勢いよく水面を破る。

『ロオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!』

「なっ──水獣馬ケルピー!?」

「そんなっ、27階層のモンスター!?」

　アイシャの瞠目をリリの驚愕が上書きする。

『ケルピー』。蒼の毛並みと蒼の鬣たてがみを持つ馬のモンスターで、鰭ひれが備わった体軀は水の中を陸上さながら駆け抜けることができる。

　リリの言葉通り出現階層は27階層。

　美しい外見に反して『水の迷都みやこ』でも最上級トップクラスの潜在能力ポテンシャルを秘める強力な種族だ。

「階層を上がってきた!?　そんな、この時に……っ!?」

　敵の威容と迫力に気圧されるリリの叫びは、途中で途切れた。

　水獣馬ケルピーだけにとどまらない怪物達の斉唱が、迷宮の奥から響いてきたからである。

『アアアアアアアアアアアアアッ!!』

『オオオッ、オオオ！』

『グアアアアアアアアアアア！』

　半身半蛇ラミアが、大海狸アーヴァンクが、怪海象ドドラが、己の存在を声高に主張する。

　その全てが27階層初出のモンスターである。

「モンスターの大群、いや大移動……!?　噓でしょう！」

　階層を越えたモンスターの出現に、ダフネの悲鳴が散る。

　モンスターの姿はどれも一様に紅い。牙と爪には薄紅色の肉の欠片がこびり付いている。

　その鮮血と肉片は、全て冒険者であったものだ。

【疾風】の討伐に参加し、【厄災】の爪牙そうがに蹂躙じゅうりんされた上級冒険者達である。

　アイシャ達が与あずかり知らない惨劇──【疾風】討伐本隊の死骸を貪り食ったモンスターは、大量の血肉という名の玉露に酔い、類を見ないほどの凶暴化を辿っていた。

　もっと血を。もっと肉を。更なる馳走を。

　新たな『供物』を求めるように、モンスターの大群は冒険者が全滅した27階層を後にして、この26階層へ進出してきたのだ。

「一体なにが起こっているのですか!?」

「ダンジョンに聞いてみろ！　つくづく冒険者わたし達を振り回しやがって……！」

　無論、そんなことはリリ達にはわかる筈もなく。

　安全階層セーフティポイントへの避難を図っていたアイシャも誤算とばかりに吐き捨てる。

　幸いなのは25階層の修復が優先され、都合三階層が繫がる『水の迷都みやこ』から新たなモンスターが産まれ落ちないことだが、どちらにせよ残存するモンスターはアイシャ達が相手取れる数ではない。

　周囲から迫る破滅の気配を察知する冒険者達は、血の気が引く音を自覚しながら、目下『ケルピー』の迎撃を余儀なくされる。

『────────ッッ!!』

「ぐぅっっ!?」

　鬣を振り回し暴れ回る水獣馬ケルピーに、ヴェルフの膝が沈んだ。

　完全な強個体。ヴェルフや桜花オウカの能力ステイタスより秀でようかという潜在能力ポテンシャル。

　彼等に幾度となく勝利の加護を与えていた『階位昇華レベル・ブースト』も今はない。

　27階層の敵を前にして、いよいよＬｖ．２のヴェルフ達では誤魔化ごまかしきれない能力の壁が顕現し始める。

「ぐあっ!?」

　モンスターの攻撃に捕まり、ヴェルフが吹き飛ばされた。

　長剣を構えて何とか防いだものの、背後の壁に衝突する。

　罅割れていた水晶壁が呻き声を漏らすように、破片を散らし、歪んだ。


「くそっ……！」



　階層主戦から続く消耗が甚だしいヴェルフは、歯を食い縛りながら立ち上がろうとしたが、

「──？」

　ガラガラッ、と。

　音を立てて転がった塊に、意識を引き寄せられてしまった。

「……『下層』の鉱物？」

　鋼色の光沢は『水の迷都みやこ』で嫌というほど目にする水晶のものではない。

　稀少金属レアメタルの輝きを宿す天然ダンジョンの精製金属インゴット。

　水晶の破片がこびり付いている歪いびつな拳大の金属塊は、柘榴ざくろ石の形状にも似ていた。階層崩壊の反動で損傷が進んでいたのか、壁の内部からこぼれ落ちたらしい。

　手元に転がり落ちてきた鉱物を、鍛冶師の性か、まじまじと見つめてしまう。

「いや、まさか、これはっ……『超硬金属アダマンタイト』？」

　そして、辿り着いた稀少金属レアメタルの正体に、ヴェルフは息を呑んだ。

「何やってる、【不冷イグニス】！　さっさと立ちな！」

「あ、ああ！」

　正面で『ケルピー』を斬り伏せたアイシャが余裕のない怒声を放つ。

　はっとしたヴェルフは立ち上がる間際、手元の精製金属インゴットを反射的に摑み取り、駆け出す仲間の後を追った。

「うおおおおおおおおおおあああああああ!?」

「!!」

　その時、叫喚が上がった。

　パーティ内から上がった仲間の悲鳴、ではない。

　ヴェルフ達が進む正規ルートの先、モンスターにたかられている人影が発したものである。

「あれは……27階層へ行った冒険者!?」

　アイシャが先程語った言葉が現実となった。

　ヴェルフ達は駆け寄り、モンスターの群れを素早く駆逐して、冒険者を助け出す。

「お前は、『リヴィラの街』の……」

「ボールス様！」

　ヴェルフとリリの言葉通り、全身を使って呼吸を乱す巨漢の冒険者は、ボールス・エルダーその人だった。

　彼の姿は酷い有様だった。

　筋骨隆々の全身は傷だらけ。身に纏う戦闘衣バトル・クロスも真っ赤に染まっており、もはや自身の流血なのかモンスターの返り血かもわからない。左目に装着していた眼帯も失われている。

　武器は紛失したのか無手だ。信じられないことに徒手空拳でここまでやって来たのだろう。

　腕をがむしゃらに振り回し、モンスターの強固な殻からや鱗うろこを何度も殴打したことを証明するように、手の皮が手袋グローブごと破けて赤黒く染まっている。


「て、てめえ等は……【ヘスティア・ファミリア】……？　た、助かったぜ…………助かった、のか……？」



　ボールスは呆然自失としながら、リリ達を見回した。

　いつも横柄で威張り散らす筈の宿場街リヴィラの大頭の面影は、今の彼にはなかった。

　まるで悪夢から現実に舞い戻ったかのごとく、譫言うわごとらしきものを連ねる。

「お前一人か!?　他の討伐隊は！」

　酷い違和感を覚えつつ、アイシャが27階層から帰ってきた男を詰問する。

　ボールスは普段は絶対に見せない暗然とした表情で、かろうじて呟いた。

「……俺、だけだ。俺以外の奴等は……みんな、死んじまった」

「えっ？」

「なに、言ってるの……？　何人のっ、どれだけの上級冒険者がいたと思ってるのよ!?」

「全滅なんてありえないぞ!?」

「【疾風】に返り討ちに遭ったってことか!?」

　千草チグサの呟きを皮切りに、ダフネが、桜花オウカが、アイシャが矢継ぎ早に問いを撃つ。

　だがありえないと切り捨てながらも、ダフネ達の顔はまさかという疑念に引きつっていた。

　数時間前、アイシャ達も目にしている。紅に彩られた27階層の『滝壺』を。

　膨大な水が『血の色』に変色するほどの、【奈落の下流】を。

「『異常事態イレギュラー』だ……見たことのねえモンスターの新種が、俺様の子分どもを、みんな……」

「……【大いなる厄災】」

　この世ならざるものに遭ったかのように陰を纏うボールスに、カサンドラが蒼白になる。

『予言』の【厄災】が現れたのだと、彼女だけが理解した。

「──ベル様は!?」

　そして、リリが耳をつんざくような声を上げた。

「ベル様は、どうしたのですか!?」


「【白兎の脚ラビット・フット】も、やられた……片腕を吹っ飛ばされて、首の骨を…………きっと、もう」



「っ!?」

「【疾風】だってそうだ……俺を庇いやがったあのエルフだって……もう！　みんなみんな、殺された！　あの化物にやられちまった!!」

　語られる惨劇に、剣で斬りつけられたようにリリの肩が震える。

　一方でボールスは話すにつれ感情を取り戻していくように語勢を強めた。

　自棄になったように。絶望するように。

「噓です……噓です、噓です、噓ですっ！　ベル様が死ぬわけない！　あの人がリリの前からいなくなるわけ、ない!!」

「落ち着け、リリスケ！」

　殴りかかるかのようにボールスの服を摑むリリをヴェルフが抑える。

　そんな彼の胸中も穏やかである筈がない。

　上級冒険者達の全滅と、少年の死。舞い込んできた報せはパーティの足を縛る枷かせとなる。

　誰もが動きを止め、リリの喚き声だけが響いていく。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオ!!』

「──!?」

　そんな少女達の心中を、怪物が汲くむ筈もなかった。

　状況を忘れ言い争っていたパーティに、荒々しい雄叫おたけびが届く。

　通路の角を曲がって現れたモンスターの一団が、こちらへ迫ろうとしていた。

「走れ!!」

　咄嗟に叫ぶことができたのはアイシャ。

　衝撃を振り切って動けたのは、冒険者全員。

　悲鳴を上げる生存本能に従い、死に抗う行進を再開させる。

『ウオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　モンスターが上げる咆哮は、冒険者達にとって凶悪な嘲笑にも聞こえた。

　退路はない。残された前進にも希望はない。

　ここより先の階層には、数えきれない同業者の死が横たわる。

【棺ひつぎ】を脱し、【絶望】を乗り越えた冒険者達を待つのは【惨禍の宴】。

　怪物達の追走の震動が形を変え、幻を纏い、『もう諦めてしまえ』と囁く。

　燐光りんこうの下で、過ぎ去る数多あまたの異形の影が狂喜乱舞するように踊っている。

　冒険者達の弱い心を、突き崩そうとする。

「くそったれ!!」

　とうとう前方からも押し寄せたモンスター達に、ヴェルフがなけなしの『魔剣』を薙いだ。

　水辺の階層だろうと焼きつくす猛火が繰り出され、断末魔ごと群れを燃焼させる。

　そして、亀裂が走り抜ける音が鳴り響いた。

「……!!」

『クロッゾの魔剣』、その最後の一振りが罅割れる。

　自壊を目前にする短剣型の『魔剣』に、ヴェルフの顔が焦あせりに染まった。桜花オウカ達にも辛苦の色が灯る。この最後の『魔剣』が失われた瞬間が、正真正銘パーティが瓦解する時だ。

　間もなく辿り着いたのは、複数の通路が交わる交錯こうさく地点。

　激しい吠声が響いたかと思えば、四方の道よりモンスターの大群が姿を現す。

　押し寄せてくる絶体絶命に、リリ達が窮していると、

「チビスケ、『臭い袋』を出せ!!」

「えっ……!?　『強臭袋モルブル』ですか!?　でも水辺のモンスターに効果は……！」

「鼻を潰すんじゃない、『目』だ！」

「！」

　アイシャの意図に気付いたリリは、バックパックの側面袋サイドポケットに手を突っ込んだ。

　取り出されるのは五つの臭い袋。ダンジョンに持ってきた全ての『強臭袋モルブル』を、モンスターが押し寄せてくる各通路に投げ込む。

『ウウウウッ!?』

　一部の鼻の利きく個体が悶え苦しむ中、大部分のモンスターは発生した緑色の粒子──膨大な『煙幕』に戸惑いの声を上げた。不気味ぶきみな花粉のごとき臭気が交錯地帯に充満し、冒険者達の姿を隠してしまう。

　勢いを完璧に緩めることもできず交錯地点に突っ込んだモンスター達の末路は、衝突の連鎖だった。いつの間にか消えた冒険者のことも忘れ、怒りのまま同士討ちまで発生する。

　アイシャが狙ったのは『強臭袋モルブル』でモンスターを寄せ付けないことではなく、袋を破裂させることで発生する爆臭の霧、『目眩めくらまし』だ。

「今のうちだ!!」

　爆臭が炸裂さくれつする寸前、身を翻ひるがえしていたアイシャ達はモンスターがいない通路の一つに飛び込んでいた。人にも有害な『強臭袋モルブル』の悪臭から必死に逃れ、混乱に陥るモンスター達の交錯地点を後にする。

　正規ルートからも外れながら、命懸けの逃走を続ける。

　何とかモンスター達から距離を取ることに成功したリリ達は、広い空間に出た。

「……!!　行き止まり……」

　そこは袋小路の広間ルームだった。

　水流はなく、一辺の長さは三〇Ｍメドルほど。階層崩壊の衝撃でバラバラに崩れたのか、水晶の畑だったものが広がっている。出入り口は一つで、逃げ場はない。

「は……」

　早く、ここから出よう。

　誰もが口にしなければいけないと思っているその言葉を、乱れる呼吸の音が邪魔していた。

　階層主との戦闘に加え、ここまでモンスターに脅かされ続けた体が休憩レストを欲している。息をつく時間がどうしてもリリ達には必要だった。

　何より、『ベルの死亡』という可能性が具体性を帯び、肉体と意志にズレが生じかけている。

（今もまだ絶望的な窮地……【破滅】から逃れられていない。『予言』はまだ続いている？　それとも、私達はもう『予言』から外れている？　私は、選択を間違えてしまった？）

　カサンドラも答えのない迷宮をさまよっていた。

　現在が『予知夢』の軌跡に沿っているのか、それとも『予言』の内容から逸してしまったのか。暗澹あんたんたる思考が絶えず湧き、顔を上げる気力を奪う。

　誰もが行動することができず、動けない。

「──ボールス。あんたが見たものを正確に言いな」

　思考停止にも似た時間がパーティに流れる中、アイシャが沈黙を破った。

「ベル・クラネルを襲ったっていう化物の一部始終……悲観的な推測じゃない、ありのままの事実を言え」

「……【白兎の脚ラビット・フット】は、片腕をもがれて、首に一撃を叩き込まれた。間違いねえ致命傷だった。だが、【疾風】が回復魔法を使ってるのも、見た。生き繫いでいる可能性は……あるかもしれねえ」

「……！」

　アイシャの鋭い眼差しに対し、ボールスは己が目にした光景を偽りなく話した。

　その説明に、肩を揺らすリリ達の瞳に光が宿る。

　周囲の変化にカサンドラもはっとした。

「お前達、聞いたね。方針は何も変わらない。このまま安全階層セーフティポイントまで進む。その途中で、死にかけだろうが何だろうがベル・クラネルを拾う。死んでも、この決死行に協力させる」

「お、おい!?　27階層にはヤベェ化物がいるって言ってんだろう!!」

「知るか。引き返す退路なんてもう残されちゃいないんだよ」

「お……俺は行かねえぞっ！　あの化物がいる場所へ、あの地獄へ行ってたまるか！」

　喚き散らすボールスに対し、アイシャは彼の戦闘衣バトル・クロスの襟えりを摑み、凄すごんだ。

「ベル・クラネルに、【疾風】に少しでも負い目があるなら……男を見せな」

　女戦士アマゾネスのその言葉は、静かで、重かった。

　ボールスは呆然とした後、瞳を歪めながら視線を足もとに落とす。

　彼は頷きもしなかったが、それ以上の反論も上げなかった。

（強い……この人は本当に強い。能力ステイタスに裏付けられた力だけじゃなく、『精神力』……。こんな状況でも、生還することを諦めていない）

　カサンドラは、血と汗にまみれながら、それでもなお美しい黒髪の悍婦かんぷを見つめる。

　一連のアイシャの言動は、ボールスの反論を封じ込めるだけでなく、パーティ全体の意志も統一させた。その証拠にリリ達の横顔から絶望の影が消えている。少年の死という報せに挫くじけかけていた戦意を、アイシャは立て直したのである。

　それは指揮官の位置に据わるリリにも、ダフネにもできないことだった。

　この場で誰よりも強く、誰よりも修羅場をくぐり抜けてきたアイシャにしか。

　同時にその強い姿は、カサンドラに己もこうで在ありたいと思わせた。

「……動くにしても、早く引き返さなきゃ」

　おもむろにダフネが口を開く。

　重い唇で、現実を告げるように。

「モンスターの群れを撒いたとはいえ、この広間ルームに来るまでほぼ一本道だった。早くこの広間ルームから出ないと、正面からモンスター達に引き潰される……」

　だが──その先は？

　モンスターの大群を乗り越えたその後は？

　遥か27階層まで、あとどれだけの連戦が待っている？

　それを乗り越えることが、今のパーティにできるのか？

　言葉にはならない問いかけが、パーティの視線の間を行き交っていた。発言したダフネでさえ、答えを持ち合わせていない。

　意志は統一できたとしても事態は何も好転していない。

　暴走するモンスターの物量を跳ね返し、振り切れる具体的な案が存在しない。

　再び沈黙の帳が下りる広間ルームに、モンスターの遠吠ぼえが届く。

　確実に忍び寄っている『死地』の瞬間に、ひりつくような焦燥がパーティに満ちた。

　リリとダフネは打開策を探ろうと必死に頭を働かせた。

　桜花オウカと千草チグサは意識のない命ミコトと春姫ハルヒメを床に寝かせ、苦渋の表情で少女達の手を握った。

　アイシャとボールスは険しい眼差しで出入り口の奥を睨みつけ、敵の気配を警戒した。

　カサンドラは、残された『予言』を読み解こうと躍起になった。

（──どうすればいい？）

　最後に。

　ヴェルフもまた、懊悩おうのうの狭間に立ちつくしていた。

（どうすればベルのもとに行ける？　どうすれば、ここを乗り越えられる？）

　リリ達と同じように、この窮地を乗り越える術すべを欲する。

　打開不可能の状況に何度も挑んで、方法を模索する。

（せめて、『魔剣』があれば……！）

　いくら考えても出ない答えの代わりに浮かんでくるのは、そんな怨嗟えんさにも似た言葉で。

（『意地と仲間を秤はかりにかけるのは止めろ』……ああ、止やめた、止やめてやった！　だが肝心の『魔剣』がここにはない！）

　全ての『魔剣』を消費した己の迂闊うかつさを呪うか。

　すぐに砕けてしまう、強度が伴わない『魔剣』を打った己の腕を恥じるか。

　過去の所業をいくら振り返っても、後悔しか生むことはできない。

（俺はこいつ等に何ができる？　鍛冶師おれは、冒険者こいつらに何を返してやれる!?）

　目をきつく閉じながら自問する。

　拳を握りしめ、己の存在価値を世界にぶつける。

（ヘファイストス様、俺は……どうすればいいんですか？）

　女々しい。なんて女々しい。

　でも、問わずにはいられない。

　ヴェルフが本当に、本当に困っている時。

　いつだって欲しい言葉をかけてくれたのは、一柱ひとりの女神だった。

　今の不甲斐ふがいない自分を見て、何もできない鍛冶師ヴェルフ・クロッゾを見て、彼女は何と言うだろう？

　女に頼ろうとする自分自身に吐き気がする。

　だが恥も外聞も捨て、ヴェルフは仲間のために心の中にいる至高の存在に語りかける。

（こんな場所ダンジョンで、俺にできることは……！）

　そして。




『鎚つちと鉄てつ、そして燃えたぎる情熱ほのおさえあれば、武器はどこでも打てる──』




　敬愛する女神の声が。

　目指すべき至高の光が。

　天啓となって、ヴェルフの脳裏を撃ち抜いた。

「──────」

　瞳を見開く。

　腕を震わせる。

　過去、鍛冶神ヘファイストスの口から告げられた言葉が、鮮烈に蘇る。

　立ちつくしていたヴェルフは弾かれたように顔を上げ、視線を巡らせた。

　出入り口が一つしかない広間ルーム。

　様々な道具が詰め込まれたリリのバックパック。

　最後に、壊れかけの炎の『魔剣』と、己の手が今も握っている『精製金属インゴット』。

　罅割れた剣身の奥で火の残光が揺らぎ、金属の塊が鋼色にきらめく。

　ヴェルフは己の両手を見下ろしながら、息を呑んだ。

　一瞬後──決心する。

　歯を割れんばかりに嚙み締め、意志の力で眦まなじりを裂き、あらん限りに『魔剣』と『精製金属インゴット』を握り締めて。

　一歩、仲間達の前に身を乗り出した。

「おい、お前等」

　静まり返った広間ルームに響く決然とした声。

　リリ達の視線を一身に集めたヴェルフは、問うた。

「俺に、命を預けられるか？」

　誰もが動きを止め、呆然と見返した。

　誰もがヴェルフの言葉を呑み込めず、真意を図りかね、うろたえた。

「……鍛冶師かじし、お前、まさか」

　その中で桜花オウカだけが、青年の『答え』を直感し、声を震わせた。

　ヴェルフは仲間達を見据え返し、告げる。




「ここで、『魔剣』を打つ」




　その言葉に、場の時が止まった。

「……えっ？」

「ここで『鍛錬』をすると、そう言ってるんだ。新しい『魔剣』を作る」

　思考を停止させるカサンドラに、感情を押し殺した声音で語る。

　この迷宮ダンジョンで『魔剣』を生むのだと。

　いつ襲われるかもわからない怪物の坩堝るつぼの中で、『鍛冶場』を形成し、鉄を打つのだと。

　顔中から汗を垂れ流しながら、曇りなき眼差しをもって、宣言する。

「──無理です!!」

　声を爆発させて否定するのは、リリだった。

「馬鹿なことを言わないでください!!　何を考えているんですか!?　安全階層セーフティポイントですらない、危険地帯の真っ只中で鍛錬なんて！」

　アイシャ達が動けないでいる中、付き合いの長いリリでさえ罵倒じみた言葉を連ねる。

「そもそも道具は？　炉は？　『魔剣』を打つための材料はどうするんですか!?」

　妄言だと断じられるヴェルフは、低い声音で淡々と答えた。

「整備用に持ってきた道具の中に、鎚はある。炉床ハースだって。炎もこの『魔剣』で供給できる」

　その返答に言葉を失うリリは、己が背負っているバックパックを一瞥する。

　ヴェルフの言う通り、荷物の中には全てが詰まっている。

『遠征』のためにヴェルフ自身が準備した、『鍛冶一式』の道具が。

　ベル達の武器を整備し、《ゴライアスのマフラー》も作り出した鍛冶師スミスの『工房』が。

「『材料』もさっき、手に入った」

　ヴェルフが握っている歪いびつな超硬金属アダマンタイトが鈍く光り、愕然とするダフネ達の瞳を焼いた。

「この状況で血路みちを開けるのは、もう『魔剣』しかない。モンスターどもを吹き飛ばして、27階層まで行こうっていうなら、呪われた血クロッゾの力に頼るしか……！」

　苦悩の感情を吐き出しながら、ヴェルフは己の考えを語った。

「『鍛錬』を始めれば俺は動けない。だから、『魔剣』ができあがるまでの間、俺を守ってくれ。……俺に、お前達の命を預けてくれ」

　世界から切り離されたように、広間ルームに不自然な静寂が訪れる。

　床に散らばった水晶の破片が蒼く揺らめく。

　リリや千草チグサ、ダフネやカサンドラが瞳を震わせ、アイシャと桜花オウカが押し黙った。

「てめえ、【不冷イグニス】……正気か？」

　その言葉を絞り出せたのは、目もとを痙攣けいれんさせるボールスだった。

　お前みたいな壊イカれた鍛冶師スミスには会ったことがない。

　宿場街リヴィラの大頭にもそのように言われるヴェルフは、叫び返す。

「俺が壊こわれていようが関係ねえ！　他に方法はあるのか！　ないんなら俺を信じられるのか、信じられないのか!?　答えろ！」

　リリ達を見回したヴェルフは、最後に女戦士アマゾネスを見た。

　このパーティで事実上の決定権を持つ第二級冒険者を。

　ヴェルフと相対するアイシャは、ゆっくりと口を開いた。

「……できるのかい？」

　彼女が尋ねたのは、それだけだった。

　答える前に、ヴェルフは目を瞑つむった。もう一度、己の心に目を向けた。

　鎚つちはある。

　鉄てつはある。

　ならば、お前の『炎』は燃えているか？

「──決まってんだろ！」

　燃えている。

　ヴェルフの情熱ほのおは、かつてないほど燃え盛っている。

　目を見開き、あらん限りに吠えた。

「鎚と鉄、そして燃えたぎる情熱ほのおさえあれば武器はどこでも打てる！　それが俺達、鍛冶師かじしだ!!」

　周囲を震わせる決意と誓いの声。

　息を呑むダフネ達を他所に、アイシャは笑った。

「いいさ、やりな」

　そして、それまで黙っていた桜花オウカも笑った。

「ああ、打て」

　彼等の言葉を皮切りに、リリは天井を仰ぎ、ダフネは必死に卒倒を堪え、千草チグサは信じるように胸を片手で握り締める。ボールスは「……ちくしょうめ!!」と膝を思い切り殴り、憎たらしげな笑みを浮かべた。

　カサンドラは、決断したヴェルフに敬意を表するように、勇気をもって頷き返す。

「俺達の命──」

　諦観、観念、覚悟。

　それぞれの感情を抱くパーティを代表して、桜花オウカが口を開く。

「──預けた」

　信頼をもって見つめてくる仲間に対し、ヴェルフは不敵に、笑い返した。
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　首に巻いてある手拭バンダナを解き、頭に巻く。

　それはただのヴェルフが『鍛冶師』になるための工程であり、儀式だ。

『魔剣』を振るう。

　荒々しい紅蓮ぐれんが『炉』に灯り、凄すさまじい熱気とともに煌々こうこうと照り始めた。

　燃料材コークスなど気の利いたものはない。代わりにリリが収拾していた『アンフィス・バエナの竜肝』を燃料として用いる。魔剣の炎を受けて小爆発が起こったものの、『炉』は耐え抜いて荒々しい炎を維持した。

『遠征』の強制任務ミッション報告用に取っておいた『ブルークラブの鋼殻こうかく』を始め、怪物の残骸ドロップアイテムで補強した携行用の炉床ハース──歪な円蓋ドーム型の『炉』は決して熱を外に逃さない。これならば、およそ最上級の硬度を秘める超硬金属アダマンタイトを溶かすに足る。

　最後の力を吐き出した紅の短剣は砕け散り、無数の破片がこぼれ落ちた。

　手の平に残った『魔剣』の残骸をぎゅっと握りしめるヴェルフは、腰を落とし、燃え盛る炉の前に陣取る。

「始めるぞ」

　ヴェルフは鋏はさみで挟んだ金属塊を慎重に、かつ素早く、炉の中に突っ込んだ。

「陣形を組みな！　【不冷イグニス】にモンスターを近づけさせるんじゃないよ！」

　猛火の低い唸り声が響く中、アイシャ達は広間ルーム唯一の出入り口を半円形となって包囲する。

　アイシャ、桜花オウカ、ダフネ、ボールスが前線を務め、後方に指揮官のリリと支援役の千草チグサ、更に距離を離して命ミコト達たち負傷者と治療師ヒーラーのカサンドラ。そして彼女の背後、広間ルームの中心地に据わるヴェルフ。

　起死回生を託された上級鍛冶師ハイ・スミスは戦えない。作業に集中させるためにも、アイシャ達だけでモンスターの進攻を止めねばならない。

「はっ……はっ……」

　響く浅い呼吸音。未だ敵影モンスターを捉えていないにもかかわらず、冒険者達は息を乱していた。

　頰を伝う汗は、燃え盛る『炉』によって上がる体感温度だけが原因ではない。リリ達は固唾かたずを呑んで炎を睨みつけているヴェルフを見守る。

　莫大な火力が時間をかけず炉の中身を溶かしていく。

　潮しおを正確に見極めた鍛冶師は、十分に熱された金属塊をゆっくりと取り出した。

　赤い飴あめのように変質した超硬金属アダマンタイト。

　岩漿マグマの中から抽出されたようにも見える紅蓮の塊。

　それは強い熱光を放ち、桜花オウカ達が破壊した壁面──深い蒼で彩られている水晶の広間ルーム全体を緋色に染め上げた。冒険者達の影が地面に伸び、不安定に揺れる。

　即席の台の上に超硬金属アダマンタイトを置いたヴェルフは、鎚を持ち、鋏を握り、息を止めた。

　一切いっさいの音が消失する。

　一切の時の流れが霧散する。

　──直後、鍛冶師スミスは眦を決し、勢いよく鎚を振り下ろした。

「ふッッ!!」

　カァンッ！　カァァンッ!!　と強烈な金属音が響き始める。

「ダンジョンの中で、鍛錬なんて……！」

　本当に始まった『鍛冶』に、ダフネが口もとを片手で押さえる。

　目を疑う光景に「噓でしょう……!?」と少女は呻いた。

　それは前人未到の領域である。

　あるいは全ての冒険者から、全ての鍛冶師スミスから、『阿呆』と罵られる行為である。

　神々ならば腹を抱えて笑い、目を輝かせる、『未知』にして『冒険』。

　成しえれば『偉業』。

　失敗すれば、かつてない『愚行』。

　ここに無残な亡骸なきがらを埋め、未来永劫えいごう、誰からも笑われる『死に恥』。

　最上級鍛冶師マスター・スミス、椿ツバキ・コルブランドでさえ冒さなかった蛮行に、ヴェルフは挑む。

　ダンジョン内での『武器の鍛錬』。

　迷宮の奥深くで行われる、『魔剣』の精製。

「ふぅッ!!」

　短い裂帛れっぱくの呼気を漏らしながら、真っ赤に燃える超硬金属アダマンタイトに鎚を打ちつける。

　舞い散る激しい火花、かき鳴らされる打撃音。鎚と素材の間から叫喚が上がる度に千草チグサやカサンドラが肩を上下させ、誤魔化せない鼓動の衝撃に視界を揺らした。

　ダンジョンに響く愚かなる金属音は、疑いようもなく怪物を引き寄せる。

　連なる鎚の音は、刻一刻と破滅の秒読カウントダウンを読み上げる。

　そして、

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

　重なり合う咆哮と無数の足音を従え、異形の大群が通路口の奥に姿を現した。

　通路の錯綜さくそう地帯で撒いた全てのモンスターが、冒険者達のもとへ殺到する。

「【ヘル・カイオス】!!」

　視認と同時に問答無用で放たれるアイシャの『魔法』。

　待ち構えながら事前に進めていた詠唱が、細い通路口に我先にと殺到していたモンスター達を斬撃波の餌食へと変える。

「盾を持って、出入り口の前に！　この広間ルームにモンスターを入れてはいけません！」

　すかさず飛ぶリリの指揮に、桜花オウカとボールスが広間ルームと通路口の境に立ち、モンスターをせき止める『壁』となる。

　一つしかない通路口はモンスターの数と突撃の規模を限定させる。ダンジョン内で大群を相手取る際の定法セオリー。翻って言えば、一匹でも広間ルームに侵入され乱戦に持ち込まれたならば最後、リリ達に勝機はない。

　ヴェルフの鍛錬を成功させるには、『門』と化した通路口の死守が絶対条件である。

「うおおおおおおおおおおおっ!?」

「くそったれめぇ！」

　予備の盾を構えて桜花オウカがモンスター達の凄まじい体当たりを凌ぐ。全身を使って防御態勢を敷いているにもかかわらず後退を強いられる彼の隣で、同じく盾を構えるＬｖ．３のボールスは自暴自棄になりながら、サポーターから渡された伸縮式の銀槍シルバーランスを遮二しゃに無二むにに突き込んだ。

「仕留めなくてもいい！　足を断ちな！」

「狙う余裕もないわよ!!」

「援護を……！」

　桜花オウカとボールスの脇を支えるアイシャとダフネが接敵するモンスターを切り裂き、千草チグサが命ミコトの投具《赤夜しゃくや》で、リリが《リトル・バリスタ》で支援に回る。

　命ミコトと春姫ハルヒメが寝かされる陣形の最後列、気圧されまいとするカサンドラは戦線に綻ほころびが生じようものなら、すかさず回復魔法を発動させてダフネ達を癒した。

　鍛冶師の奏でる鉄の旋律を耳にしながら、冒険者達は怪物の軍団を迎撃する。


「……っ！」



　打つ、打つ、打つ。

　逸る心を象るように、振り下ろされる鎚の残像を何度も描く。

　肌を焼く殺人的な温度。『魔剣』と『竜肝』によって通常時の作業を遥かに超えた熱量が水精霊の護布ウンディーネ・クロスをも焦がし、膨大な汗を呼ぶ。顎から垂れた滴が鎚に落ちた途端、音を立てて蒸発した。

　飛散する無数の火花は、相槌あいづちを必要としない『力アビリティ』の証左だ。

　金属を真芯に捉えて外すことのない正確さは、『器用アビリティ』の成果だ。

　全身を焼かれながら、ヴェルフは眼前にある金属塊に膂力りょりょくも技術も胆力もぶつけていく。

　だが、だが、だが。

「ちくしょう……!?」

　思うように形状が変化しない。

　いやそれどころか、ヴェルフの意志を無視して金属の表面が歪いびつな凹凸おうとつを描く。

　まるで生き物のように、意志を持って暴れているかのように。

『超硬金属アダマンタイト』は数ある稀少金属レアメタルの中でも最高位に属する素材。その硬度は文字通り『超硬』の領域に属し、加工及び鍛錬は苛烈を極める。名うての上級鍛冶師ハイ・スミスが手を焼くほどのそれを、ヴェルフは御することができない。

　ベルの兎鎧よろいを作成する際、人工的に軽量化された『加工超硬金属ディル・アダマンタイト』は既に打ったことがある。しかし、この純粋な原金オリジナルはびくともしない。

　圧倒的な技量不足。あるいは経験値の不十分。

　暴れ回る火花が、金属の硬質な反抗が、全てヴェルフの支配下にないことを告げている。

「ふざけろッ……!?」

　悪態は何の成果も生まない。

　超硬金属アダマンタイトが歯向かうように鎚を跳ね返し、手に強い衝撃を与えてくる。

　不純物が無数の火花となって顔面まで飛んでくる中、超硬金属アダマンタイトを再び熱しては打撃する。

（時間がない。躓つまずくわけにはいかない。最短で終わらせないといけない）

　なのに。

（鼓動むねがうるせえ）

　音が遅い。いつまでも耳にへばり付いている。

（鎚つちを三度振り下ろす間に、心臓が一度しか弾けない──）

　ヴェルフは、かつてない時の渦の中にいた。

　鎚を打ち据える度に時間が溶け、赤く燃える金属に自我が吸い込まれていく。

（鍛錬を始めてどれくらい経たった？）

（何時間？　半日？　それとも一分？）

（俺は今、どこにいる？）

　通常の刀剣と『魔剣』は工程が異なるとはいえ、過程を劇的に圧縮できるものでもない。現状を打開する一振りを生むなら、限られた時間の中で『至高』に挑まなければならない。

　その強迫観念にも似た焦りが、ヴェルフを『鍛冶の闇』へと突き落とす。

　──力も技術もつぎ込んでいる。

　──職人の誇りも、矜持きょうじも、意志だって。

　──なのに、どうして思うようにいかない!?

『ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』

「ぐううううっ!?」

　モンスターの咆哮が増している。桜花オウカ達の迎撃の音が弱い。無事なのか、あいつらは。けれど顔を上げている余裕なんてない。そも目の前の鍛錬から一度でも目を離せばそれは失敗を意味する。そして、失敗は『死』に直結する。

　雑念が雑念を呼び、ヴェルフの心身を蝕む最悪の悪循環。

　悪戦苦闘では生温い深淵しんえんの沼に四肢と体が沈んでいく。

　打ち損じが零ゼロに抑えられていること自体、既に奇跡だった。


「はぁ、はっ、はぁっ……！」



　大粒の汗を流し、呼吸さえも焼かれ、世界が鼓動の衝撃に埋めつくされる。

　もはや右も左もわからない。

　前も後ろも、上も下も。

　暗闇と化した視界に浮かぶ、真っ赤な金属と、己の鎚。

　それが今の彼の全てだった。

　それが、ヴェルフが初めて到達する『極限』の景色だった。

（──『声』が聞こえる）

　闇に包まれる世界。

　絶望と焦燥、そしてそれに抗う意志の狭間。

　ヴェルフは『鉄』から生じる『声』を耳にしていた。

『鉄の声を聞け、鉄の響きに耳を貸せ、鎚つちに想いを乗せろ』。

　幼き日に聞かされた鍛冶一族クロッゾの教え。

　一度は憎んだ祖父と父の、魂の言葉。

　蘇るヴェルフ・クロッゾの原点が、あらゆる礎いしずえが、その『鉄の声』を──『鎚の問いかけ』を彼のもとへ届ける。

　──聞かせてくれ。

　何をだ。

　──お前は何のために鎚オレを振るう？

　武器を打つためだ。

　──お前は何故なぜ武器を打つ？

　生き残るためだ。

　──違う。

　鎚オレが聞きたいのは、俺おまえに今いま必要なのは、そんな答えじゃない。

　聞かせろ。




　お前は、何のために武器を打っている？





「────」



『鎚の問いかけ』はヴェルフ自身の『声』へとすり替わり、心底を打つ自問と化した。

「ヴェルフ様ぁ！」

　闇の奥から、小人族パルゥムの必死の訴えが聞こえてくる。


「鍛冶師かじしっ……！」



　闇の先から、男が漏らす呻吟しんぎんが響いてくる。

「クロッゾさん！」

　すぐ側で、あれほど家名で呼ぶなと伝えたのに、己を呼ぶ少女の声が届いてくる。

　冒険者達の雄叫びが、仲間の声が、ヴェルフの身を揺さぶる。

　俺は。

　俺は。

　俺はっ。




「──友のため」




　少年のため。

　こいつら──仲間達のため。

「俺を信じてくれている、戦友あいつらを救うためだ!!」

　誰かのために打った武具は、特別な威力を、何よりも強い輝きを放つ。

　そうだ、真理だ。当たり前のことだ。なぜ忘れていた。

　仲間のために。

　あの少年を、助けに行くために──

「俺はぁ!!」

　凄まじき打撃音。打ち上がる鎚の叫喚。旋律が変ずる。

　鍛錬の調べが今までより伸びやかに、力強く。

　モンスターの攻撃を耐え凌ぐ桜花オウカ達にも転調したその音色がわかった。はっとする彼等が見やった先で、ヴェルフの瞳が炎と一体化するように、緋色に燃え上がる。

　変わる、変わる、変わる。

　超硬金属アダマンタイトが、従えなかった筈の高位の金属塊が、その姿形を変えていく。

　まるで一人の男の意志に屈したように、雄叫びを上げて共鳴するかのごとく、結晶の構造を変え、剣の輪郭を形作っていく。

「ふうぅッ!!」

　体内の血液が沸騰する。

　血の燃焼が心の咆哮に同調し、新たな『扉』を開こうとしている。

　──従来の『魔剣』では駄目だ。

　──別離を約束されている『魔剣』では危機を乗り越えられない。

　──必ず砕ける『魔剣』では、この死地の連続を切り抜けられない。

　ならば、どうするか？

　決まっている。

　超える。

『魔剣』を、今、ここで。

『魔剣』を超える武器を、『魔剣』に次ぐ武器を、『恒常的な魔剣』を。

『魔剣』の運命を捻ねじ曲げ、矛盾の武器を生み出す。

　あの日、己の祖父に、椿ツバキに、鍛冶神ヘファイストスに、己の意志を告げたように。

『クロッゾの魔剣』ではなく『俺ヴェルフの武器』を作ってみせると言ったあの誓いを、果たす。

　ヴェルフは今ここで、『ヴェルフ・クロッゾ』を超えなくてはならない。

「上等だァ!!」

　理論はない。

　だが構想はある。

　見えかけている未来ヴィジョンが存在する。

　いや違う、ずっと暗示ヒントはヴェルフの側にあった。

　神の刃。

　鍛冶神が作り上げた傑作が、『邪道』とされながらもヴェルフの『理想』になりうる『希望』が──あの少年の手の中に在り続けた。

（ベル、待ってろ！）

　あの少年は。

　人々も神々も驚かせるくらい速く、高く走っていくから。

　そしてヴェルフは。

　少年との間に生まれる残酷な距離を見ているだけなんて、死んでも御免だから。

（俺はお前を一人にしない！）

　置いていくなんて許さない。俺ヴェルフは絶対に隣を歩く。

　いや違う。

　一歩だって二歩だって、相棒おまえの前を歩いてやる。

（俺はお前だって、鍛冶神ヘファイストス様だってっ、追い抜いてやる!!）

　だから──!!

　高みへ。呪われた血筋のその先へ。

　忌いむべき呪いを超えた、『至高』のもとへ。

　鎚を握りしめる手の皮が破け、血が滲み、炎に焼かれる。

　だがその『クロッゾの血』は蒸発して消えるのではなく、陽炎となって小さな渦を巻き、超硬金属アダマンタイトに宿っていった。

　呪われた血が──受け継がれてきた『精霊の血脈』が青年の意志に報いようと白熱する。

　猛り狂う意志はそのまま、無我無心にして無意識の境地で、構造を描き、法則を認め、摂理に則り、理ことわりを超克する。

　鉄と声を交わしながら、己が描く『設計図』を、目の前の超硬金属アダマンタイトに注入する。

「だめっ……持たない!!」

　その時、崩壊の音が轟とどろいた。

「ぐおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　ダフネの悲鳴を皮切りに、破壊された盾とともにボールスの体が吹き飛ぶ。

『────────────────ッッッ!!』

　勝鬨かちどきとも錯覚する歓喜の雄叫びを上げ、モンスターの大群が広間ルームに雪崩なだれ込んだ。

　そこからは始まるのは地獄絵図。

　戦線が崩壊した冒険者達を蹂躙しようと、モンスター達が四方八方から襲いかかる。

「円陣を組め！　背中をモンスターどもに見せるな！」

　なりふり構わないアイシャの命令によって桜花オウカ達はかろうじて円陣を構築するも、その陣形に寿命はないも同然であった。見る見るうちに押され、侵食されるように狭まっていく。

　治療師カサンドラと怪我人ミコトたちのもとまで後退する冒険者達。

　中央地帯を残し、広間ルームがモンスターの影で埋めつくされる。


「あっ、ああぁぁ……!?」



　折り重なるモンスター達の包囲網。それを前にカサンドラの体から力が消失しようとする。

　今も何とか敵の爪牙を弾いている桜花オウカ達の抵抗が弱々しい。

　広間ルームを死守できなかった時点で彼等の心は既に折れている。

　誰もが顔に血と汗を浮かべ、破滅を受け入れようとしている。

　何度目とも知れない【絶望】の息遣いに身を硬くし、カサンドラは、ぎゅっと目を瞑ろうとした。

（──？）

　だが、瞑ろうとして、気が付いた。

（音が──）

　鎚つちの音ねが、途絶えている。

　いくらモンスター達の吠声が激しかろうとも、決して負けることなく響いていたあの『鍛錬の旋律』が止まっている。

　それが意味するところを理解しきらないまま、カサンドラは背後を振り向いた。

「────」

　そして、その『輝き』を見た。

「ぐぁ──!?」

「桜花オウカぁ！」

　同刻。

　鋭い爪に肩を切り裂かれ、とうとう桜花オウカが押し倒される。

　千草チグサの悲鳴を他所に、血に飢える複数の『マーマン』が飛びかかった。

　息を止める桜花オウカの体を呑み込む黒い影。

　倒れ込む彼の瞳に醜悪な牙が迫り──炎上した。

「……なっ」

『ギャアアアアアアアアアア!?』

　炎の顎あぎとが『マーマン』の群れを食らった光景に、桜花オウカも、リリ達も、モンスターさえも時を止めた。

　炎が繰り出されたのは広間ルームの中心。

　リリ達が守り続けていた、一人の男がいる方角。

　誰もが振り返る。

　目を見開き、視線を外せずにいるカサンドラと同じように、その『光景』を認めた。

「────」

　鍛冶師スミスは立っていた。

　先端が焼き焦げた水精霊の護布ウンディーネ・クロスを熱風でなびかせながら、静かに、悠然と。

　左手が握り締めるのは解ほどかれた手拭バンダナ。

　そして右手が持つのは、紅く、雄々しい一振りの長剣。

『──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　直後、モンスター達が破壊の本能を取り戻す。

　動揺を振り払い、冒険者達を血祭にしようと一斉に飛びかかった。

「なぁ、手伝ってくれないか？」

「えっ？」

　広間ルームにいる全てのモンスター、全方位からの同時襲撃。

　防ぐ術などない状況の中で、ヴェルフはカサンドラの隣に並んでいた。

「俺だけじゃあ足りない──だから、握ってくれ」

　青年の目に見つめられるカサンドラは、差し出されるその『魔剣』の柄を、握っていた。

　モンスター達の爪牙が迫る。

　冒険者達が咄嗟に身構える。

　少女とともに柄を握るヴェルフは、剣の切っ先を地面に向ける。

「始めるぞ、今から」

　これはヴェルフにとって『始まり』だ。

　鍛冶神に、『至高しこう』に至るための足がかりに過ぎない。

　だから胸を張って、告げる。

　仲間を救うために、己の意志を刻み込むために、ダンジョンへと轟かす。

　その武器の『銘』を。




「《始高しこう──煌月かづき》」




　魔剣の刃を地に突き刺す。

　次の瞬間──地面から大紅炎が噴き上がった。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!?』

　桜花オウカ、千草チグサ、リリ、ダフネ、アイシャ達の眼前にして、飛びかかろうとしていたモンスター達の真下から巻き起こる紅蓮の噴出。

　冒険者達を綺麗きれいに避ける──いや冒険者達を守る大壁かべのように、地面から吹き上がった炎の輪が、花の大輪のごとく幾重にも咲き乱れた。ヴェルフの足もとに突き刺した『魔剣』の刃は地面を伝い、炎の導線がモンスターの足もとに辿り着いた瞬間、爆炎の華を咲かせたのだ。

　アイシャを始め、リリや桜花オウカ達はその光景、その威力、その熱波に瞠目する。

　半魚人マーマンが、水獣馬ケルピーが、蒼蟹ブルークラブが、半身半蛇ラミアが、紅蓮の奥に霞かすんで燃焼の哭声こくせいを散らせた。

　炎に耐性のある水棲種族モンスターを焼き払う凄まじい火力。

　冒険者達の全方位を焼きつくすその炎の光景は、まさしく『太陽』が迷宮に降臨したかのようだった。

「──ぁ」

　そして、カサンドラの脳裏に閃光が走る。

　頭の奥で再生されるのは、カサンドラを苛んだ最低最悪の悪夢と『予言』の詩。

『予知夢』の中でリリは臓物をばらまいて息絶え、ずたずたに裂けた春姫ハルヒメは血の海に沈み、命ミコトと千草チグサと桜花オウカは亡骸を折り重ね、春姫ハルヒメの遺体を抱えたアイシャは怪物モンスターに食い荒らされ、血塗れのダフネは虚うつろな目で息を引き取った。

　明確な死の『予言』と全滅の光景が発生した中で、しかしヴェルフだけは違った。

『【鎚は砕かれる】──ヴェルフは手足を失った無残な姿に』。

　確かに『夢』の光景で彼の手足は断たれていた。

　だが、それだけなのだ。

『予言』の詩も、ヴェルフだけは【肉の花】【遺す】など決定的な死の暗示ワードを用いていない。

　もし四肢を失ってなお、ヴェルフが生きていたのだとしたら。

　最後に残されていた『予言』の十六節目の警告が、全て繫がる。

【破片を集め】──破片とは鎚ヴェルフの『四肢』。治療師カサンドラが手足をもとに戻すという暗示。

【火を捧げ】──魔剣精製のための『炉』に火を起こせという比喩。

　そして【日輪の灯火を請え】──その答えは目の前に広がっている。

「炎の大輪……ううん、紅蓮の輪」

　円陣を組んでいたアイシャ達を守るように形成された、幾重もの『火輪かりん』。

　数多のモンスターを焼きつくす、まさに【日輪の灯火】だ。

　一人の鍛冶師かじしを癒し、鍛錬を見届け、彼の『魔剣』に打開を願い求めること。

　それが、十六節目の詩の全貌。

　カサンドラの行動が未来を変えたことで、ヴェルフが四肢を失うことはなかった。無論、ダフネ達が死ぬこともなかった。

　カサンドラは誰も失わず、『運命』に打ち勝ったのだ。

　──ここに『予言』の成就は回避された。

　全てを悟った悲劇の予言者は、炎に顔を照らされながら立ちつくす。

　地に突き立った『魔剣』の柄を今も握りながら、隣に立つ青年の横顔を見た。

　ヴェルフは、燃え盛る炎を見据え、ゆっくりと唇を開く。

「ああ、そうだ……始まりだ。『至高』への挑戦の」

　これは、ヴェルフにとって『始まり』だ。

　鍛冶神に、『至高』に至るための足がかりに過ぎない。

　今も手が握るその剣つるぎは、ヘファイストスが生み出した『作品』を真似て、模倣し、生み出した『至高の贋作』に過ぎない。

　故に、その銘は《始高しこう》。

　始まった高みへの登頂。これよりヴェルフが作り上げる連作シリーズの記念すべき一作目。

　この新しき『魔剣』の威力は、装備者の『魔力』に依存する。

　そのため魔剣本来の力は枯渇することなく、自己崩壊の限界リミットは存在しない。

　必ず砕ける運命を脱した、今は世界に一振りだけの『ヴェルフの魔剣』だ。

　装備者の力量に合わせ、いや使い手の『成長』とともに、この魔剣は相応しく在り続ける。今回は治療師ヒーラーであるカサンドラの魔力を併合し威力を上乗せしたのだ。

　もう、ヴェルフの『魔剣』は砕けない。

　使い手の矜持も鍛冶師の誇りも腐らせることはない。

　使い手とともに歩み、ともに育み、死が二人を分かつまで半身となって寄り添う。

「……おい、お前等」

　炎の嘶いななきが衰えていき、広間ルームに静けさが戻ってくる頃。

　信じられないという目で見つめてくるダフネを筆頭に、ゆっくりとこちらに振り返る仲間達に対し、ヴェルフは言った

「預かってた命、返すぞ」

《煌月かづき》を引き抜き、肩で担ぐ。

　ちょうど目と目が合っていたダフネが、思わずという風に頰を染める。

　ボロボロでありながら毅然とした鍛冶師の姿に、カサンドラも破顔した。

　そして啞然あぜんとしていた桜花オウカ達もまた、唇を吊り上げた。

「「でかしたァ!!」」

　桜花オウカが、アイシャが、ボールスが、リリまでもが声を揃え、その『偉業』に喝采する。

　小さく笑い返したヴェルフは、すぐに顔付きをあらため、仲間達に促す。

　燃えつきた大量の怪物の灰を残し、冒険者達は広間ルームから駆け出すのだった。
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「──？」

　その時。

　椿ツバキはふと、顔を上げた。

「どうしたニャ!?」

「いや……今、なにか……」

　浴びせられるクロエの叫びに、椿ツバキは珍しく言葉を詰まらせた。

　虫の知らせ、いや『鍛冶師の六感』と言えばいいのか。

　予感めいたものを言語化しようとする椿ツバキだったが、すぐに首を振って、諦めた。

　今は目の前の事柄に集中しなくては、足もとをすくわれる。

『オオオオオオオオオオオオオ！』

　視界に広がるのは通路を埋めつくすモンスターの大群。血に飢えた怪物達が咆哮をぶつけてくる。

　現在地は26階層。

　綱渡りの絶壁下りを行っていた椿ツバキ達だったが、25階層を過ぎた辺りから現れた『ハーピィ』や『セイレーン』など有翼のモンスターを警戒し、下るのを断念。『巨蒼の滝グレート・フォール』に叩きつけられる前に26階層の迷宮部へ侵入していた。

「せあッ！」

　殺到する異形の波に、椿ツバキは鋭く、果敢に斬り込んだ。

　音もなく、まるで手品のように幾つものモンスターの首が宙を舞う。凄烈せいれつに走り抜ける一閃が『アクア・サーペント』の長軀を二枚におろし、そのまま翻った白刃が『クリスタル・タートル』の頭部を斬断する。

　その手が握るのは刃毀はこぼれ一つしない業物、長刀《紅時雨べにしぐれ》。

　彼女が打ち、彼女が鍛えたそれは、現存する刀の部類の中で紛れもなく最上位に君臨する第一等級武装。舞い散る花弁のように閃ひらめく刃がその銘なの通り鮮血の雨を振りまく。

【単眼の巨師キュクロプス】の前に立ち塞がるモンスターは例外なく紅く染まり、屍しかばねの山を築いた。


「邪魔ニャア～～～～～～～～～～～～～～!!」



　そんな椿ツバキより前に出て暴れ回るアーニャ達の戦いぶりも大概であった。

　あの【疾風】の同僚──曰くつきの『豊穣の女主人』に身を置いているだけあって、三人の戦闘能力は並ではない。

『マーマン』の群れをアーニャの金槍がまとめて薙ぎ払っては体軀を二つに両断し、高速回転する『クリスタロス・アーチン』をクロエの暗剣あんけんが数多の肉片に分解する。棹立ちになる『ケルピー』が獰猛どうもうな嘶きを上げれば、ルノアの容赦ない鉄拳が臓物とともに胸部を貫通し、大量の灰へと変えた。

　下層域のモンスター達をものともしない。

　が、いくら屠ほふろうとも、敵の影がつきることはなかった。

「私達っ、ダンジョンってよく知らないんだけどさぁ！」

「ここはいつも、こんな風にお祭り騒ぎになってるのニャ!?」

　終わりの見えない戦闘を続行しながら、ルノアとクロエが言葉を連ねる。

　刀と槍を振るう椿ツバキとアーニャは猛烈に否定した。

「四六時中このような有様なら、冒険者の屍がそこら中に転がっておるだろうなぁ！」

「絶対に『異常事態イレギュラー』ニャ！　こんなダンジョン、ミャーは知らないニャ!!」

　大群の殺到を止めるどころか押し返す彼女達の顔色は、それでも焦りに染まっていた。

　脳裏にちらつくのはこの階層域にいると思われる【ヘスティア・ファミリア】、そして【疾風】の所在。Ｌｖ．５の椿ツバキがいる現パーティでも状況は容易たやすく切り抜けられるものではない。

　彼女達に劣る冒険者がこの場所に放ほうり込まれたら、どうなってしまうのか。

「モンスターが吠えまくってる……！」

　階層中から響いてくる雄叫びの重なりに、迷宮の知識に疎いルノアも異常性を感じ取った。

　収拾がつかない事態に、まるでダンジョン自体が『暴走』しているかのような。

「……やっべえモンスターがいる気がするニャ」

「なにっ？　どういうことだ？」

「勘ニャ。勘だけど……ミャーの尻尾がぞわぞわしてるニャ。この階層か、あるいは上か、下か……とにかくヤバい『何か』がいるニャ」

　振り向く椿ツバキに、クロエは舌打ちを堪えるように目を眇めた。

　彼女自身の経験則が裏付けるように、耳は絶え間なく揺れ、細い尻尾が毛を逆立てる。危機に敏感な野良猫のごときクロエの勘を、付き合いの長さから信用しているアーニャとルノアは顔を緊迫させた。

　アーニャ達は気付いていない。

　自分達が26階層へ足を踏み入れたことで、モンスターの注意がちょうど二分し、奇くしくも同階層にいる『もう一つのパーティ』の負担を肩代わりしていることに。

　アーニャ達は、気付けない。

　自分達が奮闘したが故に、『もう一つのパーティ』はモンスターの壁を突破し、27階層へ足を踏み入れてしまったことに。

　更なる過酷へ送り出してしまったことに、気付ける筈がない。


「ッ……！　悲鳴!?」



　そして。

　鋭く立ち上がったアーニャの耳は、モンスターの雄叫びの中に混ざる人の叫び声を捉えてしまった。
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「27階層！」

「辿り着きました！」

　連絡路を駆け下り、水晶の平地に足を踏み入れた瞬間、ヴェルフとリリが叫んだ。

　25、26階層と比べ迷宮の風景に大きな変化はない。ただ水晶の柱や通路の幅など全体的に規模サイズが大きくなっている。

「ぼさっとするな！　先へ進むよ！」

　リリ達に息をつく暇さえ与えず、アイシャが叫んだ。

『下層』の安全階層セーフティポイントへ一刻も早く逃げ込む目的を貫徹し、パーティを動かす。

「モンスター、来るぞ！」

「どけぇ！」

　奥から押し寄せる夥おびただしい数のモンスターに、桜花オウカを押しのけヴェルフが飛び出す。

「煌月かづきぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!」

　瞬間、振り下ろされた魔剣《始高しこう・煌月かづき》がけたたましい猛炎を吐き、全てのモンスターを焼き払った。

「またモンスターを……！」

「前の魔剣やつより威力、上がってない!?」

　その光景に、カサンドラとダフネが驚嘆する。前方の敵をことごとく消滅させる『魔剣』の雄叫びはそれほど比類なかった。正面はヴェルフに任せ横道から現れるモンスターに集中するアイシャは一人、大量に舞う火の粉を浴びながら唇を吊り上げる。

（砕けない『魔剣』……！　とんでもないものを作ってくれたね！）

　緋と紅に彩られた長剣はこの苦境の中で鮮やかな輝きを放っていた。

　この27階層に辿り着くまでの連戦も、ヴェルフの『魔剣』が大部分を担った。空間が限定された通路にモンスター達を誘い込み、まとめて燃やしつくす。砲撃の間隙を縫ってモンスター達が接近しようにも『魔剣』に詠唱ためは必要ない。撃つ時機タイミングさえ間違わなければ敵は近付けず、数少ない討ち漏らしが出た時はアイシャ達で処理してしまえばいい。更にこれまでの『クロッゾの魔剣』とは異なり、いつ使用不能になるかという不安も払拭ふっしょくされていた。

　誰もが満身まんしん創痍そういに片足を突っ込んでいる現況、ヴェルフの『魔剣』によって戦闘の負担は著しく減り、絶望的と思われた27階層への到達も成し遂げた。

　窮地の中で成し遂げた鍛冶師の功績を胸中で大いに評価する。

　が、懸念がないわけではない。

（砕けない代わりに……『魔法』みたく精神力マインドを消費するってところか）

　今も『魔剣』を使用したヴェルフの横顔に、蓄積される疲労の影を見つける。圧倒的火力を無尽蔵に行使できる道理もないということだ。

　これだけの砲撃、精神力マインドの消費量は対魔力魔法アンチ・マジック・ファイアの比ではないだろう。

「【不冷イグニス】、耐えなよ！」

「わかってるっ!!」

　汗を滴り落とすヴェルフを叱咤しつつ、男におんぶ状態など御免だと、アイシャは自らにも今以上の奮闘を課した。

　大朴刀を何度も薙ぎ、『魔剣』と並んでパーティの道を切り開いていく。

「──ひっ!?」

「これは、まさか討伐隊本隊の……!?」

　多層構造の迷宮を上り下りし、ある程度通路を進んだ時だ。

　視界に飛び込んできた光景──水晶壁に飛び散った鮮血の跡、まだ乾いていない血溜まり、雑に食べ残された人の腕や目玉──を見て、千草チグサが青ざめ、桜花オウカが呻いた。

　恐らくはボールスが語った『化物』に殺られた冒険者達。事切れた死骸は全てモンスターが食い漁あさったのだろう。亡骸そのものは水中にでも引きずり込んだのか、水流も薄っすらと紅色に染まっている。

　残虐な宴があったことを仄ほのめかす光景に、春姫ハルヒメが意識を断っていて良かったと、アイシャはそんな場違いなことを思ってしまった。

「本当に、何が現れやがったんだ……！」

　冒険者達の殺害跡が足跡そくせきのように階層の奥へ続く中、パーティともども立ち止まり、討伐隊を虐殺ぎゃくさつしたという『化物』に考えを馳せる。

　本当にこれだけの冒険者を蹂躙したのか。

　今もその怪物はこの階層にいるというのか。

　ベルとリューは、そんな【厄災】と遭遇して無事なのか。

　今更益体もない思考に翻弄ほんろうされるアイシャは、件の『化物』を唯一目の当たりにしたボールスに視線をやった。彼がまた恐怖に支配されるのではないかと疑っての一瞥だったが、

「……聞こえねえ」

　ボールスはただ啞然としていた。

「なんだって？」

「あの跳び回る音が……化物の移動する音が、聞こえねえんだ……」

　それは【厄災】がかき鳴らす死の旋律である。

　床や壁、天井を乱反射するがごとく跳び回る高速の接近音。どこにいようと即索敵、即急襲してきた【厄災】の気配がないこと自体、地獄を経験したボールスからすれば信じられないことだった。

「まさか……本当にいなくなったのか？　【疾風】達が、倒しちまったってのか？」

　呆然と呟くボールスの言葉をどう解釈すればいいのかはわからない。

　希望と捉えるか、楽観的観測と捉えるか、判断はつかない。

　だから、アイシャは動くことにした。

「ボールス、【疾風】達と別れた場所まで案内しな！」

「お、おう！」

『化物』がいようがいまいが現状では一分一秒が惜しい。停滞するくらいだったらアイシャは行動を選ぶ。

　ボールスを隊列の先頭へ移動させ、最後にベルとリューを見た場所まで道案内させる。

『──メ──ダメッ』

　その時だった。

　どこからともなく、不可思議な『声』が聞こえてきたのは。

『ソッチニ、行ッチャア……ダメッ』

「……？」

　今もひた走るパーティの足音を縫って届いてきた音の欠片。辿々しい、人語の発音。

　首を左右に巡らせても何もいない。

　薄く輝く水晶、床に転がる血まみれの武器、あとは陸おかのすぐ側を走る水流があるだけだ。

　アイシャだけにしか知覚できていないその『声』は切迫していて、涙に濡れているように感じられた。まるで自分達を必死に引き止めようとしているような。

　だが、そう感じた上で、アイシャはその警告こえを無視するしかなかった。

　少年達を見つけるまでこのパーティは止まらないと知っていたから。

「ここが……！」

　やがて、辿り着く。

　巨大な広間ルーム。

　陸おかの面積が広いものの、いくつもの水流が流れ込んでいる大空間。

　そんな場所に広がっていたのは、『激闘』を物語る爪痕だった。

「な、なによ、これ……!?」

　凄まじい速さで『何か』が激突したかのごとく罅割れて倒壊している巨大な群晶クラスター、同じく深い亀裂を刻み込む天井、壁や地面に洞窟状の穴を開ける大きな穿孔せんこう跡。そして光炎フレアの超熱で融解したかのような水晶柱。

　破壊の痕跡が、広間ルームの至るところに刻み込まれていた。

「何が暴れ回れば、こんなありさまに……」

　立ちつくすダフネの隣で桜花オウカも愕然と周囲を見回す。

　語られずとも、ここで大きな戦闘があったことを冒険者達は理解した。それこそ自分達の及びつかない『怪物』を相手に『死闘』が繰り広げられたのだと。

　問題は、この場所に勝者も敗者も存在しないことだ。

　燃えつきたモンスターの灰もなければ、無残な最期を遂げた冒険者の成れの果てもない。壊れた戦場を残し、水流が激しく交錯する音がただただ響いている。

　ヴェルフ達が広間ルームの中央まで進んでも、手がかりすら見つからない。

　水の流れが変わるほど壊しつくされた陸おかの上で、リリは引き寄せられるようにそれの前に近付いた。

　いくつかある穿孔跡の中でも、一際ひときわ大きく深い縦穴。

　回転して抉えぐられたかのような穴は、下部の階層にまで続いているかのようだった。言葉なく覗き込むリリの瞳には、それが深遠の淵まで繫がっているようにも感じた。

　他の損傷箇所と同じように、ゆっくりと修復が進んでおり、閉じようとしている。

（──まさか）

　不意にリリの記憶を刺激するのは、この水辺の層域で遭遇する筈のなかった『凶兆ラムトン』の名を冠する深層種モンスターだった。

　到底受け入れられない『可能性』が、頭の片隅で警鐘を上げている。

「俺の目の前でくたばった野郎どもの死体も、消えてやがる……。ここでもモンスターどもが平らげやがったのか……？」

『化物』の影に怯えながら、挙動不審のごとく辺りを窺うかがっていたボールスが、大量の血痕を残して消えた冒険者達に言及した。

　この大広間であった殺戮さつりくを唯一知る彼の言葉に、ヴェルフ達はもう一度辺りを窺う。

　──勝者も敗者も存在しない戦場に、戦う者達が去った地にいるとすれば、それは戦死者の尊厳を踏みにじる略奪者だ。うずたかく積まれた死体を貪り、己の欲を満たす匪賊ひぞくだ。

　破壊された戦場跡には、大地を駆ける屍獣ハイエナも、空を飛ぶ屍鳥ハゲタカもいない。

　ただ、水中にひそむ『屍魚』がいた。

「!?」

　ザバ、ザバッ、と。

　音を立てて水面を破り、いくつもの影は水流より現れた。

　そしてそのまま、空中へと浮遊した。


「魚のモンスター……？　空中に浮かんで……!?」



　桜花オウカの視線の先で、魚を象る体軀が宙を泳ぐ。

　そのモンスターの全身は石でできていた。色は黒紫で、個体差のある体長は一Ｍメドルから二Ｍメドル。鰭ひれらしき八つの器官を有し、あるべき場所に双眸はなく、額の位置にぎょろぎょろと蠢うごめく単眼が備わっている。

　鋭い牙の隙間からはみ出す人の肉片が、冒険者達の屍がどこに消えたのかを教えていた。

「『ヴォルティメリア』！」

　階層の踏破経験のあるアイシャが顔を盛大に歪める。

　27階層のみに出現する稀少種レアモンスター『ヴォルティメリア』。

　その潜在能力ポテンシャルは『ケルピー』と並んで『水の迷都みやこ』最上級トップクラス。石からなる総身の『耐久』は図抜けており、鋭い牙で冒険者の重装を嚙み砕く『力』は甚だしい。

　他の水棲モンスターと異なる大きな特徴は、『宙に浮かぶこと』。

　同層域に出現する『ライト・クオーツ』と似た構造組織を持ち、浮遊高度は精々せいぜい三Ｍメドルほど。しかし速度は浮遊水晶ライト・クオーツの比ではなく、『水中戦』さながら宙を泳いで迫りくる脅威の塊だ。冒険者からは『生きた化石』ならぬ『飛行する化石』と呼ばれているほど。

　本来ならば27階層の特定の地帯エリア──水深が深い水流交錯部──にしか出現しないのだが、殺戮された冒険者達の血の臭いに引き寄せられたのか。

　広間ルームを走る水流から、間断なく出現する。

「か、数が……！」

「囲まれて……!?」

　ザバ、ザバッ、と音を重ねて宙を浮かぶ『ヴォルティメリア』に対し、カサンドラの動揺を千草チグサが継ぐ。彼女達の瞳に映る浮遊魚の数は有に三十を超えていた。

（──まずい）

　その光景に青ざめるのはダフネである。

　一か八かの『鍛錬』に臨んだ26階層での戦闘は言わば『籠城戦』だった。モンスターの突撃を出入り口のみに限定することで、何とか持ちこたえることができた。

　しかし、今の状況は『包囲戦』そのものだ。まるで待ち伏せていたかのように次々と水流から浮上するモンスター達は広間ルームの広大な空間を利用して、どこからでも、それこそ頭上からも水中からも襲いかかることができる。とてもではないがダフネ達だけでは捌さばききれない。

　更に、敵は水空を移動できる。

　いくらヴェルフの『魔剣』でも、水流から忍び寄る敵と空中から迫る敵、全てを一度に殲滅することはできない。

「……焼ききれるか、【不冷イグニス】？」

「焼ききるしかないんだろ！」

　静かに頰へ汗を伝わせるアイシャの言葉に、ヴェルフが悪態を吐くように叫び返した。

　精神疲弊マインド・ダウンが近い。余裕のない青年の横顔を一瞥しアイシャは察してしまう。

　冒険者達はこれが三度目の『死地』であることを悟った。

　そしてベルと疾風リューの消息を完全に見失った今、縋すがるべき指針を失い、気力と体力が風前の灯に差しかかろうとしていることも。


『…………』



　石の体を持つ『ヴォルティメリア』達は鳴き声を発さなかった。

　ただ額の単眼を絶え間なくぎょろぎょろと蠢かし、獲物を決して逃がさないことを告げる。

　リリ達の周囲を取り囲む化石の魚の群れは、まるでとぐろを巻く一匹の大蛇のようだった。あるいは、冒険者達を呑み込まんとする荒ぶる漆黒の鯨波げいはにも見える。

　広間ルームと繫がる通路の方角から轟くのは、別のモンスター達の激しい混声。

　ダンジョンが誇る無限の物量を前に、冒険者達の膝が砕けようとしている。

『────!!』

　直後、張り詰めた緊張の糸が切れ、モンスターが一斉に飛びかかる。

　無慈悲の包囲戦が火蓋を切った。

『怪物の宴モンスター・パーティー』もかくやという規模で迫り来る『ヴォルティメリア』を最初に迎撃したのは、やはりヴェルフの『魔剣』。火を吹いた《煌月かづき》が十の『ヴォルティメリア』を殲滅するものの、別方向から迫る三十以上の個体がパーティに接敵する。

　死に物狂いで応戦するのはボールス達。斬って、裂いて、突いて、砕いて、円陣の中央に置いた怪我人や後衛を守ろうと奮闘する。

　しかし、それも窮鼠きゅうそのあがきに過ぎない。

「くそったれめぇえええええええええ！」

　リリの道具アイテムはとっくに切れている。治療師カサンドラの精神力マインドは底をつこうとしている。『魔剣』の柄を握り締めるヴェルフの指が剝がれ落ちようとしている。桜花オウカの体力が、ダフネの俊敏が、千草チグサの武器が、ボールスの生への執着が、尽き果てようとしている。アイシャの口から迸ほとばしる罵倒でさえも。

　屠っても屠っても敵の流出は止まらない。逆にダフネの肩にモンスターの顎あぎとが喰らいついた。少女は血を吐いた。桜花オウカがそれを無理矢理引き剝がした。次は彼の腕に牙が食い込む番だった。カサンドラが、千草チグサが悲鳴を上げた。もはや意味をなさない己の指揮に、リリは絶望した。

　視界が黒一色に染まろうとしている。

　周囲を埋めつくす浮遊魚の群れによって。

　冒険者達は『ヴォルティメリア』に押し潰されようとしていた。黒紫の鯨波に、今にも呑み込まれんとしていた。それはまるで悲劇の予言者が回避した筈の【絶望の檻】だった。

　止めとばかりに、冒険者達の心を折る光景が視界の端より飛び込んでくる。

「そん、な……」

　広間ルームの外から、半人半蛇ラミアを先頭に雪崩れ込んでくるモンスターの群体。

　種族に統一のない怪物達の凄まじい咆哮。

　迫りくるその数に、誰もが息を呑んだ。

「もう、ここまでなの……？」

　誰かの唇から、その言葉が漏れてしまった。

　誰もが、その言葉を耳にしてしまった。

　意志が完全に挫けた冒険者達に、『ヴォルティメリア』の群れが一気に襲いかかる。

「──!!　春姫ハルヒメ!?」

「カサンドラ!?」

　死の牙が迫ったのは、後衛。

　意識を失う命ミコト達を庇っていたリリとカサンドラに、前衛を突破したモンスター達がとうとう肉薄する。『ヴォルティメリア』の体当たりによって、庇っていた春姫ハルヒメごとカサンドラが吹き飛ばされた。

　狐人ルナールの少女が離れた地面に投げ出される中、顔を上げたカサンドラの瞳の中に、開かれた醜悪な顎あぎとが映る。

　収縮する瞳孔。

　死期を悟る少女の瞳。

　響き渡るダフネ達の叫び。

　逃れられない死そのものに、カサンドラは目を瞑った。

　そして。




　横から飛び込んできた一匹の半人半蛇ラミアが、『ヴォルティメリア』を引き裂いた。




「────えっ？」

　血まみれの爪が円弧を描き、浮遊魚を八つ裂きにする。

　硬直するカサンドラの目の前で、半人半蛇ラミアは立て続けに長い蛇の下半身をもって、周囲の『ヴォルティメリア』をまとめて薙ぎ払った。

『ァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』

　甲高かんだかい金切り声を上げ、半人半蛇ラミアが暴れ回る。

　続くのは別のモンスター達。先程広間ルームに押し寄せてきたモンスターの群れが『ヴォルティメリア』の群体に、なんと襲いかかったのだ。

　時を止める冒険者達の目の前で、怪物同士の殺し合いが始まる。

「ど、同士討ち!?」

「なにが起こってるんだ!?」

　何度も顔を左右に振りながら、ダフネが、桜花オウカが混乱の声を上げる。

　周囲で巻き起こるモンスター同士の交戦。あっという間に入り乱れての戦いと化した光景に冒険者達は状況把握もままならず棒立ちとなってしまった。

「い、いったい、なにが……」


「…………」



　ぴくりとも動けないカサンドラの斜め後ろで、リリは呆然としながら、『ヴォルティメリア』に襲いかかるモンスター達を眺めた。

　そのモンスター達は凄まじいほど強かった。

　そのモンスター達は血化粧のように顔を紅く染めていた。

　そのモンスター達は、武装していた。

「──────」

　リリの栗色の瞳が、あらん限りに見開かれる。

　視線に気付いた半人半蛇ラミアが──先程カサンドラを助けた『彼女』が、リリにしかわからないように可愛らしく目配ウィンクをした。

　それは『怪物』の瞬きなどではなく、『友愛』の心を持つ人と変わらぬものだった。

　息ができなくなるほどの感情が、リリの胸を揺るがす。




「──『異端児ゼノス』！」




　涙を流しそうになりながら、リリは叫んでいた。

「お久しぶりです、地上のお方！」

　直後、あたかも空を舞うように、頭上に躍り出た一つの影がリリの側に着地する。

　身を隠すフードとローブ。冒険者を装う『変装』をリリは知っている。

『怪物』でありながら温かく優しいその瞳を、リリは覚えている。

「貴方達を、助けにきました！」

　涙ぐむリリに、フードの中で臙脂えんじ色の髪を揺らす少女──半人半鳥ハーピィのフィアは、満面の笑みを送った。

「ご無事ですか、ミス・リリルカ！」

　更に、身の丈に釣り合わない大斧おおおので『ヴォルティメリア』の群れを両断する、小柄な影もリリのもとにやって来た。紳士気取りの赤帽子レッドキャップ、小怪物ゴブリンのレットだ。

　フィアと同じくローブを被って変装している彼に、リリは驚倒を処理できないまま尋ねる。

「どうして、貴方達がここに……」

「フェルズの指示です！　レイ達は今強制任務ミッションのため別行動中ですが、リドに率ひきいられた我々がこの場へ急行しました！」

　ダンジョンの異変を察知したウラノスの『神意しんい』。

　老神ろうじんの神命を受け、人造迷宮クノッソス攻略中であった異端児ゼノス達は群れを二つに分けたのだ。

　人造迷宮クノッソス側に残る異端児ゼノスを歌人鳥セイレーンのレイに預け、18階層の隠し通路からダンジョンへ出たレット達は老神ウラノスの情報通りこの『水の迷都みやこ』へと直行。最短距離で手段を選ばず、冒険者の壁さえも問答無用に突破して。

　宿場街リヴィラで騒がれていた『暴走しているモンスター達』の正体とはまさに彼等のことである。

　全ては【厄災】の再来、ひいては渦中にいる可能性が高い【ヘスティア・ファミリア】を助けるために。

　第三者から見られても怪しまれないよう変装しているレットとフィアの説明に、リリは返す言葉を続けられなくなる。

「ミスター・ベルと約束しました！　貴方達が困っていた時は、今度は我々が馳せ参じると！」

『異端児ゼノス』である彼等だから間に合った。

　リリが要請していたもう一つの『援軍』でさえ遅きに失した、この惨劇の舞台に。

　握手を交わし、信頼を分かち、【ヘスティア・ファミリア】に救われた『怪物』の彼等であったからこそ、リリ達の危機に間に合うことができた。

「かけがえのない『友人』に、ご恩を返しに来ました！」

　ここにも、一つ。

　ベルが紡いだ『絆きずな』があった。

　リリが救われたように、少年に救われた『異端児ゼノス』達もまた、彼からもらったものを返しに来てくれたのだ。

　リリは今度こそ、その栗色の瞳から涙を流した。

「し、しかしっ、どうやってここに来ることができたんですか？　広大なダンジョンからリリ達を見つけ出すなんて……」

　慌てて目もとを拭うリリの質問に。

　半人半鳥ハーピィのフィアが破顔して答えた。

「アルルと、ヘルガのおかげです！」




『キュー！』

　地面にへたり込んでいるカサンドラの目の前に、黒犬ヘルハウンドに跨またがる白兎アルミラージが現れる。

　ぎょっ！　と硬直する彼女を他所に、白いモコモコがシュタッ！　と──『久しぶり！』と言うように──片手を上げる。

「あ、貴方達は……」

　目を大きく開くカサンドラには見覚えがあった。

　他ならない『武装したモンスター』が地上に出現し、オラリオが動乱に包まれたあの日。

『予知夢』に従ってカサンドラがこっそり保護していた白兎アルミラージと黒犬ヘルハウンドである。

『キュウー！　キュキュー！』

『ワッフ、ワッフ！』

「えっ──ひゃああああああああああああ!?」

　ぴょーん！　と白兎アルミラージに抱きつかれ、黒犬ヘルハウンドにも舌で舐められるカサンドラは、状況も忘れて悲鳴を上げた。

　怪物モンスターに抱きつかれた挙句あげく、谷間に顔を埋めるようにゴソゴソと胸をまさぐられたカサンドラは、意識を手放しそうになったが。

　胸の中からじっと見上げてくる白兎アルミラージの赤い瞳に、はっとしてしまった。


「もしかして…………私を、見つけてくれたの？」



　くりくりとした円つぶらな目が瞬きを繰り返し、ぎゅーとカサンドラの胸に顔を擦り付ける。

　それを肯定と取った瞬間──カサンドラの呼吸は止まった。

　胸を駆け巡る衝撃によって。

「前に見た『予知夢ゆめ』……【漆黒の波】に、【兎うさぎのお守り】……」

　それは約二十日前──迷宮街ダイダロス攻防戦の直前の出来事。

　白兎アルミラージ達を匿う原因となった『予知夢』である。

【漆黒の波】に呑み込まれるカサンドラは死にかけ、以前入手していた【兎のお守り】を用い、難を逃れるという内容。

　当時のカサンドラは『黒い猛牛ミノタウロス』を【漆黒の波】と捉えた。白兎アルミラージ達を保護したおかげで、あの恐ろしい猛牛から襲われずに済んだと。

　しかし、今いま考えてみればおかしい。

『お告げ』の通り【兎】を保護して指定場所にさえ行かなければ、そもそも猛牛ミノタウロスに遭遇することなどなかった。それこそ当時のダフネが怒って指摘したように、滑稽な『自作自演』だ。

　つまり、回避する【破滅】はあの日にはなかった。

　カサンドラは啞然とした眼差しで周囲を見回す。

『ヴォルティメリア』の体皮は黒紫。

　数多の個体が固まるその様は、まるで『漆黒の波』のようで。

　──私カサンドラを呑み込む【漆黒の波】の正体は、黒い猛牛ミノタウロスではなく、黒き浮遊魚の大群ヴォルティメリア？

　保護して何日も世話をしていた少女の香り、いや『染しみついた己の匂におい』を辿り、【兎のお守り】こと白兎アルミラージ達はダンジョンの中からカサンドラを見つけ出した？

　白いモコモコがぺたぺたと今も触ってくる胸の谷間の辺りを、右手でぎゅっと握りながら、カサンドラはたった今、過去の『予知夢ゆめ』を回避したのだと悟った。

「『予知夢ゆめ』の重複……あの日の『お告げ』は、この日の破滅を回避するための『警告』？」

　呆けるカサンドラは、再会を喜んでいるように見える白兎アルミラージと黒犬ヘルハウンドを凝視する。

　あまりの出来事に思考停止に陥っているダフネはこちらの様子に全く気付いていない。

　それを横目で確認したカサンドラは意を決し、モンスター達をそっと抱きしめようとした。

「……やっぱり、無理ぃ～」

『キュ？』

　が、結局ダメだった。




「お前等……」

　精神疲弊マインドダウンに陥りかけているヴェルフは、呟く。

　彼の視線の先で、大型級トロールが、半人半蛇ラミアが、巨大蜂デッドリー・ホーネットが、『ヴォルティメリア』の大群のみを狙って蹴散らしていく。

「ど……どうなってんじゃ、こりゃあ……」

「それに、このモンスターって……もしかして、『武装したモンスター』？」

「【ロキ・ファミリア】が迷宮街ダイダロスどおりで討伐したんじゃなかったのか!?」

　ひたすらに戸惑うのはボールスや千草チグサ、桜花オウカだ。

　ダフネは状況が理解できず未だに固まっている。

　モンスターが冒険者達を守っている、いやぎりぎりでモンスター同士の戦闘を優先して冒険者達を放置しているように見える。ボールス達はどう対処すればいいのか、右往左往すらできない状態に陥っていた。

　その中で、『異端児ゼノス』の正体を知るヴェルフは見る。

　頭上を飛ぶ石竜ガーゴイル。視線に気付いて一瞥を返した後、無愛想ぶあいそうな人間のようにふんっと顔を背けた。たちまち始まるのは苛烈な空中戦。堅牢かつ強大な石の翼を持つ異端児ゼノスに、『ヴォルティメリア』の群れがなす術なく蹂躙される。

　無類の地上戦を誇るのは蜥蜴人リザードマンの戦士。怒りの挙動を見せる浮遊魚を左手の曲刀シミターでいっぺんに斬り捨て、右手の長直剣ロングソードで豪快に叩き斬る。

　ヴェルフの前を一瞬横切る蜥蜴人リザードマンは、にっ、と。

　まるで笑いかけるように、牙が並ぶ口端を吊り上げた。

　──あいつも来てるぜ。

　細められた雄黄ゆうおうの瞳が、そう言っているような気がした。

　ある方向に視線を飛ばす蜥蜴人リザードマンに、ヴェルフは目を見張り、ばっと振り向いた。

　視界に映るのは、戦場を走り抜ける黒のローブ──




「……ぅ」

　頰から伝わる震動に、春姫ハルヒメは瞼まぶたを痙攣させた。

　頭が朦朧もうろうとしている。

　耳は膜がかかったように音を上手く聞き取れない。

　だが、ここが『戦場』であることは確しかと認識した。

　精神疲弊マインドダウンの影響か、重度の疲労感と倦怠感が今も手足を蝕むしばんでいる。だが、歌わなくては。妖術師じぶんの役割は知っている。倒れているわけにはいかない。

　春姫ハルヒメは体に意志の鞭むちを入れた。四肢に力を。唇に詩を。仲間のために光の奇跡を。

　いつの日かの少年と同じように、立って、立ち上がって、早くっ、と春姫ハルヒメが己に訴えていると──その体を、誰かが包み込んだ。

「……？」

　自分の体が両腕で支えられていると理解した春姫ハルヒメは、うっすらと瞼を開いた。

　ぼやけた視界に映るのは、琥珀こはく色の双眸だった。

　その額に宿っているのは、温かな紅の輝きだった。

　それは、誰よりも思い焦がれていた『少女』の面影とそっくりだった。

　見開かれた瞳が像を結んだ瞬間、春姫ハルヒメは唇を震わせた。

「ウィーネ、さま……？」

　か細く囁かれたその名前に、竜の少女は花のように顔を綻ばせた。

「うんっ、春姫ハルヒメ」

　青銀の髪を揺らす竜女ヴィーヴル──ウィーネの声に、春姫ハルヒメの翠みどりの瞳がいくつもの涙滴を落とす。

「助けに来たよ！」


「ぁ、あぁぁぁぁ……！」



　地に両膝をつけた姿勢のまま、自分を抱き寄せる少女の細腕に、春姫ハルヒメはこみ上げてくるものを止められなかった。

　妹のような少女をずっと想っていた。

　妹のようで、娘のような彼女を想わない日はなかった。

　再会によって訪れる愛しい気持ちが疲労など拭い落とし、春姫ハルヒメは自分の腕をウィーネの体に絡ませた。涙を滲ませながら頰を擦り付けてくる竜の少女を、抱き寄せる。

「会いたかった、春姫ハルヒメ！」

「私わたくしもっ……私わたしも！」

「わたしね、ずっと泣かなかったんだよ？　春姫ハルヒメたちが心配しないように、ずっと」

　フィア達と同じくローブを頭から被るウィーネは、小鳥の囀さえずりのような優しい声音で狐の耳を揺らす。

「でも……いま、泣いちゃったね？」

　透明な滴を流しながら、無垢むくに破顔する竜の少女を前に、春姫ハルヒメは胸から溢あふれる感情を止められなかった。

　春姫ハルヒメとウィーネは、もう一度抱擁を交わした。

「ウィーネ様……！」

「我々と一緒に行動していました。貴方達の危機を伝えると、どうしてもこちらに来ると」

　その光景を目にしたリリの顔にも驚愕と喜びが浮かぶ。

　レットの言葉を聞きながら、柄がらでもないとわかっているのに、『もう一人の家族』と地上で過ごした日々を思い出し双眸そうぼうを熱くさせてしまった。





「どうなってるニャ、これは～～～～～～～～!?」






　と、そこで。

　モンスターを豪快に蹴散らす爆音とともに、空気を読まない叫び声が広間ルームの通路口より打ち上がる。

『異端児ゼノス』達から一歩遅れて到着した、アーニャ達『救援隊』である。

「冒険者君のお仲間は見つけた、けど……」

「モンスター同士が殺し合ってるニャー!?」

　肩で息をしながら度肝を抜かれているアーニャの他に、ルノアとクロエがモンスターの激しい同士討ち──『異端児ゼノス』と『ヴォルティメリア』の交戦──に目を剝いている。

　リリ達の叫び声を聞きつけた後、クロエの『勘』を信じ27階層まで進んだアーニャ達が見たものは、恐ろしく強い『武装したモンスター』の行列パレード、その後ろ姿だった。何かに導かれるように階層の奥へ向かう一団に何かあると踏んだアーニャ達は追跡を開始し、一度は見失ったもののモンスター達が道中で起こす戦闘音を頼りにこの広間ルームに辿り着いたのだ。

「アーニャ様達……！　ヘスティア様、上手くやってくれたのですか！」

　彼女達の登場をいち早く理解したのはリリだ。

　地上に『援軍』を要請した【ヘスティア・ファミリア】の参謀ブレーンは胸中で喝采する。

　そんな中、そのハーフドワーフは一人、引き寄せられるように一人の青年のもとまで赴いていた。

「ヴェル吉……」

「椿ツバキ!?　お前、どうして……」

　狼狽ろうばいするヴェルフの前で、椿ツバキは足を止めた。

　元同僚の青年はボロボロだった。息を切らし、大小の傷を負い、手で軽く押せばあっさりと倒れてしまいそうだ。

　しかし、今の彼女にとってそんなことはどうでもいい。

　椿ツバキの残された瞳を奪うのは、彼が持つ一振りの剣だ。

「その『魔剣』……」

　紅の長剣。『クロッゾの魔剣』ではなく、『ヴェルフの魔剣』。

　一振りの作品にそそがれる椿ツバキの右眼は見開かれ、ヴェルフが今まで見たことのない感情を宿していた。

　それは何だ？　そんな野暮やぼな問いかけを椿ツバキはしなかった。

　どころか、一言の言葉すら持ち出さなかった。

　最上級鍛冶師マスター・スミスの『眼』は、武器の宿す光を見ただけで『何が成し遂とげられたか』を理解した。

「……くくくっ、ははははははははははははは!!　やってくれたわ、この青二才が！」

　戦場にそぐわない呵々大笑かかたいしょうの声。

　ボールス達が何事かと振り向く中で、ヴェルフだけは曇りのない眼差しで椿ツバキを見つめる。

「『至高』の高みがどれほどのものか、わかってすらおらぬ分際で！　神峰への頂きに手をかけおった！」

「……」

「『馬鹿め』とは言ったが、ここまでの『大馬鹿』だったとは！　余計な忠告などした手前の方が愚かだ！　あぁ憎たらしい！　そして何と痛快だ！」

　女の言葉は罵倒でも非難でも妬みでもなく、歓喜だった。

　自分の見立てを超克した青年への闘争心。

　一人の青年を自分の『同族』と認めた、証左だった。

「──おめでとう、ヴェルフ・クロッゾ。お前も『こちら側』へやって来た」

　そして、地獄にようこそ、と。

　偽りのない賛辞を送る最上級鍛冶師マスター・スミスは、心から一人の鍛冶師かじしの『到達』を歓迎した。

「気分がいい。残りのモンスターは手前が片付けてやろう」

「……！　おい、椿ツバキっ、あのモンスター達は……！」

「わかっておる。武装しておらぬモンスターだけを斬るわ」

　水流を伝って新たに出現する『ヴォルティメリア』の群れに、ヴェルフに背を向けた椿ツバキは唇を舐める。昂たかぶる感情を隠せない彼女は、笑みを浮かべながら鬼人のごとき戦いを始めた。

　立ち止まっていたアーニャ達もはっとして、動けないリリ達に代わり、ひとまず『ヴォルティメリア』の殲滅に動く。

　始まるのは冒険者達とモンスター、そして『異端児ゼノス』の大混戦である。


「リドォ！　リドーーーーーーーーーーッ！」



　戦場の激しい音が途切れない中、高いソプラノの声が放たれる。

　水流から顔を出して呼びかける人魚マーメイド──マリィの存在に気付き、リドは素早く駆け寄った。

「マリィ、お前こんなところにいたのか!?　なら、ここで何があったか──」

「少年ベルガ！　ベルガ下部階層シタニ行ッチャッタノ！」

　蜥蜴人リザードマンの操あやつる人語を遮って、マリィは涙ながら言葉を紡いだ。

「ベルっち!?　マリィ、お前ベルっちと会ったのか!?」

　驚愕するリドは、言葉が拙いマリィの説明を素早く、正確に解釈する。

『大蛇の井戸ワーム・ウェール』に呑み込まれたベルと一人のエルフが下の階層に連れていかれ、産まれ落ちた『抹殺の使徒』もまたそれを追ったと。

　フェルズを経由してもたらされた老神ろうじんの情報、【厄災】の動向とも合致する。

　状況を把握したリドは息を呑み、次には眦を吊り上げ、勢いよく喉を震わせた。

『ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　打ち上げられた蜥蜴人リザードマンの雄叫びに、『異端児ゼノス』達が弾かれたように振り向く。

　その雄叫びは人にはわからない、彼等だけに伝わる『怪物』の交信メッセージ。

　リドから情報を受け半人半蛇ラミア達は叫び返し、その場から勢いよく駆け出した。

「武装したモンスターが……！」

「仲間割れしてると思ったら今度は飛び出して、一体なんなのニャー!?　もうわけわかんないニャー！」

『ヴォルティメリア』を狩りつくした矢先、一斉に広間ルームを飛び出していく『異端児ゼノス』達に、驚愕する千草チグサの隣でクロエが叫び散らす。

「リド様はなんと!?」

「ミスター・ベルとエルフの冒険者が、モンスターによって下の階層へ連れ去られたと！」

　一方、冒険者に変装しているレット達がリリ達のもとに残り、情報を共有する。

「出現した迷宮マザーの『使徒』……強大なモンスターもミスター・ベル達を追ったそうです！」

「……！　ベル様達がいる階層は!?」

「わかりません！　ですが、ゴッド・ウラノスの観測よそくが正しければ……『深層』の可能性も」

　レットの言葉に絶句するリリ。

　想像すらできなかった最悪の可能性に頭が真っ白になったが、

「それと、リドから伝言です……『来るなら来い。連れてってやる』」

「!!」

　その『呼びかけ』に、はっとした。

　リドの言わんとしていることを、一寸の誤差もなく読み取った。

「アーニャ様！」

「ニャ、ニャニャ？　おミャーは白髪頭の子分サポーターの……？」

　振り返るなり叫び、立ちつくしているアーニャのもとへ詰め寄る。

「アーニャ様達のＬｖ．はいくつですか!?」

「な、なに言ってるのニャ!?　それより、リューは一体どこに──」

「い・い・か・ら!!　早く答えてください!!」

「ニャア!?　レ、Ｌｖ．４ニャ!?　ミャーもクロエもルノアも、リューと一緒ニャ！」

　瞳を血走らせる小人族パルゥムの形相に恐れをなし、反射的に答えてしまうアーニャ。

　そして彼女の返答に、リリは心臓を高鳴らせた。

「──このまま『水の迷都みやこ』を抜けます！」

　直後。

　リリは声を張り上げて、パーティにそう指示を打った。

「ベル様とリュー様は『大蛇の井戸ワーム・ウェール』によって下の階層へ運ばれた可能性が高い！　今いる戦闘員メンバーで安全階層セーフティポイントを目指して、捜索隊パーティを再編！　そのままベル様達の救出に向かいます！」


「なっ……！」



　矢継ぎ早に並べられたリリの言葉にボールス達は啞然とするものの、

「異論は認めません!!」

　小さき指揮官は、暴君のごとき言圧で決定事項とした。

（得体の知れなかった『豊穣の女主人』の戦力、アーニャ様達はＬｖ．４！　鍛冶大派閥ヘファイストス・ファミリア団長の椿ツバキ様はＬｖ．５！　これなら『異端児ゼノス』達と協力さえすれば、28階層以降の進出も可能……！）

　アーニャ達の戦闘力を脳内の計画図に書き殴るリリは、『作戦』の可否を己に問う。

　リリはリドの『言伝ことづて』の意図を正確に汲み取っていた。

『異端児ゼノス』達はリリ達とともにベルの救助に当たるつもりだ。恐らくはリリ達と付かず離れずの距離を保ち、レット達を経由して雄叫びで情報交換しながらベル達の行方を追う。これは『異端児ゼノス』の遠征隊パーティに帯同するのと同じだ。

　Ｌｖ．５の潜在能力ポテンシャルを誇る蜥蜴人リザードマンのリドと石竜ガーゴイルのグロスを始め、『異端児ゼノス』の戦闘能力は高い。ここに椿ツバキ達が加われば戦力はありあまるほどになる。それこそ『下層』を突破できるほどに。Ｌｖ．１やＬｖ．２のリリ達は補佐サポーターに専念するだけでいい。

　もとより突発的な『作戦』、穴があるのは重々承知。

　だが『遂行』は可能か、否か？

　──可能である。

　──いや違う。成し遂げるのだ！

　ダンジョンに打ち勝ち、少年達を迎えにいくために。

「『大蛇の井戸ワーム・ウェール』の穿孔跡あなを追うってこと？　いや、そもそも【白兎の脚ラビット・フット】達が連れていかれた証拠も、生きてる保証もないんじゃあ……」

「い、行こう！　ダフネちゃん!!　ベルさん達を助けに！」

「……あぁ、もうっ！　いいわよ、付き合うわよっ！　ここまで来たら理屈じゃないもんっ」

　リリの策に疑問を呈するダフネは、身を乗り出すカサンドラに諦めと達観の言葉を返し、

「お、俺様は最後まで付き合う義理は……！」

「なに言ってるんだい。貴重なＬｖ．３なんだ、精気を絞りつくすまで働いてもらうよ！」


「ふっ、ふざけんなぁぁぁぁ!?」



　猛々たけだけしい笑みを湛えるアイシャが、我が身大事のボールスの逃げ道を完全に封じ、

「なんかよくわかんニャいけど……リューが下の階層にいるっていうなら行くニャア！」

「ダンジョンって下へ行けば行くほどヤバイんでしょ？　疲つっかれるなー、ホント」

「これ、冒険者依頼クエスト報酬もらわないと割に合わないニャ……ミャーは冒険者じゃないけど」

「はははははっ！　こうなれば一蓮托生よ！」

　アーニャ、ルノア、クロエが同僚リュー救出の意志を新たにし、椿ツバキは悲観を吹き飛ばす笑声を上げ、

「……武装したモンスター達……私達を助けてくれたような……」

「……そしてローブで身を隠している、あの冒険者らしき連中……後で説明しろよ、鍛冶師かじし」

「さぁな。上手く説明できるかわからないぞ」

　とある迷宮街ダイダロス攻防戦にて、一匹の『竜女ヴィーヴル』が子供を救った瞬間を目撃した千草チグサと桜花オウカは、湧き起こる疑問を今は聞かず、ヴェルフはそんな彼等にいけしゃあしゃあと笑い返す。

「いこう、春姫ハルヒメ！　ベルを助けに！」

「はい、ウィーネ様！」

　最後に、差し出された竜の娘むすめの手を、春姫ハルヒメは力強く握った。

　高まる士気と冒険者達の強い眼差しを見て、リリの小さな胸に熱い感情が迸った。

（いける……！　このパーティだったら、『深層』にだって!!）

　だから、あとの問題は──

「ここからは時間との戦いになります。ミスター・ベルが無事なうちに、彼を発見できるかとうか！」

「……！」

「下の階層を進むにはどうしても時間がかかる。『深層』まで赴こうものなら、一日や二日も……！」

　側にいるレットの囁きに、リリは喉を鳴らす。

　まともな装備もない冒険者が『下層』以下で活動できる時間など限られている。ここからは一刻の猶予もない。最大速度で、ベル達を助けに行く。

　巻き起こる不安、焦燥と恐怖。それを今だけは振り払い、リリは号令を打った。

「行きます！」

　走り出す冒険者達。

　広間ルームを抜け、次層へ続く正規ルートに飛び込む。

　ダンジョンに彼等を止める術すべはもうない。

　異端の怪物達の雄叫びが、勇気の前進を歓迎するかのように轟くのだった。












































『深層？　……怖い場所、かな？』

　以前、尋ねたことがあった。

　高過ぎる高嶺たかねの花に。

　憧あこがれを抱いだくあの人に。

　第一級冒険者の名を冠かんする剣士が立つ高みとは、どのような景色けしきなのか。

　憧憬しょうけいの彼女が冒険する舞台はどれほどのものか。

　興味本位で、あるいは少しでも近付きたい一心で、聞いたことがあった。

『あそこに行った時、私は初めてモンスターが……ダンジョンが怖い、って思った』

　青空に囲まれる市壁の上で。

　見透かすことのできない金の瞳ひとみで。

　何度も命を脅かされた冒険者の眼差まなざしで、彼女は言った。

『口で言っても、わからないと思う……でも行けば、わかる』

　彼女ははっきりと、僕ぼくにそう告つげたのだ。

『もし……ずっと、ずっと先、君があそこに行けるようになったら、その時は──』

　あの時。

　あの人は僕に、なんて言ってくれたんだっけ。

　それを思い出すことが、今、どうしてもできなかった。
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　耳鳴りがする。

　怖い夢を見た子供のような甲高かんだかい泣き声が。

　現状の認識を拒こばもうとしている理性の悲鳴が。

　頭の奥まで犯おかす、本能の絶叫ぜっきょうが。

「『深層』……」

　唇から落ちた呟つぶやきの欠片かけらが、闇やみの中に溶けて消える。

　静寂が耳を貫いていた。

　心臓の音が全身に轟とどろいていた。

　迷宮の暗澹あんたんたる闇やみが、僕達を抱き竦すくめていた。

　不気味ぶきみな白濁はくだく色に染まった壁面へきめん、先が目視できないほど高い天井てんじょう、既存の階層にはありえない巨大過ぎる迷宮構造。

　現在地、37階層。

　全ての冒険者が恐れるダンジョンの深淵しんえん──『深層』。


「…………」



　凍りついたようにちっとも動かない首の代わりに、眼球の動きだけで辺りを窺うかがう。

　付近にモンスターの影は、ない。気配も、物音も。

　視界がぎりぎり利きく薄闇の中で必死に目を凝らす。

　場所は凄すさまじいほどの大広間ルームだった。僕がいる中心地から、奥の壁まで四〇〇Ｍメドルはあるだろうか。17階層の『嘆きの大壁』や食料庫パントリーなど固有の地帯エリアを除けば、こんな特大の大広間ルームには巡り合ったことがない。壁面に灯ともる燐光りんこうはまるで蠟燭ろうそくの光のようで、酷ひどく儚はかなげだった。

　すぐ側に横たわっているのは大蛇の亡骸なきがら。

　切り裂かれた長軀ちょうくから血の泉を広げ、既にこと切れている凶兆ラムトン──『大蛇の井戸ワーム・ウェール』だ。

　27階層で僕達を一飲みにし、井戸おおあなを掘って、この場所へ連れてきた張本人モンスター。

「……、……っ、……ぁ」

　片目を剝むきながら、大蛇の死骸を呆然ぼうぜんと眺める。

　口が意識を離れて独りでに開閉した。

　けれど、舌がもつれて言葉の形にならない。

　呼吸に失敗したような、乾いた吐息の音が漏もれ出るだけ。

　──噓うそだ、そんな、ありえない。

『ワーム・ウェール』の本来の出現階層は37階層。

　よりにもよって、僕達を飲み込んだ『ワーム・ウェール』は自分の『巣』まで戻ってきた？

　27階層から十層分もの岩盤を穿孔せんこうして？

　瀕死の肉体が帰巣本能に従うように──この『深層』へ!?

　おかしい！

　馬鹿ばかげてる！

　こんなの前例がない！

　こんな『過酷』──僕は知らない!!


（まずい、まずい…………まずいまずいまずいっ……!?）



　頭の中を埋めつくすのはその危惧の言葉一色。

　どっと汗が噴き出て、異常なまでに体が発熱する。

　深層域。

『ギルド』が定める『真の死線トゥルー・デッドライン』。

　僕にはまだ早過ぎる冒険の舞台ステージであり、孤立無援ソロの探索など絶対に許されない『ダンジョンの最大危険領域』。

　何より、今の僕達の状態じゃあ……！

「リューさん……！」

　腕の中でぐったりと力を失っているエルフの体を見下ろす。

『ワーム・ウェール』に飲み込まれ、毒の酸に焼かれた彼女は満身まんしん創痍そういだった。ロングケープや戦闘衣バトル・クロスはところどころが焼け落ち白い素肌が覗のぞいていて、瑞々みずみずしい肢体したいも火傷やけどだらけだ。特にロングブーツに包まれた右脚は不自然な角度に曲がり、折れていた。

　そういう僕も、肌という肌を強酸で焼かれ、全身を負傷している。

　瞼まぶたが溶けて癒着し、右目が開けられない。

　片目のみのぼやけた視界の中で、守るように──あるいは縋すがるように──リューさんを抱く手に力を込めた。

　言うことがきかない震える指を、その細い肩にめり込ませた。


「リューさん、リューさんっ……リューさんっっ……！」



　姉に泣きじゃくる幼子のごとく、小声で何度も彼女の名を呼ぶ。

　思考が停止している。頭の中が真っ白だ。

　最悪の『異常事態イレギュラー』。37階層に放ほうり出されたという現実。闇に翻弄ほんろうされることしかできない。

　孤独、孤立、孤軍、孤絶。あまりにも心細い。寒い。寂さびしい。悲しい。痛い。もう、感情がぐちゃぐちゃだ。

　静かに、そして致命的なまでに、錯乱症状パニックを引き起こしている。

　僕はたった一人道連れとなった妖精エルフに、起きて、と訴えることしかできなかった。

　そして、その時だった。

　ぱらぱら──と。

　石の欠片が降ってきたのは。

「────」

　髪にそそぐ欠片に、僕は動きを止めた。

　引き寄せられるように頭上を仰ぐ。

　闇の奥から今も降ってくる石片。暗闇で塞ふさがれている天井部分は何も見えない。視覚では何も判断できない。

　けれど、聴覚は違った。

　確かに、その音を拾い上げた。

　そう、たとえば、『何か』がこの階層を猛然と目指しているかのような音。

　開けられた井戸おおあなの中を、高速をもって突き進んでくるような──。

　その可能性に行き着いた瞬間、顔から血の気が引いた。

　脳裏に蘇よみがえるのは巨大な影。

　魔法をはね返す『殻から』。

　全てを破壊する『爪つめ』。

　そして、鮮血のように輝く真紅の眼。

（まさか──）

　27階層で戦ったあの『怪物』が、『大蛇の井戸ワーム・ウェール』の掘り進んだ穴を伝って、追ってきた？

　僕達を仕留めようと!?

　戦慄せんりつに襲われる中、心のどこかで確信があった。

　ジュラと呼ばれていた男が最後に残した遺言ことばが、あの調教師テイマーが放った執念の命令が、あの『怪物』を僕達のもとへ導いたのだと。

　怪物の巨軀きょくに取り付けられた『首輪サークル』と『紅石』の光景を思い返し、鼓動の音が加速する。


「ぐっ……ぁああああああああっ……！」



　空白が刻まれていた頭の中に、焦燥という燃料が投下される。

　──逃げろ、逃げろ！

　──あの『怪物』から！

　その一心だけで、停止していた思考と肉体は動き始めた。

　全身に力を込め、リューさんを支えながら立ち上がる。途端、まるで火がくべられたかのような感覚に襲われる。急激に動いたことで、麻痺まひしていた精神が痛覚という地獄を取り戻した。

　傷が開く。血液がぽたぽたと地面に落ちる。焼け爛ただれた肌が呻吟しんぎんを漏らす。

　何より、左腕が凄すさまじい激痛を放つ。

　巨人の襟巻ゴライアス・マフラーが巻かれた左腕──『怪物』の『爪』を防ぎ続けていた腕──を起点に体中が過熱オーバーヒートした。吐き気が込み上げ、目尻めじりには涙が浮かび、両脚が震える。心が折れかける。

　それでも、あらん限りに歯を食い縛って、僕はブーツを押し出した。

　進み出す。

　一歩、一歩、一歩ごとに疲労と激痛を払いのけ、体を前へ進めていく。

　まだ動く。

　まだ、走れる。

　まだ、まだ！

　頭上から降ってくる石片を浴びながら、なけなしの力を振り絞って離脱を開始した。

　意識を失っているリューさんの体を肩で支え、無我夢中で大広間ルームを突っ切っていく。

　けれど、大広間ルームを抜け出す通路口に差しかかる寸前──ドンッ！　と。

『何か』が勢いよく大穴から飛び出した。

「!!」

　紫紺しこんの輝きを散らしながら、遥はるか頭上より落下し、地面へ激突する。

　発生する衝撃と轟音ごうおん。

　振り返った視線の先で揺らめくのは、右腕を失った異形の輪郭シルエットだ。

　逆関節の脚に、長い尾、骨ばった体が纏まとうのは紫紺に輝く装甲殻そうこうかく。

『鎧よろいを纏った恐竜の化石』という言葉を連想させる巨軀は体高三Ｍメドルほど。細長い隻腕の先端に備わるのは牙きばと見紛う破壊の『爪』。

　薄闇の奥に妖あやしく灯るのは、紅い双眼だった。

　間違いない。

　あの破壊者モンスターだ。

『────』

　ぐるりと。

　まるでこちらの存在を捕捉しているかのように、その怪物の首が回転した。

　輝く真紅の眼光がんこうと、僕の目が合う。

『──ォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!』

「っっ!?」

　敵の咆哮ほうこうが飛ぶか早いか、僕は全力で背を向けた。

　通路口に飛び込んで大広間ルームを後にする。

　すぐさま、後を追う猛烈な足音が続いてきた。


「くっっ……!?」



　迷路構造を取る複雑な通路を出鱈目でたらめに進む。

　後ろから追い付かれたら終わり、行き止まりに辿たどり着いても終わり、別のモンスターと遭遇エンカウントしても幕引き。最悪の窮地にもう祈ることしかできない。

　方向転換を繰り返しては横道へと入り、敵の追跡を撒まこうとする。

　しかし『怪物』の足音は遠ざからない。

　逆に……どんどん近付いている！


「はあっ、はっっ、はぁっっ……!?」



　肺が燃えている。汗が止まらない。喉のどが焼け落ちてしまう。

　重傷者リューさんを抱えている今、泣けるほどに進行速度が遅過ぎる。足がまったく上がらない。体中が痛苦の悲鳴を上げていた。それでも、全力で逃げ惑う。

　まともな思考力などとうに失われている中、頭の奥で浮かんでは消える泡沫ほうまつのように、いくつもの自問の声が発生する。

　一度は追い詰めた相手だ、やってくるのなら迎え撃って憂いを断つべきでは？

　今、逃げ出して何になる？

　きっと地の果てまで追いかけてくるあの破壊者モンスターから逃げるのは下策ではないのか？

　これは判断の先送りに過ぎない？

　でも、ダメだ。

　今だけはダメだ。

　今だけは逃げなくては！

　賭かけてもいい。このままあの破壊者モンスターと交戦すれば、僕かリューさん、どちらかが死ぬ。

　破壊者モンスターとの死闘の反動に加え、『大蛇の井戸ワーム・ウェール』の毒酸さんに焼かれたこの体では、もはやまともな戦いにすらならない。27階層で一矢報いた時とは状況が一変している。

　今、あの破壊者モンスターと戦ってはいけない！

　逃げ延びる一念で僕は左手を握り締め、無意識のうちに、『鐘チャイム』の音を奏で始めていた。

『────────ッッ!!』

　迷宮内を曲がること数度、とうとう破壊者モンスターが目視できるほどの距離にまで迫る。

　地面を、壁を、天井を、迷路内を縦横無尽に跳ねて迫りくる高速機動。自身もボロボロでありながら獲物を仕留めんとする怪物の本能。

　真紅の眼光が僕の背中を射抜き、破壊の『爪』がガチガチと音を鳴らす。

　後方で膨れ上がる殺意に僕は限界を悟り、振り向きざま、半身の体勢で左手を突き出した。

『!!』

　破壊者モンスターも気付く。その『鐘チャイム』の音に。

　左腕に巻かれている巨人の襟巻ゴライアス・マフラーから漏れ出す、蓄力チャージの『光粒』に。

　真紅の双眼が驚愕きょうがくを宿し、次には怒りの叫喚きょうかんが打ち上がる。

　二十秒分の蓄力チャージ。

　顔を歪ゆがめながら、僕は砲声した。

「【ファイアボルト】!!」

　地形などお構いなしに放った大炎雷。

　閉鎖空間も同然の一本道、炎の濁流は壁や天井を破壊しながら驀進ばくしんする。

　大砲撃に呑のみ込まれようかという瞬間、怪物の巨軀が左脚の逆関節を折りたたみ、横穴に逃のがれたのを視界の隅に捉とらえた。

　直後、砲撃がダンジョン内に炸裂さくれつする。

　発射の反動を殺し切れず、射角がやや上向きとなった大炎雷ファイアボルトは天井を爆砕し、通路を崩壊させた。

「うっっ!?」

　発生した爆風と砂塵に、僕自身、殴り飛ばされる。

　リューさんと一緒に後方へ吹き飛ばされる間も、岩盤は音を立てて降りそそぎ、崩落の様相を呈した。激しい岩なだれの音がどこまでも木霊こだましていく。

　やがて……凄まじい崩落音が途絶える頃ころ。

　地面に転がってうつ伏せていた僕は、何とか顔を上げた。

　砂煙が晴れると、そこには白濁色の岩塊で塞がれた通路が広がっていた。

　幅広の通路が完全に閉ざされている。来た道を戻ることもできなければ、破壊者モンスターが僕達を追いかけてくることもできない。

　少なくとも、道を迂回して遠回りする必要がある。

　凌しのぎ、きった……？


「はぁ、はっ……ぐぁぁぁ……！」



　こんなのまぐれだ。

　崩落に巻き込まれなかったのも、ただの運。次はない。

　荒れる呼吸をしばらく野放しにした後、震える手で地面から体を引き剝はがそうとするが、何度も失敗する。【英雄願望スキル】の反動によりごっそり体力と精神力マインドが削られ、力が入らない。それどころか今にも意識が断線しかける。

　痛い、辛つらい──苦しい。

　一瞬、ここで力つきたい衝動に駆られた。

　このまま地に伏せて、瞼まぶたを下ろしたい欲求に。

　途方もない虚脱感に襲われながら、欲望の狭間を漂っていると、

「……クラ、ネル……さん？」

「！」

　呟かれた声に、はっとした。

　目を向けると、地面に仰向あおむけに倒れているリューさんが、うっすらと瞼を開いていた。

　ぼやけた空色の瞳が辺りを窺い、僕のことを見つける。

「リューさん……！」

　甘言を吐く欲望を、その瞬間に蹴りつけた。蹴りつけることができた。

　誰だれも死なせてはいけない。誰も死なせたくない。

　竜の少女ウィーネのように、もう誰も。

　そのために強くなりたいって、僕は、『約束』したんじゃないのかよ……！

　一瞬でも弱音に支配された自分を罵倒し、唇に歯を突き立て、今度こそ身を起こす。

　体を引きずり、彼女のもとへ赴き、半ば崩れるように地面へ両膝ひざをついた。

　ボロボロになっているリューさんの体を、抱き上げる。

「……ここ、は？」

「ここは……37階層……『深層』です」

　力なく尋ねてくるリューさんに、絶望の感情を隠せないまま告げた。

『ワーム・ウェール』に呑み込まれ、階層間を移動してしまったこと。あの破壊者モンスターが僕達を追ってきて、今はひとまず難を逃れたこと。言葉に何度も詰まりながら、簡潔に説明した。

　27階層の記憶が蘇ってきたのか、リューさんの瞳にも理解の光が宿る。

　そして最悪の状況を察して、眇すがめられる。

　驚愕する体力も、戦慄する気力も残っていないのだろう。

　ただ、片目が潰つぶれた僕の顔をじっと見つめるだけだった。

「うっ……!?」

「リューさん!?」

　相貌そうぼうを歪め、リューさんは庇かばうように体へ手を添えた。

　僕に負けず劣らずリューさんも消耗し、負傷している。骨が折れている右足を加味すれば僕より深刻かもしれない。その肌には玉のような脂汗が浮かんでいた。

「治療してください！　自分の体に、早く『魔法』を……！」

　手持ちの道具アイテムはない。破壊者モンスターとの戦闘の中でレッグホルスターごと失ってしまった。

　リューさんが使える『回復魔法』を行使するよう訴えかける。

「……」

　意識が朦朧もうろうとしているのか、うっすらと目を開くリューさんは、僕の顔を見上げたまま……ゆっくりと唇を開いた。

「【今は遠き、森の歌……懐なつかしき、生命いのちの調べ……】」

　途切れ途切れに、掠かすれた声で呪文じゅもんを紡つむぎ始める。

　そして最後の力を振り絞るように、彼女は僕の顔へ手を添えた。

「【ノア……ヒール】」

　見開かれる僕の瞳を他所よそに、木漏れ日のような暖光が顔を包み込む。

　僕は、叫んでいた。

「違う!!　僕じゃない！　自分を治してください！　手当てをしないと、リューさんがっ！」

　叫ぶ間にも顔の傷が塞がり、閉じられている片目からも痛みが引いていく。

　体の傷口や焼け爛れた肌も、首元を中心に癒いえ、空っぽだった体力も僅わずかに戻った。

　僕の右目が開くようになったのを見届けたリューさんは、糸の切れた人形のように、手をがくりと垂れ下げる。

「どうして僕をっ！」

「……今の私は、もう……自分では動けない……使いものに、なりません……」


「っ……！」



「精神力マインドも、これが最後……」

　苦しそうに息を吐きながら、折れた右足に手を添えて、リューさんは答える。

「なら、貴方を生かすため、癒す……道理だ」

「全然道理どうりなんかじゃない！」

　こんな状況なのに笑ってみせるリューさんに僕は怒鳴り返した。

　そんな儚い笑い方は嫌だと拒む。こんな時まで高潔な彼女に怒る。その唇が今にも告げようとしている言葉なんて、聞きたくない。

　リューさんは正しく状況を理解しているのだろう。

　満身創痍、疲労困憊こんぱい、そして孤立無援。

　体力も精神力マインドも、道具アイテムも残されていない絶体絶命の局面。『死』という名の闇が今にも僕達を呑み干そうとしている。

　彼女は僕を生かす代わりに、『何か』を切り捨てようとしている。

「クラネルさん……私を置いて……」

　リューさんが決定的な言葉を告げようとした、その時。




　カタカタカタ────と。




　音が響き渡った。

　まるで、壊れた人形マリオネットが突然笑い出したかのような、乾いた音が。

「「──────」」

　明らかな異音。

　人の声でもなければ、ダンジョンから発生する類のものでもない。

　音が響いた前方、崩落の逆側、燐光が届かない闇の先に視線を引き寄せられる。

　何かが、いる。

　闇の中にひそむ、何かが。

　僕の顎あごから滴したたった汗が、リューさんの張り詰めた顔に、落ちた。

　間もなく。

　それは音もなく現れた。

「なっ──」

　その存在を認めた瞬間、目を疑った。

　闇の中に浮かび上がるのは、白い『仮面』だった。

　捻ねじれた二本の角。二つの真っ黒な穴が空き、宙を浮いている。

　それはまるで、

（『死神』……？）

　架空のお伽噺とぎばなしに出てくる『死』の遣い。骸骨の身を黒衣で包み、鎌をもって命を奪う。

『過酷』に苦しむ僕達を、『死』が迎えに来た。そう錯覚してしまった。

　けれど再び──カタカタカタ、と。

　まるで啼なき声を放つように、仮面が上下に揺れる。

　獲物を見つけ、喜ぶ『怪物』のように。

「────」

　僕は息を呑んだ。

　違う。

『仮面』じゃない。

　あれは骨だ。

　違う。

『死神』なんかじゃない。

　あれは、モンスターだ。

「っ!?」

　腰の鞘さやから柄つかを摑つかみ取り、一気に引き抜く。

　動けないリューさんを庇って立ち上がり、《神様のナイフ》を構える。

　そんな僕に、死神モンスターはカタカタカタと嗤わらうように、仮面を鳴らした。
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　記念すべき最初の遭遇ファースト・エンカウント。

　僕の『深層』の初デビュー戦せんにして、最期になるかもしれない戦いの相手は──『羊』だった。

『スカル・シープ』。

　深層域に出現する羊型のモンスター。体高は一四〇Ｃセルチほどの中型級。二つの虚うつろな眼窩あなが空いた顔面及び全身は、骸スカルの名の通り『骨』でできている。

　俗に言う骸骨スケルトン系。肉も皮も臓器もないにもかかわらず動いて徘徊する、ダンジョンの中でも異質な種族は、この37階層に多く出現する。

　代表的なのは『スパルトイ』だろう。全身が骨でできた骸骨の戦士で、その見た目の衝撃インパクトから中層以降に進出できない下級冒険者にも知れ渡っているほどだ。

　他ほかならない37階層に出現する『階層主』もこの骸骨スケルトン系に属していると聞く。

　この白濁色の迷宮は『生ける屍アンデッド』の巣窟と言ってもいい。

「っ……!?」

　遠征前、エイナさんとの座学で学まなんでいた深層種モンスターの情報、それを片っ端から洗い出しながら、生物の摂理に反した骨の怪物モンスターに視線を走らせる。

　薄闇に浮かぶように存在する羊の頭蓋骨。その首から下は窺い知ることができない。なぜならば、後頭部から伸びる『皮』が骨の体を覆っていたから。

『スカル・シープ』は他の骸骨スケルトン系と異なり、長く、大きい、一枚の『皮』を持つ。

　それは足の先まで覆っており、ぎりぎりで骨の蹄ひづめが見えるといった程度。清潔さの欠片もない皮は暗色で、ところどころが傷いたんでおり、まるでボロボロの外套ローブを羽織っているかのようだ。僕が『死神』なんてものを連想するのも無理はない。

　首元にも頭巾フードのごとく『皮』が余っており、左右から垂れている。

　視界の情報は、闇を不気味に浮遊する頭蓋骨一つだけ。

『……』

　モンスターは闇に塞がれた眼窩あなを僕に向けるだけだった。時折響く、カタカタカタ、という音を、頭蓋骨を揺らすことで発し、不気味な旋律を迷宮に響かせる。

　出方を窺うか、それともこちらから仕掛けるのか、極度の緊張が判断を迷わせてしまった。

　不気味な音がぴたりと止まった直後。

　骸骨の相貌は、眼前に迫っていた。

「っっ!?」

　地を蹴った音が鳴ったと思った瞬間、『スカル・シープ』の急迫を許していた。

　原因は、ひとえに『皮』が敵の体を隠していたため。足のたわみ、前進の予備動作、それらを視認できなかったがための失態。視覚情報に依存し過ぎて、突撃の前兆を見落とした。

　迫りくる二本の捻れた角、そして開かれる顎あぎと。

　何の感情も読み取れない骨の仮面が曝け出す、醜悪な無数の牙。

　瞠目どうもくする僕は、咄嗟とっさに、体を横に倒した。

「くっっ!?」

　地面へ逃れた僕の頭上を、骸骨の羊が跳び越える。

　奇襲が失敗に終わったモンスターの着地する音が響く。僕はすぐさま身を起こし、まだ倒れているリューさんを庇うように前へ出た。

　今度こそは、とモンスターに攻撃を仕掛けようとするも、

「え……いない!?」

　敵の姿がない。影さえも。

　見えるのは未いまだ煙が立ち上る崩落跡。広がるのは黒い薄闇だけだ。

　そんな、まさか……消えた!?

「違うっ……『スカル・シープの皮套ローブ』……！」

　その時、足もとで呻うめくように、リューさんがとある『ドロップアイテム』の名を口にした。

　僕ははっとした。

　そうだ、『スカル・シープ』の『皮』はただ体を被覆するためのものじゃない。

　この階層全体に蔓延はびこる薄闇、それと同化して姿を紛らす『保護色』。言わば冒険者が狩猟ハントの際に利用する『隠蔽布カムフラージュ』と同じだ。『スカル・シープ』は闇に体をくらますことができる。

　不気味な骨の音を鳴らし、獲物に恐怖を与え、静かに這はいより命を貪る。

　冒険者達が与えた『スカル・シープ』の異名──それは『死の隠者いんじゃ』！

（どこだ、どこだっ……どこから!?）

　顔を何度も左右に振る。どこを見ても存在するのは闇一色。敵は余っていた皮巾フードを頭にも被かぶったのか、まったく視認できない。敵の『隠密』にいいように惑わされる。

　がなり立てる心臓の音が、唯一の手ががりである聴覚を潰し、平静さも奪っていた。

　動揺の一途を辿っていた時、リューさんが再び言い放つ。


「右っ……！」



「！」

　皮套ローブが翻ひるがえる音、そしてこすれ合う骨の軋きしみ。

　間一髪回避するも、出遅れた。

　吹き寄せた風が、掠めていった右腕に凄まじい熱を与える。

　僅かとはいえ腕の一部を喰くい千切ちぎられた。両の眼球を剝く僕を他所に、皮套ローブをはためかせる『スカル・シープ』がその四本の足で着地する。


「うぐぅ……っ!?」



　右の二の腕を押さえて振り返った瞬間……見なければよかったと思った。

　モンスターの牙の間から鳴る、グチャグチャという咀嚼そしゃく音。

　奪われた僕の血肉が、顎骨がくこつの継ぎ目、更に喉の骨からボタボタとこぼれ落ちていく。

　顎から喉にかけて赤く染まる『スカル・シープ』の体。

　そのおぞましさに、僕は確かにモンスターに──いやこの深層ダンジョンに恐怖を抱いた。

『──！』

　もはや獰猛どうもうな殺意を隠しもしない『スカル・シープ』は体を何度も揺すったかと思うと、頭蓋骨の位置を地面すれすれまで下げる。

　姿勢を低く、まるで皮套ローブの下で前足を踏ん張らせるかのような体勢。

　冒険者の本能を真まっ赤かに点滅させる嫌な気配。

　次の瞬間、ボコボコッ!!　とモンスターの『皮』が膨れ上がった。

「なっ!?」

　その正体は隆起する体軀ほねの一部。

　膨れた『皮』を内から貫通し、獲物目めがけて射出される飛び道具。

　都合三本、僕のもとへ急迫する『骨の槍やり』。

　突起スパイク──いや『杭突パイル』！

　骨体からだの一部を伸長することで放たれた敵の遠距離攻撃を、僕は躱かわしきれなかった。

　右肩の上、左脇の間、二ヵ所を抉えぐられる。

「うあっ!?」

　串刺しは免れたものの体勢を崩す僕に、『スカル・シープ』は止とどめとばかりに追撃した。

　伸長した骨を戻しながら駆け抜け、地を蹴り、飛びかかる。

　紅に染まった鋭い牙が、僕の首もとに吸い込まれる！

「ぐっ、ううううううううっ!?」

『！』

　喉を食い破られる寸前、首の代わりに僕が差し出したのは、左腕。

　腕に食らいついた『スカル・シープ』にそのまま押し倒され、背中を地に激突させた。

「クラネルさん！」

　リューさんの叫びが、もつれ合う僕とモンスターに絡からまる。

　けれど、すぐに彼女のはっとした気配が伝わって来た。

　モンスターの牙は、僕の肌に突き立てられていない。

　僕はあえて左腕を嚙かませていた。

　黒い帯を何重にも巻いた、この片腕を。

《ゴライアスのマフラー》。破壊者モンスターの『爪』をも受け流してみせたこの最硬の防具は、どんな敵の攻撃も阻む。鋭い牙がガチガチと音を立てて、何度も嚙み砕こうとしてくるが、決して破れない。この時、初めて『スカル・シープ』の感情──困惑が伝わってきた。

　左腕が放つ激痛に呻きながら、僕は四肢を振って必死に抵抗する。

　激しく格闘していたのは数秒だった。

　びくんっと『スカル・シープ』が痙攣けいれんし、行動を停止する。

　皮套ローブの内をさらけ出す怪物の腹側。右手が持つ《神様のナイフ》が、肋骨の隙間すきまを縫って、がらんどうの体内に浮かぶ紫紺の輝きを……『魔石』を砕いていた。

　間もなく『スカル・シープ』は音を立てて灰と化し、その輪郭を虚空に消す。

「はぁ、はぁ、はっ……!?」

　ザーと体の上に流れ落ちる大量の灰を放置し、迷宮の天井を仰ぎながら、喘ぐ。

　たった一戦。

　それだけで、こんなにも消耗した。

　これが……『深層』。


「っっ……！」



　駄目だ、まずい、いけない。

　このまま別のモンスターと遭遇してしまえば、今度こそ──。

　本能に促され、埋もれていた灰から脱し、倒れているリューさんの体を抱き上げた。

　再び彼女を肩で支えながら、移動を開始する。

（ここから離れないと……！）

　早くしなければ今の交戦音を聞きつけ、他のモンスターがやって来てしまう。

　もう一度モンスターの相手をしろと言われても絶対に無理だ。『回復魔法』のおかげで戻った体力もあっさりなくなってしまった。どこかへ逃げて、やり過ごさなくてはいけない。

　無我夢中になって足を進めた。

『スカル・シープ』に負わされた生新しい傷から血が垂れる。

　先程からずっと出血が酷い。油断すれば頭が目眩めまいに負けてしまいそうだった。昇格ランクアップして、常人離れしているＬｖ．４の強靭性タフネスを得ていなかったら、とっくに僕は力つきていただろう。

　一歩ずつ進むごとに、体力も、気力も、残酷に削がれていく。

　左腕が痛い。いっそ切り落としてしまいたい。まるで僕の末路を物語るように、破滅の二文字を明滅させる。

　それでも、前に。

　生き残るために、前に。

　もはや壊れた人形のように、行進を続ける。

「……クラネルさん……もう、いい……」

　痛苦に苛さいなまれるその行軍を見かねたように、なされるがままだったリューさんが、唇を動かした。

「私を……置いていきなさい」

「っっ！」

　今の自分はただのお荷物だと。

　進行速度を落とす足枷あしかせにしかならないと。

　言外にそう告げながら、囁ささやく。

　僕は、眉間みけんいっぱいに皺しわを刻んだ。

「嫌だっ、嫌だ！」

「クラネルさん……」

「絶対に、置き去りになんかしない！」

　駄々をこねる子供のように言って聞かない。リューさんが苦しそうに目を伏せる。

　この人を見捨てる選択肢なんて端はなからない。

　ここで彼女を切り捨ててしまえば、僕はもう、ベル・クラネルじゃなくなる。

　僕はもう、きっと誰も助けられなくなる！

　胸の中で吠ほえる激情の言いなりになって、僕は叫んだ。

「僕が一人で『深層』をさまよって、生き残れる筈はずないじゃないですか！」

「っ……」

「さっきの戦いだって、リューさんがいなかったら危なかった！」

　頭に血が上ってる。モンスターが聞きつけてしまうかもしれないのに言葉が止まらない。

　けれど同時に、本能が無意識のうちに理解しているかのようだった。生き延びるためには、この人を『説得』しなければいけないことに。

　リューさんの存在が必要だということに。

　貴重な体力を削ってまで、考えもなしに声を荒らげ続ける。

「『深層』を知っているリューさんが必要なんです！　リューさんの、経験が！」

　叫んでから僕自身も気付いた。今、言ったことは間違いではないと。

　僕にも確かにエイナさんとの座学で得た『深層』の『知識』がある。けれど『知識』と『経験』には往々にして隔たりがある。今この状況に限って言えば、その隔絶は生死を左右するほど深い。『スカル・シープ』との一戦がそれを証明している。

　初見の階層の怖さは冒険者なら誰だって知ってる。

　今の僕は『深層』という凶海に対して、羅針盤も何も持っていない。

　助かるためには光の道を示す灯台、あるいは行く手を導く『船頭』が不可欠だ。

「……！」

　リューさんもまた目を見開いた。すぐに唇を噤つぐみ、黙りこくる。

　恐らく彼女は今、秤はかりにかけている。

　足枷となった自分を切り捨てる利点メリットと、僕の頭脳ブレーンとなって導く必要性メリットを。

　沈黙を挟み、懊悩おうのうに時を費やすリューさんは、おもむろに告げた。

「……私が、モンスターの気配を探る。クラネルさんは、進行に集中してください……」

「リューさん……！」

「貴方の言う通り……私にはまだ、使い道があるようだ……」

　諦念に塗まみれていた空色の瞳に光が戻る。ボロボロの体に取り付いていた死の影が消えた。

　確かに早計だった、冷静さを失っていたようだ、と小振りな唇が皮肉げな微笑を描く。

　リューさんが踏みとどまってくれた。それだけで、僕は思わず喜びの声を漏らす。

「クラネルさん……広間ルームを目指しなさい……袋小路で、なるべく小さな……」

「広間ルーム……？」

「そこに、いったん『籠城』します……。壁を破壊してしまえば……モンスターは産まれない……そこで、なんとか緊急休憩レストを取る……」

「……！」

　歴戦の第二級冒険者の的確な指示。

　はっとする思いだった。確かに広間ルームに『籠城』すれば、その場凌しのぎとはいえ、いつ全滅してもおかしくない死にかけの行進からは解放される。

　方針を得た。航路が開けた。

　僕はリューさんを何も疑わず、狭い通路を選び始める。

（……でも、状況そのものは何も好転していない……！）

　怪物モンスターの群れに襲われれば全滅するのはそのまま。今、目の前の壁からモンスターが産まれ落ちたって一巻の終わりだ。体の損耗は根強く、気を抜けば膝を砕こうとしてくる。

　広間ルームに辿り着けたとして、その後は？　よしんば休息レストを取れたとしても、その次は？

『深層』から帰還する手立ては？　生還する術すべはあるのか？

　心を蝕むしばもうとする仄暗い囁きに背を向けて、耳を押さえ、必死に逃のがれる。

　リューさんの言葉だけを見つめ、それを実行する。でなければ、僕はもう動けない。

　かすかな燐光に横顔を焼かれながら、物言わぬ白濁色の壁に手を付いて前に進む。

　リューさんは僕の肩から伝わる震動にさえ辛そうに、柳眉を歪めた。

　二人分の呼吸を絡め合いながら、ダンジョンの中をさまよう。

「……？」

　どれくらい時が経たっただろうか。あるいはちっとも経過していないだろうか。

　ふと、僕は瞳を細めた。

　進行方向から見て左手。

　細い通路がぼんやりと、光ったり、暗くなったりしている。

　最初はモンスターが行き来して、壁面の燐光を遮さえぎっているのかと警戒した。

　けれど、光と闇の訪れが定期的なものだとわかった瞬間、僕は大きく目を開いていた。

　これは……点滅している？

「まさか……『魔石灯』の光？」

　ダンジョンにはありえない光の強弱。

　ちか、ちか、と点滅する灯あかり。地上で慣れ親しんだ灯火ともしび。

　漏れ出た呟きが確信に変わる。

　間違いない。この光源は天然の燐光ではなく……人工物！

「リューさん、『魔石灯』です！　人がっ、冒険者がいる！」

「……この灯りは……確かに……」

　思わず上擦った僕の声に、リューさんも啞然あぜんと呟き返し、認めた。

　魔石灯を操あやつるモンスターなんて存在しない！　この先に人がいる！

　僕は歓喜して、体を左手の横道にねじ込んだ。

　あれほど全身を苦しめていた痛みも忘れ、足が弾はずむように動き出す。

　全滅必至に追い込まれた冒険者が同業者に助けられた実例は幾つもある。普段は仲が悪くても緊急時には共闘して窮地を切り抜ける、無法者アウトローの数少ない美談の一つ。僕達も、それに巡り合うことができた。

　運がいいっ、運がいい！

　こんなところで同業者に会えるなんて！

　こんな『深層』にいるなんて上級冒険者のパーティに違いない。もしかして【ロキ・ファミリア】？　あるいは【フレイヤ・ファミリア】？　なんだっていい！　誰だっていい！

　これで助かる！　これで解放される！

　僕も、リューさんも！

「誰かっ、誰かぁー！　助けてください!!」

　力を振り絞って叫び、今も点滅を繰り返す通路の先に呼びかける。

　一本道の角を曲がる。あとちょっと。点滅している灯りが強まっていく。あと少し。広間ルームと繫つながる通路口が見えた。あそこが終点ゴール！

　頰ほおの強張こわばりが崩れていく。安堵あんどが止まらない。リューさんは喜びを隠しているのか黙りこくっていた。点滅する灯りの奥に映る人影を見つけて、思いっきり手を伸ばす。

「お願いします、僕達を──！」

　僕は笑みを浮かべ、そこに足を踏み入れた。




　そして、僕の笑みは、音を立てて罅ひび割れた。




　息を呑む声が聞こえた。

　それがリューさんのものだと気付いたのは、しばらく経ってから。

　僕の時は、止まっていた。

「────」

　確かに、人はいた。

　広間ルームの中心、転がって点滅する魔石灯を囲む人達が。

　きっと職業は冒険者。纏っている武器と防具がそれを教えてくれる。

　でも種族はわからない。顔も、年齢も。だってそれは、肉も皮もなかったから。

　彫刻つくりもののように白くて、細い指。

　元の美しい色を忘れてくすんだ金ブロンドの毛髪。

　かすかに漂う独特の腐臭。

　白骨と化した……冒険者の『遺体』。

　壁に寄りかかっている一体はその真っ黒な眼窩で僕達を見つめている。朝顔フレア状の戦闘着ロングスカートを身に着けている一体は金の髪を広げながら倒れていて。残る一体は両手を胸の前に置いて崩れ落ちていた。赤く染まり乾いた服に刺さっているのは短剣で、あたかも自らの胸に突き込んだかのようだった。

　確かに、人はいた。

　正確には、人だったものが。

『深層』に屈した、冒険者の末路が、横たわっていた。


「……………………え？」



　ふらふらと、誘われるように広間ルームの中に進む。

　点滅を繰り返す魔石灯は壊れかけだった。まるで長い月日、放置されていたように。物言わない三つの屍しかばねも時の流れを物語る。

　僕達を助ける冒険者は、いない。当然だ。どうやって助けてもらうつもりだったんだ。呼びかけても返事をしない、助けを乞うても動けない、そんな亡骸に何を求めていたんだ。手を繫いでダンスでも踊ろうって？　滑稽過ぎて涙が出てくる。

　黙っているリューさんの表情は変わらなかった。

　まるで『こんな可能性』も考慮していたかのように、今も口を引き結んでいる。

　ふと、壁に寄りかかる骸むくろの一体と眼窩めが合った。

　ようこそ、いらっしゃい。

　そんな歓迎の声を幻聴する。

　ここが君達の念願の終点ゴールだ、と。


「………………………ぁ」



　奇くしくもそこは、僕達が当初目指していた、入り口が一つしかない広間ルームだった。

　どこへも進めない、行き止まりの袋小路。

　ぐらり、と世界が崩れていく感覚。

　僕はリューさんを巻き込んで、膝を地に落としていた。

「そん、な……」

　致命的な、心の折れた音がした。

　せっかくリューさんと二人で切り抜けようと決意した、矢先の出来事。

　目の前に希望の糸を垂らされて、突き落とされた。

　これが迷宮の仕業なのだとしたら、やはりダンジョンは狡猾こうかつで、悪辣あくらつだ。

　これ以上のない方法で、僕の意志を潰しにきた。

　迷宮の嘲笑の声が耳の奥で響く。

　──お前達もこうなるんだ。

　──夢に敗れ、運に見放された冒険者かれらのように。

「クラネルさん……」

　悄然しょうぜんとしたリューさんの声。

　反応できない。今、自分がどれだけ酷い顔を浮かべているか、想像がつかなかった。

　点滅していた魔石灯が『役目は果たした』と言うように、その光を途絶えさせる。

　持ち主達のもとまで僕達を導いた道具はその命を終えたのだ。

　広間ルームに闇が訪れる。

　何度目とも知れない、絶望という名の闇が。

　そして。

　絶望の闇に沈む僕達を、そのまま死の淵ふちに引きずり込むように──カタカタカタ、と。

「────」

　首に鎌を添えられた錯覚を覚えながら、振り向く。

　広間ルームの唯一の通路口、その闇の奥で浮かび上がる、三つの羊の頭蓋骨。

　獲物の足跡を追ってきた『スカル・シープ』。

　停止していた思考に恐怖がぶり返す。闇が、追い詰められた僕の心を炙あぶり出す。

　カタカタカタ、カタカタカタ、と。

　死神達が、闇の先から僕達のことを呼んでいた。

「……るな……」

　顔を歪めるリューさんを力の限り抱き寄せ、瞳を震わせた。

　闇に浮かぶ仮面が、ゆっくりと近付いてくる。

「来るな……」

　かき消えそうな声を絞り落とす。

　拒むように、怯おびえるように、願うように。

「来るなっ……」

　慈悲はなかった。酷薄なまでに僕の祈りは踏みにじられる。

　死羊の群れが、闇の中から足を踏み出した。

　限界まで張りつめた糸が、千切れた。

「来るなっ!?」

　破裂した恐怖に屈して叫んだ瞬間、『スカル・シープ』は地を蹴った。

　三体の骨の獣が凄まじい勢いで広間ルームに侵入を果たそうとする。

　僕は、右手を振り上げ、突き出した。

「【ファイアボルト】!!」

　体中の精神力マインドをかき集めて、砲声した。

　迫りくる『死』を払いのけようと、がむしゃらに放たれた炎雷は五条。

　炎の矛は二発が外れ迷宮壁を破壊し、残る三つが『スカル・シープ』達に炸裂した。

『────────ッ!?』

　直撃した『速攻魔法』に絶叫が上がる。

　闇の皮套ローブを貫き、骨を砕いた炎雷に、モンスター達は地に落ちてもがき苦しんだ。

　舞い狂う火の粉に恐れをなすように、僕達の前から逃げ出していく。

「──ぁ」

　同時に、僕の体からも力が失われた。

『精神疲弊マインドダウン』。魔法の酷使による反動。

　とうとう精神力マインドも底をついたのだ。

　かろうじて意識は繫ぎ止めているものの、もう、指一本だって動かせない。

　脅威を追い払った安堵にも浸かれないまま、止めの絶望を享受する。

「クラネルさん……」

　誰かの呼ぶ声がする。

　でも、誰だっけ？　側にいるのは。

　まずい。

　何も聞こえない。何も考えられない。何も感じられない。

　どうして僕はここにいるんだ？

　何をしなければいけないんだっけ？

「クラネルさんっ……」

　迷路をさまよっている。出口のない迷宮を。闇に埋まる無限の交錯こうさくを。

　前も後ろもわからない。右も左も判然としない。自分の居場所も理解できない。

　手足の感覚が消えていく。

　はっはっ、という短い呼吸の音も遠のいていく。

　現実と幻想の境界が、なくなる。

「クラネルさんっ──」

　光の差すことのない暗闇が僕の存在をかき消していく。

　闇に、心も体も塗り潰されていく。

　自分を、見失っていく──




　──直後、パンッ、と。




　乾いた音が鳴った。

　それが自分の頰から発せられた音だと気付くのに、時間がかかった。

「落ち着きなさい」

　じんじんと響く右の頰が、闇の中から自我を連れ戻す。

　僕は呆然と顔を上げた。

　そこには空色の瞳があった。

　そこには、僕を凛然りんぜんと見つめる彼女がいた。


「…………リュー、さん？」



　音を取り戻す。感覚を取り戻す。現実を取り戻す。

　彼女の名を取り返し、呼んだ。

　僕の頰を張ったリューさんは、頷うなずきを返した。

「苦しいでしょうが、聞きなさい。まずは落ち着いて。ゆっくりと、息を吸いなさい」

　手を置かれた肩に温もりを感じながら、言うことに従った。

　息を吸って、吐く。

　もう一度。

　過呼吸に陥おちいりかけていた肺が落ち着きを取り戻す。

　冷たい空気が頭の中に染しみ渡り、冷やしてくれる。

　かかっていた靄もやが徐々に晴れていった。

「クラネルさん。これ以上、嘆く必要はありません」

　そんな僕の様子を静かに見守っていたリューさんは、頃合いを見て、告げてきた。

「たとえ同業者達の骸むくろに出くわそうと、状況は何も変わっていない。だから何も悲嘆する必要はない」

　断言されたその言葉に、僕は目を見開いた。

　最初から最悪の状況。どん底のどん底。好転もしていなければ悪化もしていない。

　むしろ当初の目的地だった広間ルームに辿り着けた。これは前進であると。

　失望する必要性など皆無なのだと、リューさんはそう言い切ったのだ。

　……言っていることは確かに、正しい。

　だが僕はリューさんの正気を、いやその意志の強さを疑ってしまった。

　同じ冒険者の朽ち果てた様を目まの当あたりにして、こうまで心が揺らがないなんて。

「クラネルさん、『五分』です」

「えっ……」

「『五分』、寝なさい」

　愕然とする僕へ畳みかけるように、リューさんは言葉を連ねた。

　広げた手の平を、僕の目の前に持ち上げる。

「ま、待ってくださいっ、それはどういう……!?」

「私が見張りをします。その間に仮眠を取れ、と言っているのです」

「……!?」

「そしてその『五分』で、できる限り体を回復させなさい」

　はっきりとした声音を告げられ、ようやく指示の内容を呑み込む。

　リューさんはこの状況で休憩レストを取れと言っているのだ。

　でも、『五分』って……!?

「この『深層』で、かつ私達の現状では……『五分』が限界です」

　それ以上は不可能。

　モンスターに警戒を払わなければならない現況では、『五分』以上の休憩レストは許されない。

　有無を言わせない口調に、息を呑む。

　無茶苦茶なことを言われている自覚があった。一体『五分』でどれだけ回復できるんだ。昇華ランクアップした冒険者がいくら超人的と言っても、その休憩レストに意味はあるのか。

　僕が胸中の思いを言いあぐねていると、リューさんは先に答えてきた。

「いかなる時、いかなる場所でも眠り、回復に努められる……これも冒険者の才能です」

「！」

　はっとした。

　その言葉を聞いて思い出すのは、市壁の上で鍛練を行っていた、憧れのあの人の言葉。

『ダンジョンじゃあ、いつでもどこでも、寝れるようにしないといけないから』。

『すぐに体力を回復させることは、大切だよ』。

　そうか……今の僕は冒険者の素質を問われている。

　素直に白状すると、今までずっと半信半疑だったけど……すごい、あの人の言っていたことは正しかったんだ。さすがです、アイズさん。

　憧憬の念を一段と強くする僕の心を他所に、何故なぜかめちゃくちゃ後ろめたそうに目を逸そらすアイズさんを脳裏に幻視した。なんだこの妄想。

「幸い、先程の貴方の『魔法』で広間ルームは傷付いている。これならば、五分はモンスターが産まれずに済むでしょう」

　そんな僕を他所に、リューさんは辺りを見回した。

『スカル・シープ』を追い払う際、連発した【ファイアボルト】は広間ルームの通路口付近を破壊していた。深々と崩れた壁面は岩の塊かたまりとなってごろごろと地面に転がり、背が低いながらも即席の障害物バリケードとなっている。

　広間ルームの出入り口はこの一つだけ。傷付いたダンジョンが修復を優先させ、モンスターを産み落とさないというのなら、出入り口だけを見張っていればいい。

「この『五分』で心身を回復できるか。ここが貴方の、いえ私達の分かれ目です」

　もともと、先の見えない決死行。

　焼け石に水だとしても、それを積み重ねていく以外、僕達が生還する術すべはない。

　たった五分、けれど五分、休める。

　それを地獄と取るか天国と取るかは、その人次第のような気がする。

　今の僕はどうだろう？　正直わからない。でも先程より、絶望も悲嘆もしていない。

　こんなことを考えられる余裕が生まれてきているのは、全てリューさんのおかげだ。

　力強い一つ一つの言葉。苦境にありながら響く彼女の凛々りりしい声が、僕に勇気を分けてくれる。ほんの僅かな希望だって。

「……」

「……」

　地に膝をついた同じ姿勢で、同じ目線で、リューさんと視線を絡め、頷く。

　僕は、彼女を信じればいい。

　最後の力をつくして移動し、同業者達の遺体を避けて、広間ルームの壁際まで赴く。

　どすんっと受け身も取れず腰を落として、ひんやりと冷たい壁に寄りかかる。

「先に眠りなさい。私は後でいい」

「……わかりました」

　リューさんの言葉に甘えて、目を瞑つむろうとする。

　同業者の屍が眠る場所。こんなところで眠れるのかと、正直思わなくもない。

　けれど瞼を閉じる寸前、こちらを静かに見つめる空色の瞳と目が合う。

「ゆっくり、休みなさい……」

　小振りな唇が浮かべる、ささやかな微笑。

　それだけで安心し、睡魔に身を委ゆだねることができた。

　僕はゆっくりと、意識を落とした。
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（五分……間に合わないか）

　少年が瞼を閉じた瞬間、リューは纏っていた仮面えみを消した。

　途端に肌に浮かぶのは、数多あまたの汗だった。

『五分』という数字。

　それは正確には、ベルを最低限休ませるための時間である。

　リューの見立てでは『五分』はぎりぎりだ。

　確かにベルの速攻魔法ファイアボルトは広間ルームの入り口を傷付けた。だが範囲が足りない。少なくとも安全と呼べる基準を満たしていない。通常ならば四方の壁を打ち壊しておくところだが、足が折れて満足に動けないリューには不可能な話だった。そもそも、そんな体力も残っていなかった。

『深層』の広間ルームに立てこもり、一度も襲撃されないまま『五分』を凌げるか。これも厳しい。

　もう既に修復が始まっている迷宮ダンジョンを見据えながら、リューは胸の奥に危惧を封じ込める。

（余計な心労を与えるべきではない……ここまで私を庇ってくれた彼には。休ませなくては、壊れてしまう……）

　何故リューはベルに噓をついたのか。

　そんなもの、そうするしかなかったからだ。

　精神力マインドの底が見えたベルは動けなかった。体力も空っぽ。休む暇なく雪崩なだれ込む『過酷』に自分自身さえ見失おうとしていた。今後行動を起こすためには、僅かに過ぎずとも休憩レストが不可欠だった。『先に広間ルームを壊してから寝ろ』などとどうして言えただろうか。

　選択肢は一つだけだったのだ。

　この場所で命懸けの休憩レストを断行するという、一か八かの賭けしか。

（ここが、一つ目の山場になるだろうか……）

　ここを乗り越えたとして、あといくつ山場があるのか。想像もつかないリューは自らの考えに自嘲しようとして、失敗した。自嘲する余裕も存在しなかった。

　この五分間、リューはたった独りで戦わなければならない。

　満身創痍の体で、少年を守りながら、闇が蔓延る迷宮と。

（武器は《双葉ふたば》のみ……。投擲とうてきできるのは二回、つまり追い払えるモンスターは二体……後はこの体を張ってでも、止めるしかない……）

　腰に差している双刀の小太刀こだち、それを側の地面に突き刺す。

　薄闇で塞がるあの出入り口の奥から、侵入者モンスターが現れた瞬間、いつでも投げられるように。

　右足が折れ、動けないリューは、この武器を使わないで済むことを祈った。


　──オォォォォォォ、とどこかで雄叫おたけびが上がる。



　リューの肩は震えた。

　無意味と知っていても、息をひそめた。

　闇の奥を睨にらみつけ、来るな、現れるな、と頻しきりに念じる。

　身じろぎする度に折れている右足が呻き、苦悶の吐息が唇から漏れる。

（……クラネルさんと声を交わせないだけで……こうまで不安に襲われる、か……）

『深層』の薄闇は、【疾風しっぷう】と呼ばれ恐れられてきたリューの心をも蝕む。

　この層域のいやらしいところはこれだ。『中層』などとは比べものにならないほど光が乏しく、闇が蔓延まんえんしている。そして闇は限りなく人を不安にさせるものだ。人格を壊し、情緒を不安定にさせる。特に追い込まれた状況──まさにこんな局面──では尚更。時間の感覚をも麻痺まひさせてしまう。

　長すぎる三百秒。

　今、どれくらい経った？

　あと、どれくらい耐えればいい？

『遠征』の中で開発された体内時計に問いかける。問いかけて、返ってきた答えに唇を嚙んだ。長い。長すぎる。まだ半分も経っていない。

　自分の目が落ち窪んでいるのがわかった。

　少年の休憩レストを妨げないよう乱れかける呼吸をとどめる、それだけで辛い。

　おもむろに、広間ルームに滞留する不気味な静寂が嫌な想像を喚起した。

　背中をつけている壁面。今にでもここに亀裂が走るのではないか。

　怪物が産声を上げ、リューの頭を喰らい潰すのではないか。

　あるいは通路の奥。あそこからモンスターの大群が押し寄せてくるのでは。

　リューは二の腕に爪を食い込ませ、それらの妄想と戦った。

「……」

　いったん闇を見つめるのを止め、現実から顔を背けるように、そっと横を窺う。

　少年は今も眠っていた。首をがっくりと折った姿勢で、目もとが隠れている。まるで息を引き取ったかのようだ。けれど、生きている。ちゃんと。

　リューの指示を素直に実践し、一時いっときの眠りに身を投じていた。

（自分を見失いかけていたが……それも当然だ。この状況なら）

　一度は取り乱したベルを情けないとは思わない。むしろこの極限状態で、よく自我を保っている。初の『深層』で、絶望からの始まりスタート。突破口もなければ希望もない。あまつさえ体力も精神力マインドも底をついた。これで意志が揺るがない人間はいないだろう。

　普通の冒険者ならば痛苦を許容できず、自ら命を絶とうとしてもおかしくはない。

　ちら、とリューは胸に短剣を突き立てている骸を一瞥いちべつした。

「……本当に、強くなった……」

　か細い呟きが、唇から漏れた。

　血と埃ほこりに汚れたその白い髪に、触れたい衝動に駆られた。労わるように梳すいてあげたい。だが、できなかった。今、そんなことをする余力はない。

　代わりに、掛け値なしの賞賛を送る。感慨深くすらあった。

　そしてそれと同時に、良心も痛んだ。

　休憩レストが終わった後も、リューは少年に『過酷』を命じ、押しつけなければならない。

『蛮行』と『冒険』を課さなければならない。

　彼を救うために。

「貴方だけは、助ける……」

　その囁きを、朽ちた冒険者達だけが聞いていた。

　ベルは誤解していた。

　リューは死を拒んだわけではなかった。

『自己犠牲』。

　己おのれの命を用いて、ベルだけでも救わんとしていた。

　それが、今リューを支えている覚悟もの。

（せめて『深層』さえ脱出できれば……。苦境であることは変わらないが、彼の実力ならば切り抜けられる可能性がある……やはり目指すのは36階層への連絡路……）

　考える。少年がどうすればこのダンジョンから生還できるのか。

『深層』と『下層』の尺度レベルは違う。道具アイテムが枯渇した最悪の状態コンディションであることは変わらないが、少なくともベルの生存確率ははね上がる。

　この魔窟さえ脱出できれば──。

（──お願いだ、アリーゼ、みんな。私はどうなってもいい。罪を償うために貴方達の後も追おう。だから彼だけは、助けてほしい……）

　うつむき、今はいない仲間にリューは願った。

　高潔で強い彼女にも存在する弱い自分を、記憶の幻影だけに晒さらす。

　力を持たない少女のように瞼をぎゅっと瞑った、その時。

　広間ルームの入り口が鳴る。

「!!」

　顔を振り上げる。薄闇に浮かぶのは三つの骨の仮面。

　新たな『スカル・シープ』。死を貪る隠者が再び現れた。

　もういない『死者』に縋ったところで無駄だと、現実が絶望を思い出させる。

　リューは唇を嚙みながら、地に突き立っている小太刀を持った。

（三体同時──）

　駄目だ。捌さばけない。広間ルームに入られる。

　苦渋の声を吐きながら、それでも突撃してくる死羊スカル・シープ目がけ、二振りの小太刀を投擲する。

　一体に見事命中。刹那せつなを置いてもう一体にも貫通。二つの影が崩れ落ちる。

　しかし、それで終わり。

　残った一体が駆け抜け、広間ルームに突入しようとして──白の刀身をその額に生やした。

「!!」

　投じられたのは輝白のナイフ。投じた人間はリューの真隣。

　ベルが目を開けて、《白幻はくげん》を投擲していた。

　がしゃんっ、と力を失った骨が倒れる音が響く。

　驚くリューの眼差しを浴びながら、瞬投シュートのため右腕を伸ばしていた格好のベルは、ゆっくりと手を下ろした。

「……リューさん」

　ぽつりと呟かれた声に、細い耳が揺れる。

「五分、経ちました」

　端的にそう告げられたリューは、遅れて理解した。

　確かにリューの体内も時間の経過を告げている。

　どうやら眠りに落ちながらも、ベルの体は無意識のうちに時間を計っていたようだ。同時に警戒も払っていたのだろう。確かに睡眠中の警戒行動は冒険者の技能であるが、ベルが身に付けていたのは驚きだった。

　あるいは、『彼を鍛えた人物』が仕込んでおいたのか。

「……すみません、役割をまともに果たせずに。集中を欠いていました」

「いえ、大丈夫です」

　素直に謝罪すると、ベルはぎこちなく微笑ほほえんだ。その顔からは未だに疲労が滲にじんでいるものの、五分前とは雲泥の差だ。声音もしっかりしている。

　脳内が鮮明クリアになったのだろう。こんな僅かな時間では回復する体力も精神力マインドもたかが知れているが、それでも大いに意味はあった。

「今度は、リューさんが寝てください」

「……すいません、お言葉に甘えさせてもらいます」

　この『五分間』を凌ぎ切った。その事実は重圧からリューを解放させた。

　次いで、どっと見えなかった疲労が押し寄せる。瞼が鉛のように重くなった。

　もう、リューも我慢できそうにない。

「クラネルさん……壁を破壊しておいてください。モンスターが、産まれないように」

「わかりました」

　ベルに指示を言い残し、リューは背の壁に体重をかける。

　深い睡魔が揺り籠かごのように体を包み込む。それにリューは逆らわなかった。

　意識が白く染まっていく。

　──リオン、リオン。

　知己の声がする。

　仲間達ファミリアの声が聞こえる。

　リューは誘いざなわれるように、眠りの世界へと落ちていった。
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「──リオン！　話を聞いてるの！」

　その声に、リューははっとした。

　顔を上げれば、滑らかな赤い髪に緑の瞳を持つ美しい少女が、目の前で細い柳眉を吊つり上げていた。

「団長である私が話をしているのにぼーっとしているなんて、今の貴方、とっても度胸があるわね！」

　はきはきとした声で、人差し指を突き付けてくる赤髪の少女に。

　まじまじと見つめていていたリューは、ゆっくりと口を開いた。

「すみません、アリーゼ。集中を欠いていました」

　謝罪の言葉を返す。

　非を認めて、申し訳なさそうに。

　少女が目の前にいることに何も疑問を持たず、それが当然であるように。

　アリーゼと呼ばれた少女は、「わかればいいわ！」と明るく笑い返した。

　──嗚呼ああ、これは夢だ。

　リューはすぐにそれがわかった。

　その証拠に、体が言うことを利きかない。唇もリューの意識とは離れた言葉を紡ぐ。まるで昔日の記憶をなぞるかのように。

　夢は五年前の過去を映していた。

　リューの大切だった居場所を。

　リューの愛した【ファミリア】が在ある、かけがえのない時間を。

「高潔なエルフ様はいつから寝坊助さんになったのでございましょう？　しかも立ったままなんて……そんな器用な真似まね、私わたくしにはとてもとても」

「……輝夜カグヤ、私は寝ぼけてなどいない。あと、その口調は止めろ。無性に癇かんに障ります」

「苛いじめてやるなって、輝夜カグヤ。アホみてえに強え冒険者でも、あの日はしょうがねえだろ～。女なんだしよぉー」

「ライラッ、下品だっ。それに私は……あ、あ、あの日ではありません！」

　黒髪のヒューマン、桃色の髪の小人族パルゥム。

　二人の同僚に対し、リューは苦虫を嚙み潰したような顔を浮かべ、声を荒らげる。

　恐らく、きっと、現在いまのリューしか知らない少年ベル達が見れば驚くであろう表情。

　若かった自分が見せる隙すきだらけの顔。

　仲間達だけに見せていた、融通の利かないエルフの、年相応の姿。

　現在いまのリューが失ったものが、そこにはあった。

「あら、生理だったのねリオン！　ごめんなさい、気付かなくて！　でもダンジョンだったらそんな泣き言なんて言ってられないし、今も我慢してね！」

「貴方も真に受けないでください、アリーゼ！」

　ばちこーん☆　と片目を瞑ってイイ笑顔、おまけに親指を立ててくるアリーゼに、リューはとうとう悲鳴を上げた。耳まで赤くするエルフの姿に、周囲にいた他の女性団員達も声を上げて笑う。

【アストレア・ファミリア】。

　正義の剣と翼を掲げる女神アストレアの派閥。

『悪』が蔓延っていたオラリオの暗黒時代、【ロキ・ファミリア】や【ガネーシャ・ファミリア】と並んで都市の平和のために戦っていた。

　女性だけで構成された団員数は十一名。

　だが誰もが『女傑』や『豪傑』などと恐れられるほど、やたらと気が強い者達ばっかりで、並み居る男の冒険者が裸足はだしで逃げ出すほどの少数精鋭の【ファミリア】だった。

「さぁ気を取り直して、今日は『正義』について語り合いましょう！　闇派閥イヴィルスとの戦いもいよいよ佳境、ここでもう一度初心に立ち返るの！」

　その中で一番輝いていたのが、アリーゼ・ローヴェル。

　派閥の団長であり、リューをこの【ファミリア】に誘った知己の少女。

　輝く太陽にも似た赤い髪は後頭部で結わえた仔馬の尻尾の様な髪型ポニーテールで、快活なアリーゼの人となりを示していた。彼女の言動は良く言えば率直で素直、悪く言えば遠慮なしの考えなし。初対面の際、リューの懐ふところにずかずかと踏み込んできて「名前はリュー？　言いにくいわね、今日からあんたのことはリオンって呼ぶわ！」などとのたまったほどだ。彼女のおかげで【ファミリア】内での呼び名も主神アストレアを除けばリオンになってしまっていた。

　だが、そんなアリーゼを、リューは尊敬していた。

　少女はいつでも前を向いて、どんな者にも分け隔てなく接する優しさを持ち、誰よりも真まっ直すぐだったから。

　正真正銘、アリーゼがリューの初めての『友』であり、知己だった。

「『正義』を語ろう、って言われてもな～」

「無償に基づく善行が正義と言うのは一番容易たやすいが……」

「目的のない善行なんて、ただの自己満足と何も変わらなくない？」

「目的があるのならそれは打算になる。真なる正義とは程遠い」

「結局のところ、『正義』など都合のいい道具でしかない。大義名分を得るための武器、あるいは言動の暴力を正当化するための、色のない旗だ」

「待て、訂正しなさい。私達が誓う正義の剣つるぎと翼つばさは決してそのようなものではない」

「出たー。リオンの頭でっかちー」

　アリーゼに促され、本拠ホームの一室で全ての団員が銘々に声を交わす。

　盛んになる議論、白熱して一触即発の雰囲気まで醸し始める。

　そんな光景を見回し、団長である少女は鷹揚おうように頷き、言った。

「──うん、やっぱり止めましょう、この話題！　神様達に聞いたって完璧かんぺきな解答は返ってこないんだから、私達がいくら悩んでも答えは出ないわ！　うん、ムリムリ！」

　アリーゼは適当にいい加減で、適当に無責任だった。

　自分で振っておきながら話を断ち切る団長の姿に、リューを含めた【ファミリア】のイラッとした視線が集まる。

「正義は誰でも語かたれるし、いくらでも騙かたれるもの。星のように無数にある正義の中から『正解』を探すのではなくて、『偽物』を掲げる悪者をやっつけましょう！」

「！」

「偽りという名の『悪』が消えれば、そこには調和と秩序が生まれるわ。沢山の人の笑顔だって！　だから、きっとそれが私達、【アストレア・ファミリア】の正義よ！」

　そして、はっとさせることをあっけらかんと言う少女でもあった。

「正義は背負うものじゃない。いつか押し潰されてしまうもの。ましてや、正義は振りかざすものでもない。そんなもの、悪意の押し売りと一緒だもの！」

「アリーゼ……」

「正義は、秘めるものよ！」

　目を見開く団員達が肩の力を抜き、やれやれと唇を曲げる。

　主神アストレアと同じように、アリーゼ・ローヴェルは団員達の人望と信頼を誰よりも集めていた。

「今日もみんな、私の正しさにひれ伏したわね！　ふふんっ、さっすが私！」

　そして、余計なことを言うのも彼女の特徴だった。

　胸に片手を置き、両目を瞑って誇らしげにする少女に今度は白けた視線が殺到する。

　──嗚呼、懐かしい。

　目の前に広がる夢の光景に、リューはそう思った。

　リューの求めるものが全てここにあった。

　叶かなうなら戻りたいと、そう思えるほどに。

「それじゃあ、本題ね。『下層』で闇派閥イヴィルスの動きがあるっていう情報が、『ギルド』から入ったわ」

　そして、それを聞いた瞬間、リューの意識は凍りついた。

「闇派閥イヴィルス……【ルドラ・ファミリア】か？」

「ええ。一年前、27階層の悪夢でギルド側の【ファミリア】にも大きな被害が出たけど、それ以上に闇派閥イヴィルスに与えた打撃は大きい。闇派閥イヴィルスでまともに動けるのは、もうあそこくらいしかない筈」

「あの時のやり方はエグかったけど、反攻作戦を主導した【ロキ・ファミリア】のおかげだよなー。ほんと、我が一族の勇者様々っていうか」

　アリーゼ達の話が、リューの意識を揺らす。

　これは前日だ。

　あの【厄災】が現れる、直前の出来事。

　当時のリューはこの先、何が待ち受けているか知らない。

　しかし、今のリューは全てを知っている。

「私達【アストレア・ファミリア】は『下層』の調査に向かう。何か発見できれば良し、敵の企たくらみを阻止できればなお良し、【ルドラ・ファミリア】を捕えられれば万々歳ってね」

　違う、違う。

　その情報はジュラ達【ルドラ・ファミリア】が故意に流したもので、彼かの派閥と繫がりのあったギルド職員が漏洩リークしたもの。

　そして【アストレア・ファミリア】はダンジョンへと赴き、あの【厄災】と遭遇してしまう。

「また罠わなの臭いがしねー？　27階層の悪夢の時みたいにさぁー」

「だとしても、行くしかないわ。あんな惨劇を二度と起こさせないために、私達が行く」

　小人族パルゥムの団員の言葉に、アリーゼは顔を横に振った。

　その真っ直ぐな眼差しはリューが尊んだ誇り高い正義の眼差しであり、今のリューを絶望させる定められた運命だった。

　──駄目だ、アリーゼ！

　リューがいくら叫んでも声は届かない。

　手も足も動かせない自分の体の中で必死に呼びかけても、夢は記憶通りに進み、アリーゼ達を絶望へと導いていく。

「この後、出発するわ。みんな、準備しといて」

　駄目だ、駄目だ！

　止めて、輝夜カグヤ、ライラ！

　みんな、行ってはいけない！

　リューの叫びも虚むなしく、アリーゼは背中を向け、部屋の外へ出ていく。

　他の【ファミリア】の団員も、夢の中のリューも、それに続いていく。

　ただ独り、リューの意識がその場に取り残されて。

　──待って。

　おもむろに、本拠ホームの景色が溶けていき、白い光に埋めつくされる。

　残ったのは視線の先にいる少女達の背中だけ。

　振り向かない背中は先へと行ってしまう。

　光の先へ、光の対岸へ。

　彫像のように動けないリューを置いて。

　──待って。

　──輝夜カグヤ、ライラ、ノイン、ネーゼ。

　──アスタ、リャーナ、セルティ、イスカ、マリュー。

　仲間の名を呼んでも届かない。

　誰もがリューから離れていく。

　リューだけが、彼女達に置いていかれる。

　気付けばリューは、赤い髪の少女の後ろ姿に、必死に手を伸ばしていた。

　──アリーゼ。

　光の先に見える少女の背中は、決して振り向いてはくれなかった。
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「アリーゼ……」

　言葉の欠片が、その小振りな唇からこぼれた。

　静かに落ちたその呟きを、僕は聞いてしまった。

　同業者の屍が眠る広間ルーム。

　リューさんに言いつけられた通り、僕は四方の壁を破壊しておいた。《神様のナイフ》を何度も突き立て、削り、抉って。これで広間ルームからモンスターが産まれ落ちることはない。リューさんの小太刀と《白幻はくげん》も回収した。

　リューさんの呟きを聞いてしまったのは、作業を全て終えて、彼女の隣に腰を下ろした時だった。

　僕は口を閉ざしながら、そっと彼女の顔を窺う。

　夢で誰かと会っている、悲しそうな彼女の横顔を。

「……」

　視線を前に向ける。

　気配と物音。見れば、出入り口の闇に『骨の仮面』が浮かんでいた。

　命を貪ろうと再び死羊スカル・シープが広間ルームに現れる。いや、もしかしたら群れが周辺を徘徊しているのかもしれない。

　数は一匹。……それなら。

「……来たら、撃つ」

　僕は右腕を持ち上げ、突き出した。

　休憩レストを取って僅かに回復した精神力マインドを練り上げ、『魔力』を右手に集める。

　疲弊している素振りなんて見せない。座った体勢で、それでも不遜ふそんに見えるように、精一杯の虚勢を張って。

　砲身を構える僕を、空虚な眼窩めで見つめていた『スカル・シープ』は、やがて後退するように闇の奥へ消えていった。僕の『魔法』を脅威と取ったのだろう。

『上層』や『中層』なら、怪物の本能のまま問答無用で突っ込んできただろうけど、今ばかりは『深層』のモンスターが持つ高い知性に感謝した。普通に戦う分には厄介やっかい極まりないけれど、こういった『駆け引き』も成立するらしい。

　重い息を吐き出して、手を下ろしてから、もう一度隣で眠る彼女に視線を戻した。

（……リューさんのこんな無防備なところ、初めて見たかもしれない……）

　閉じられた瞼。ボロボロの体。血と埃に汚れた顔はこんな時だからだろうか、儚い美しさを帯びていた。まるで傷付いた妖精が月夜の下、泉のほとりで眠っているような。

　側で見張らなければいけない。だから、距離が近い。

　少しずれれば触れ合いそうな肩から伝わる体温を、僕はこんな時にもかかわらず……いじらしく思ってしまった。

　こんな細い肩で、この人はずっと戦い続けていたのか。

　血に汚れ、【疾風】と恐れられながら、激しい戦いの中に身を投じて。

「アリーゼ……」

　また呟かれる誰かの名前。僕の知らない人の名前。

　小さな子供のように呼んでいる。

　あんなにも凛々しくて、僕より強いのに、今はこんなにも弱々しい。

　どっちが本当のリューさんなのか、わからなくなる。

　ただ……守ってあげたい。

　僕の前では決して弱いところを見せようとしない、この人のことを。

　今はその想おもいだけで力が満ちるような気がした。

「……アリーゼ……待って……」

　もう、五分経った。

　でも、あとちょっとだけ。

　あとちょっとだけなら、きっと大丈夫。

　だから、僕は彼女を起こさず、見張りを続けた。

　この人が少しでも、夢の住人に言葉を届けられるように。
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　それから少しして、リューさんは目を覚ました。

　瞼を開けた彼女は普段の凛々しいエルフで、僕は眠っていた時に見たものを何も言わなかった。

　僕と同じく少しは疲労が取れたのだろう。ちょっと前と比べれば顔色が良くなっている。

　ここからは、行動を起こす番だ。




「【汝なんじを求めし者に、どうか癒しの慈悲を】……【ノア・ヒール】」

　手から溢あふれ出る暖光が、リューさんの右足を包み込む。

　添え木としてナイフの鞘を縛り付けられた足が復元とまではいかずとも癒えていく。その様子を、リューさん本人は不服そうに眺めていた。

　僅かとはいえ精神力マインドが回復したということで、僕達は早速リューさんの『回復魔法』を行使した。そこで僕は、頑かたくなに自分の治療を拒んでいた彼女を何とか説得したのだ。

　せめてその折れた右足だけは癒さなければ。支えて運ぶのにも労力がかかってしまう。そう言い聞かせて、リューさんはようやく自分に治癒を施したのだ。

　僕をずっと優先しようとしていた辺り、この人もかなり頑固だと再認識してしまう。

　ともあれ、素早い動きは無理だけれど、これでリューさんも一人で動けるようにはなった。

「まず、現状を確認します」

「はい」

　地面についた片膝と片膝を向き合わせながら、リューさんと見つめ合う。

　モンスターの襲撃を警戒し、広間ルームの出入り口に意識を割きながら、ひそめた声を交わす。

「現在地は不明、37階層のどの地帯エリアにいるのか把握できません。互いの体も傷付き、疲弊している。状況は限りなく絶望的です」

　予断を許さないと語るリューさんに、重々しい頷きを返す。

　言わずもがな、迷宮内で現在地を割り出せないのは致命的だ。前進しているのか後退しているのかもわからない状況でダンジョンをさまようのは、本来ならば死への近道である。

　休憩レストを取ったとはいえ最悪の状態コンディションであることは変わらないまま。『深層』のモンスターを相手取るには損耗が激し過ぎる。できることなら、今すぐ万能薬エリクサーのお風呂ふろにでも浸かって、寝台ベッドに飛び込みたいくらいだった。

「治療も碌ろくに行えません。騙だまし騙し、私の『魔法』を使うしかない」

『回復魔法』は早速リューさんの右足に使った。しばらくは使えない。

　ちなみに、最も損傷ダメージが深い僕の左腕の治療は諦あきらめた。

　右足を癒すか左腕を治すか問答した後、巻かれている襟巻えりまきを強引ごういんに解いたリューさんが思わず息を呑むほど、僕の左肘から先はぐしゃぐしゃになっていたから。骨とか肉とか、とにかく自分でも目を背けたくなるくらいに。

　でも、まだ動く。

　動くなら、何とかなる。

　死ぬほど痛くて、今も嫌な汗が止まらないけれど。

　もしかしたら、地上に帰ったら僕の腕も義手になってしまうかも。

　……全然笑えない。

「装備も不足しています。はっきり言って『深層』を探索するにはあまりにも心もとない。道具アイテムもまるで足りません」

　酸の溶解を免れたボロボロの小鞄ポーチに触れながら、リューさんは悲観要素を列挙する。

　武器は《神様のナイフ》と《白幻はくげん》、リューさんが持つ二刀の小太刀。

　あとは一応、《ゴライアスのマフラー》か。包帯代わりとして左腕に巻き付けている以上、恐らく防具以上のことは期待できないけれど。

　破壊者モンスターの『破爪つめ』に壊された挙句あげく、凶兆ラムトンの毒の酸にも溶かされ、防具はないに等しい。

　目眩を覚えるほどの軽装備。リューさんは更に今の状況を語る。

「外部からの救助は……期待しない方がいいでしょう。貴方のパーティ、アーデさん達がもし我々の足跡そくせきを摑んだとしても、この『深層』に来ることは不可能だ」

　27階層から37階層への移動。こんな『異常事態イレギュラー』を見越せる冒険者なんていない。

　もしも希望を抱くとしたら、それは戦闘の一部始終を見守っていた人魚マリィの存在だけれど、よしんば彼女がリリ達や他の冒険者と接触できたとしても、『深層』に辿り着ける救助隊がやって来るまで一体どれほどの時間がかかるのか。

　数日？　いや一週間？

　他の冒険者がこの『深層』を探索している可能性は……もう捨てよう。

　そんな希望でもない楽観的予想は、心を折る毒にしかならない。

　白骨と化した同業者達を一瞥して、僕は諦観にも似た覚悟を刻んだ。

（リリ達、大丈夫かな……）

　ふと仲間のことを考える。25階層にとどまっていたから、あの破壊者モンスターの殺戮さつりくには巻き込まれていない筈だけれど。

　考えれば考えるほど大きく成長していく不安の苗なえを、今だけは刈った。

　まずは僕達がここから生還しなくては、みんなの無事を確かめることもできない。

「この現状を踏まえた上で……私達が取るべき選択は、36階層への連絡路を目指すこと」

　不安要素をあらかた洗い出した後、リューさんは今後の方針に言及した。

「『下層』への避難、ですか？　でも、もし辿り着けたとしても……」

「はい。安全が確約されているものではない。そこからも『下層』の探索を余儀なくされる」

　深層域最初の安全階層セーフティポイントは39階層。ここから二層分の道のりがある。

　言うまでもないけれどダンジョンは下部階層に行けば行くほど広大になる。この37階層は迷宮都市オラリオ全域が収まる規模と言われるほどだ。『深層』からは一階層分下るより、『下層』に戻る方が遥かに労力を割かずに済むとも聞く。以前『中層』で行った決死行、あの時のように次層へと下りて安全階層セーフティポイントを目指すといった荒業は使えない。

　そもそもあれは、『縦穴』という迷宮構造があっての芸当だ。

「ですが、『深層』にとどまるより、生存の確率がはね上がる。『下層』には私達が食することのできる木の実や果樹……迷宮ダンジョンの採取物が存在する。水や食料という点でも遥かにいい」

　なるほど。リューさんの言い分に僕は理解を示した。

　少なくとも栄養の心配はなくなる。更に言えばモンスターの質と数も下がる。

　この『深層』と比べれば、『下層』はまだ優しいということだ。

「ここからは、精神力マインドが私達の命綱になる。モンスターとの戦闘をできる限り避けることは当然ですが、『魔法』の行使は極力身みの保全に回すべきだ」

　リューさんの精神力マインドが自然回復し次第、『回復魔法』を使用していくとしても、ここからはできるだけ力を温存し、手札を切り詰めていかなくてはならない。『魔法』や『スキル』の乱発はご法度だ。

『深層』が、そんな節約じみたことを許してくれれば、だけど。

「差し当たって、『深層』を進む上での装備、道具アイテム……これらの入手は必須です」

　可能であるならば、水も。

　リューさんはそう締めくくった。

　僕も異論はない。というより、それしか選択肢はない。

　では、どうやって肝心の物資を補給するのか？　そう尋ね返そうとしたところで……僕は気付いてしまった。

　リューさんの顔から表情が消えていることに。

「リューさん……？」

　開きかけた彼女の唇が、再び閉じられる。

　冷然とした相貌の中に垣間見かいまみえた逡巡しゅんじゅんと葛藤。

　一瞬、今から言うことをためらったように見えた。

　まるで禁忌きんきに触れるかのように。

　空色の瞳が一度、僕から視点をずらす。

「……？」

　一瞥されたのは、冒険者達の遺体。

　何故かそこで、嫌な予感を覚えた。

　何故か、その時、僕の毛は逆立った。

　そして、リューさんは口を開く。




「死者かれらの装備を、剝ぐ」




　その言葉が、耳を貫いた。


「…………えっ？」



　何を言われたかわからなかった。言葉の意味が理解できない。

　馬鹿みたいな顔を晒す僕に、リューさんは再三告げた。

「……屍しかばねの装備を剝いで、私達が使うと言っています」

　その低い声音は、僕にも、自分自身にも言い聞かせているようで。

　彼女の真意を認めた途端、僕の喉は悲鳴を放っていた。

「まっ、待ってくださいっ!?　それって、つまりっ、死体を荒らすって……!?」

　死者の『冒瀆ぼうとく』。

　本来なら、同業者として地上に屍を持ち帰ってやらなくてはならない冒険者の暗黙の規則ルール。

　それを破って、死体から遺品を『奪う』。最悪の『蛮行』。

　墓荒らし、死体漁あさり、凶賊。唾棄すべき単語が頭の中を何度も行き交う。

　途端に噴き出すのは多大な汗。眼球が不自然に硬直する。舌が、一瞬で干上がった。

　僕が言葉にならない何かを言い返そうとすると、リューさんは残酷なまでに遮った。

「迷宮ダンジョンに敗れた彼等を利用する。私達より先に朽ちた先人に、ここの脱出方法を請う。……手段など選んでいる場合ではない」

　暗然とした決意が、迷宮に木霊こだまする。

　僕は息を呑んだ。

　リューさんは、本気だ。

「……女性の方は、私がやります。クラネルさんは彼等を」

　そう言って、僕の前から立ち上がる。

　完治していない右足を引きずり、朝顔フレア状の戦闘着ロングスカートを纏う『彼女』のもとに膝をついて、本当に、物色を始めた。

「っ……!?」

　損傷の激しい戦闘衣バトル・ドレスを無残に破り、邪魔な帯ベルトを小太刀で断たって、紅い小鞄ポーチの中を漁る。

　白骨が泣き叫ぶように服の裾すそから腕の部位パーツを脱落させ、金ブロンドの毛髪を地面に散らせる。

　──止めてください！

　──貴方のそんな姿、見たくない！

　僕のそんな心の叫びは、声にならなかった。

　開いた双眸そうぼうを震わせるリューさんの横顔を目にして、悟ってしまった。

　躊躇ちゅうちょしていない筈がなかった。忌避きひしていない筈がなかった。リューさんは僕以上に良心を呵責かしゃくされ、見えない血を吐いている。

　潔癖なエルフにとって『死者の冒瀆』なんて最も忌いみ嫌う行為に他ならない。この人は自ら己の誇りを踏みにじり、残酷な仮面を被って死した人を辱めている。

　生き残るために。自分のために。──いや僕のために？

　冒険者の先達として、務めを果たそうと？

　一心不乱となって死体から所持品を引き剝がすリューさんの姿に、ぐちゃぐちゃになった感情がせき止められない。

　僕は泣き出すかのように眦まなじりを歪め、あらん限りに拳こぶしを作った。

「っっっ!!」

　情けない足を叱咤して、駆け込むように、屍と化した同業者のもとへ赴く。

　壁に寄りかかっている一体。真っ黒の眼窩と目を合わせ、瞼を瞑る。

　手をかけて、一思いに鎧を剝いだ。

　それだけで、ぐらりと視界が揺れた。

　息が荒い。頭がぐるぐる回る。腹から喉にかけて熱いものがせり上がってきた。

　駄目だ、吐くな。もはや状況は生存闘争サバイバルの様相を呈している。体外への余計な放出は死に近付くことになる。咄嗟に片手で口もとを押さえた僕は、身を焼く思いで込み上げてきたものを飲み干した。

　視界が滲んでいる。涙も駄目だ、水分は一滴も無駄にできない。

　だから、だから、だから、歯を食い縛りながら死者を『冒瀆』する。

　ごめんなさい、許して、まだ死ねない。そんな泣き言を胸の中で何度も繰り返しながら同業者の装備を剝いでいった。細い白骨の指に触れ、電流を流されたように跳ねる自分の腕を押さえ、剣を、防具を、奪っていく。

　これが、冒険者。

　これも、冒険者。

　生きるか死ぬかの局面に追い詰められた時、遺骸をも漁る。

　綺麗きれい事ごとだけじゃない職業なのは知っていた。もう理解していたつもりでいた。それでも僕は、まだどこか甘かったのかもしれない。

（今からする覚悟は……ただの詭弁だ……）

　でも、それでも──生き残ろうと。

　奪い取った死者かれらの分まで生き延びようと、そう心に誓った。

　慰めにもならない言葉を必死に言い聞かせる。骸となった同業者達は何も答えない。

　ただ、彼等から奪い取った剣つるぎだけが、冒険者ならば乗り越えろ、と。

　そんな風に告げるように、闇の中で鋭い光を放った。





「はっ、はっ……！」



　荒い息をつきながら、両手をついた地面から顔を上げる。

　眼前に並べられているのは亡くなった同業者達の遺品──装備品と道具アイテム。

　刃の一部が欠けた長剣と刀、罅ひび割れた短杖ワンド、数本の短刃ダガー、防具では唯一の片胸鎧サイドアーマー、魔道具マジックアイテムの羽根ペン、不気味に変色した幾つかの回復薬ポーションにカビがびっしりと生えた黒パン、その他ほか小物……品は多くあれど、最も僕達の目を引く道具アイテムは、これだ。

「地図作成マッピング途中の、階層地図……」

　巻物の形をとっていた丈夫な布地は、壁に寄りかかった遺体の手に握られていた。

　隅に記されている×印は、おそらく拠点を示している。つまりは現在地であるこの広間ルーム。そこから複雑な迷路が赤の線で描かれていた。

　作成されている範囲はかなり広い。いくつもの行き止まりに当たって、挫くじけそうになりながら、それでも描き続けたことがこの地図マップの上から読み取れる。

　きっとこの人達も遭難し、出口を求めてさまよったのだろう。

　そしてその志こころざし半ばで、力つきた。

「彼等の無念は推し量ることはできないが……この地図は私達にとって大きな助けとなる」

　地図を地面に広げて一緒に見下ろしているリューさんの呟きを、僕は力強く肯定した。

　僕達は途切れた地図の先──この地図作成マッピングを引き継いで道を記していかなければならない。

　帰還への経路を。

「……リューさん、この地図マップの情報、記憶にありますか……？」

「いえ……37階層は広過ぎる。隅々まで網羅していません。少なくとも、この迷路の形状に私は覚えがない」

　せめて階層全体の中で現在地を割り出せないか尋ねてみると、返ってきたのはやはり幸先さいさきが明るくない答えだった。けれど、

「だが、『深層』には何度も足を踏み入れている。正規ルートの記憶は残っています」

「それって……」

「ええ。正規ルート付近まで出ることができれば……あとは私が連絡路まで案内できる」

　近くで視線を交わしているリューさんの瞳に、一筋の光が宿る。

　少し、ほんの少しに過ぎないけれど。

　希望が見えてきた。

「死者かれらの荷物ですが……できるだけ持っていきましょう。何が必要になるかわからない」

「はい……」

　広げた地図マップから顔を上げ、装備や道具アイテムの数々に目を向ける。

　壊れかけのバックパックを遺靴ブーツの紐ひもを利用して補修し、その中に荷物を入れる。本当に使えるかわからないほど劣化している道具アイテムも詰め込んだ。凹へこんで煤すすけた水筒や、空になった試験管も忘れない。リューさんは破いた女性の戦闘衣バトル・クロスを、ボロボロになっている服の着替え代わりに巻き付けた。そんな時じゃないっていうのに僕は赤くなって、慌あわてて目を背けた。

　でも、こうしてあらためて彼等の所持品を見ると……カビや腐敗が進んでいるとはいえ、食料が残ってる。

　餓死や脱水が直接な死の原因とは考えにくい。ただ、回復薬ポーションがあまっている中で、解毒薬の類は見当たらなかった。『深層』を探索するパーティが用意していなかったとは考えにくい……なら全てを消費した？　もしかして、死因は『毒』を始めとした『状態異常』？

　ありうると感じた。何かが原因で遭難した後、彼等はこの広間ルームを拠点に突破口を探っていたのだろう。けれど途中モンスターから『毒』をもらい、何とかここに立てこもったものの、手持ちの道具アイテムでは解毒しきれず……。

　一人、また一人と息を引き取っていく中、残された一人は『深層』の闇に気をやられて、自ら命を絶ったのではないか。

　先程まで胸に短剣を突き立てていた遺体を、つい見やってしまう。

「……クラネルさん」

　何かに気付いたリューさんが、地図マップを裏返して手渡してくる。

　布地の正体は【ファミリア】のエンブレムだった。恐らくは団旗。地図作成マッピングするための紙もなかった彼等は、派閥の誇りに地図を描くしかなかったのだろう。

　激しくこすれた跡によって、徽章きしょうがどの【ファミリア】なのかは判然としない。

　けれど、隅には、赤い文字で共通語コイネーが描かれていた。


「『申し訳あり…………レ……様…………ごめ……マ……母さん…………帰れなくて……』」



　ところどころ汚れて見えないその遺言を、読み上げる。

　この三人組のパーティの最期を想像して、僕とリューさんは、沈痛な思いを一つにした。

「……」

「……」

　譲り受けた武器と防具を纏い、広間ルームから立ち去る間際まぎわ。

　広間ルームの中央に寝かせ、手を組ませた三人の同業者の前で、リューさんと瞑目めいもくする。

　彼等へ働いた所業に対する謝罪と、黙禱もくとうを捧げた。

　祈りの時間はほんの少しだけ。

　ここはダンジョン、モンスターの巣窟。悠長に感傷に浸る隙は見せられない。

　今度こそ僕達は広間ルームを後にした。

　名前も知らない冒険者達に別れの言葉と、感謝を言い残して。

















『白宮殿ホワイトパレス』。

　37階層はそう呼ばれている。

　不気味ぶきみな白濁色の壁面に、既存階層と比べものにならない巨大な迷宮構造。例外は存在するものの通路や広間ルームは大きく、ほとんどの地帯エリアが幅十Ｍメドルを優に超えている。薄闇うすやみも手伝って視認できないとはいえ、天井てんじょうの高さは馬鹿ばかにならない。

　特徴的なのは『大円壁』。

　階層中心に存在する次層への階段を玉座とするかのように、『城壁』というべき巨大な円壁が都合五つ囲んでいる。他ほかの層域には見られない迷宮構造で、冒険者達はこの大円壁かべの間に錯綜さくそうする迷路を進み、あるいは無数にある段差を昇り降りして、階層の中心部を目指さなければならない。

　階層全体の範囲領域に迷宮都市オラリオがすっぽり収まるという言葉は決して誇張ではない。

　まだ地図作成マッピングされていない『未開拓領域』が多く存在すると推測されており、迷い込んでしまえば二度と出てこられなくなると言われている。まさにその状況に直面している僕達は、巨大過ぎるこの『白宮殿ホワイトパレス』を突破しなければならないのだ。

　この『過酷』に満ちた迷宮を。

『シャアアアアアアアアアアアアア!!』

　青い鱗うろこに包まれた屈強な腕が、剣を閃ひらめかせる。

　数本持っていかれる白髪の毛先、肌から飛び散る冷や汗、間一髪で回避した僕に強力な斬撃を浴びせてきた蜥蜴とかげの戦士は威圧の声を轟とどろかせる。

『リザードマン・エリート』。

　その名の通り『大樹の迷宮』に出現する『リザードマン』の上位種で、その能力は桁けた違いとなっている。赤から青に変わった鱗は鎧よろいのように固く、攻守にわたって隙すきがない。

　その両手が使いこなすのは天然武器ネイチャーウェポン、骨にも似た白濁色の岩斧二振り。個体差も存在するけれど『ギルド』が脅威度をＬｖ．３からＬｖ．４と定める、白兵戦の特化型スペシャリストだ。

『グルオッ！』

『ジャャアアア！』

　戦場は正方形の広間ルーム、敵の数は二。

　満足に動けないリューさんに近接戦は強いられない。後衛位置で膝ひざを落とし待機している彼女を庇かばいながら、僕は二体を同時に相手取っていた。

　深層種モンスターの潜在能力ポテンシャルを肌で感じ取る中、迂闊うかつに反撃に乗り出さない。右手に長剣ロングソードを装備した半身の体勢で、じりじりと後退し、敵の攻撃を我慢強く耐える。

　背後から見守る空色の瞳ひとみを感じながら、敵の動きを注視し、力を溜ためていた。

『深層』を探索する上で、リューさんは僕に『ある条件』を課した。

　優先すべきは体力の温存。余計な浪費を避け、できる限り敵を一度の攻撃で仕留めること。

　つまり、『一撃必殺』。

　狙ねらうのは、モンスターが胸部に宿す『魔石』！

「──ふッッ!!」

　一体が痺しびれを切らし岩斧を大上段に振り上げた瞬間、守勢から一転、電光石火を仕掛ける。

　左足で踏み込み、右腕を──『槍やり』のように突き出す!!

『ゲアッ!?』

　がら空きとなった胸部正中に突き刺さる、冒険者の遺剣。

　硬質な魔石なにかを貫いた手応てごたえ。

　眼球を剝むき出しにした蜥蜴人リザードマンは大きく痙攣けいれんした直後、灰となって崩れ落ちた。

「はあああああっ！」

　片割れをやられて動揺する残りの一体に畳みかける。

　隙を逃してはならないと逸はやる僕は立て続けに、刺突を放った。

　剣の切っ先が敵の胸を貫通する。だが、

「!?」


『グッッ……ガァァァ！』



　血を吐いたモンスターは灰には還らず、血走った瞳でギロリと僕を睨にらんできた。

『魔石』が砕けていない。狙いが逸それた！

　焦あせり、何より技術の未熟が招いた失敗ミス。鱗と筋肉に埋まった長剣は引き抜けず、暴れるモンスターによって僕の手から離れてしまう。恐るべきことに剣に串刺しにされたまま、『リザードマン・エリート』は反撃してきた。

「っっ!?」

　体を半回転させて繰り出される太い尾の一撃。

　左側面から迫るそれを、《ゴライアスのマフラー》を装着した左腕で防御する。

　直後、左腕から脳髄まで痺れる衝撃が来た。

　今や左腕は僕の急所と化している。敵の攻撃は防いだものの、倍加した激痛が体を硬直させ致命的な隙を晒さらしてしまう。そして、それを見逃す『深層』のモンスターじゃない。

　怒りの咆哮ほうこうを上げて、岩斧が振り上げられる。

「させない」

　しかし、僕の頭を叩たたき割る寸前、飛来した短刃ダガーが蜥蜴人リザードマンの右目に突き刺さった。

『グギャアアアア!?』

「！」

　リューさんの援護射撃。

　目を大きく見張っていた僕の体は、一瞬後には反射的に動いていた。

　腰から《白幻はくげん》を引き抜き、体を振ってもがき苦しむ『リザードマン・エリート』の懐ふところへ、飛び込む。

『!?』

　胸部に突き込まれる輝白のロングナイフ。

　胸を剣に貫かれ、ナイフで穿うがたれた『リザードマン・エリート』はようやく消滅した。

　崩れ落ちる灰と一緒に、短刃ダガーと長剣ロングソードが地面に転がる。

「クラネルさん、次が来ます！」

「……っ!?」

　息つく暇もない。

　通路の奥から響いてくる多数の足音。数が多過ぎる。ここで戦えば囲まれてしまう！

　流れ落ちる汗を拭ぬぐう僕は目を歪ゆがめ、強引ごういんに意識を戦闘から逃走へ切り替えた。

　足もとの長剣、それに短刃ダガーを忘れずに回収し、後者をリューさんに投渡パス。この状況下では一つの武器も無駄にできない。受け取ったリューさんのもとへ合流し、肩を貸しながら、急いで移動を開始した。




　冒険者の遺体が眠る広間ルームから出発した後、モンスターを上手うまくやり過ごすことができていたのは最初だけだった。地図マップに従って行き止まりを避け、大きな通路へ出ると同時、一度の戦闘を皮切りに、モンスターとの怒涛どとうの遭遇エンカウントが幕を開けたのだ。

　広大な領域を誇る37階層はモンスターの総数──出現する絶対数も群を抜いている。次産間隔インターバルさえ短く、冒険者達に時間を与えない。階層が広すぎるあまりモンスターが迷宮中に散らばっていることが唯一の救いだけれど、運悪く『固まり』に一度捕まってしまうと、今の僕達のようになる。

『オオオオオオオオッ！』

『！』

　選良されし蜥蜴人リザードマン・エリートが、骨の死羊スカル・シープが、多くのモンスターが追撃してくる。

　戦闘が戦闘を呼ぶ。雄叫おたけびが雄叫びを招く。少しでも長引けば五感の鋭い深層種モンスターは直ちに察知して、獲物のもとへ集まってきた。

　リューさんに極力戦闘を避けろと言われたけど……こんなの無理だ！

　既に交戦回数は十四回、現れたモンスターは三十を超えたところで数えるのを止めた。

　これが『深層』の日常茶飯事ベーシック？

　冗談じゃない！

『──オォォ！』

　視界を素早く横切り、石刃の天然武器ネイチャーウェポンを繰り出してくるのは『ルー・ガルー』。

　一二〇～一三〇Ｃセルチと中型級に属する矮軀わいくは獣頭人体。一見すると『コボルト』の上位種と勘違いしそうになるけれど、その頭部は『犬』ではなく『狼』だ。

　上層域の低級モンスターより遥はるかにたくましい筋骨をもって、小柄な体軀たいくに釣り合わないほどの強烈な攻撃を仕掛けてくる。

　狼人ウェアウルフのモンスター版──そんなことを地上で漏もらせば獣人達にタコ殴りに遭う。

『深層』のモンスターでありながら『ルー・ガルー』の悪名は高い。

　地上に進出したモンスターの中でも惨事にこと欠かないからだ。月夜の晩、村を壊滅させたという凶報の多くがこの『ルー・ガルー』の群れによってもたらされたもの。子供の頃ころの僕でさえもその名は知っていて震え上がったほどだ。

　狼人ウェアウルフからは蛇蝎だかつのごとく嫌われている、好戦的な狼のモンスター！

『グオオオオオオ！』

『ウオオオオオン！』

「っ……!?」

　壁を蹴って頭上から、地を這はう獣のように足もとから。

　ナイフと見紛う白濁色の石刃を振り回し、都合二匹のモンスターが攪乱かくらん紛いの乱撃を放ってくる。額の上に掲げた長剣から散る火花、浅く斬り裂かれる左の腿もも、深層のモンスターの中でも殊更ことさら高い『敏捷』が僕を防戦に回す。敵の胸に必殺を叩き込むなんて問題外。

　──激烈な白兵戦。

　37階層が宮殿パレスと言われるもう一つの謂いわれが、これ。

『生ける屍アンデッド』の他に、いわゆる『戦士系ウォーリアー』のモンスターが多く出現するのだ。

『リザードマン・エリート』を始め、『ルー・ガルー』や『スパルトイ』など、天然武器ネイチャーウェポンを使いこなして膂力りょりょくないし敏捷力で襲いかかってくる戦士系ウォーリアーはその全てが白兵戦の特化型スペシャリスト。『技と駆け引き』で勝る冒険者さえ血の池に沈ませる。

　まさに、宮殿パレスを守る守護者ガーディアンだ。

（こんなところを、アイズさん達はいつも通っているのか……！）

　速い、強い。

『下層』のモンスターなんて比べものにならないほど。

　一匹一匹は決して勝てない相手じゃない。でも、敵の最大の武器は『物量』。

　倒すために最低でも三手。敵の攻撃を打ち払い、突いて体勢を崩し、ナイフを打ち込む。この流れでようやく一匹。そしてそれだけの手間をかけてしまえば、別のモンスターが屍しかばねを踏み潰つぶして次から次へと押し寄せてくる。

　駄目だ──捌さばききれない！

「クラネルさん、こっちへ！」

　僕の限界を悟ったのか、リューさんの疾呼が飛ぶ。

　転瞬、耳の両側を抜けた短刃ダガーが『ルー・ガルー』の額を貫く。その隙を掠かすめ取って僕は全力で反転した。背中すれすれを蜥蜴人リザードマンの岩剣が掠めていったことにどっと発汗しながら、リューさんのもとへ逃走する。


『オオオオオオオオオオオオオオオオオォォォ！』



　無論、モンスターの群れも追ってくる。

　逃げきれない。押し潰される。リューさんはどうするつもりなのか！

　通路の突き当たりにいた彼女は情けなく退却してきた僕に何も言わず、曲がり角に体を隠し、呟つぶやく。

「致し方ありません……使います」

　その独白に「えっ？」と目を向ける。

　腰に手を回したリューさんが自分の小鞄ポーチから取り出したのは、真まっ赤かな紅玉。

　見覚えのあるそれを認めて、僕ははっとした。

「クラネルさん、火を」

　──『火炎石』！

　曲がり角から顔を出し、迫り来るモンスター達に向けてその玉が投げ込まれた瞬間、僕は反射的に右手を構えていた。

「【ファイアボルト】！」

　炎雷が放たれると同時、リューさんがその細い片腕で──Ｌｖ．４の腕力で──僕を曲がり角に引きずり込む。

　直後、炎雷が炸裂さくれつした火炎石ばくだんは、大爆発を引き起こした。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　身をひそめた角に押し寄せる衝撃と爆風。

　折り重なるモンスターの悲鳴さえ塗り潰される。

　ようやく熱波が収まる頃、僕がそっと曲がり角から顔を出すと……煙が晴れた奥には、爆砕された通路と、まとめて爆死したモンスター達の屍があった。

「……リューさん、今のは……」

「ええ、あのドワーフから押収した『火炎石』です」

　肉の焼け焦こげた臭いに身震いする僕がおずおずと振り返ると、リューさんはその眉目を歪めながら肯定した。

　27階層で僕と最初に出くわした時のことだ。

　リューさんは無力化したドワーフ──ジュラと呼ばれていた調教師テイマーの仲間──から『何か』を奪っていた。

　それが階層爆破のために用いられていた『火炎石』、今の爆弾だったのだろう。

「ジュラ達から奪った『火炎石』に助けられるとは……」

　とんだ皮肉だ、とリューさんはこの時ばかりは嫌悪感を隠さず吐き出した。

　彼女自身、手段は選んでいられないと言った手前しょうがないとはいえ、その胸中は複雑そうだった。

　ともあれ……今ので襲撃は途絶えたようだった。

　付近にいたモンスターが全滅したのだろう。通路に静寂が訪れる。

「……残りの『火炎石』は？」

「あと五つです」

　つまり、あと五回使ってしまえば、今度こそ窮地を切り抜けられなくなる……。

　僕は押し黙った。

　それは無力感の表れでもあった。

「クラネルさん、時間をください。今から地図作成マッピングをします」

「はい……」

「貴方は周囲の警戒を」

　リューさんは慎重に辺りを窺うかがった後、壁際を避けた通路の真ん中に腰を下ろし、地図マップを取り出す。

　自分の傷口に羽根ペン──血をインク代わりにできる魔道具『血潮の筆ブラッド・フェザー』だ──を添えて血を吸わせた後、途切れている地図マップの続きを記し始めた。度重なる戦闘に追い立てられ、地図マップに記されている迷路からは大きく外れてしまっている。リューさんはここまでの複雑な道程を覚えているのか、その筆跡は淀みない。

「地図作成マッピングまで、できるんですね……」

「簡易的なものです。専門の盗賊シーフや地図製作者マッパーには遠く及ばない」

　僕ができないことを、エルフの第二級冒険者は易々とやってのける。

　……リューさんに甘えてしまっている。

　この人を守るどころか、ずっと助けられている。

　本当にこの人がいてくれなかったら、僕は今頃、どうなっていたんだろう。

　正確に引かれていく赤い線を眺めながら、どすんと、少し乱暴にへたり込む。

　もう取り繕う余裕がない。

　この連戦だけで、回復させた体力を使いきってしまった。

　こんな体たらくで、『深層』の探索を続けられるのか……？

「クラネルさん、まだ無駄が多い。もっと効率を極めなさい」

「……っ」

　地図作成マッピングを進めながら、リューさんが指摘してくる。

　地図マップから顔を上げずに淡々と告げる彼女に、僕の頭はかっと熱くなった。

　情けなさと、申し訳なさで。

「……わかってます、わかっているんです！　でも、できないんです！」

　今の状況も忘れ、僕は叫んでいた。

「こんなんじゃいけないのに！　モンスターが強くて、速くて！　焦れば焦るほど上手くいかない！」

　右手で顔の半分を覆い、苛立いらだちと失意に溺れる。

　リューさんは黙って顔を上げた。

「このままじゃあ……！」

　自分自身だって、リューさんだって守れない……！


「…………ごめんなさい」



　最後にこぼれ落ちたのは、情けない謝罪の呟きだった。

　がくりと項垂うなだれながら、呻うめく。

　眉間みけんから苦渋を滲にじませ、地面に視線を落としていると……リューさんが唇を開いた。

「クラネルさん。貴方はやはり、冒険者らしくない」

　何の変哲もない声音で告げられたのは、そんな場違いな言葉。


「えっ……？」



「貴方はよくやっています。貴方からすれば『深層ここ』は『未知』の連続……うろたえるのも、上手くいかないのも道理だ。たとえＬｖ．４に至り、一皮剝けていたとしても」

「……！」

「普通の冒険者なら、無茶を言うなと私に怒鳴り返すところだ」

　責めもせず、失望もせず、リューさんは淡々と告げてきた。

　彼女が今いま思っている、ありのままの言葉を。

「貴方は自罰的過ぎる。だから、冒険者らしくない」

「ぁ……」

「逆に少しでも自信を持てれば……貴方はもっと強い冒険者になれる」

　リューさんはそこで、唇をほのかに曲げた。

　薄闇の中でもはっきりと見える微笑に、目が釘付くぎづけとなってしまう。

　彼女は羽根ペンを置き、少しためらう素振りを見せた後、僕の小指をぎゅっと握ってきた。

「敵の動きをよく視みて、計りなさい。『深層』のモンスターは知性が高い。これまでのモンスターより高度な『駆け引き』が成立する筈はずです」

「……はい」

「貴方は焦ると右腕が浮く癖くせがある。肩の力を抜いて、『魔石』を狙うように」

「……はい」

「後衛にいる私をもっと頼りなさい。今の私達は、パーティだ」

「……はいっ」

　相手の小指を、自分の人差し指と親指で包む。それはエルフに伝わる風習なのだろうか。

　波が引いたように落ち着き、リューさんの言葉がすっと頭の中に入ってくる。

　小指から伝わる温もりが、僕の心を透明にさせる。

「『魔石』を狙う以外に、私が言ったことを覚えていますか？」

「……地形を利用すること」

　その通り、と頷うなずいてリューさんは僕の目を真まっ直すぐ見つめた。

「今言ったことを忘れずに、もう一度戦いましょう。貴方ならできる」

　こんな状況にあっても、リューさんの言葉は魔法のようだった。

　僕に色々なものを気付かせてくれる。僕に、沢山なものを思い出させてくれる。

　僕はもう一度、自分を認識するべきだ。

『異端児ゼノス』と出会って、『好敵手あのひと』に負けて、確かに僕は変わったのかもしれない。

　でもそれは決して『一人前』になったというわけじゃない。

　どんなに成長しても、どんなに能力ステイタスやＬｖ．が上がっても、冒険者になってまだ五ヶ月に過ぎない僕はどこまでいっても未熟者ノービスなんだ。何でもできる冒険者じゃない。

　まだまだ未熟。

　でもそれは裏を返せば、まだ強くなれるということだ。

　今からでも、どこまでも。

（やっぱり、この人はすごい……）

　冒険者達の屍を前にした時もそう。

　僕の不安を取り除き、導いてくれる。

　だから、彼女に導かれる僕は、『深層』から彼女を守れるように、強くなろう。

「……なんだか、リューさんが僕の師匠せんせいみたいですね」

　ふと思ったことを、気付けば口にしていた。

　戦い方が似ている、なんてとある第一級冒険者に指摘されるくらいには、アイズさんに師事している僕だけど。

　もしかしたらありえたかもしれない関係に、笑みを漏らしてしまう。

「……そんな可能性も、あったかもしれない」

　目を僅わずかに開いていたリューさんも、顔を綻ほころばせてくれた。

　相変わらず状況は好転していない。それでも僕達は、笑い合えた。

「クラネルさん、回復を済ませましょう」

　しばらくして。

　リューさんは意識を切り替え、普段の隙のない表情を纏まとった。

　僕も頷く。迷いは晴れても、今の体力じゃモンスター達の猛襲に太刀打たちうちできない。

　周囲に気を配りながら、リューさんは地図作成マッピングを終えた地図マップをしまい、代わりにあるものを取り出した。

　ドギツい紫色の溶液が不気味に波打つ、試験管。

「飲みなさい」


「…………」



　同業者から頂戴した、どれだけ月日が経たっているのかわからない回復薬ポーション。

　すっかり変色したそれを真面目まじめ腐った顔で突き付けてくる彼女に、僕は一筋の汗を流した。

　やはり、飲まなくてはいけないのか……僕がそんな風に考えていると、

「贅沢ぜいたくを言っている場合ではない。飲みなさい」

　思考を読まれたかのように、にべもなく告げられた。

　本当に、厳しくて真面目なところも、融通の利きかない師匠せんせいみたいだ……。

「回復薬ポーションは腐ろうが問題ない」

「リューさんっ……」

「効果は失われない……筈」

「リューさぁんっ!?」

　不穏なことを漏らす彼女に、再び悲鳴を上げてしまった。

　けど、どんなに不気味でも飲むしかない。リューさんの『回復魔法』はいざという時に温存しておかなくてはならないのだから。それに腐った食料や道具アイテムを食べるなんて、きっとダンジョンや遺跡に迷い込んだ沢山の冒険者がくぐり抜けてきた筈……！

　僕は顔を引きつらせながら、『腐った回復薬ポーション』をあおった。

「くあっ……!?」

　口を痺れさせ、鼻を突き抜ける刺激臭に変な声が漏れる。

　回復薬ポーションは甘い。その『甘い』を通りこして、苦くなってる……！

　ごるるるっ、と奇怪な音を立てて変に動き回り始める内臓。

　蹲うずくまる僕は片手を押し当てて、お腹なかの変調に耐えなければならなかった。

「貴方に『耐異常アビリティ』があるなら大丈夫……の筈」

『筈』って言わないでください……！

　頭の上から降ってくるリューさんの声に涙を溜めながら、一思いに残りの溶液も飲み干す。

　幸い、腹を下すどころか嘔吐おうとの症状も出ることはなかった。

『耐異常アビリティ』、いや冒険者ってすごい……。

（でも……体力は回復した）

『深層』に来て一番体からだが潤ってる。とてつもない刺激と不快感によって精神は削られるけれど。試験管の底に残っていた溶液を振りかければ、傷だって塞ふさがった。

　これならまた、戦える。

「行きましょう」

「はい」

　手早く装備の点検を済ませて立ち上がる。

　警戒を続けながら、爆死したモンスター達の死骸から『魔石』を処分しておくのも──『強化種』を生み出す可能性を潰しておくのも──忘れない。一つはもう使い物にならなかったけれど、焼け焦げた短刃ダガーも回収した。

　回復薬ポーションや食料とは異なり、装備に劣化はほぼなかった。

　深層域をもぐる上級冒険者の武装。名うての上級鍛冶師ハイ・スミスが打ったのだろう、長い月日を経てもその性能を遺憾なく発揮してくれる。

　右手の長剣を握り直し、片胸鎧サイドアーマーを揺らしながら、僕はリューさんに肩を貸して歩き出した。




『白宮殿ホワイトパレス』の迷路は渾然こんぜんとしている。

　通路の一つ一つがあまりにも巨大なため見落としがちになるけれど、いくつもある辻や上下に伸びる階段の数も膨大だ。選択肢の数々は地上の迷宮街ダイダロスどおりを彷彿ほうふつさせるほど。

　そういう意味では、変な話になるけれど37階層の構造は『正統派』なのかもしれない。

『大樹の迷宮』や『水の迷都みやこ』とは異なる純然な迷路型。

　ダンジョンという名の王宮に侵入した賊を惑わせ、罠わなにはめる、白亜の大迷路ラビリンス。

「リューさん……37階層の中でも、危険なモンスターはいますか？」

「今の私達にとってこの階層のモンスター全てが脅威ですが……あえて挙げるとすれば『スパルトイ』、そして『ペルーダ』」

　薄暗い通路の中、周囲を警戒しながらぼそぼそと呟きを交わす。

　先程の戦闘の激しさから一転して、迷宮は静けさを保っていた。モンスターの雄叫びも気配も何も感じられない。あれから遭遇エンカウントはしばらく途切れている。

　この時間が続くことを祈る一方で、これが嵐あらしの前の静けさに過ぎないことを、僕もリューさんも悟っていた。

「『スパルトイ』は稀少種レアモンスターを除けば、出現する戦士系ウォーリアーの中で最も白兵戦の能力が高い。骨の武器えものをもって産まれてくるのも厄介やっかいだ。中には投槍ジャベリンを装備する個体もいる」

　僕はモンスターの気配に注意しながら、自分の『知識』とリューさんの『経験』を照らし合わせていた。『深層』をくぐり抜ける上で不安要素は徹底して取り除かなければならない。そう感じたからだ。

「『ペルーダ』は毒性の攻撃を繰り出してくる。あの広間ルームにいた冒険者達の直接の死因……あれは恐らく『ペルーダ』の毒針によるものでしょう」

「……！」

「この二種と遭遇した場合、状況が許すなら逃走に徹した方がいい」

　少なくない衝撃にうろたえつつ、リューさんの意見を心に書き加えておく。

　僕は積極的に、リューさんの冒険者時代の話を求めた。リューさんもできる限り話を聞かせてくれる。

　貪欲に、必死に、情報を頭の中に詰め込む傍かたわら、僕はおもむろに辺りを見回した。

（『白宮殿ホワイトパレス』、か……）

　言い得て妙だと、心の中で独りごちた。

　薄気味悪い白濁色の壁や床は御殿なんていう荘厳さとは無縁だけれど、人智を超えた度合スケールはまさに天然の城、地下世界の『宮殿』と呼ぶに相応ふさわしいのかもしれない。

『白宮殿ホワイトパレス』の攻略難度──『ギルド』が定める37階層の到達基準はＬｖ．４。

　それを考えるなら、僕とリューさんは一応は基準を満たしていることになる。更に言えばリューさんの能力ステイタスはＬｖ．４の中でも最上級とボールスさんが口にしていた。教えてもらった【アストレア・ファミリア】の到達階層が41階層という点でも、決して僕達の実力が不相応というわけではない。

　こんな状況でさえなければ。

「リューさん。『深層』を探索するパーティって、今の僕達みたいに二人で来る人達は……」

「いる筈がない。彼かの【猛者おうじゃ】を除けば、たとえ第一級冒険者でも単独ソロの探索などしないでしょう。ここはそういう領域だ」

「……【ロキ・ファミリア】でも？」

「Ｌｖ．６ともなれば話は変わってくるでしょうが……パーティでは最低でも三人一組スリーマンセル、いや四人一組フォーマンセル。欲を言えばそこに治療師ヒーラーを加えたい」

　僕が尋ねようとしていることを先回りするように、リューさんは言葉を並べた。

【ロキ・ファミリア】や【フレイア・ファミリア】も迂闊うかつな真似まねは許されない。

　あの【剣姫】でさえも。

　その事実が、肺腑はいふを冷たくさせた気がした。

「クラネルさん、37階層の全容は把握していますか？」

　僕の沈黙を断ち切るように、今度はリューさんから話を振ってきた。僕はそれに頷く。エイナさんに頼み込み、閲覧の許可が下りて見せてもらった『深層』の地図マップを頭の中に広げる。

　37階層の想像図イメージにちょうどいいのは、箱に入ったホールケーキだ。

　箱が階層そのもので、ホールケーキが迷宮部、この『白宮殿ホワイトパレス』に当たる。

　その『白宮殿ホワイトパレス』たらしめる『大円壁』の数は、合計五つ。

　内側の壁から第一円壁、第二円壁と呼称されており、更に五つの円壁に隔てられた五つの迷宮部にもそれぞれ名称が存在する。

　第一円壁の内側、次層への階段と『階層主』が出現する階層中心部が『玉座の間ま』。

　そこから順々に『騎士の間ま』、『戦士の間ま』、『兵士の間ま』、『獣の間ま』と続く。

『騎士』や『戦士』などとついているものの、出現するモンスターの種類が異なるなどの差異はそこまでない。ただ内側に行く分だけ面積も狭くなり、迷宮の造りも複雑になることからモンスターの奇襲や遭遇エンカウントが必然的に増えることとなる。モンスター達も移動するので必ずしも言えるわけではないけれど、外側に向かうほど交戦は途切れがちになるという情報データがあるとのことだ。

　肝心の36階層への階段があるのは第五円壁の外。『箱』を形作る階層の最南端。

　すなわち僕達は『白宮殿ホワイトパレス』の外側へと進まなければならない。

　想定進路としては階層最奥にひそむ『階層主』と万が一も出くわすことはない。この過酷の中でそれが唯一の救いだ。もし『迷宮の孤王モンスターレックス』とまでやり合う羽目になったら……流石さすがに意志が挫くじけてしまうかもしれない。

「これは……」

　リューさんの指示に従って、徘徊するモンスターをやり過ごすこと数度。

　手に入れた地図マップに載っていない道筋ルートに外れてしまった僕達は、開けた空間に出た。

　視界の前に佇立ちょりつするのは、巨大な壁。

「……『大円壁』」

　これまで実物を拝んだことのない、僕でも一目でわかった。

　白濁色を纏う迷宮の中で、その円壁は曇りない純白を帯びていた。

　透明な氷、いや白水晶と勘違いしてしまいそうになる。『ゴライアス』が出現する17階層の『嘆きの大壁たいへき』、あれとも似ているかもしれない。その大きさは比較にはならないけれど。

　天然のものとは思えないほど整然としている超巨大壁きょだいへきは、視界の左右の果てまで続いていた。頭上を塞ぐ闇のせいでその身の丈も計り知ることはできない。地上のあらゆる国と都市を探しても、ここまでの城壁は存在しないだろう。

「……間違いない。第三円壁」

　その威容に息を呑のんでいた僕は、すぐ隣から呟かれた言葉にはっとした。

　肩を支えられるリューさんは、瞳を細めて正面の壁を見上げていた。

「それぞれの大円壁は微妙に色味が異なる。純白の色は、円壁の中でも中間に位置する第三円壁のみ……」

　確信をもってリューさんはそう断じた。

　彼女は僕を促して円壁の側へと近付いた。冒険者にとって迷宮壁の付近は奇襲を恐れる場所、壁面からモンスターが産まれ落ちてこないか肝を冷やす僕を他所よそに、リューさんは静かに手の平を壁面に押し当てた。

　壁に手を付けながら、横へ移動していく。

「……僅かですが、こちら側に向かって湾曲している」

「……！　それじゃあ……！」

「ええ、私達がいるここは第三円壁と第二円壁の間……つまり『戦士の間ま』です」

　壁がこちら側に湾曲している──つまり円を描く壁に包囲されている。

　そのことから、僕達は自分達がどこにいるのか限定することができた。

『白宮殿ホワイトパレス』の中でも中間地帯に位置する、『戦士の間ま』！

「正確な現在地は未いまだ判然としませんが……37階層で自分達がいる地帯エリアを割り出せたのは大きい」

　リューさんの言葉に、僕は興奮を抑えられないまま頷く。

　側にある空色の瞳と視線を交わし、了承を得てから、すぐにその場を進み始めた。喜んでいる暇はない。モンスターに察知される前に次の道へ向かわなければ。

　まだ場所が絞れただけ。まだ正確な現在地はわからない。

　でも、これは『前進』だ。『前進』なんだ。

　迷宮の果てしない闇に差し込んだ一筋の光。そう自分に思い込ませろ。

　この結果が希望に繫つながると信じて、足を前に踏み出す。

（生き残る……帰るんだ、地上に！　この二人で……！）

　リューさんの細い体を支える手に、僕は力を込めた。
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　意志の『齟齬そご』は未だに続いていた。

（──私がいなくなる前に、どこまで彼の『成長』を促せるか）

　リューは、生還への思いを新たにするベルの横顔をそっと見やりながら、深思する。

　少年に気付かれることなく、自分が『生贄いけにえ』となった後のことを。

（最初から犠牲を見越すのは下策ではある、が……いつ犠牲を払ってもいいように覚悟はしておくべきだ。……躊躇ちゅうちょしてしまえば、二人とも共倒れとなる）

　リューもベルと一緒に生き延びられればと願っている。当たり前だ。ともに生還できることに越したことはない。

　だが、『深層』はそれを許さないだろう、ということもリューは悟っていた。

　死者の冒瀆を経てマシになったとはいえ、装備が心もとないことには変わらない。傷付いた脆弱な獲物をどうしてダンジョンが取り逃すだろうか。

　恐らく、『選択』を強いられる。

　犠牲を払わなければならない『局面』が必ず来る。

（その前に……彼に生存の術すべを叩き込む）

　その時までに、リューは自分の全てをベルに授さずけるつもりでいた。

　一人で『深層』から脱出した後も、救助が来るまで生き長らえるように。

　自分に積極的に知識を求めてくる彼の姿勢は、いい傾向だと捉とらえている。迷宮の中で否応いやおうにも実践を求められるこの環境では、授けた知識が体に根付くのもまた限りなく早い。

（クラネルさんは強くなった。以前より、ずっと。今はこの『深層』に苦戦していても……経験を積み、『未知』を『既知』にさえすれば、順応できる）

　リューはそこは疑っていなかった。

　本当に少年は強くなった。見違えるほどに。

　あの『ジャガーノート』を単独で追い詰めかけた。様々な要素が絡からみ合った故ゆえの結果とはいえ、『偉業』と言っていいほどの功績だ。

【絶望】に抗あらがい続け、打ち破ってのけるその背中に、リューは希望を見た。

　決して絶やしてはならない、白き炎という名の光を。

（……彼は今も『理想』を追いかけている。私とともに生き延びる未来を）

　少年は眩まぶしい。リューの瞳をくらませるほどに。

　自分も以前はこんな真っ直ぐな眼差まなざしをして、よりよき未来を信じ、邁進まいしんしていたのだろうかと考える。

　今のリューにはもう、『理想』を追いかけることはできないだろう。

（喜べ、輝夜カグヤ……私ももう、貴方側だ）

　闇に包まれる白濁色の迷宮を進みながら、もういない戦友ともに自嘲の笑みを送る。

　脳裏に蘇よみがえるのは追憶の光景。

　冒険者の自分リューが絶えず周囲を警戒する中、切り離された少女リューの意識は過去に飛んだ。

















「訂正しろ、輝夜カグヤ！」

　それは在りし日の出来事だった。

　リューは激昂げきこうしていた。

　オラリオの片隅に築かれた【アストレア・ファミリア】本拠ホーム『星屑ほしくずの庭』、その館の一室にて、とある団員と衝突していた。

「なぜ私わたくしが、申し上げた言葉を翻ひるがえさなくてはならないのでしょう？」

　ニコニコと笑うのは、真まっ直すぐ伸ばした黒の長髪を流す、美しい少女だった。

　島国の衣装や髪に差した簪かんざしは、彼女が極東出身であることを告げている。

　言葉遣いや所作は淑しとやかで、深窓の姫君を彷彿ほうふつさせる少女は、詰め寄るリューの激しい語気もなんのその、笑顔のまま小首を傾かしげてみせた。

「大局のために、少数を捨て置けだと？　それがアストレア様の望む『正義』か！　犠牲を払って手に入れた平和に何の意味がある！」

　現在より若く、エルフという種族の潔癖さが滲にじみ出ているリューのその言葉に。

　輝夜カグヤと呼ばれた少女は弓なりにしていた目を解いたかと思えば、まるで狐のように細めた。


「──ぶぁ～～か～～めぇ～～～。浅薄を極め過ぎて腰が抜けるわ」



「なっ……!!」

「だぁかぁらぁ、貴様はポンコツエルフなどと言われるのだぁ～～」

　豹変ひょうへんとばかりに態度ががらりと変わり、行儀など投げ飛ばさんばかりに鼻を鳴らす。

　腹が立つほど間延びした口調で馬鹿ばかにしてくる少女に、リューは噴火しそうになった。

　ゴジョウノ・輝夜カグヤ。

【アストレア・ファミリア】のＬｖ．４にして副団長。派閥の中でも随一の白兵戦の腕を持つ刀使いだ。当時、成長の著しい【疾風しっぷう】とはしのぎを削り合う仲であった。

　自分のことは語りたがらないが、輝夜カグヤは極東では高貴の身分だったらしい。

　前髪は額の位置で切り揃そろえられ、腰まで伸びる長い黒髪も絹のように滑らか。着物を着て微笑ほほえめばまさに極東で言う『大和やまと撫子なでしこ』そのものだ。

　しかし、一度ひとたび口を開けば幻想は砕け散ることとなる。

　とにかく口が悪いのだ。そして品がない。

　裾すその中身が見えるのも構わず胡坐あぐらをかくわ、男性がいるにもかかわらず「暑い」と言って下着一枚になるわ、エルフのリューからすれば卒倒ものである。

【ヘファイストス・ファミリア】の【単眼の巨師キュクロプス】といい、極東にはこんな女性しかいないのかと何度も悪態を吐きたい気分に陥おちいったものだった。

「私わたしとてアストレア様に感銘を受け、心酔している。でなければここに身を置いていない。あの方の在り方は尊く、素晴らしいものだ」

「ならば……！」

「だが、アストレア様の『正義』と現実への実践では、話は別だ」

　輝夜カグヤは反論しようとするリューの出鼻を折り、「こう言った方がわかりやすいか？」と言葉を続けた。

「私達程度の実力で、全てを救えると思うな」

　鋭い眼で、冷然とした口調で。

「リオン、貴様は強い。私の好敵手と呼べるほどには。だが、この【ファミリア】の中で貴様が一番、青二才だ」


「なっ……！」



「エルフだからといって侮っているわけではない。お前の心が一番、弱いと言っている」

　突然の侮辱にリューは眉まゆを吊つり上げ、輝夜カグヤに摑つかみかかろうとしたが、

「貴様の言う通りなら、なぜシャクティの妹は、アーディは死んだ？」

　その言葉に、伸ばされたリューの手は停止した。

「私達の目の前で死んだだろう、あいつは。わけのわからん自爆装置で、闇派閥イヴィルスに殺された」

　当時の迷宮都市は『暗黒期』。

　調教師ジュラが所属する【ルドラ・ファミリア】を始め、数々の『悪』が台頭しオラリオに破壊と悲鳴をもたらしていた。

　暴れ回る悪賊によって秩序はなく、混沌こんとんばかりが渦巻く無法の都みやこ。力を持たない民草の血と涙は止まらず、『悪』を食い止めようとする力ある者達も犠牲を強いられた。

「街を見ろ。未いまだに泣く声が消えない。犠牲を払ってようやくこれだ、どうして私達が一点の汚れなき『正義』を叫べる？」

「……！」

「みなを救う？　救えていないだろうが、大間抜けめ」

　腰に差している二刀の小太刀に触れながら、輝夜カグヤは吐き捨てる。

　そこには怒りも失望もなく、厳然とした事実を告げる冷淡さがあった。

「貴様の語る『正義』は都合のいい『理想』に過ぎない。誰だれしもが、いつか『選択』する日を迫られる。私も、貴様も」

　少女の黒い双眸そうぼうは興味を失ったように、リューから視線を切り上げた。

「──貴方様は、もう少し世界というものを知るべきかと思います」

　最後はおちょくるように、そんな捨て台詞ぜりふを残し、輝夜カグヤは背を向けた。

　取り残されたリューは拳こぶしを固めて、握り締めることしかできなかった。

　それは輝夜カグヤに対しての苛立いらだちではなく、何も言い返せなかった己おのれに対しての怒りだった。

「また随分とやり合ってたわね、あんた達」

　そこで、ひょこ、と。

　偶然通りかかったように、団長のアリーゼが廊下から顔を出した。

　部屋に入って来る赤い髪の少女に、リューは咄嗟とっさに視線を逸そらしてしまった。

「お互いの意見をぶつけ合うのはいいことだけど、もう少し声を落としたらどう？　通りかかった私はともかく、アストレア様にも聞こえちゃってるわ。あの神ひとの心痛が増えちゃう」

「……」

「ま、アストレア様も『たくさん語り合いなさい』なんて言いそうだけど。で、今回も口喧嘩げんかは輝夜カグヤの勝ち？　リオンは真っ直ぐ過ぎるのよ、揚げ足を取られるのが本当に上手」

　軽口を叩たたきながら、悄然しょうぜんとしているリューに笑いかけてくるアリーゼ。

　リューは床に視線を縫い付けながら、言葉を落とした。

「私は……許せない。たとえ私が愚かで、輝夜カグヤの言うことが正しかったとしても、最初から犠牲を見越したやり方など……。そんなもの、『悪』に屈していることと同じだ。自分達の無力を掲げ、『正義』に尽くすことを忘れているに過ぎない！」

　言葉を連ねるうちに感情がぶり返し、リューが声を荒げてしまうと、

「落ち着きなさいって、リオン」

　アリーゼはそう言って、小指を握ってくれた。

　人差し指と親指がリューの細い指をぎゅっと包んでくれる。

　そうすると、不思議とリューの気持ちは透明になっていった。

　いつもそうだ。

　アリーゼという少女は、リューの心を凪なぎのように静かにさせてくれる。

　目の前にある緑の瞳ひとみに、リューは吸い込まれていくような気がした。

「……アリーゼは、輝夜カグヤの話を聞いていましたか？」

「ああ、何かを切り捨てなきゃってやつ？　聞こえてたけど？」

「貴方は、どう思いますか？　アリーゼも、犠牲は払わなければならないと……そう考えていますか？」

　気付けば、そんな風に尋ねていた。

　それに対し、アリーゼの返答はすぐだった。

　薄い胸を張って、迷いなく。

「そんなの、みんな助けられた方がいいに決まってるじゃない。私はリオンの言うことの方がいいと思うわ！」

　リューは、呆気あっけに取られてしまった。

　迷いが生じていた筈はずの志が、あっさりと肯定されてしまったから。

　瞬きを繰り返すリューにアリーゼは言葉を続ける。

「でも、正しいかはわからない」


「えっ……？」



「『理想』を愚直に追うことで全てが上手うまく行くとは、私も思わないから」

　むしろそれが代償となり、更なる犠牲が生まれてしまうかもしれない、と。

　アリーゼはリューも輝夜カグヤも否定せず、個人ではなく摂理の位置に立って、そう述べた。

「輝夜カグヤは極東にいた時、色々なことを経験しているらしいの。それこそ私達の想像が及びもつかないような世界を見たんじゃないかしら？」

「……極東の政争、ですか？」

「ええ。それを知っている分、輝夜カグヤは厳しいことを……ううん、本当に大切なものを守るために、あんな言い方をしたのかもしれない」

　団長である少女は輝夜カグヤの胸の内を慮おもんばかるように、そう諭した。

「多分ね、正解はないの。あるのは願いを叶かなえるために何をしたか、どれだけ努力したか。そして届かなかった『理想』の前に、何を残すことができたのか。清く正しく聡明で完璧かんぺきな私でも、そんなことくらいしか言えないわ」

　後半は本気なのか冗談なのかわからないことを口走った後。

　アリーゼはそれらを踏まえた上で、微笑んだ。

「けどね、『理想』って大事でしょ？」

　無垢むくな花のように、たおやかに。

「綺麗きれい事ごとでも目指すべきだわ。どんなに笑われたって、どんなに侮辱されたって。じゃなかったら私達は、どんな結果でも受け入れてしまう弱い生き物になっちゃうもの」

　その時のアリーゼの言葉を、真っ直ぐな瞳を。

　リューは今でも覚えている。

「『理想』を追いかけなかったら、妥協の末に手に入ったものも、きっと小さくなってしまう」

　私はそう思う。

　私はそう信じている。

　アリーゼは、はっきりとそう言った。

「正しいかはわからない。でも諦あきらめるのは違う。自分が求めた『理想』は、幸せに満ちている筈だから」

「……」

「だから、『理想』を求めることには意味がある」

　アリーゼの言葉一つ一つが、当時のリューの胸を叩いた。

『正義』をひたすら求めていた心に、いくつもの波紋が広がった。

「……もし、『理想』を叶えてしまう者がいたとしたら？」

　リューは再び、尋ねていた。

　それにアリーゼは、子供のように笑い返した。

「知らないの？　そういう人はね──『英雄』って言うのよ」

















　怪物の雄叫おたけびが轟とどろく。

　重なり合う威嚇いかくの声に対し、滴したたる汗を放置する僕は、冷静に斬撃ざんげきを見舞うことで返答した。

『深層』の一角に広がる戦闘地帯。

　迷宮を移動していた僕達が陣取ったのは、上に伸びる階段の天辺だった。

　リューさんに言いつけられた戦闘条件の一つ。

　それは地形を利用すること。

　各『大円壁』の間に存在する37階層の迷宮部は、『水の迷都みやこ』と同じく多層構造を形作っている。広間ルームの一つを切り取っても天井てんじょうは凄すさまじく高く、前へ進むには延々と伸びる階段を上り下りしていかなければならない。今回は、そんな高い階段の頂点でモンスター達を相手取る。

　語かたるまでもなく、下から上がってくるモンスターは攻めにくく、逆に目線が高くなる僕の攻撃は防ぎづらいものとなる。

　階段で戦うことによる地の利。つまり、高低差の利用。

「はあぁッ！」

『ガッッ!?』

　隙すきを晒さらした『ルー・ガルー』に、奪った白石の棍棒ネイチャーウェポンで振り下ろしを見舞う。

　下段にいる狼頭のモンスターにとってそれは大上段からの一撃に等しい。咄嗟とっさに腕を掲かかげるも頭ごと胸部まで圧砕あっさいされた。

『魔石』を粉微塵こなみじんにされ灰に還かえる光景を見届けず、砕けた白石の棍棒ネイチャーウェポンを放棄、直ちに腰から《冒険者の遺剣つるぎ》を抜剣する。

　間髪入れず飛びかかってきた骨の死羊スカル・シープの『魔石』を、先読みのごとく正確に穿うがった。

（動きを視みろ──）

　リューさんは言った。

　敵の動きをよく視て、計れと。

　モンスターと『駆け引き』が通用する以上、怪我けがを始めとした肉体面の負荷ハンデは計算と機転で補おぎなうことができる。

『オオ、オオオ！』


『ウウウウッ……！』



　動向を注視すれば、下段側にいるモンスター達が攻めあぐねていることがよくわかった。

　階段及び、僕が立つ通路の幅は37階層の中でも珍しいほどに狭い。これならば一度に襲いかかってくる敵を最高二匹までに抑えられる。数の多寡を活かせず頭上を押さえられるモンスター達は吠ほえるばかりで屍しかばねを重ねていた。

　不用意に近付いたモンスターはひと思いに蹴りつけてしまえばいい。

　苛立いらだちの咆哮ほうこうを上げて突っ込んでくるも、僕に顎あごを蹴り砕かれた『リザードマン・エリート』は他ほかの個体を巻き込んで落下し、階段の一番下で首の骨を折って絶命した。

（僕は右腕が浮く──）

　これもリューさんが言ったこと。

　だから、階段を駆け上がってくる怪物モンスターの波に恐れず、焦あせらず、力まず、意識して、機を狙ねらい──突く！

『グギャアッ!?』

　敵の体軀たいく中枢に鋭い剣突が決まる。

　虚を突かれた悲鳴を散らして『ルー・ガルー』が灰の霧に変わった。

（できる、視みれる、やれる──飛べる）

　リューさんの教えを活かせば、戦える。

　地形効果によって、モンスターの動きは平地での戦闘より断然制限される。

　そこで僕は、思考を『飛躍』させた。

　動きを制限するということは、こちらの思惑に相手を誘導できるということ。

　誘導できるということは、こちらの予測は未来予知にも迫りうるということ。

　僕は肉薄せんと迫る全てのモンスターを視界に捉とらえ、照準し、動いた。

「──ふッッ!!」

　先頭の蜥蜴人リザードマンを引きつけて首を袈裟斬けさぎりで飛ばす。

　間を置かず、首を失った死骸を避けて左右から迫る狡狼ルー・ガルーのうち、右の個体は返す剣で胸を一突き。左から迫る鋭い爪つめを腕に巻き付けた《ゴライアスのマフラー》で難なく弾はじく。

　左腕を通じて脳髄まで駆け抜ける痛みの激流。

　それを振り払って、半円を描く小振りの斬撃。

　一撃で仕留められずとも動きは最小限に。正面を外し斜めから飛びかかってきた狡狼ルー・ガルーの脚を断ち、姿勢バランスを失ったところにすかさず柄頭ポンメルを見舞う。

　空中で顔面を強打され鼻血を流す狡狼ルー・ガルーは、僕の代わりに串刺しとなった。

　後方より放たれた『スカル・シープ』の遠距離攻撃、骨の『杭突パイル』だ。

　同族モンスターを盾たて代わりにされ動きが止まる骨の死羊スカル・シープに、すかさず剣を投擲とうてき。頭蓋骨ごと『魔石』を貫いたことを視界の端に捉えながら、空いた手に《白幻はくげん》を装備。

　音もなく頭上に跳躍していた狡狼ルー・ガルーに『見えてるよ』と眼差まなざしで告げ──誘導させられた狡狼ルー・ガルーが瞳ひとみに驚愕きょうがくを宿すのを他所よそに──斬断した。

　流れるように、予定調和のごとく、都合五匹のモンスターを灰へと還す。

『ウオオオオオオッ！』

　六匹目。

　この『ルー・ガルー』は僕の動きだけでは対処できない。

　だから、

『──グゲェ!?』

　あの人に任せる。

　僕が背にする通路後方、待機しているリューさんが短刃ダガーを投擲したのだ。

　射線から退しりぞく僕の動きに合わせた最高の時機タイミング。頼もし過ぎる後衛パーティに支えてもらいながら、短刃ダガーに目を貫かれ悶え苦しむモンスターの胸部を一思いに貫く。

（飛べた──応用できた）

　敵の誘導。

　これは以前、アイズさんに教わったこと。

『止めの一撃は油断に最も近い』。

『追い込まれたその先が一番の好機にもなる』。

　止めを誘発する動き。

　あの時は対人戦、もっと言えば一対一を前提に置いたものだった。

　その前提を今、僕はリューさんの教えを通して『敵全体』に広げた。

　一撃必殺という目的地から逆算して、それぞれの敵の動きを視みて、計はかった。

　地形を活用し、モンスターを引きつける挙動をあえてして、選択肢を限定させる。

　僕は今、『戦場』そのものの動きを読んで、動かせている。

（アイズさんとの鍛練と、リューさんの助言が、繫つながった）

　あの【剣姫】と【疾風しっぷう】の教えが。

　それを理解した瞬間、世界が広がったような気がした。

　束つかの間まの全能感が力を与えてくれるような気がした。

　生憎あいにく感動を覚える暇はない。

　けれど、まだ強くなれると。

　その実感だけは胸に灯ともり、僕は気付けば、喉のどを震わせていた。

「あああああああああああああああああああッッ!!」
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「……素晴らしい」

　モンスターにも劣らない猛々たけだけしい雄叫びを耳にしながら。

　リューはその少年の戦い様を見て、呟つぶやいた。

（成長……いや、『飛躍』だ。ここにきて、まだ伸びるのか）

　吸収が速い、決してそれだけではない。

　リューの目から見ても、ベル・クラネルという少年は助言や忠告に対し実直で、愚直に反復するきらいがあった。弱点の改善は優秀な反面、言われた以上のことはできないと。

　それがどうだ。

　今の少年は教えを聞いた上で、応用している。

　身に付けた基礎を基礎のままで終わらせず、自ら考えて発展させる。

　リューは与あずかり知らないことだが、それは己おのれの『技能スキル』を改めて見直し『必殺アルゴ・ウェスタ』を編み出した事実ケースと酷似するものだ。自ら考えて実践する、試行錯誤する。冒険者として重要な要素の一つである。

　前兆はあったのだろう。Ｌｖ．４に至るまでの激動が、『異端児ゼノス』の出会いと『好敵手』との邂逅かいこうが、彼に変革をもたらした。

　よりにもよって『深層』という極限状態が、少年に更なる『飛躍』を強いている。

　強くならなければ死あるのみ。

　奈落に突き落とされた少年は、これ以上のない死地に成長を余儀なくされているのだ。

　リューは眩まぶしいものを見るように、目を細めてしまった。

『────ッッ!!』

「！」

　モンスターを屠ほふる少年を見守っていた時だった。

　後衛位置にいるリューの背後、つまり通路の奥よりモンスターの遠吠えが響く。

『リザードマン・エリート』の群れだ。

「リューさん!?」

　はっとしたベルが振り返って叫ぶ。

　現在地の通路は一本道。挟撃される形のリュー達に逃げ場はない。

　今も膝ひざをついて碌ろくに動けないリューを危ぶみ、救援に向かおうとするが、

「クラネルさん、貴方は自分の敵に集中しなさい！」

　リューの鋭い声がそれをとどめた。

「でも……！」

「私は今から援護できません。余所見よそみしている暇はない」

　ここは『深層』。前衛のベルに戦闘を任せ援護にかまけることが続く道理はない。

　二人一組ツーマンセルである以上、後衛も迎撃しなければならない場面が来るのはわかっていた。今がその時だ。

　右足の痛苦からくる脂汗を流しながらも、リューの顔は毅然としていた。

「足を引っ張るわけにはいかない。──私も、戦わなければ」

　リューはベルに背を向けて、身構えた。

　モンスターに攻め寄られ逡巡しゅんじゅんする時間も与えられないベルは、リューを信じて階上の戦闘を続行するしかなかった。

『ウオオオオオオオオオオオオオオオ！』

　迫りくる蜥蜴人リザードマン達に、リューは帯剣していた刀を抜く。

　冒険者達の亡骸なきがらから頂戴した鋼刀。恐らくは極東の武器に魅せられた鍛冶師スミスが打ったであろう大陸産の業物。迷宮由来の素材で作られた刃の切れ味は未いまだに落ちていない。

　それを左腰に提げるリューは、敵の群れと正対し、片膝を地面についた。

『……？』

　片膝立ちになるエルフに、蜥蜴人リザードマン達が訝いぶかしげな感情を双眸そうぼうに浮かべる。

　鞘さやを差す腰に両手を添えた不動の姿勢。モンスターの目にはそれは奇怪にしか映らない。

　石像のように静寂を纏まとう獲物に一度は立ち止まった蜥蜴人リザードマン達だったが、次には、一気に襲いかかる。

　先頭の一匹が大股に踏み込んで、天然武器ネイチャーウェポンの長剣で両断せんとした。

　──剣に精通していなくとも、人が見ればその姿勢は『構え』だと気付いただろう。

　迂闊うかつに飛び込んだ怪物に、リューは『返答』を見舞った。

「──ふッッ!!」

『ゲアァァッ!?』

　リューの体がぶれ、銀の輝きが閃ひらめく。

　得物の射程距離にモンスターが入るや否いなや、高速で抜刀し、斬撃を繰り出したのだ。

　大量の灰が舞う中、胸部ごと綺麗きれいに『魔石』を両断された仲間の末路に、『リザードマン・エリート』達は動揺した。

「輝夜カグヤ……技を借ります」

　リューが放ったのは『居合』。今は亡き極東の戦友が誇っていた『太刀の技』だ。

　右脚を負傷している今のリューは碌に動けない。故ゆえに移動を諦あきらめ、迎撃カウンターに徹する。今のリューに残されている戦法であった。

　再び鞘に納刀するエルフに、うろたえていた蜥蜴人リザードマン達は声を上げて突っ込むしかない。

　目を眇すがめるリューは再び抜刀し、敵の石剣が肌に届く前に『魔石』を切り裂さく。

　何度攻撃をしかけても結末は同じだった。刀の射程に足を踏み入った個体から切断される。同時に仕掛けようとも狭い通路のせいで攻撃できるのは二匹まで。リューの腕なら返す二の太刀をもって二つ分の灰の山を築いてのける。

　右脚を除いた全身を使って放たれる銀閃の軌跡は、『斬撃』の結界であった。

「本人がいれば『しょうもない』と笑われるだろうが……」

　戦友ともから学んだ太刀の技とはいえ、本家本元オリジナルには到底及ばない。

　しかしそれは『深層』のモンスター達にとっては十分な脅威である。突破しようと近付いた瞬間、斬り捨てられる光景は『魔法』でも行使されているように感じるだろう。必殺を確実に放ってくるリューにたじろぎ、攻撃を躊躇ちゅうちょしてしまう。

　躊躇すればするほどいい。時間を稼ぐだけベルの戦闘が片付く。今の少年ならリューの援護を必要とせずともモンスターを退けられる筈はず。

　これもまた、知性の高い深層域のモンスターだからこそ成り立つ『駆け引き』だった。

　しかし、そこで──ビキッ、と。

「!!」

　リューの鼓動を早鐘へと変える不吉な音が響いた。

　真側面の壁面に走る深い亀裂。リューはそれを認めるより早く、警鐘に従ってその場を飛び退いた。

　直後、壁から太い剛腕が生え、一瞬前までリューがいた空間を薙なぎ払う。


「っ……！　『バーバリアン』！」



　壁面より生まれた大型級のモンスターに、リューの顔が歪ゆがむ。

　捻ねじれた二本の角に鋭い爪と牙きば。『リザードマン・エリート』や『ルー・ガルー』と並ぶ戦士系ウォーリアーのモンスターだ。

　悪意を感じさせるほどの時機タイミングで迷宮より産まれ落ちた『バーバリアン』は、奇襲によって居合の体勢を崩されたリューに追い打ちをかける。

『ハアァッ！』

「くっ!?」

　口から放たれる長い舌。

　満足に動けず、その舌撃ぜつげきを避けきれないリューは刀を取り落としてしまう。

　次いで上がるモンスターの雄叫び。

『バーバリアン』を筆頭に蜥蜴人リザードマンの群れがリューのもとへ突き進む。

　燐光りんこうに照らされる怪物達の影がエルフの影を呑のみ込もうとした、その時。

「うああああああああああああああああああああああ！」

『ゴッッ!?』

　少年の疾走がそれを阻んだ。

　階段前の戦闘を終わらせて駆け付けたベルの、渾身こんしんの飛び蹴り。

　胸骨を叩たたき折るほどの威力に『バーバリアン』は背中から倒れ、後に続いていた『リザードマン・エリート』達を下敷きにした。

　ベルは止まらない。《白幻はくげん》を抜いて、倒れたモンスター達に襲いかかる。

　驚倒していたリューも取り落とした刀に飛びついて、獣のように飛びかかった。

『ギャアアアアア!?』

『ガッ!?　ゴッ!?　ギッッ!?』


『……、……、……ッッ!?』



　血飛沫ちしぶきに彩いろどられた怪物達の悲鳴が散る。

　間断なく響く絶叫ぜっきょうに構わず、鋭利な刃をモンスターの体軀目がけ何度も振り下ろす。

　ベルとリューは立ち上がらせてはならじと滅多刺しにした。その様は洗練さの欠片かけらもなく、原始的であり、むしろ猟奇的ですらあった。

　返り血を頰ほおに付着させ、目を開いた形相で躍起となる。

　生死を賭かけた戦いに取り繕う余裕などある筈がない。

　最後のモンスターがびくんっと大きく腕を痙攣けいれんさせ、ぴくりとも動かなくなった後……通路に響くのは二人の乱れた呼吸音だけとなった。

　空色の瞳と、深紅ルベライトの瞳が、ボロボロになった互いの姿を映す。

　リューは、緩慢に口を開いた。

「一度、休みましょう……」
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「『ジャガーノート』？」

　壁際に座り込む僕は、その名を聞き返していた。

　出入り口が一つしかない小さな広間ルーム。

　歪いびつな形状は正方形にはほど遠く、岩窟の空洞と表現した方が相応ふさわしいだろうか。

　周囲の壁を破壊し終えた僕とリューさんは、二度目の休憩レストに成功していた。

「ええ、私はあれの呼称をそう聞きました。……全てが終わった後で、ですが」

　周囲を警戒する傍かたわら、僕達の話は例のモンスターに向けられていた。

　僕達を追いかけてきた、殺戮さつりくの『爪』を持つあの『怪物』に。

「仲間を失い、復讐ふくしゅうを終え……シルに拾ってもらった頃ころのことです。私の前に、恐らくは魔術師メイジ……黒衣の人物が現れました」

　そのリューさんの発言に、僕はどきっとした。

　魔術師メイジ、黒衣の人物……きっとフェルズさんだ。

　あの人は、何年も前にリューさんに接触していた？

『【疾風】……ダンジョンで遭遇した破壊者ジャガーノートにまつわる全ての情報を、一切いっさい口外するな』

　雨が降る暗い空の下、二人だけの路地裏。

　誰だれにも正体を感付かれることのなかったリューさんを二つ名で呼び、フェルズさんは『警告』してきたのだと言う。

『あれの召喚は二度とあってはならない。この約束を守れるなら……我々は君から完全に手を引こう。正義の派閥アストレア・ファミリアのもとで成し得た功績を考慮し、罪は問わないでおく』

　我々、というのはギルド上層部……ひいてはウラノス様のこと？

　ウラノス様の勅命が下されたことで、ギルドは要注意人物一覧ブラックリスト登録などの義務だけは果たし、【疾風】の追跡を行わなかったということなのか。

　その『警告』に対しリューさんが無言で頷うなずくと、フェルズさんは闇やみに溶けるように消えていったそうだ。

「件くだんの魔術師メイジがギルドの私兵だったとすると、ギルド側はあの『怪物』の存在を認知していたことになる。恐らくは、ダンジョンに『祈禱きとう』を捧げているという神ウラノスの権能なのでしょうが……」

　リューさんもフェルズさんの正体に感付いているようだ。

　壁に寄りかかりながら疲労を隠せていない彼女の横顔を見やりながら、僕は思考に耽ふける。

　フェルズさん達でさえ危ぶんだ『怪物』……リューさんの前に再び現れた『厄災』。

「ジャガーノート……」

　ボロボロになった左腕に触れながら、その名を呟く。

　今までのどんなモンスターより恐こわかった存在を思い返す僕は、胸の中で大きくなる『問い』を隠し通すことができなくなった。

「……リューさん。あの、ジュラっていう人が言ってたことは……」

　ずっと、気になっていた。

　あの調教師テイマーの男の言葉を聞いてから、ずっと。

『お前はあの時！』

『我が身可愛かわいさで！』

『仲間を犠牲にして、ようやくあの『化物』を追い払ったんだもんなァ!!』

　確かに、あの調教師テイマーはそう言ったのだ。

　リューさんを除いて【アストレア・ファミリア】が全滅したその日、何があったのか？

　リューさんは何故なぜ生き残ることができたのか？　彼女が最初に遭遇した『ジャガーノート』は一体どうなったのか？　倒したのか？　『追い払った』ということはまだ生きている可能性があるのか？

　様々な疑問が駆け巡る中──貴方に何があったんですか？　と。

　僕はそう、尋ねてしまっていた。


「…………」



　リューさんは、答えてくれなかった。

　引き結ばれた唇が沈黙だけを返す。

　拳こぶしだけが、静かに震えるほど握り締められていた。

「……クラネルさん、敵です」

　通路口の奥から響く複数の啼なき声。

　立ち上がるリューさんの後ろ姿を眺め、無言で続いた僕は、もう同じ問いを重ねることはできなかった。
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『彼』は徘徊していた。




　熱のこもる呼気を吐き出し、体軀から剝はがれる殻からの破片を地に落とす。

　壁面にうっすらと灯る燐光を吸い、左手に提げる『爪』が妖あやしい紫紺しこんの輝きを放っていた。

　闇に包まれる迷宮は静まり返っていた。

　他のモンスターは『彼』を畏おそれるように息をひそめ、決して目の前に現れようとしない。闇を震わせる足音だけが響いていく。

　神と冒険者達に『ジャガーノート』と呼ばれる怪物は、37階層をさまよっていた。

　──体の損傷が深い。

　彼にも思考と呼べる知性の総体が存在した。

　その上で、彼は静かに己の体を顧みた。

　斬閃を叩き込まれた右脚の逆関節。跳躍は可能だが、万全の状態と比べれば機動力は大きく落ちている。冒険者達を恐れさせた高速移動はもう不可能だろう。

　極大の光炎フレアによって吹き飛ばされた右腕。跡形もない。消滅の末路を余儀なくさせた必殺の威力は右半身にも及び、『鎧よろい』たる『魔力反射マジック・リフレクション』の装甲殻そうこうかくも半分が砕け散っている。尾も半ばから失われていた。

　全身が削がれている。

　深手を負っている。

　いずれ、動けなくなる。

　──構うものか。

　どちらにせよ自分は『自壊』する。

　誰に教わらずとも、彼はそれを識しっていた。認識していた。

『ジャガーノート』は短命である。

　他たのモンスターにはない特異性として、まず『魔石』が存在しない。

　その全身が一つの巨大な『魔石』と捉えればいいか。規格外なまでに突き詰められた『力』と『敏捷』はそれによる産物である。出現する層域によって潜在能力ポテンシャルも変動し、階層が深ければ深いほど、より強靭きょうじんな個体となる。【アストレア・ファミリア】を全滅させたほどに、あるいは第一級冒険者のパーティでさえ蹂躙じゅうりんしうるほどに。よって戦闘においては『ジャガーノート』は頭部を失おうが胸部を貫かれようが活動を続け、全身を完全粉砕されることでようやく最期を迎えるのだ。

　その強化の『代償』として、時を経れば自然崩壊する。

　音を立て、儚はかなく砕け散っていく氷像のように。

　先代の破壊者ジャガーノート。彼だったかもしれないし、彼女だったかもしれない。その厄災の子も【アストレア・ファミリア】を殺戮した後、人知れずダンジョンの奥で灰と化した。制限時間付きの命、刹那せつな的な種、流星のごとく燃えつきることを約束された怪物である──故に破壊者ジャガーノートを配下に置こうとしていた調教師ジュラの思惑はどう転んでも叶かなわなかったことになる──。

『魔石』も『ドロップアイテム』も残さない。一切の痕跡も遺せない。『母』のために生まれ、危険因子を滅ぼし、誰にも覚えられずに消え去る。

　故に、『殺戮』とは彼の存在意義そのものだった。

『ジャガーノート』は自分の存在が儚いとは思わない。哀れだとも感じない。産まれたばかりの彼にはそのように思う感情は存在しない。

　ただ──その身は灼熱しゃくねつの劫火ごうかに焦こがされていた。

　あの白の獲物。

　壊しても壊しても立ち上がった存在。

　いくつもの血と肉を失いながら、逆に彼を壊し始めた雄。

　彼に、『恐怖』を教えた白い炎。

　あれは許せなかった。認めるわけにはいかなかった。あれを許容してしまえば、自分の生まれてきた存在意義を否定することになる。この世界に在あったという理由さえ失ってしまう。それだけは彼は本能で理解していた。

　それは嫌だ、それは嫌だ、それは嫌だ。

　それだけは耐えられない。誰にも覚えられずとも、すぐに無くなる命だとしても、自分が産まれてきた意味は遺さねばならない。

　歪ゆがんだ願望、捻ねじれた祈り。

　だが、それこそが『ジャガーノート』の全てだった。

　そして、その想念に同調するように、首に取り付けられた『首輪サークル』が発光する。

　彼の感情を突き動かすかのごとく、あるいは暴走させるがごとく、破壊衝動を高めていく。今や『母』の声が遠い。何かを頻しきりに訴える声を彼は無視していた。自分の『意志』を優先させていた。

　それは調教師ジュラの魔道具マジックアイテムが生んだ副産物。

　病原菌ウィルスの免疫たる彼に芽生える筈のない強烈な自我。

　殺戮するだけの『抹殺の使徒』は、今の己を支配しているものが『我欲』であることに気付かない。唯一の獲物に収束される確固たる殺意は彼を独立させるに足る。今代の『ジャガーノート』はもはや母の意志に従う殉職者ではない。

　彼は解き放たれたのだ。

　調教師ジュラの遺志などもとより、ダンジョンの声からも。

　迷宮の異物を殲滅せんめつする『抹殺の使徒』ではなく、たった一人の人間を狂おしいほど追い求め、殺すための『怪物』として生まれ変わった。

　故に。

『奴やつ』だけは殺す。

　絶対に仕留める。

　その一念でジャガーノートはゆっくりと、確実に、獲物達へと迫っていた。

　同時に、その『想おもい』はダンジョンも予期していなかった『未知イレギュラー』を引き起こした。

　与えられていた能力を超え、『進化』するほどの。

　──右腕がない。これではあの『白い獲物』は殺せない。

　──『腕』がいる。奴を抹殺するための『爪』が。

　ジャガーノートの真紅の双眼がうっすらと明滅する。

　次の瞬間、視界を横切った同族達に、彼は襲いかかった。

　重なり合う絶叫と破壊の衝撃、そして『咀嚼そしゃくの音』。

　蠢うごめく迷宮の闇に、禍々まがまがしい音色が木霊こだまするのだった。

















「理想と現実？　なんだよリオン、またアリーゼか輝夜カグヤに何か吹き込まれたのか？」

　一人の少女が椅子いすに座り、床に着かない足を愉快そうにゆする。

　輝夜カグヤと揉もめた一件から数日後。

　悩み続けていたリューは、【アストレア・ファミリア】の一員、小人族パルゥムのライラに相談を持ちかけていた。

　身長が一二〇Ｃセルチにも満たない同僚は天板に怪しげな道具を広げ、頻しきりにいじくっている。器用な手先で分解しては整備作業を続け、顔を上げず、軽薄な笑みを浮かべていた。

「そんなの難しい顔して、ウンウンって頷うなずいときゃいーんだよ。わかったつもりになって寝台ベッドにもぐり込めば、あら不思議、悩みごと綺麗きれいさっぱり忘れてるって」

「私は真面目まじめに相談しているのです、ライラ。輝夜カグヤには反感がつきないが、だからといって一蹴するのは視野を狭める行為に他ほかならない。アリーゼの言ったことも心に引っかかっている。もっと様々な意見を取り入れて向き合わなくては、この問題に答えを出すことは……」

「あーあー、エルフって本当にめんどくせ～」

　ぞんざいな口調でライラはリューの言葉を聞き流していた。

　小人族パルゥムらしく幼気でいじらしい相貌そうぼうに反し、唇から吐かれる言葉は酷ひどく釣り合っていない。

　年齢は何とリューの二つ上。本人曰いわく「イカすだろ？」と染められたショートカットの髪は桃色で、顔に絶えず浮かんでいるのはずる賢そうな笑み。

　その見目や言動からわかる通り、ライラという小人族パルゥムはひねくれていた。

「別に無理して答えなんて出さなくてよくね？　ましてや他人の求める正解なんてさぁ」

　一見、潔癖を絵に描いたようなエルフとは相性が悪いように見えるが、意外にも何かに悩んだ時、リューの相談順路ルートはアリーゼ、ライラの順だった。

　ライラの意見は率直で忌憚きたんがなく、時にはエルフのリューでは思ってもみなかった思想をぶつけてくる。彼女の鋭い発言は【ファミリア】の中でも一目置かれるほどだ。

　不真面目に見えて自分をどきりとさせ、核心を突いてくるライラに、リューは無意識のうちに頼ることが多かった。

「ぜ～んぶ話半分に聞いとけばいいんだよ。輝夜カグヤの話も、アリーゼの話も」

「ライラ、流石さすがにそれは……」

「真実なんてもの、そいつ次第でいくらでも変わっちゃうぜ」

「！」

「結局、何を『本当』にするかは自分次第なんだ。自分だけが、自分の『本当』を作るんだ。だから色んな話を話半分に聞いて、考えて、自分が納得できる『本当』を作っちまえ」

　それは、普段のライラらしからぬ格言めいた言葉だった。

　だから、もしかしたらそれは、噓うそも上手うまい彼女の『本当』だったのかもしれない。

「……いつも、そのように振る舞ってくれればいいのに」

「何だよリオン、アタシはいつもクソ真面目で親切だろー？」

「胸に手を当てて、貴方が私に教えてきたものをよく思い出してほしい……」

　そうなのだ。

　この小人族パルゥムといったらどうしようもないことばかりリューに教えていた。

　噓の見抜き方などはまだいいとして、強請ゆすりに基づいた交渉術に恫喝のお手本、おまけに賭博ギャンブルの必勝法にイカサマまで。「ド屑クズどもを取り締まるなら、相手の思考や手札がわかっとかないとしょうがねーだろ」「綺麗事だけじゃあ正義の味方なんてやっていけないぜ～」などという弁は一理あるのかもしれないが、とにかく正義の派閥に相応ふさわしからぬ小汚いものばかりだ。

【ファミリア】に入団して五年の月日が流れていたこの時、リューはすっかり余計な知識が増えてしまっていた。

「リオンは世間知らずのエルフちゃんだから、面倒を見てやったんだよ」

「……貴方と比べれば、世間知らずというのは否定しませんが……」

　意地悪そうに唇を吊つり上げていたかと思うと、ライラはようやく顔を上げ、側にたたずむリューのことを見上げてきた。

「いいか、リオン。知識は武器だ。情報はご馳走。邪道だろうがくっだらねー雑学だろうが、学んで覚えたものは全部お前を助ける力になる。だから何でも覚えて、何でも使え」

　何でも覚えて、何でも使え。

　それがライラの口癖くちぐせだった。

「耳から血を流すくらい頭を使うんだ。装備や道具アイテムがないならダンジョンの採取物、それもなければドロップアイテム。何でも代用しろ。一つじゃ意味がないものも、組み合わされば用途の可能性はぐんと上がる」

「頭を使う……」

「お前は苦手かもしれないが、人の機微ってやつも勉強しろ。交渉はもとより、ダンジョンの中でもめちゃくちゃ大事だぞ」

　モンスターの性質、武器の急造、生存闘争サバイバルの術すべ、パーティの心の動き。

　全てを知り、全てを補えれば、それはダンジョンに立ち向かう上での財産になると、その時のライラは豪語した。

　リューに何かを植えるように、ふざけながら、真剣に。

「余計な知識はお前を悩ませて時間を奪っちまうかもしれないが、無知よりマシだ。相当マシだ。そんで、時間をかけていいから、知識を『知恵』に変えろ」

「知識を、『知恵』に……？」

「そうすれば、お前は自分以外の誰だれかを助けられるようになる。ついでに、みんなが憧あこがれちゃうすっげぇ強つええエルフになれる。輝夜カグヤだって、お前のことを青二才なんて言わなくなるさ」

　その時のライラの顔は、悪戯いたずら好きの子供のようにも、妹を見守る小さな姉のようにも見えた。

「……貴方もそうやって強くなったのですか？」

「ああ。つーかアタシは頭を使わねえと死ぬ。小人族パルゥムだから」

「……」

「ま、これも話半分でいいさ。自分に必要そうなことだけ、ちょこっと覚えとけ」

　最後は小さな両肩を竦すくめて、リューより非力な小人族パルゥムの少女は締めくくった。

　リューは、この日の彼女の言葉を、何一つとして忘れなかった。

「証拠ってわけじゃないが、アタシを見ろ。お前みたいなカモを騙だます口先と狡こすい真似まねを繰り返して、今じゃあ歴としたＬｖ．３。小人族パルゥムの中でも期待の星さ」

「今、聞き捨てならない言葉が聞こえた気がしたのですが」

「一族の英雄を目指しているフィン・ディムナから、そろそろ婚約してくれと申し出が来る頃ころだろうぜ。ククク……」

「私の記憶が正しければ、【勇者ブレイバー】は貴方のことを避けていたような……」

　邪笑しながら玉の輿こしを狙ねらうライラに、リューは嘆息したのだった。




　それもまた在りし日の出来事。

　リューの脳裏に蘇よみがえる大切な記憶にして、『感傷』。

　ライラの言葉が、教えが、リューの心に根付いている。

　仲間の言葉が、【アストレア・ファミリア】の財産が、全てリューの中で生きている。

　けれど。

　彼女達の『意志』だけは引き継げているか、リューにはわからなかった。

　大きな喪失を経て、『正義』を失ってしまった彼女には。

















　剣戟けんげきの音が絶えない。

　夜のごとく薄闇うすやみに染まる迷宮に、無数の火花が散る。

　冒険者の乱れた呼吸と、モンスターの雄叫おたけびが響いていた。

『──────ッッ!!』


「っっ……!?」



　ダンジョンの色と同じ白濁色の剣が、猛然と振り下ろされる。

　骸骨の戦士が繰り出す一撃を、ベルはかろうじてのところで防御した。

「『スパルトイ』……！」

　死羊スカル・シープに続く骸骨スケルトン系のモンスター。

　白骨の体軀たいくはベルの背丈と同等かそれ以上。骨でできた武具を一様に持ち、剣や槍やりを激しく突いてくる。『スパルトイ』の群れは他ほかの戦士系ウォーリアーのモンスターと並んでベル達を取り込んでいた。

　それは突然の奇襲だった。

　モンスターの気配に注意を払っていたベル達の耳に届いた亀裂音。それが走ったのは壁ではなく、地面。驚愕きょうがくするベル達の足もとより産まれ落ちた骸骨の戦士達は、まさに墓場より蘇よみがえった『生ける屍アンデッド』のごとく襲いかかったのである。

　奇襲の形で『スパルトイ』の群れに囲まれたベル達には逃走もままならなかった。むしろ静寂を破った戦闘音を聞きつけ、他のモンスターも集まってくる始末だった。

　今やベル達の周囲には包囲網が形成されている。

『オオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　凧型盾カイト・シールドと見紛う大盾おおだてを持ち、剣を激しく振るってくる『スパルトイ』に、ベルは焦あせりを隠せなかった。

　今までのモンスターより強い。

　皮はおろか筋肉などないにもかかわらず『力』は蜥蜴人リザードマンや狡狼ルー・ガルーを超え、『敏捷』は大型級バーバリアンの比にもならない。その身のこなしはモンスターというより冒険者を彷彿ほうふつとさせ、ベルに強敵の部類であると確信させる。肋あばらの隙間すきまの奥に見える『魔石』を狙ねらって《冒険者の遺剣つるぎ》を繰り出すも、素早く骨剣を打ち鳴らし致命傷を防いできた。

　かなわない瞬殺。

　リューに教えられた『一撃必殺』を、何度も不発に終わらせてしまう。

　モンスターと一対一ならばＬｖ．４のベルは確実に勝つ。しかしここはダンジョン。最大の武器は『数』。一匹に時間をかけたが最後、複数のモンスターとの連戦を余儀なくされる。

　37階層の【ステイタス】到達基準はＬｖ．４、『基本アビリティ』評価はＤ以上。

　そしてそれは集団迷宮探索パーティ・プレイを前提にしたもの。

　奇くしくもヴェルフ達が『下層』で散々味わった感情──管理機関ギルドが設定する階層基準の意味──をベルもこの『深層』で味わう羽目となっていた。

（敵の動きを、誘導できない……!!）

　何より、『駆け引き』が上手うまくいかない。

　戦場の動きを限定させようとベルが『誘いの動き』をしても、『スパルトイ』同士の連携がそれを阻む。剣や盾、槍や斧おのなどそれぞれの武器の用途に沿った戦術を駆使するのだ。ベルが踏み込もうとしたら盾を、後退しようとすれば槍を。『上層』から『下層』まで探索してきたベルの目から見ても、ここまでの連携を披露するモンスターはいなかった。戦っている場所は幅広の通路であり、利用できる地形がないのも痛かった。

　思うように『戦場を動かす』ことができない。

「くっ……!?」

「リューさん!?」

　背中合わせで戦っているリューにも『スパルトイ』が牙きばを剝むく。

　十全に動けない彼女の方がベルよりも危うい立場にいる。『居合』を駆使して何とか攻撃を退けているが、躱かわしきれない攻撃がその白い肌に傷を刻んだ。

「っっ──【ファイアボルト】！」

　耐えきれず、ベルは『魔法』の行使に踏み切った。

　貴重な精神力マインドを削って放たれる【ファイアボルト】。

　敵の一角を吹き飛ばし、まずは包囲網から脱出しようとする作戦。

　精神力マインド温存の選択肢がちらつく中で行われた決断は勇気ある行為であり、事実リューでさえ的確だと太鼓判を押すものだった。

『そのモンスター』さえ敵の群れの中に紛れ込んでいなければ。

「なっ!?」

　視界の死角、別モンスターの陰からのっそりと黒い岩石が出てきたかと思うと、炎雷が炸裂さくれつする寸前、はっきりとその威力を低下させた。

　それこそ砲弾が銃弾程度の威力に成り下がる。

「しまっ──『オブシディアン・ソルジャー』!?」

　その体の形状は歪いびつでありながら、宝石と見紛う漆黒の光沢を放っていた。頭部に位置する部位には単眼のごとき妖あやしい紫光を宿している。

『オブシディアン・ソルジャー』。黒曜石の体を持つ岩石系のモンスター。

　戦士系ウォーリアーと比べれば動きは鈍重で、秀でているのは防御力くらい。37階層に出現するモンスターの中でも戦闘能力は低いと言われているそのモンスターの特性は──『魔力』の減殺。

　優秀な防具素材ドロップアイテムとして高額の取り引きがなされる黒曜石の体は、『魔除け石』のごとく『魔法』を打ち消してしまうのだ。

　爆砕もできず、後退させるだけにとどまったモンスターの群れに、リューの目が歪ゆがみ、ベルの顔が引きつる。

　それはまるで、ベルの『成長』に合わせダンジョンが手管を弄ろうしてきたかのようだった。力では潰つぶせないと知った瞬間、搦からめ手を用い始めたかのように。

　迷宮が、一介の冒険者では太刀打ちできない深淵しんえんを覗のぞかせる。


『オロロロロロォォォォン！』



　更に畳みかけるように。

　新たなモンスターが姿を現す。

「『ペルーダ』!?」

　悲鳴に近い叫び声を上げたのはリューだった。

　そのモンスターは、蛇へびに似た細長い体軀を持ちながら四本の足を有していた。

　皮膚の色は気味の悪い濃緑。背には針鼠はりねずみを彷彿ほうふつさせる無数の針が生えている。一見蜥蜴とかげにも見えるが、その種族は歴とした『竜種』である。

（『ペルーダ』って、リューさんが言っていた──!?）

　彼女が『スパルトイ』と並んで挙げていた、37階層での危険種。

　その身が持つ能力は──『猛毒』。

「あの針を受けてはいけない!!」

　リューの全力の警告がそのモンスターの脅威を物語っていた。

　目を剝くベルの視線の先、まとめて三匹現れた『ペルーダ』は、あたかも力を溜ためるように背に生えた無数の針を震動させ──一挙に撃ち出した。

「っっ!?」

　弾幕のごとく射出された針の乱れ撃ちに、ベルはリューの体を抱き寄せた。

　そこから凧型盾カイト・シールドのごとき盾を持つ『スパルトイ』のもとに、突っ込む。

　突き出される剣に肌を裂かれるのも構わず、大盾の陰に避難。

　すかさずドドドドッ！　と勢いよく針が盾の表面に突き刺さった。

　一方で、周囲からは耳を聾ろうする絶叫ぜっきょうが打ち上がる。

『ガアアアアアアアアアアア!?』

『ゲッ、グェェ──!?』

　毒針にその身を貫かれた蜥蜴人リザードマンや狡狼ルー・ガルーである。同族モンスターの攻撃を浴びた蜥蜴人リザードマン達は瞬く間に倒れ込み、皮膚を黒く変色させ、痙攣けいれんを繰り返し、穴という穴から血を噴き出した。漏もれ出た血さえどす黒い色に染まっている。その光景を目まの当あたりにしたベルの相貌そうぼうから血の気が引いた。

『ペルーダ』の毒針は上級冒険者の『耐異常アビリティ』さえ容易に貫通する。

　破壊力も高く、針に掠かすっただけでも地獄の痛みと喀血かっけつを催すほど。治療するには上位の解毒魔法、あるいは解毒剤が不可欠。装備が碌ろくに整っていないベル達が喰くらったら最後、それは『死』を意味する。

「くっっ!?」

　立て続けに放たれる毒針の雨に、リューが刀で素早く『スパルトイ』の腕を断ち、その手からベルが大盾を奪った。

　速射砲のごとくそそぐ針はモンスターの包囲網を混乱に陥おとしいれる。ベルとリューは盾を構え亀のように縮こまるしかない。一方で毒針を浴びても動けるモンスターは『オブシディアン・ソルジャー』と『スパルトイ』のみ。数を少なくしたモンスター達は関節や真っ黒な眼窩を針で貫かれ、思うようにベル達のもとへ近付けない。

　ドドドドッ！　と無数の針を生やす盾から伝わる震動。

　リューと体を密着させるベルは、歯を食い縛り毒針の嵐あらしに耐える。


『コォォォォォォォォォォッ！』



　やがて埒らちが明かないと苛立いらだったのか、あるいは毒針を撃ち切ったのか、『ペルーダ』達が新たに繰り出したのは息吹ブレスだった。

『竜種』に相応ふさわしい灼熱しゃくねつの吐息をもって、周囲を炎の海に変える。

　冒険者も『生ける屍アンデッド』も炎に巻かれる中、リューが小鞄ポーチに手を突っ込む。

「クラネルさん、使います！」

　取り出されるのは『火炎石』。

　瞬時に、形成された炎の海の中に投げ込まれる。

　ベルが反射的に腰を落とし、盾を持つ両手に力を込めた直後、大爆発が起きた。


『～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ォォォ!?』



　爆弾の炸裂さくれつに、モンスターの断末魔の悲鳴が散った。

　ベル達が構えていた盾ごと吹き飛ばされる中、爆心地にいた『スパルトイ』も『オブシディアン・ソルジャー』も砕け散る。その爆炎は息吹ブレスを吐いた三匹の『ペルーダ』をも呑のみ込んだ。

　地面を何度も転がったベル達は、体をボロボロにしながら、ゆっくりと立ち上がる。

「やったん、ですか……？」

「……少なくとも近辺のモンスターは」

　粉々になった骨の盾が手の中から崩れ落ちる中、ベル達は顔を緋色に照らされる。

　でき上がった窪地クレーターには未いまだ収まらない炎が荒ぶっていた。『ドロップアイテム』と思おぼしき無数の骨と黒曜石の塊かたまりもごろごろと転がっている。

　視界の奥で炎上している三匹の竜の体軀を見て、ベルはようやく息をつこうとした。

「──づっっ？」

　その瞬間、ドッッ、と。

　鈍い音を立てて、ベルの左肩から長い針が生えた。

　隣にいたリューともども硬直する中、ベルは背後を振り返る。

　視界に映ったのは、蜥蜴とかげのように迷宮壁に張り付いた『ペルーダ』が、毒針を射出した背から煙を吐き出す姿だった。

　──四匹目。

　現れたモンスターが三匹だけではなかったと気付いた時には、既に遅かった。

「ッッッ!!」

『グゲエッ!?』

　硬直を解いたリューが刹那せつなのうちに刀を投擲とうてきする。

　標本のごとく直刀で壁に縫い付けられた『ペルーダ』は、『魔石』を正確に射抜いた一投によって灰となって崩れ落ちた。

　それとほぼ同時に、ベルの体も膝ひざから崩れ落ちる。

「クラネルさん!?」

　リューの唇から放たれる悲鳴。その声が絶望に染まっていることがベルにもわかった。

　貫かれた左肩が毒の渦に歪む。圧倒的な速度で体中を蹂躙じゅうりんせんと、臓器という臓器を腐らせようとする。

　巡り合った冒険者達の遺骸と同じ結末に、ベルを導こうとする。

　蒼白そうはくになったリューが膝を地についた瞬間──目を限界まで見開いたベルは、勢いよく毒針を引き抜いた。

「なっ!?」

　そして、右手に持ったナイフを傷口に叩き込んだ。

　毒針に開けられた傷にナイフを突き入れる自傷行為。眼前にいるリューはベルの正気を疑ったが──すぐにその空色の瞳ひとみは見開かれることとなった。

「ナイフが、黒く染まって……まさか、『毒』を!?」

　リューの目の前で、左肩に突き込まれた輝白のナイフはその刀身を黒く染め上げていった。

　ヴェルフが作成したロングナイフ《白幻はくげん》。

　用いられた素材は、超貴重素材レアドロップである『ユニコーンの角』。

　貴重な回復系道具アイテムが作り出せる幻獣ユニコーンの一角は、あらゆる『毒』を無毒化する。それならば同じ素材で作られた《白幻はくげん》も『解毒効果』を持っているのは道理だ。輝白のナイフの起源を思い出したベルは、咄嗟とっさに傷口へ突き刺したのである。

　果たして幻獣ユニコーンのナイフは、黒く染まった毒素を吸い出した。

　煤すすのような黒い粒子が刀身の中心に集まり、やがて溶け出すように浄化されていく。それに伴って死に突き進もうとしていたベルの体から苦痛が波のように引いていった。

　やがて毒素を完全に消滅させたナイフが輝白の色に戻り、闇の中で光沢を放つ。


「ぁ……！」



　ブシュッ、と音を立てて《白幻はくげん》を引き抜いたベルは、力なく横に倒れた。

　呆然ぼうぜんとするリューに見下ろされながら、ナイフを握った右手を額に押しつける。

（あぁ、ヴェルフッ、ヴェルフ……!!）

　武器を用意した相棒の名を、心の中で何度も呼ぶ。

　青年が今ここにいれば抱き着きたかった。弟のようにその胸の中でみっともなく泣き喚わめいたい。己おのれを間一髪救ってくれた鍛冶師の青年に、ベルは喉のどを震わせながら限りない感謝をした。

「……クラネルさん、治療をしましょう」

　身を震わせるベルをしばらく見つめていたリューは、冷静に言葉をかけた。

　毒素は払拭ふっしょくしてもドクドクと血が止まらない左肩を止血し、最後の回復薬ポーションを使用させる。ここで使用しなければもう立ち上がれないと、リューはそう判断した。

　ベルは力なく腰を下ろした体勢で、肩を手で押さえながら、必死に呼吸を整えようとする。

　幸いモンスターの遭遇エンカウントは途切れた。燃え盛る炎の海に辺りを守られながら、しばし回復に時を費やした。




「……」

　ベルが回復に努める中、リューは意識を切り替えなければならなかった。

　残っていた最後の道具アイテムを使いきってしまった今、次の行動に移らなければならない。

　取り出すのは腰に差していた巻物だ。冒険者達の亡骸なきがらからもらい受けた地図マップである。

　リュー達が進んだ道程を付け足し、補完する形で地図作成マッピングされてきたそれは、今や空白スペースが足りなくなるほど複雑な迷路を描いていた。

（もう数回、行き止まりにぶつかっている……クラネルさんの体力を顧みても、すぐにでも正規ルートを見つけなければ不味まずい）

　ベルの様子を横目に窺うかがいながら、地図に目を落とす。

　この地図の持ち主達が地図作成マッピングしてくれていたとはいえ、周囲一帯全てを網羅できているわけではない。地図に載っていなかった新たな分かれ道に出る度に、リュー達は袋小路やモンスターとの大群に出くわし、止むなく引き返していた。

（進まなかった岐路まで引き返すのは距離を顧みても下策。残されているのは亡骸かれらが記した道筋ルートのみ……）

　リューの指が辿たどるのは、自分のものではない筆跡が描いた道の先。

　先駆者が切り開いた道筋ルートに縋すがるしかない。

（しかし、この道筋ルート……なぜ彼等は一度、引き返している？）

　冒険者達の死因は『毒』。リューもベル同様、そう判断している。

　この残された道筋ルートを進む途中、冒険者達は『猛毒』を被こうむったために一度離脱し、拠点である例の小広間ルームまで引き返した。リューは今までそう考えていた。

　だが、よくよく考えてみれば不自然だ。

『猛毒』をもらい、解毒する術すべがない上級冒険者が、意味もなく距離の離れた拠点まで引き返すような真似まね、本当にするだろうか？

　リューならば『前進』する。道具アイテムがなければ『毒』が肉体を殺す時間との戦いになり、引き返す行為は退路を断つ選択とほぼ同義だ。救助を期待できないのなら尚更。

　一か八か道筋ルートの先を切り開き、正規ルートを発見する。

　この深層域まで辿り着くほどの上級冒険者ならば、その『冒険』に賭かけるのではないか？

（……あるいは、この道筋ルートの先に、彼等が諦あきらめざるをえない『何か』があった……？）

　考察を繰り返すリューの脳裏に、一抹の危惧が過よぎった。

「リューさん、ここからは……」

「……地図の通り、先の道筋ルートに進みます」

　ようやく呼吸を正常に戻し、顔を上げるベルに、リューは短く答えた。

　もとより他の選択肢は存在しない。

　ベルの肩に支えられながら、進行を再開させる。

「……？」

　しばらく進んだ時だった。

　リュー達の進む通路が、様相を変える。

　上り一辺倒の階段。今まで上った分だけ下っていた上下の動きが消え、ひらすら上へと伸びる段差に何度もぶつかる。多層構造を取る37階層とはいえ、これだけ上方の道を強いる造りは珍しい。

　怪訝けげんに思っていたリューは、刻一刻と『疑念』に襲われるようになった。

（この地形……まさか……）

　階段は途切れない。上へ、上へ。

　まるで絞首台を上っているかのように、あるいは処刑台に導かれるように。

　抱いていた『疑念』は強い『確信』へと転じてしまう。

『深層』に落ちてから、最も冷たい汗が、リューの頰ほおを伝った。

　──なんてことだ。

　ダンジョンは、よっぽど自分達を葬りたいらしい。

　今、自分達が進んでいる道筋ルート──現在地に気が付いてしまったリューは、あまりの絶望に笑いたくなってしまった。

「リューさん？」

「……いえ、何でもありません」

　こちらの様子に気付くベルに、己の絶望が伝わらないように努める。

　絶望を表情の中に隠すことが、今のリューには精一杯だった。

「今、私達の現在地がわかりました」

「……！　本当ですか!?」

「ええ。道なりに進みなさい。大階段がある筈はずだ」

　事実だけを告げる。

　やがてリューの言葉通り、歪な段差を有する白濁色の大階段が現れた。

「これを上り、『この先』を越えれば……正規ルートに出られる」

　リューの言葉を聞いて、ベルの顔に光が差す。

　俄然がぜん力強く階段を上り始める少年に対し、リューは指し示すしかない一つの選択肢に口を噤つぐむしかなかった。

　ベルは、考えるべきだった。

　まだ正規ルートに辿りついていないにもかかわらず、リューが何故なぜ現在地を割り出せたのかを。迷宮都市オラリオ全域に匹敵ひってきする広大な37階層の中で見当がついたのかを。

　それは迷宮を進む上で重要な拠点ポイントか──あるいは最大警戒しなければならない地帯エリアに出くわしたことに他ならない。

　絶対に避けなければならない『危地』としてリューが記憶していた事実を見抜けなかったベルは、最後の段差を上りきった瞬間、何度目とも知れない戦慄せんりつを味わうこととなった。

「──────」

　それは特大の広間ルームだった。

　しかし明らかに、他の地帯エリアとは造りそのものが異なっていた。

　まずベル達の現在地、通路口の位置から広間ルームの床まで五〇Ｍメドルは存在した。遥はるか下の床には鋭い岩の突起が槍衾やりぶすまのごとく、びっしりと一面に生え渡っている。落下することは上級冒険者といえど死を意味していた。

　唯一の足場として築かれているのは、ベル達の目の前から伸びる長大な橋。

　それが薄闇の奥、空間の中心に据すわる巨大な『構造物』のもとまで続いている。

　その『構造物』の縁では、怪物モンスターと思おぼしき複数の影が揺れていた。

　そして今も打ち上がっている雄叫びは、もはや判別できないほどの『数』が折り重なっていた。『絶望』を覚えさせるほどの敵の『物量』を、ベルに報せてきた。

　立ちつくす彼の隣で、感情を押し殺したリューが告げる

「『闘技場コロシアム』……モンスターを無限に産み落とす殺戮さつりくの空間です」
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『闘技場コロシアム』。

　37階層の一箇所のみに確認されている大型空間。

　大型空間というだけあってその領域は同階層の中でも群を抜いているものの、正確な面積は測られていない。あまりにも危険なため、測量そのものが断念されているからだ。

　ベルの目視、感覚では、広間ルームの大きさは25階層の大空洞と同じか、それ以上に見えた。天井てんじょうは相変わらず闇に塞ふさがれており高さは判然としない。空気の流れが生まれているのか、岩の突起が生え渡る遥か下の床からは、ヒョオオオ、と峡谷に流れるような乾いた冷気の音が鳴り響く。あまりの規模スケールにベルは喉を震わせた。

　特筆すべきは、広大な大広間ルーム中央にぽつねんと座す、あの巨大な『構造物』だろう。

　その形状は迷宮都市オラリオにも存在するある『施設』を彷彿させた。

「円形闘技場アンフィテアトルム……？」

　巨大な円の形を描く構造はまさしくそれだ。

　燐光りんこうの薄明かりを放ち、闇の中に浮かんでいる。

　目の前から伸びる橋と接続されている白濁色の巨塊からは、今もモンスターと思しき怒りの雄叫びが頻しきりに打ち上がっていた。

「『闘技場コロシアム』とは、正確にはこの領域ではなく、広間ルーム中心にそびえるあの構造物を指します。その名の謂いわれは……いくら屠ほふってもモンスターが尽きない、その特異性」

　広間ルーム内にいるモンスター達に気取られないよう、地面に身を伏せるよう指示されたベルの隣で、同じ体勢のリューが口を開く。

「この空間ではモンスターの数が減った瞬間、即座にあの『闘技場コロシアム』から産まれ落ちます。定められた上限を決して割らない。つまり、無限です」

「……!!」

「小さく凝縮されたダンジョンそのもの……この空間はそうも言えるかもしれない」

　知っていた。

　一定数を上限に無限のごとくモンスターが湧わき出る『そういった領域』が『深層』にあることは、エイナとの座学でも学んでいた。

　しかし現実に目の当たりにし、リューの口からその事実を聞いた時、ベルは確かに心が絶望に蝕むしばまれるのを感じた。その事実がどれほどの意味を持つのか、上級冒険者になった少年には理解できてしまう。

　早い次産間隔インターバルを持ち、連戦を強制する『深層』でも、モンスターとの遭遇が途切れる瞬間は必ずある。しかしこの『闘技場コロシアム』は違う。通常の広間や通路とは異なり、倒しても倒しても切りがない。無限の戦闘が、冒険者が朽ち果てるその時まで続くのだ。

　怪物を産み続ける『無限の盃さかずき』。

　戦慄と畏怖をこめて冒険者達が名付けた『闘技場コロシアム』の別称である。

「第一級冒険者のパーティでさえ近付くことのない……37階層の危険領域が、ここです」

　その言葉にベルは今度こそ絶句した。

　第一級冒険者──あのアイズ達でさえ足を踏み入れない領域？

　同階層に眠る『階層主』と並ぶ、あるいはそれ以上の危険度を誇る最大の死地デッド・スポット。

　──ここを越えれば正規ルートに出られる。

　先程リューが口にしたその言葉の真意を、ベルはようやく悟った。

『希望を手に入れるためには、この深淵に等しい絶望を越えなければならない』。

　ぶわっと汗腺が開いた。

　伴って巻き起こるのは、頭を搔かきむしりたくなるような衝動だ。

　小広間ルームで息絶えていた冒険者達の遺骸。彼等の心を折った絶望が、ベル達のもとにも等しく押し寄せる。瞳を揺らすベルの唇から抑えきれない呼吸の破片が漏れ出し、その頰に無数の汗が伝った。

「……」

　そんなベルの横顔を、リューは盗み見ていた。

　ロングケープを纏まとうエルフは、被ったフードの奥で覚悟を決めたように、眦まなじりを決した。




「『闘技場コロシアム』を通り抜けるしかない」

　広間ルームの通路口から一度引き返した後。

　リューははっきりと告げた。

「リューさん、それはっ……」

「もとより、ここから引き返す選択肢はありません。私達にはそれだけの力も、装備も残っていない」

　場所は『闘技場コロシアム』に繫つながる大階段、その中間。

　リューは時間を惜しむようにバックパックから複数の道具アイテムを取り出し、ベルの方も見ず忙せわしなく手を動かしていた。

　リューが言っていることは事実だった。

　ベル達にここから別の道筋ルートを探索する力は残されていない。少なくとも、ここで正規ルートに辿り着けなければ37階層の脱出は極めて非現実的となる。

　生き残るためには、目の前に立ち塞がる『闘技場コロシアム』を越えるより他ない。


「ここが正念場…………いえ、避けようのない『冒険』を冒す、その時です」



　顔を上げ、じっと見つめてくる空色の瞳。

　ベルはそれに喉を震わせた後……頷うなずいた。

　汗を流し、心臓を打ち鳴らしながらも、自分を助けてきたリューを信じたのだ。

　ベルが寄せる全幅の信頼に、リューも頷き返す。

「でも、どうやって『闘技場コロシアム』を越えるんですか？　倒しても無限に現れるモンスターなんて、相手をしていたら……」

「当然、戦闘は全て回避です。モンスター達に気取られないよう『隠密』して、あの領域をくぐり抜ける」

　そう言って、リューは準備を進めていた手を止めた。

　両手を使って広げられるのは、一枚の黒い布だった。

「これって……」

「ええ、『スカル・シープの皮套ローブ』を繫ぎ合わせたものです」

　驚くベルにリューが説明する。

　リューはここまでのモンスターとの戦闘の中で、発生した『ドロップアイテム』のいくつかを吟味し、バックパックに収集していた。この『スカル・シープの皮套ローブ』もそうだ。

　予備の皮套ローブを裂いて作った糸と骨の針を用いて、繫ぎ合わせた二枚の皮套ローブ。

　それはちょうど人二人が収まるほどの被覆面積があった。

「……まさか、これを『隠蔽布カムフラージュ』代わりに？」

　階層全体に広がる薄闇と同化し、攻撃を仕掛けてくる『スカル・シープ』。

　散々苦しめられてきた『死の隠者』の『隠密』を今度は自分達が真似ようというのだ。その効果を痛いほど味わっているベルからしても、これならば確かにモンスターの視覚も欺けるかもしれないと、そう思えた。

「臭いの方も消します。今からすり潰すモンスターの臓器を、頭から被ってもらう」

「うっ……!?」

「気持ちはわかるが、耐えてください」

　手もとの袋を持ち上げるリューに、ベルは思わず鼻を押さえた。

　袋の底を赤黒い色に染めるのは『バーバリアンの心臓』を始めとしたモンスターの臓器だ。本来ならば強力な気付け薬の原料などに利用される『ドロップアイテム』だが、加工前の現物は厳重に密閉された袋越しにも悪臭を放っていた。モンスターの嗅覚に察知されないための措置とはいえ耐えがたいものがある。目尻めじりには涙が溜まり、リューの顔も能面のように表情を消していた。

　とはいえ、今のベルにはこれ以上のない作戦に思えた。

　皮套ローブの『保護色』の威力は身をもって知っている。臭いも打ち消せる。

　あとは物音にさえ注意を払って動けば、モンスターの知覚を誤魔化ごまかせる筈だ。

「『闘技場コロシアム』に出たことで、現在地も把握できました」

　次いで、リューは地図マップを取り出した。

「37階層に一つしかない『闘技場コロシアム』が存在するのは第二円壁と第三円壁の間、『戦士の間ま』。その中でも、真東の地帯エリアです」

　モンスターの襲撃を警戒しながら、片膝をつくベルの前に地図を広げる。血潮の筆ブラッド・フェザーで書き加えられるのは、『闘技場コロシアム』を示す大型の四角形。

「『闘技場コロシアム』の大型空間には東西南北、四つの出入り口があります。そのうち正規ルートに繫がっているのは、南の出口」

「それじゃあ南にさえ抜ければ……あ、でも、方位がわからなければどこが南側なんて……」

「広間ルーム中心に座す『闘技場コロシアム』は、北西側だけ複数の歪な柱が立っている。先程、形状を見て包囲も割り出せた。今、我々がいるのは北側の入り口……つまり対面側が南です」

『闘技場コロシアム』から少し離れて書き記される正規ルート、その対面側の空間出入り口にベル達の現在地が書き記された。リューは記憶した『闘技場コロシアム』の景色と己の中に眠っている知識をもって、現況と進むべき道を理路整然と語った。

　舌を巻くのはベルである。

　心が折れても不思議ではない状況を前に、次々と正しい判断を下すエルフの怜悧れいりな相貌に、目を奪われてしまう。

「リューさんは……やっぱり、すごいですね」

　不意に唇から落ちたのは、そんな言葉だった。

「クラネルさん……？」

「こんな状況なのに、冷静に考えて、正しい選択ができて……僕は助けられてばっかりです。リューさんがいなかったら、この『深層』から抜け出すことなんて……」

　黙って聞いていたリューは、ベルのその言葉に一瞬だけ、後ろめたい表情を垣間見かいまみせた。

　まだまだ至らない自分を悔しがるベルは、それを目にすることはできなかった。

「……クラネルさん、知識を『知恵』に変えなさい」

「知識を、知恵に……？」

「はい。知識が行動に紐ひも付き、応用できるようになれば、貴方はもっと誰だれかを助けられるようになる。もっと、強い冒険者になれる」

　ややあって、リューは口を開いた。

　その言葉はまるで、空色の瞳に映るベルに在りし日の自分リューを重ねているようだった。

　それはリューに根付いている教えにも聞こえた。

　ベルが深く頷くと、リューは一瞬だけ微笑を見せた。

「正規ルートの形状、あとは地図作成マッピングの方法は覚えていますか？」

「……？　はい、正規ルートは大型の通路、横道にさえ逸それなければ、連絡路まで辿り着けて……地図作成マッピングの方は十歩から二十歩換算で記していく……」

「上出来です」

　リューに授さずけられた知識を反芻はんすうする。

　地図作成マッピングの方もにわか仕込みだが、小休憩レストの度に教えられていた。

　満足そうに目を細めるリューは、腰に巻き付けていた小鞄ポーチを差し出してくる。

「『火炎石』は残り三つ。一つは貴方が持っていなさい」

「え、でも……」

「ここから先、何が起きるかわからない」

　これまではリューが後衛として道具アイテムを管理し、ベルを支援してきた。それをこの時機タイミングで分担する。

　有事の際に危険性リスクを半減させたい。どんな状況に陥っても片方が対処できるように。

　そう諭されるベルは、怪訝けげんに思いながらも小鞄ポーチを受け取った。リューは別段間違ったことを言っていなかったから。

　小鞄ポーチの中には、うっすらと紅く発光する『火炎石』の他に、『闘技場コロシアム』と南の先の正規ルートが記された地図マップが入っていた。

「……」

　ベルは胸に巣食う『違和感』を、言葉にすることができなかった。

　そんな彼を他所よそに、リューは立ち上がり、告げた。

「行きましょう」
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『闘技場コロシアム』には四つの橋がかかっている。

　東西南北から伸びる橋が広間ルーム中心の『闘技場コロシアム』と繫がり、ちょうど十字の形を描いていた。

　白濁色の石で構築される橋の幅は六Ｍメドルほど。手すりなどといったものは無論ない。誤って足を踏み外そうものなら、遥か五〇Ｍメドル下の地面に落ちることになる。

　即死は免れない無数の岩槍の中に。

「っ……」

　リューと身を寄せ合い、頭から『スカル・シープの皮套ローブ』を被るベルは、息をひそめて橋の上を渡っていた。

　モンスター達のいる『闘技場コロシアム』まで辿り着いてからが本番。そんな気楽な心持ちでいられる筈がない。この空間に侵入者がいるとバレた瞬間、ベル達は『終わる』のだ。無限の物量が二人の冒険者に殺到する。緊張しないわけがなかった。広間ルームの底に生え渡る岩石の突起群に仰ぎ見られながら、じりじりと進んでいく。

　眼下をよく見れば、突起の間を蠢うごめく無数の影が存在した。

『ペルーダ』だ。蜥蜴のように突起に張り付いてはしゅるしゅると音を立てて移動している。これではロープを使って地面に降り、『闘技場コロシアム』を迂回するという手段も使えないだろう。むしろ猛毒に冒され炎に巻かれる地獄が待ち受けている。

　突起に貫かれた鎧よろいと骨の骸を橋の下の光景から見つけてしまったベルは、喉を鳴らした。

　広間ルーム中心にそびえる『闘技場コロシアム』とは異なり、石橋の上は静かだった。

　そしてその静寂は、むしろベル達を脅かす『毒』だった。

　存在を気取られれば一巻の終わり。足音はおろか呼吸にも細心の注意を払い、にじり寄るように石造の橋を渡っていく。皮套ローブに針で無数の穴をあけて前方を見えるようにしているとはいえ、狭い視界はベル達の神経を圧迫した。遅々とした歩みも相まって、永遠に終わることのない行程に身を委ゆだねているのではないかと錯覚してしまいそうになる。

　ベルの震える呼吸が、リューの耳に何度もかかる。

　リューの生温かい吐息もまた、ベルの首もとを幾度となく撫なでた。

　不意に、小石がパラパラと音を立てて橋から落ちた。自然に剝はがれ落ちた破片だった。

　ベル達は凍りついたように足を止め、息を殺す。

　石橋の下、『ペルーダ』達に不穏な気配は見られない。

　問題ない。

　察知されてしまえば、たちまちけたたましい咆哮ほうこうが静寂を破り、死の宣告を告げてくる。

　だから大丈夫。

　まだ大丈夫。

　まだ、自分達の命は終わっていない。

　彫像のように固まった足へ必死にそう言い聞かせ、ベルは再び、進み始める。

「あれが……『闘技場コロシアム』」

　永遠にも感じられた橋の道を越え、間近に迫る白石の構造物に、息を呑む。

　威容と迫力を備える圧倒的な質量の塊。狂いのない正円を描くその直径は、あの摩天楼施設バベルにも近しいかもしれない。

「……行きましょう」

「……はい」

　リューに促され、残されていた橋の道を踏破する。

　ベル達が足を踏み入れたのは石橋と接続する『闘技場コロシアム』の外縁部。

　そこに立つことで、ようやくベルは外からでは窺えなかった『闘技場コロシアム』の構造を目にすることができた。

　まず、内側は円形闘技場アンフィテアトルムと同じようにすり鉢状となっていた。

　六層の広大な段差プレートが階段状となっており、最底部には円形空間フィールドが存在する。円形闘技場アンフィテアトルム風に言えば前者が『観客席』、後者が剣闘士が戦う『アリーナ』となる。円形空間フィールドは『闘技場コロシアム』外の岩槍の床と等しい位置だ。

「────っっ」

『闘技場コロシアム』の造りを認めるのと同時。

　眼下の『光景』を見たベルは、『闘技場コロシアム』という名の謂れを真の意味で理解した。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオ！』

『────────────────ッッ！』

『闘技場コロシアム』内には吐き気を催すようなモンスター達がひしめいていた。

　しかし違う。悪夢のような怪物の坩堝るつぼを見てベルは衝撃に撃ち抜かれたのではない。

　モンスター達が、殺し合っていた。

　ずっと途切れることのなかった怒りの雄叫びを上げ、容赦ようしゃなく、同族に喰らいついては引き裂いている。

「……この領域のモンスターは、侵入者が立ち入った瞬間以外、日々同族と争い続けていると聞きます」

　戦慄を隠せないリューの呟つぶやきが、ベルの耳を素通りする。

　最底部の『アリーナ』には勿論、『観客席』に当たる段差プレートの上にも無数のモンスター達がおり、激しく交戦していた。

　ベルとリューの近く、五段目の段差プレートでぶつかり合う『リザードマン・エリート』と『スパルトイ』の群れ。骨の戦士達によって蜥蜴の戦士達は淘汰とうたされる。

　その斜めの奥では『ルー・ガルー』の頭をかち割った『バーバリアン』が雄叫びを上げていた。噴出する血飛沫ちしぶきに彩いろどられるその個体の体毛は逆立ち、角もより太く強靭きょうじんで、明らかな『強化種』であることが見て取れる。しかし、そんな大型級も背後から『スカル・シープ』の大群に襲いかかられ、断末魔の悲鳴を上げて八つ裂きにされた。

　そして、モンスターが屍しかばねに変わる都度、『闘技場コロシアム』の随所で亀裂が生じる。

　段差プレートの床から、『アリーナ』に隣接する壁面から、種族バラバラのモンスター達が入れ替わるように産まれ落ちていった。絶命した側から誕生するモンスターの循環サイクルは、もはや尽きることのない『補充』という表現に近い。

　眼下に広がるあらゆるものが、この領域の特異性を物語っていた。

『闘技場コロシアム』という危険性と、異端性を。


「……っっ」



　口もとを手で覆う。

　漏れ出そうになった動揺と戦うのに必死だった。

　繰り返される永遠の生と死。

　これまでの中で最も、ベルがダンジョンの『神秘』を感じた瞬間だった。

　いや、再確認したのかもしれない。

　想像を絶し、人智を超えた、おぞましい『超常の力』を。

「行きましょう……立ち呆ほうけている時間は、ない」

「……はい」

　この渦巻く熱気が、獰猛どうもうな殺意の嵐が自分達に向けられた瞬間、必ず死ぬ。そう確信するに十分な光景。リューの囁ささやきに、ベルはかろうじて頷いた。

　眼下の光景から何とか視線を引き剝がし、進み始めた。

　ベル達の現在地は『闘技場コロシアム』の北端。北側の石橋と繫がる接続部だ。最上階にして外縁部に当たる段差プレートの六層部分にも当たる。

　ここから目指すのは逆側の『闘技場コロシアム』南端。一直線に進めれば話は早いが、今もモンスター達が激しく争う円形空間フィールドを突っ切ることは自殺行為だ。よってこの六層の段差プレートに沿って南方の橋を目指す。

　ベル達から見て右手、『闘技場コロシアム』の北西側には、事前にリューが話していた通り複数の歪な柱──巨大な岩の突起が林立していた。外縁部に当たる六層段差プレートは存在しない。三層の段差プレートまでは存在するが、あそこまで下りてしまえばいくら『隠密』をしていてもモンスターに察知されるだろう。争いの余波を受けて皮套ローブが吹き飛ばされました、では話にならない。

　よって、進路は北から東に進む左手の六層段差プレート。

（モンスターとの距離が近い……！　雄叫びを直接浴びせられてるみたいに！）

　ひりつくような緊張感は健在だった。いや、モンスター達の気配が間近に迫っている分、ここが生死の境界だという認識が強い。隣接する五層目の段差プレートをモンスターが行き来する度に、ベル達は完全な停止を余儀なくされた。

　ただ、幸いと言っていいかはわからないが、『闘技場コロシアム』は異臭も際立っていた。

　際限のない同族モンスター同士の殺し合いが死骸をぶちまけ、そのまま放置されているのだ。『魔石』を失っても残る怪物の宝ドロップアイテム──モンスターの肉片が強い刺激臭となって広大な空間に染しみついている。ベル達冒険者の臭いに気付かれることはまずないだろう。むしろ、むせ返るのに耐えるのに苦心しそうだった。

　──この異臭の中には、忘れ去られた冒険者のものも混ざっているのだろうか。

　──自分達も見つかってしまえば、壁面を汚すあの血のシミの仲間入りをしてしまうのか。

　湧き起こる疑問からベルは全力で目を背けた。

　今だけは己とリューの生存だけに集中する。

　途切れないモンスター達の吠声が、被っている皮套ローブの上からベル達を揺すった。

（……ダンジョンは……何のために、こんな空間を……）

　音をたてず、極限状態の『隠密』を続けながら、ベルは思う。

　管理機関ギルドの記録によれば、この『闘技場コロシアム』は三十年ほど前に突如として現れたらしい。

　もとはいくつもの巨大な岩盤が折り重なっていただけの広大な広間ルームが、気付けばこのような特殊地形に変化していたと、冒険者達の報告によって明らかとなっている。

　無限の盃。無限の闘争。始まりと終わりが同一点上にある、怪物モンスターの輪廻りんね。

　この『闘技場コロシアム』は侵入者たる冒険者達を嵌はめ殺すための迷宮の陥穽ダンジョン・ギミック？

　あるいはモンスター達を殺し合わせるための舞台？

　それとも何の意志も介在しない、ただの偶然の産物？

　蔓延はびこる闇は何も答えてはくれない。

　一介の冒険者の疑問など取るに足らないとでも言うように、遠吠ぼえが聞こえてきた。

「東側の橋……」

　やがて、ベル達から見て左手に伸びる橋のもとまで辿り着いた。

　ベル達が渡ってきた北側の橋と同じ造りの石橋が、大広間ルームの壁面まで続いている。

「リューさん……この東の橋を渡った先、『闘技場コロシアム』を出た東側は正規ルートに繫がっていないんですか？　もし繫がっているなら、南の橋まで行かなくても……」

「残念ながら、東の出入り口からは正規ルートには出られない。南口と西口は『闘技場コロシアム』を迂回する形で迷宮が繫がっているのですが……我々の進路は南以外にありえません」

　極度の緊張に耐えかね、つい甘い考えを口にしてしまうが、あえなくリューに否定される。北西側に生える巨大な柱群さえなければ西口から『闘技場コロシアム』を後にできたという事実を、ベルは歯痒はがゆく思ってしまった。

　ともあれ、ようやくこれで半分。

　扇形を描く東から南にかけての外縁部を進んでしまえば、目的の橋に辿り着ける。

　──そう思っていた矢先のことだった。

「……!!」

　二匹の『ルー・ガルー』が、ベル達のいる六層部分に躍り出てきたのは。

　距離が近い。一〇Ｍメドルもない。咄嗟に身を屈めたベル達の呼吸が止まる。

　胸の中で、鼓動の音が大きくわなないた。


『ゥゥゥ……』



　狼頭のモンスターは周囲を窺っていた。

　足場に顔を近付け、かと思うと首を何度もひねらせ、鼻を頻りに鳴らす。

　どうやら何かの『臭い』を感じ取っているようだった。ベルの体温が焦燥に焼かれるように上昇する。リューが、顔を歪めているのがわかった。


（行けっ、行けっ、行けぇ……！）



　薄闇と同化する皮套ローブの下で、念じて、願って、祈る。

　そして。

　振り向いた獣の眼と、皮套ローブ越しに目が合った。

（────────）

　ベルの心臓が破裂しそうなほどに震えた瞬間。

『……グルゥゥ』

　モンスターは背を向けて、ベル達のもとから離れ出した。

　五秒、十秒が経たっても、もう振り返る気配はない。モンスター達はベル達の『隠密』を見破れなかった。完全に難を逃れたのだ。

　途端、限界まで強張こわばっていた筋肉が解けた。

　あまりの脱力に吐息が音を立てそうになり、リューがそっとベルの口を手で覆ってくれた。

（切り抜けた……）

　高まっていた鼓動の音がもとの律動に戻っていく。

　ベルの全身を、安堵が支配した。

『ギャアアアアアアア……!!』

　その時。

　ベル達が関知しない『闘技場コロシアム』のどこかで、一匹のモンスターが絶命した。

『魔石』まで打ち壊されたその個体は灰へと還る。

　それと入れ替わるように、当然のように、新たな命が産まれ落ちる。

　産声の先は、人間達の真下だった。

「─────」

　ビシリッ、と。

　己の足もとで走った亀裂に、ベルの時が止まる。

　リューもまた凍結する。

　彼等の反応を許すことなく──亀裂が走った段差プレートより白骨の腕が飛び出した。

『オオオオオオオオオオオオオッ!!』

　ベルの足を捉とらえる骨の五指。

　勢いよく床から全身を出現させる白骨の戦士の名は、『スパルトイ』。

　足首を摑つかみ上げたモンスターはそのまま少年を宙づりにし、彼等が被っていた『隠蔽布カムフラージュ』を取り払った。

『闘技場コロシアム』に点在する無数の眼が、怪物の殺意が。

　あらわになった人間達のもとに集まった。

「──うぁあああああああああああああああ!?」

　恐怖とも知れない雄叫びを上げ、己の足首を摑み上げる骨腕を《ヘスティア・ナイフ》で切断する。

　ベルが地面に落ちる間、リューが咄嗟に肩から体当たりを行い、『スパルトイ』を『闘技場コロシアム』の外へと押し飛ばした。叫喚きょうかんの後に響く、何かが砕けて貫かれる音。

　けれど、もう全てが遅い。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!』

　広間ルーム全体を揺るがすほどの鯨波げいはを上げ、モンスター達がベル達のもとを目指す。

「走れッッ!!」

　なりふり構わないリューの激声、聞くが早いか発走するベルの両脚。

　リューの手を取って、全力の逃走劇に身を投じた。

「はぁ、はぁ、はぁっ!?」

　迎えてしまった最悪にベルの呼吸が乱れる。

　繫いだこの手だけは離さぬように握り締めながら、扇形を描く『闘技場コロシアム』の南東部、残されている活路を駆け抜ける。

　絶え間ないモンスターの咆哮が、敵意が、殺意が、ベルの横顔に、リューの背中に、二人の影に追いすがってくる。

　耐え切れず背後を振り返ってしまったベルは、頰を痙攣させた。

　燐光に照らされる蠢うごめく数え切れない影、モンスター達の輪郭が、まるで巨大な黒の箒星ほうきぼしとなってベル達のもとへ集おうとしている。

　比喩抜きで、『闘技場コロシアム』中の全てのモンスターがベル達を標的にした。

　怪物達の大軍が、冒険者達のもとへ殺到していた。

　それは呑み込まれたら最後、骨さえ残らない荒れ狂う濁流だ。


『ガァァァァァァァァァ！』



『オオオオオオンッ！』

　五層、四層の段差プレートにいたモンスター達が跳躍あるいは壁をよじ登り、六層の段差プレートに現れる。

　自分達の前に立ち塞がるモンスターという名の林。

　三々五々と、自分達の進路を阻もうと集まってくる。

「どけぇええええええええええええええええええええ!?」

　打ち上がるベルの叫び声は、悲鳴にも、懇願にも聞こえた。

　石剣を振り被って接敵した『リザードマン・エリート』の胸部に《白幻はくげん》を打ち込む。大量の灰が崩れ落ちるより早く飛びかかる三頭の『ルー・ガルー』には巨人の襟巻ゴライアス・マフラーが巻かれた左腕の薙なぎ払い。がむしゃらに振り回される鉄鎚てっついのごとき横殴りの拳こぶしに、爪つめと牙を砕かれモンスター達は吹き飛ばされる。

　しかし、そんなベルをあざ笑うかのように、『スパルトイ』の群れが剣と槍を突き込んできた。


「っっ……!?」



「まともに戦うな!!　進路だけを確保しなさい！」

　肌を抉えぐられ後方に倒れかけるベルを他所に、余裕などないリューが獣のような前傾姿勢をとってサーベルを一閃する。負傷した右足を庇かばいながら倒れ込むようにして放たれた一撃は地面すれすれを走り、『スパルトイ』達の脛骨けいこつを切断した。

　重なる三つの転倒。目を見開くベルは阿吽あうんの呼吸で伸ばされたリューの手を取り、ぐいっと引き寄せながら、そのまま疾走した。

　踏み込まれたブーツが『スパルトイ』の頭を砕くも一顧だにせず、続々と立ち塞がるモンスターの壁に左手を突き出す。

「ファイアボルトッッ!!」

　取っておいた精神力マインドさえ用いて四連射された『速攻魔法』が敵勢の突撃をはね返す中、ベルは発生する炎風にも委細構わずリューとともに突っ込んだ。

　モンスター達の群れの中に体をねじ込み、強行突破。もがき苦しむ爪が、遮二しゃに無二むにに振るわれる石剣ネイチャーウェポンが、二人の肌を裂いては抉って傷付ける。

　幾多の怒りの吠声とすれ違いになりながらモンスター達の林を抜ける。もはや群れもせず間断なく襲いかかってくる個体には、蹴りや《冒険者の遺剣つるぎ》をお見舞いしてははね飛ばし、『闘技場コロシアム』の外へと叩き落とした。

　背後から押し寄せる怒涛どとうのごとき敵群には、追いつかれると悟るや否いなや、

「クラネルさん！」

「!!」

　リューが紅の輝きを投擲した。

　虎の子の『火炎石』。背後に弧を描いて投じられた爆弾を、ベルは振り向きざま狙い撃つ。

　見事に着弾した炎雷が、大爆発を引き起こした。


『～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ァァァ!?』



　モンスターはもとより『闘技場コロシアム』の外縁部まで爆砕する焰ほむらの大華が、多くのモンスターを地の底へと落下させる。後方の六層段差プレートの一部が雪崩なだれのように轟然ごうぜんと崩れ落ちていくのを脇に、ベル達は間近まで迫った追撃を振り切る。

　だが──

『アアアアアアアアアアアアアッッ！』

　ベル達がモンスターを倒す度に、新たな産声が上がった。

　第一級冒険者にさえ恐れられる『闘技場コロシアム』の真骨頂。止まらない流出。何度もベル達の進路に蜘蛛くもの巣のような罅ひびが生じ、僅差きんさで通過したかと思うとモンスターが飛び出してくる。

　撃破に意味はない。

　モンスターの追撃に、終わりは来ない。

（──駄目だ）

　五層目の段差プレートを跳び蹴り真横から襲いかかってくるモンスター達を必死に往いなす中、頭の片隅で理性が冷酷な呟きを発する。沸騰していた頭に冷たい血が通った瞬間、灰に染まった思考が喘いだ。

　今も手を繫ぐリューは満足に走れない。

　負傷した彼女を抱えながらでは、どこかで追いつかれる。

　それにもし橋を渡って外に脱出できたとしても、『闘技場コロシアム』のモンスター達が付いてくれば終わり。無限という名の行列パレードがベル達を殺すまで追ってくる。

　駄目だ。終わった。リューも言っていた。見つかればそこで終焉なのだと。

　もはやこの逃走に意味はない。

　もう、助かる道は──

「──まだだっ!!」

　弱い心の声をはねのけるように、ベルは叫んだ。

　このまま自分が渾身こんしんをつくして全力で逃げればいい。

　南の橋を渡りきった後、『魔法』で橋を落としてしまえばいい。

　追撃を躱す方法はいくらでもある。いくら不可能だろうが実現してやる。荒唐無稽だろうが絵空事だろうが、子供の我儘わがままだろうが。そうしないと、ベル達の命は潰ついえてしまうのだから。

「まだっ、まだっっ！」

　叫びながらリューの手を離し、前方に立ち塞がった『バーバリアン』に斬りかかる。剛腕をかいくぐり片足を切断。悲鳴を上げて体勢を崩す巨体を左手で突き飛ばし、奥にいる『オプシディアン・ソルジャー』達を解体してみせた。

　──そんな奮戦を続ける少年の後ろ姿に対し、リューの表情は苦渋に歪んでいた。

『未来』をひたすら求める深紅ルベライトの瞳とは異なり、その空色の瞳は『現実』を見据えようとしている。残酷な世界から目を逸らさず、冷酷な選択を下そうとしている。

　少年の知らないところで、ギシギシと『秤はかり』の軋きしむ音が鳴っていた。


「はぁ、はぁ……！　南の橋……!!」



　体力と精神力マインド、そして多くの傷を支払い、ベル達はとうとう『闘技場コロシアム』の南端部に辿り着く。

　南へ真まっ直すぐ伸びる橋にベルは希望を見出そうとしたが、

『オオオオオオオオ────！』

「……!?　『闘技場コロシアム』の外から!?」

　折り重なる咆哮を聞きつけてか、正規ルートに繫がる『闘技場コロシアム』の出入り口から、モンスターの集団が現れた。

「そんな……!?」

　まさかの挟撃。

　今も橋を渡ってこちらへ向かってくる前方の敵、後方から迫ってきている無限の敵。このまま石橋に突入しても二つの波に挟み撃ちされるのは明白だった。たとえここから蓄力チャージして前方のモンスター目がけ速攻魔法ファイアボルトを放っても、一掃できる数ではない。

　橋を渡り切る前に、橋を落とす前に、前後から呑み込まれてしまう。

　そして逃げ場のない橋の上で挟撃されることは、確実な死を意味する。

　ベルの相貌が焦燥に燃えた。


「…………」



　だから、ベルは気付けなかった。

　自分の真後ろで、リューの眼差まなざしがふっと遠ざかったことを。

『秤』が、ゆっくりと傾いたことを。

「──クラネルさん！　橋へ進みなさい！」

「えっ!?」

「前の敵の殲滅せんめつを！　背後の敵は私の『魔法』で何とかする！」

　一転して疾呼したリューの指示に、ベルは耳を疑った。

　挟撃されたとなれば確かに二人が前後の敵に対処するしかない。しかしこの場合、後方の敵を受け持つリューの位置は『殿しんがり』だ。無限の敵を迎え撃つのなら、まだ動けるベルが担った方が生還できる可能性がある。

　ベルは咄嗟に異を唱えようとしたが、

「【今は遠き森の空。無窮むきゅうの夜天に鏤ちりばむ無限の星々ほしぼし】──」

　リューが始めた詠唱によって、封じられてしまった。

　高速詠唱に集中するため立ち止まったリューの行動は変えられない。それは致命的な時間の損失ロスに繫がる。

　この時点で、ベルの選択肢は前の敵を受け持つしかなくなった。

「くっ……!?　すぐ戻ります！」

　洪水のように押し寄せてくるモンスターの大群、そしてこちらに背を向けるリューを一度見やったベルは、南の橋へと進んだ。

　橋の接続部にリューを残し、突き進んでくるモンスターの塊とぶつかり合う。

「ああああああああああああああああああああああああああああっっ！」

　渾身の力でモンスター達を駆除する。

　リューに教えられた通り『魔石』への一撃必殺を何度も繰り出し、足技を交えて石橋の下へと蹴り飛ばした。『魔法』も躊躇ちゅうちょなく発動し、たひたすらに暴れ回った。

「【愚かな我が声に応じ、今一度星火せいかの加護を。汝なんじを見捨てし者に光の慈悲を】」

　速攻の詠唱を背中で聞く。

　風のように疾はやいその歌を。『威力』を度外視されたその旋律を。

「【来きたれ、さすらう風、流浪るろうの旅人ともがら。空を渡り荒野を駆け、何物なにものよりも疾とく走れ】」

　響き渡る衝撃、耳を聾する轟音。

　吐き出された『ペルーダ』の息吹ブレスを種火にして最後の『火炎石』を使ったのだろう。迫りくるモンスターの洪水を遠ざけたのだ。あるいは爆煙の中に身を隠し、モンスターの捕捉を振りきっているのかもしれない。どちらにせよ巧妙な立ち回りを演じているに違いない。

　流石さすがリューだ。流石【疾風しっぷう】だ。

　ベルの思いつかない百戦錬磨の戦術で死地を切り開いてくれる。

　リューを信じていれば、どんな危機も乗り越えられる。この『深層』だって脱出できる。

　彼女さえ信じていれば。

「【星屑ほしくずの光を宿し敵を討て──】」

『魔法』の完成を告げる最後の詠唱文。

　橋の上にいるモンスターはまだ数多く残っており道を確保できていないものの、この時機タイミングでリューを迎えにいかなければ間に合わなくなる。

　ベルは歯嚙がみしながら、橋の中間地点から引き返そうとした。

　引き返そうとして、振り返った。

「──────」

　そこで、空色の瞳と目が合い、思考が止まった。

　こちらと相対しているリューを見て、時が停止した。

　リューは、巧妙な立ち回りなど演じていなかった。

　リューは、最低限の攻防のみで、その身を傷だらけにしていた。

　彼女は今、食い止めるべきモンスターに背を向けていた。

　彼女はこの時、発動する『魔法』の砲口を、何故か、橋のもとへ向けていた。

　体をボロボロにし、翅はねをもがれた妖精は、ベルに微笑ほほえんでいた。

　──何をして!?

　ベルの喉からその声が迸ほとばしるより早く。

　リューは、今まで聞いたことのない優しい声音で、『魔法』を紡つむいだ。




「【ルミノス・ウィンド】」




　風を纏う光玉がリューの背に現れ、射出される。

　先行した一つの光弾が、下からすくい上げるように、立ちつくすベルの鎧に着弾した。

　衝撃に呻うめくより先に感じたのは、体を包み込むような風だった。

　光玉の纏う風がベルの足を橋から浮かせ、舞い上がらせる。

　モンスター達に仰がれながら、弧を描いて後方へと、橋の奥へと吹き飛ばされる。

　すなわち『闘技場コロシアム』の外へ。

「────」

　次いで星屑の魔法が降りそそいだのは、橋。

　残りの光玉が何連発も炸裂し、煙を放ちながら石橋を破壊した。崩れゆく橋の上にいた残りのモンスター達は地の底へ落下していく。

　空中を舞うベルは、全て見た。

　目を見開いたまま、届かない右手を伸ばしていた。

　希望の橋を落とし、絶望の崖に残ったエルフに。

「──リューさぁんっ!?」

　地面に背中が激突した瞬間、止まっていた時が打ち砕かれる。

『闘技場コロシアム』の外、通路口に吹き飛ばされたベルは彼女を呼んだ。胴体を押さえ何度も咳せき込みながら、その名を叫んだ。

　視界の奥には、変わらないリューの微笑があって。

　──どうして！　なんで！　こんなこと!!

　激情が、悲憤が、言葉の形も繕えず胸の中で暴れる中、彼女は口を開いた。

「これでいい……」

　届くことのない声の代わりに、唇の動きはそう言っていた。

　ベルには、わかってしまった。

　リューは『選択』したのだ。

　何の打開策もなく死地を切り抜けようとしたベルとは異なり、冷静に現実を見据えて。

　どうあがこうが共倒れが避けられない状況で、自身を切り捨てた。

　ベルを生かすために。

「嫌だっ、嫌だっ!?」

　自分を突き放す真似をしたリューに、子供のように喚き散らす。

　母親のように、姉のように自分を守ったその手に、叫び返す。

　しかしどんなに喚こうが、リューのもとへ辿り着く橋はもうない。いくら助走を付けようが彼女のいる対岸まで跳んでいける距離ではない。

　二人を隔てる闇の川はまさしく絶望と、覆せない別離を言い渡してきた。

「いきなさい……」

　最後に、その声が聞こえた。

　行きなさい？　生きなさい？

　ベルの生を願う空色の瞳が、最後までこちらを見つめていた。

　間もなく、迫りくるモンスターの影を背負う彼女の姿は、舞い上がる煙の奥に消えた。

「──ぅああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　身を切るような慟哭どうこくを放ちながら、ベルは『闘技場コロシアム』に背を向けて走り出した。
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「それでいい……」

　遠ざかっていく少年の叫び声に、リューは目を細めた。

　やはりダンジョンは、リュー達に『選択』を突き付けた。

　犠牲を伴わなければ何もかも失ってしまう『局面』を、岐路を。

　故ゆえにリューは決断した。

　自分を切り捨て、ベルを救うための選択を。

　ベルの信頼を逆手に取って。

　自分の指示を疑わず、盲目的に信じてくれた少年の純真を利用したのだ。

　もとより覚悟の上だ。未練はない。

　だが、罪悪感は残る。少年を騙だましてしまったこと、それだけが唯一心苦しい。

（地図も、道具も渡してある……教えられる限りのことは叩たたき込んだ……もう私がいなくても、いや私という荷物さえ消えれば、彼は『深層』から脱出できる……）

　リューはこの行動が少年を苦しめると理解していた。

　それでも、あの少年には生きてほしかった。

『罪』を背負った自分などより、ずっと。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！』

　感傷の暇も許さず、背後からモンスター達の叫喚が迫る。

　ベルはもう逃がした。『闘技場コロシアム』でいくら屠ろうともモンスター達は復活する。リューにはもう戦う意味はない。

　けれどリューは、最後まで抵抗することにした。

　一介の冒険者として、ただでは命をくれてやらないと。

「それに……最後まで苦しまなければ、アリーゼ達と合わせる顔がない」

　橋が消えた六層段差プレートの接続部、『闘技場コロシアム』の南端部で、眼前にまで迫ったモンスター達に振り向き、膝を曲げ、跳び上がる。

　負傷した右足を庇った不完全な跳躍。けれど十分な高度。一斉に飛びかかった一部のモンスターが崖の下へと落ちていく中、数多あまたの眼は頭上を跳ぶリューを見上げた。

　五層目の段差プレートに着地。失敗。倒れ込むリューをすかさず覆う影。

　振り下ろされる『スパルトイ』の棍棒こんぼう。

　それを転がって回避し、手を払うようにして立ち上がる。

『闘技場コロシアム』の内部に落ちたリューを、モンスターの群れはなおも巨大な大蛇のように追いかける。それは哀れな一匹の贄にえを閉じ込めた怪物の渦でもあった。

　襲いかかる『ルー・ガルー』を、遺骸から拝借した刀で切り払う。

　腹袋を破くが、とうとう刀身が折れた。ここまでの助力に礼を言いながら手放す。

　新たな敵が来た。もはや容赦がない。たまらず四層へと避難。そこにも逃げ場はなく取り囲まれる。『魔法』を行使するだけの精神力マインドさえ残っておらず、『リザードマン・エリート』の体当たりを食らった。

　そして、落ちた先の三層目で、待ち構えていた一匹の『バーバリアン』に捉えられた。

「がっっ──!?」

　丸太のような足に蹴りつけられ、リューの体は空中へ。

　そのまま一気に『闘技場コロシアム』中心地にして最底部、円形空間フィールドまで落下する。

　背中を強打し、肺から空気を引きずり出されたリューは赤子のように体を丸めて苦しんだ。

　そんな彼女を、モンスター達が慈悲なく取り囲む。

　それは絶望的な光景だった。幾重にも重なった肉厚の包囲網。万の軍勢が傷だらけの敵将を追い詰めるがごとく。極上の首級しゅきゅうを挙げるため、ありとあらゆる爪牙そうがが唸うなりを上げる。もし同業者が外から目撃したなら、一も二もなく匙さじを投げて離脱した筈だ。

　翅をもがれた妖精に、モンスター達は興奮を隠そうとしなかった。

　我先に食らいつこうとして、他の同族を押し倒し、血と悲鳴が散る仲間割れが起きる。

　しかしそれすらも些事さじだ。取り囲む輪は段々と狭まり、リューの身を今にも蹂躙しようとしていた。


「……ぁぁ……ここが……」



　ここが死に場所。

　リューは今度こそ悟った。

　悔いはある。こんなモンスターの巣窟で死にたくないとエルフの矜持きょうじが叫んでいる。誇りも亡骸も残せず、怪物どもに辱めを受けたくないと。

　けれど、大切な存在ものは生かせた。

　冒険者の先達として、最後に自分の役目を果たせた。

　ならいいではないか。いいだろう？

　浅ましくも崇高な自己犠牲の上で、彼は救えたのだから。

　もう私リューは、かけがえのないものを失わずに済むのだから。

　そう囁き返すと、心の奥は黙った。面倒なエルフの矜持も溜飲を下げてくれたようだ。

　リューは儚はかない笑みを漏らす。

（シル……みんな）

　脳裏に蘇るのは『豊穣ほうじょうの女主人』。

　居場所を与えてくれたのに、勝手に去ってしまう不義理を詫びる。

　──ごめんなさい、せっかく救ってもらった命を散らせてしまって。

（アストレア様……）

　心を疼うずかせるのはまだ存命の主神だった女神ひと。

　今はもう思い出せない彼女の眼差しに、悲しみの声に、頭を下げる。

　──申し訳ありません、最後まで貴方の名を汚す眷族けんぞくであり続けて。

（アリーゼ……）

　そして、待ちわびるのは再会。

　心の最も深い場所でずっと望んでいた断罪の時が、贖罪しょくざいの時がとうとう訪れる。

　──どうか、どうか私を裁さばいて。

　迫りくるモンスターの包囲網を他所に、リューは頰を地面につけ、笑った。

　死を覚悟したいつかの路地裏と同じように。

　最期の時を迎え入れようと、ゆっくりと瞼まぶたを閉ざそうとした。

　だが──リューは見誤っていた。

　失念していた。

　自分が遠ざけた命いのちがどういう『存在』であるのかを。

　駆け抜けるあの白い髪が、いくら騙されようとも、いくら傷付こうとも、人のみならず怪物まで救ってしまう『お人好し』だということを。

　不屈を宿すあの深紅ルベライトの瞳が、切り捨てることも手放すこともできず、選択の天秤てんびんを打ち壊してしまう『愚者』だということを。

　復讐ふくしゅうを遂げた後、薄鈍うすにび色の髪の少女が、リューを救ってくれたあの時と同じように。

　彼女の手を握れる人間が、そんな最期を許す筈がないということを。




「あああああああああああああああああああああああああああああああああッッ!!」




　次の瞬間、『闘技場コロシアム』に炎雷が迸ほとばしった。

「─────」

　炎の轟声が轟とどろき、舞い上がる火の粉が円形空間フィールドの中央に倒れているリューのもとまで舞い落ちる。

　モンスター達の驚愕の気配を他所に、リューの見開かれた瞳はそちらに引き寄せられた。

　見えたのは、白い炎だった。

【過酷】の中で逆巻く、白い炎。

　白髪を振り乱し、炎の欠片かけらを纏いながら、一人の少年がモンスター達の前に現れていた。

「リューさぁあああああああああああああああああああああああああああああん!!」

『闘技場コロシアム』の外縁部、六層段差プレート。

　不意を打たれ混乱するモンスターを蹴散らし、ベルは突き進む。

　怪物の包囲網の一角、眼下で倒れ伏すリューのもとへ、真っ直ぐ。

「……なんで」

　リューは最初、何が起きたのかわからなかった。

　しかし混乱と怒声が交錯こうさくするモンスターの壁の奥、少年の瞳と目が合った瞬間、喉が張り裂けるような叫びを上げていた。

「どうして!?　どうやって!?」

　今のリューにとって悪夢のような光景に、震える手をついて顔を上げる。

　リューの心があらゆる感情と疑問によってぐちゃぐちゃにかき乱される。

　確かにベルは南方の通路から『闘技場コロシアム』を去った筈だ。なのにどうしてここにいる？　どうやってここまで辿り着くことができた？　橋をもう落としたのだ。上級冒険者といえど跳べる距離ではない。こんな五分足らずの時間で戻ってくることなんて──

　そこまで疑問の声に翻弄ほんろうされていたリューは、愕然とした。

「まさか──西側の橋から？」

　正解だった。

　広間ルーム南方の出入り口から駆け出したベルは、リューの救出を諦めたわけではない。

　彼女を救うために、『闘技場コロシアム』と繫がる西の出入り口へと回り込んだのだ。

　四つ存在する出入り口の位置上、『闘技場コロシアム』付近の地形は全て上に上る階段。詳しい道はわからずとも、ひたすら上に上る道筋ルートを選択していけばいい。この地帯エリア特有の地形が『闘技場コロシアム』のもとまで導いてくれる。そして『闘技場コロシアム』と南口と西口は迷宮部を経由して繫がっている。全てベルが事前に入手していた知識だ。

　リューが『深層』脱出のために授けた助言を、彼女を救うために用いた。

「馬鹿ばかなっ……馬鹿なっ!!」

　五層、四層、それどころか三層段差プレートにまで差しかかり、『闘技場コロシアム』を真っ直ぐ駆け下りてくる少年は、リューの想おもいなんて無視して近付いてくる。

　──どうして！　なんで！　こんなこと!!

　今度はリューが激情に駆られる番だった。

　どうして自分の願いを無駄にするのか。どうしてリューの言うことを聞いてくれない。

　このままでは二人とも死ぬ。無駄死にだ。

　貴方だけには、生きてほしかったのに。

『オオオオオオオオッ！』

「ぎっっ──」

　リューのもとへ一直線に向かおうと駆け抜けるベルの体を、『スパルトイ』や『バーバリアン』が横から打撃する。白い頭髪が血を吐き、その足が踏鞴たたらを踏む。

　無茶な特攻によってベルはあっという間にボロボロになっていた。

　血濡ぬれの体。ナイフも装備しておらず、モンスターに殺されかけている。もはや壊れかけの人形のようだった。

　もういい。逃げて。今からでも。

　唇が悲痛な叫びを飛ばそうとするも、間に合わない。

　吹き出る血も、凶悪なモンスターの壁も、少年は一切いっさい合切がっさい黙殺して、とうとうリューのいる円形空間フィールドに降り立ってしまった。

「──────────────────────────────ッッッ!!」

　もはや意味をなさない血の咆哮を上げ、少年の体が驀進ばくしんする。

　獣のごとく地を這はってモンスター達の足もとを、迎撃されそうになればたちまち地を蹴って頭上を、すり抜ける隙間もない鉄壁が立ち塞がれば炎雷の穿孔せんこうを。

　まともになど取り合わない。モンスター達の怒りの声も、己の肉体を削る爪牙も全て無視し、包囲網の中心にいるリューに向かって突き進む。

　怪物の壁を割って、自分自身を楔くさびに変え、一筋の白炎となって。

　──もう無理だ。もう無駄だ。もう意味などない。

　ベルがリューのもとに辿り着いたとしても、この無限の牢獄から脱出する術などありはしない。英雄譚たんの一幕のように男が女のもとに辿り着いても、その後に待ち受けるのは摂食という名の陵辱だ。ベルとリューは最後の言葉を交わす暇もなく無様な肉片を散らかすだろう。もう、リューの望みは灰燼かいじんと帰したのだ。

　酷ひどい裏切りだ。酷い自己満足だ。なんて残酷な優しさだ。

　己の胸に去来する情動を制御できず、リューは叫ぼうとした。

　その極めて愚かな勇姿を、力の限り罵ののしろうとした。

「────」

　しかし、そこで気付いてしまった。

　ベルの右手から放たれる微細の光を。

　鐘かねの音ねともに収斂しゅうれんする白光の粒子を。

　手の中に握り締められ、光粒が集束している真っ赤な紅玉を。

　その深紅ルベライトの眼差しが、何も諦めていないことを。

（まさか──）

　ナイフも装備せず右手が握り締めていたのは、『爆弾』。

　リューが少年に託した最後の『火炎石』。

　ベルはその『火炎石』に、蓄力チャージを敢行していた。

　それは『知恵』だ。リューの助言を受けて、己の知識を『一か八かの賭け』に紐づけたベルの『知恵』。

　かねてから行われていた【英雄願望アルゴノゥト】の検証。蓄力チャージの最大時間は四分、二ヵ所の蓄力チャージは不可能、効果は攻撃に関する行動アクションのみ。そして蓄力チャージは魔法でも己の拳でも、ナイフを始めとした『武器』も対象となりうる。

　大剣や神の刃ヘスティア・ナイフなど、装備した『武器』への蓄力チャージはこれまでの戦闘の中で何度も試している。己の手が接触さえしていれば『武器威力』の増幅ブーストは可能だと、ベルは識しっている。

　故に、手が握り締める『火炎石』に【英雄願望スキル】の力はそそぎ込める。

　もとより凄烈せいれつな爆炎を生む怪物の宝ドロップアイテムに、蓄力チャージを執行できる。

　一人のエルフを救うため、一か八かの『冒険』を冒せる。

「あああああああああああああああああああああああああああああああッッ!!」

　特大の『爆弾』を抱える血濡れの兎うさぎは吠え、モンスター達の壁を強行突破していく。

『闘技場コロシアム』南方から西方への迂回、これまでの包囲網の突破、その約五分もの行程の中で行われていた『並行蓄力チャージ』。

　鳴り響く鐘かねの音おと──経過時間は既に二百四十秒。

　最大蓄力フル・チャージ。

　白い粒子群が集束する紅玉が、内部から唸るかのような鈍い輝きを放つ。

　そして、

「リューさぁん!!」

　抜けた。

　捨て身の特攻、血と傷を代償にした渾身の走破をもって、モンスター達の壁を。

　駆け込むのは円形空間フィールドの中心地。

　燐光に照らされる妖精が倒れる場所。

　襟巻マフラーの巻かれた左手が、伸ばされる。

　過酷な『現実』に抗あらがう少年の手が、リューへと伸ばされる。

「────」

　時を止めるリューの脳裏に、追憶の断片が駆け巡る。

　戦友と論争を交わした『正義』の在りどころ。

『理想』と履き違えていた『正義の意味』。

　気が付けば、今のリューが本当の意味で追いかけられなくなっていた『一途な理想』。

『……もし、『理想』を叶えてしまう者がいたとしたら？』

　いつかの記憶。

　いつかの問いかけ。

『知らないの？』

　あの時、彼女は。

　かけがえのない知己ちきは、確かに言った。




『そういう人はね──『英雄』って言うのよ』




　差し伸べられた少年の手に、リューは自分の手を重ね合わせていた。

「ッッッ!!」

　抱き寄せられる。

　少年の胸の中へ、怪物の咆哮が集う無限の牢獄の中心へ。

　四方より迫りくるモンスター達、消失した逃げ場、リュー達の目の前にまで迫りくる爪牙。

　時の流れが限界まで引き伸ばされる中、少年の手の中で臨界を告げる鐘かねの音ねが響く。

　次の瞬間、投擲。

　頭上、『闘技場コロシアム』の中心に舞い上がる紅玉。

　宝玉と見紛うそれを、全てのモンスターが反射的に見上げた。

　──【英雄願望スキル】の性質上、ベルの手から離れた『武器』は瞬く間に蓄力チャージの効力を失い、溜め込んだ光粒を拡散させ、霧散させてしまう。

　だが、その一瞬を置き去りにする『導火線』を、彼は持っていた。

「【ファイアボルト】」

　放たれる『速攻魔法』。

　光粒の霧散を許さない炎雷が、紅玉を目がけて駆け上る。

　刹那──着弾。

　リューは見た。

　膨れ上がる爆炎を。

　この『闘技場コロシアム』で何度も巻き起こった緋色の火炎ではない、美しい白き閃光を。

　あらゆるものを吹き飛ばす、『純白の極光』を。

　頭上を仰いでいたモンスター達も、見開かれたリューの瞳も、『闘技場コロシアム』でさえも凄すさまじい輝きに照らされる。

　白い太陽と見紛う輝きが、炸裂した。

『────────────────────────────────────ッッッ!?』

　全てを呑み込む白光炎ホワイト・フレア。

　かき消えるモンスターの絶叫、耐えきれず崩壊する『闘技場コロシアム』の段差プレート。

　光と輝きが訪れる寸前、その身を抱き締められ床に押し倒されたリューの視界も、白化ホワイトアウトした。

　巻き起こる凄まじい轟音と熱波。身を襲う強い衝撃。

　意識もまた白く塗り潰されるのとほぼ同時、リューの体は浮遊感に包まれるのだった。

















　あの時もそうだった。

　あの日も、凄すさまじい爆発から始まった。

【厄災】の始まりを告げた、あの運命の日も。




　静まらない震動。遠くから残響してくる瓦礫がれきの音。

　それを聞きながら、リューは身を起こした。


「くっ……！」



　広間ルームは酷ひどい有様だった。大きく抉えぐれた壁面に、床に築かれるのはいくつもの大窪地クレーター。至る所に走った破壊の爪痕つめあとによって燐光りんこうは潰つぶれ、まるで夜が訪れたかのように闇やみが迷宮を覆っていた。

「みんな、無事!?」

「あっぶねえ～！」

「やはり『罠わな』だったか……爆弾で生き埋めとは、品がなさ過ぎて笑えるがな……！」

　周囲ではアリーゼ、ライラ、輝夜カグヤ、そして【アストレア・ファミリア】の団員達の声が上がる。瓦礫を蹴飛ばして立ち上がる彼女達の中には負傷している者もいるが、全員無事だ。

　その日、宿敵【ルドラ・ファミリア】を追い詰めるため『下層』に降り立った【アストレア・ファミリア】は、誘おびき出される格好で『罠』に嵌はめられた。大量に設置された『火炎石』による、広範囲及び無差別な爆撃行為によって。

　だが『罠』の臭いに目敏く感付いた小人族パルゥムのライラが警告を呼びかけ、間一髪で逃のがれることができた。

「なんで生きてやがるっ……【アストレア・ファミリア】の糞くそ女どもがぁ！　どれだけの『火炎石』をつぎ込んだと思ってんだ!?」

　膨大な火の粉を巻く煙の奥、喚わめき散らすのは【ルドラ・ファミリア】のジュラ・ハルマー。

　片腕も片耳も失っていない若かりし頃ころの調教師テイマーは、憎き敵の姿を見て怒りと憎悪に満ちていた。それと同時に、恐怖にも染まろうとしていた。

　不慮の事態も見越してダンジョン中にばらまかれた火炎石ばくだんの数、一〇〇以上。爆発の規模から言っても【ルドラ・ファミリア】の最後の罠だった。

　それをもってしても仕留められなかった正義の眷族けんぞく達に、ジュラを含めた【ルドラ・ファミリア】の団員達ははっきりと怯ひるんでいた。

「やってくれたわね、ジュラ。でも貴方達の悪巧みも、ここまでよ」

「っ……!?」

「終わりにするわ。闇派閥イヴィルスも、『悪』の時代も」

　アリーゼの言葉が男達の罪状を読み上げるように滔々とうとうと響く。彼女の後ろに控えるリュー達の鋭い眼差まなざしが、後ずさるジュラと他ほかの幹部かんぶ達を射抜く。

　とうとう追い詰めた【ルドラ・ファミリア】に、【アストレア・ファミリア】は正義の鉄鎚てっついを下そうとした──その時だった。







　ダンジョンが哭ないたのは。







「──────」

　怪物モンスターを産む亀裂音ではなく、異常事態イレギュラーを起こす地震まえぶれでもない。

　引き絞った銀の弦に刃を走らせたかのような、途轍とてつもない無機的な高音域。

　例外なく冒険者達の本能を真まっ赤かに明滅させる、紛れもなくダンジョンの『痛哭つうこく』。

　遭遇したことのない事態にリューはおろかアリーゼ達やジュラ達も動きを止める中、それはやって来た。

　──ビシリッ、と。

　崩れた巨大な壁面の奥に走った、広く、長く、深い亀裂。

　縦に走った割れ目から飛び出すのは、おぞましい紫の漿液しょうえき。

　高熱を宿す湯気を放ちながら、まるで自ら子宮をこじ開けるように、何かが蠢うごめく。

　リューの瞳ひとみが、亀裂の奥で瞬く真紅の眼光がんこうを捉とらえた、次の瞬間。

　猛烈な斜線が走り抜け、【アストレア・ファミリア】の団員が、寸断された。

「──え？」

　誰だれも知覚できず、本人さえ気付けないまま、一つの命が終わった。

　紫紺しこんの『破爪はそう』が無慈悲に閃ひらめき、少女の体が三つの部位パーツに分解されたのだ。

　誰かの唇から落ちた呟つぶやき。生々しい肉が断たれる音。

　宙に舞った頭部と胴体が思い出したように断面から血を吐き出し、崩れ落ちる下半身とともに地へ投げ出される。

　惨劇の開演を告げる悲鳴ベルが轟とどろいた。

「ノ、ノインッ!?　──ぐづっっ？」

　二人目。

　死んだ少女の名を呼んだ獣人ネーゼの上半身が弾はじけた。紫紺に輝く『破爪はそう』の仕業だった。

　三人目。

　咄嗟とっさに構えた盾たてごと前衛ドワーフのアスタがひしゃげた。宙に躍り出た巨体による圧殺だった。

　その三つの死が連なったのは、僅わずか数瞬の出来事だった。

「────」

　ぴちゃ、と。

　リューの頰ほお、そして細長い耳に付着する生温かい液体。

　友の体に流れていた筈はずの気高い血潮が、リューに縋すがるように伝った。

　これが現実であると認めるのに一瞬。

　彼女達はもう帰ってこないと悟るのに刹那せつな。

　白く染まっていたリューの頭は、友の血にも劣らない真っ赤な怒りに染まった。

「──ああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　仲間の死を受けて暴走するリューは、その『怪物』へと突っ込んだ。

「だめっ、リオン!?」

　アリーゼの声も体を縛る鎖にはなりえず、逆上するリューは斬りかかる。

　仲間の鮮血に濡ぬれた禍々まがまがしい『爪』、闇の中で光る真紅の眼光、『鎧よろいを纏まとった恐竜の化石』とでも言うべき細く巨大な体軀たいく。

　その【厄災】の名は『ジャガーノート』。

　迷宮ダンジョンの異物を葬るため遣わされた『抹殺の使徒』に、リューは意味を為さない咆哮ほうこうを上げて木刀を見舞った。

「!?」

　そしてその渾身こんしんの一撃はあえなく空を切った。

　逆関節を軋きしませ、床を爆砕し跳躍、かき消えたモンスターは数十Ｍメドルはある天井てんじょうに着地していた。そこから始まる連続跳躍。リューに驚愕きょうがくさせる暇も与えない超高速移動。

　無数の斜線が走り抜け、広間にいた冒険者達を例外なく立ち竦すくませる。

　ありえてはいけない大型級の『超高速移動』に、リューの瞳が凝結する。

　そして獲物の知覚を振り切った怪物は、あっさりリューの背後を取った。

『!!』

　怒りが戦慄せんりつに塗り潰される中、死に絶えた仲間の遺言がその『爪』だけは受けてはならないと教えていた。

　紫紺にきらめく『破爪はそう』を緊急回避するリューは、次には途方もない衝撃に襲われた。

「ぐぁっ!?」

　一撃必殺を回避するのに精一杯だったリューに対し、第三の腕のごとく尾が叩たたき込まれる。

　棍棒こんぼうと見紛う『ジャガーノート』の尻尾しっぽはそれだけで十分な必殺であり、直撃したリューの全身の骨に罅ひびを刻んだ。唇に血化粧が施される。

　瓦礫の塊かたまりに背中を叩きつけられ、視界に閃光が走り、意志を挫くじく激流の渦が生じた。

　そのまま地面に引かれて倒れかけるリューに、怪物はあっさりと接近し、容赦ようしゃなく『爪』を振り下ろした。

「──馬鹿ばかがっ！」

　リューを救ったのは、輝夜カグヤ。

　その代償は片腕だった。

　右腕が宙を飛び、目を見開くリューの顔に鮮血が降りかかる中、床を撃砕する『破爪はそう』の衝撃が二人を吹き飛ばす。

「セルティ、砲撃！　合わせて!!」

【ファミリア】切っての武闘派、リューが返り討ちに遭い、輝夜カグヤも腕を奪われた。しかし【アストレア・ファミリア】の心は折れなかった。それどころか仲間の仇かたきに怒りの炎を燃やし、詠唱を経て『魔法』を行使する。

　けれど、やはり、それも惨劇の材料にしかならなかった。

「!?」

『魔力反射マジック・リフレクション』。

　いかなる魔法も反射する破壊者ジャガーノート唯一の『盾』に砲撃をはね返された二人の魔導士──リャーナとセルティがあっけなく炎上した。

　上級冒険者を一撃で葬る『破爪はそう』に、モンスターの道理にそぐわない機動性、そして『魔法』を反射する装甲殻そうこうかく。

『抹殺』だけに特化した怪物の全貌を理解した瞬間、【アストレア・ファミリア】の少女達の心が、今度こそ絶望に屈した。

『──────────────ッッ!!』

　その咆哮の音色はあらゆる怪物よりも恐ろしく、おぞましく。

　最低最悪の『初見殺し』。

　その機動力は通常の白兵戦にさえ持ち込めず、『魔法』さえ決定打足りえない。第一級冒険者のパーティさえ全滅に追いやる可能性を孕はらんだ潜在能力ポテンシャルは、まさしく死の象徴だった。

　一度目の襲撃を乗りきり、『破爪はそう』を防ぎうる適切な『防具』を揃そろえてようやくの五分。

　この戦いの中で、その条件に当てはまる冒険者は誰一人としていなかった。

「いやああああああああああああ!?」

「食べないでえええええええええ!?」

　殺戮さつりく、蹂躙じゅうりん、捕食。

　戦意に綻ほころびを見せた者から惨むごたらしく虐殺ぎゃくさつされた。

「イスカ、マリュー!?」

　アリーゼの声が響く。

　その声音は彼女が一度も見せたことのない、涙の気配を孕んでいた。

　そしてリューは。

　呻うめく輝夜カグヤの隣で、仲間の絶命する瞬間を全て見てしまった。


「ぁ、ぁぁぁ……」



　お洒落しゃれ好きなアマゾネスが八つ裂きにされた。

　料理が得意だった、みんなの姉のようなヒューマンが頭から喰くわれた。

　あんなにも気高かった仲間が、誰よりも優しかった少女達が、こんなにも無残に。

　リューはその時、自分の中で何かが砕ける音を聞いた。

　悲惨な断末魔の叫びが、苦楽をともにし笑みを分かち合った友の無情な死骸が、全てを屠ほふる厄災の象徴が、リューの心を折ってしまった。

　潔癖で、誇り高いエルフは一度心を折られると脆い。少なくとも他種族に比べそのきらいがある。リューもその例に漏もれなかった。そしてそれは輝夜カグヤがリューを『弱い』と罵ののしった所以ゆえんでもあった。

　何より、リューにとっては【アストレア・ファミリア】とは、心の拠り所だった。

　リューの中で、初めて得た他種族の友の存在は、あまりにも大き過ぎたのだ。


「ぁぁぁぁぁぁぁぁ……!?」



　崩れる仲間が。

　武器を遺し、爆はぜていく友が。

　悲鳴を上げ咀嚼そしゃくされる戦友が。

　リューの心をより深く、より惨く蝕むしばんでいく。

　初めて直面する無力感。

　途方もない喪失感。

　エルフの自尊心を砕く、絶望。

　リューは初めて『恐い』と思った。

　どんな外道を相手にしても、どんな『悪』と対峙たいじしても決して屈しなかった彼女が、その一匹の怪物を恐れてしまった。

　彼女の心に、深い『傷』が刻まれた瞬間。

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　やがて被害は【ルドラ・ファミリア】にも及ぶ。

　ジュラに帯同していた幹部達が肉塊と化し、事態の把握もままならない無数の団員もその『破爪はそう』と尾の餌食となる。

　数の多い【ルドラ・ファミリア】に矛先を変え、誰一人として逃さぬと、機械的に殲滅せんめつしていく。

「……輝夜カグヤ、無事？」

「これが無事に見えたら、団長の目は大概節穴だな……」

　残った【アストレア・ファミリア】は四人。既に満身まんしん創痍そういだった。

　惨殺された仲間とともに襲撃に晒さらされたアリーゼは、命を生き長らえることしかできなかった。既にその身はボロボロとなっている。隻腕の輝夜カグヤは言うまでもない。戦闘衣バトル・クロスを千切ちぎり、口も使って止血する彼女の顔には夥おびただしい脂汗が滴したたっている。

　小人族パルゥムのライラは、

「……ごめん、アリーゼ、輝夜カグヤ。目ぇ、やられた……」

「ライラ……」

「もう、何も見えない……」

　装甲殻そうこうかくに反射された『魔法』を浴び、ライラの両目は固く閉じられていた。前髪で目もとを覆っている。回復の余地はない。眼球ごと、目もとの皮膚が溶けていた。神経を焼き焦こがされて激痛に苛さいなまれているのか、その両手は震えている。

「なんだよ、アイツ……。ちくしょう、アタシの悪運も、ここまでかなぁ……」

　小人族パルゥムの悪態が闇に響く。

　倒れ伏すリューは、朦朧もうろうとする意識の中で彼女達の会話を聞いていた。

　何度も咳せき込み、血の欠片かけらを吐いた後、震えながら顔を上げる。

「────」

　その時、目が合ってしまった。

　目の前に立つ三人の中で、こちらを一瞬だけ振り返っていた緑色りょくしょくの瞳と。

　決意を秘めた儚はかなくも優しいアリーゼの眼差しと、視線を交わしてしまった。

「ごめんなさい──輝夜カグヤ、ライラ。二人の命、ちょうだい」

　視線を前に戻したアリーゼは、言ったのだ。

　目を見開くリューの前で。

「私は、リオンを助けたい」

　その時の絶望を、どう形容すればよかったのか。

　厄災の怪物に抱いたものを遥はるかに上回るほどの感情のうねりが、リューの呼吸を止めた。

「……もとより『誰を残すか』という戦いだ。私達はもう壊れかけの人形、死に場所はここでいい」

　凍りつくリューを置いて、輝夜カグヤはあっさりと認めた。

「……アタシはさ、自分の命が一番大事なんだ。アリーゼ達も知ってるだろ？　でもアタシはこん中で一番よわっちくて、真っ先に死ぬだろうから……乗ってやるよ」

　勝てない博打ばくちにはベットしない主義だからな、とライラは気丈に笑った。

「だが、団長……貴方が生きるべきだ。貴方とアストレア様さえいれば、正義は生き続ける」

「いいえ、輝夜カグヤ。私は言ったわ。人の数だけ正義が存在する。だから、きっと正義に正解なんてない」

　そしてアリーゼの横顔は、微笑ほほえんでいた。

「でもリオンだったら、きっと正しいことを選び続ける」

　──違う!!

　リューの『意識』は吠ほえていた。

　追憶の光景の外、闇の中にたたずむ現在いまのリューは、アリーゼの言葉を否定する。

　──それは違う、アリーゼ！

　──私そいつは復讐ふくしゅうの炎に身を堕とす！　正義を失い、逸いっする！

　──貴方が生きるべきだ!!

　惨みじめに倒れ伏し、何もできずにいる過去の自分リューを指差しながら、顔を振り乱す。

　その激しい叫びを他所よそに、アリーゼは振り返り、追憶の中のリューの前で膝ひざをついた。

「リオン……聞いて？　あいつを倒すために、あんたの『魔法』が必要なの」

　リューを見つめる彼女の最後の眼差しは、どこまでも優しかった。

「だから、あんたはここで歌っていて？」

　リューに囁ささやきかける彼女の最後の言葉は、どこまでも残酷だった。

「私達が、あいつの『殻から』を剝はがすから」

　リューはもう戦えないから。心が砕けたエルフは足手まといだから。

　何より、彼女はアリーゼ・ローヴェルだったから。

　己おのれの命より、友の命を救う気高い少女は、リューを遠ざけた。

「お願い……『約束』よ、リオン？」

　それは呪のろいの言葉だった。

　リューの体をこの場に縫い止め、再起の可能性をも奪う、誓いの剣。

　リューは生きなければならないという誓約。

　どうか自分達の犠牲を無駄にしないでという願い。

　リューは震えて、涙を流すことしかできなかった。

「リオン、そこにいるのか？　お前は……生きるんだぞー」

　──待って。

「私わたしの小太刀……くれてやる。形見のように大切にしてくれるなよ、存分に使え。──どうか強く在あらんことを。私わたくしの初めての好敵手」

　──行かないで。

「じゃあね、リオン」

　──お願い。

　手向たむけの花のように、少女達は明るく笑った。

　過去の自分リューと、現在いまのリューの涙が、重なり合った。

『──────────────────────────ッッッ!!』

【ルドラ・ファミリア】の蹂躙じゅうりんを終えた破壊者ジャガーノートが、再開の号砲を散らす。

　その雄叫おたけびを受け駆け出したアリーゼ達は、もう二度と振り返らなかった。

「……【今は遠き、森の空……】」

　リューは、震える声で、歌い出していた。

　遠ざかっていく少女達の後ろ姿に向けて、恐怖と絶望とともに。

　まず犠牲になったのはライラ。

　視覚を失いまともに動けない彼女を、破壊者ジャガーノートは『爪』でひと思いに斬断した。

「【無窮むきゅうの夜天に鏤ちりばむ、無限の星々ほしぼしっ……】」

　死の間際まぎわ、ライラは後ろ手に持っていた爆薬を起動させた。

　手先が器用な彼女が用意していた特製とっておきの爆弾。

　それが『ジャガーノート』の右手を奪う。

「【愚かな我が声に応じ、今一度星火せいかの加護を……】」

　痛哭を上げるモンスターに、すかさず輝夜カグヤが長刀をもって突貫。

　ライラが奪った隙すきを突き、高速の斬撃を敵の脚部に叩きこむ。

『ジャガーノート』は怒りの声を上げ、薙なぎ払う左手で輝夜カグヤの体を解体し、吹き飛ばした。

「【汝なんじを見捨てし者にっっ、光の慈悲を】……！」

　リューは歌うことしかできなかった。

　砕けた心の破片を拾い集めることもできず、立ち上がれないまま、嗚咽おえつを漏らし、散っていく仲間の姿を瞳に焼きつけることしか。

　その姿を、一人の男が見ていた。

　運良く虐殺を免れたジュラは、憎きエルフが涙を流しながら歌い、仲間を見殺しにする様を嗤わらっていた。恐怖に引きつった昏くらい笑みで。

「【来きたれ、さすらう風……流浪るろうの旅人ともがらっ……】」

　最後は、アリーゼ。

「【アガリス・アルヴェシンス】！」

　少女の魔法名の咆哮とともに、炎がその身に宿る。

　アリーゼ・ローヴェル。

　稀有けうな『スキル』を持ち、第二級冒険者でありながら第一級冒険者にも劣らない力を有していた少女。強力な火属性の付与魔法エンチャントを使いこなし、足、手、そして剣つるぎに炎の鎧を纏うその姿から神々に賜った二つ名は、【紅の正花スカーレット・ハーネル】。

　ブーツに収束された炎で地面を爆砕し、紅の剣士が猛烈な加速をもって駆け抜ける。

「【空を渡り、荒野を駆けっ、何物なにものよりも疾とく走れっ……】」

　輝夜カグヤが捨て身の一撃で奪った敵の『膝』、逆関節。失われた高速機動。

　うろたえる『ジャガーノート』へと、正真正銘、アリーゼは生涯最後の肉薄を仕掛けた。

「【星屑ほしくずの光を宿し、敵を討て】！」

　それに対し、『ジャガーノート』は凄烈せいれつな一閃。

　リューが見たのは、『破爪』に貫かれる知己ちきの背中。

　一瞬、時が止まる。

　そんな絶望に身を置くリューに対し、アリーゼは、己の命を燃やしつくさんとした。

「ッッ!!」

　あえて己を貫かせて、敵の手を固定。

　反撃カウンターの要領で、精製金属ミスリルの剣を『ジャガーノート』の体に突き刺し、咆哮した。

「炎華アルヴェリア!!」

　付与魔法エンチャントの爆散鍵スペルキー。

　彼女の燃えるような赤い髪と同じ、紅の華。

　殻の表面ではなく、体内から送り込まれた炎の濁流が内側から装甲殻そうこうかくを弾き、破け、爆散させた。

『ジャガーノート』の絶叫ぜっきょうが轟とどろく中、爪に貫かれた少女は振り向かないまま──リュー、と。

　かき消えそうな声で、その名を呼んだ。

「──ぁあああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　涙を流し、喉のどを震わせながら、リューは魔法を解き放っていた。




「【ルミノス・ウィンド】！」




　光の洪水。大光玉の嵐あらし。

　男ジュラの顔を照らし、リューの涙がきらめく。

　風の輝きが驚倒するジャガーノートもろとも、少女の後ろ姿をも呑のみ込んだ。

　怒涛どとうの炸裂さくれつ音が鳴り響き、衝撃が広間ルームを揺るがす。

　そして、全てが光に呑み込まれる間際、リューは見た。

　怪物の巨軀きょくが翻ひるがえるのを。

『盾』を失って防ぐ手立てのない『ジャガーノート』は大砲撃を前に撤退を選んだのだ。残っている片足の逆関節を軋ませ、加速力を解放して。何発もの大光玉が命中し、弾け、砕け、体の各部位を脱落させながら、痛苦と怨嗟えんさの叫喚きょうかんを上げるモンスターは広間ルームの外へ逃れた。

　あらゆる衝撃と轟音ごうおんが去った後、荒い呼吸を野放しにするリューの視界には、大きく破壊された地面だけが残された。


「あ、ああ……あああぁっ……」



　撃退という形で追い払ったリューに、感動も安堵あんども存在しない。

　周囲には仲間と悪党の骸だけが残された。

　アリーゼはいない。リューが消し去った。

　命を最後まで燃やし続けた彼女を、リューが光の奥へ消し、葬った。


「あああああああああああああああああああああっっ……！」



　破れるように氾濫はんらんする慟哭どうこく。

　あらゆる感情が渾然こんぜんとなった叫喚は、リューに無能の烙印らくいんを押しつけるものだった。

　後悔と懺悔さえ許さないものだった。

『正義』の心が千々に砕けたのと、同義だった。

　その時、既にジュラは姿を消していた。気にもならなかった。ただただ感情のうねりにかき乱される。

　叫び続けていたリューは、迫るモンスターの気配を前に、逃走を余儀なくされた。

　ここで無駄死にすることは、無残に転がるライラと輝夜カグヤの遺骸が許しはしなかった。

　ボロボロの体を引きずり、仲間の遺体も回収できず、空色の瞳から涙をこぼし、リューはその惨劇の間まから逃げ出したのだ。
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　それが事件の全貌。リューの『罪』。

　生き残るために仲間を犠牲にした。アリーゼをこの手で光の奥へ消し、殺めた。

　今も心の奥底に巣食う闇の正体だった。




　事件後、かつてない喪失感と罪悪の重さに苛まれるリューは女神アストレアのもとに帰らず、地上で傷を癒いやし、直ちにダンジョンへ戻った。

　惨劇が繰り広げられた広間ルームには仲間の死体はなく、モンスターに余さず喰われた事実が転がっていた。床に突き刺さる少女達の血濡れの武器が全てを物語っていた。リューはそこでも吠えて、泣いた。

　そして体を稚児のように震わせ、体に深く刻まれた心傷トラウマと必死に戦いながら、あの『怪物』を探した。仲間の敵討ちでありながら、事実上の自殺行為だったが、決着をつけなければならなかった。仲間の無念を晴らすために、己を断罪するために。

　しかし、結局それは叶かなわなかった。

　迷宮の奥で死骸と思おぼしき大量の灰──まるで『魔石』そのものを粉末にしたかのような紫紺の灰を発見してしまったリューは、それが件の『怪物』のものであると察してしまった。

　リューは絶望した。

　リューの『魔法』が原因で死んだわけではあるまい。自分とは関係ない何かがあったのだ。恐怖も、激情も、願望も、感情の行き場も失った。『けじめ』さえ付けさせてもらえなかったリューは、両手で頭を握り締めて崩れ落ちた。心身を罅だらけにした、壊れかけの妖精がそこにはいた。

　その後、リューは『下層』からアリーゼ達の形見を持ち帰った。

　枯れない涙を頰に伝わせながら、人形のように、彼女達が好きだった18階層に墓を作った。『自分達が死んだらここに埋めてくれ』と冗談を交わしていた、迷宮の楽園に。

　仲間を失い、失意と絶望の底に突き落とされたリューは、墓標のように突き立つ武器の前でひたすら自問の時を過ごした。

　一人だけ生き残ってしまった。

　自分はどうすればいい？

　消えたい、消えたい、消えたい。

　死を受け入れて、消え去ってしまいたい。

　だが、この命を絶つことなどできる筈がない。

　アリーゼ達が生かしたこの命を、どうして無意味に捨てられる？

　それは、彼女達の死を無駄にすることになる──。

　生きなければという使命。死にたいという渇望。

　二つの感情がせめぎ合う狭間で、不意に、黒い火花が弾けた。

『──許さない』

　たちまち熱した飴あめのように歪曲する視界。

　行き場を失っていた感情が、残されていた『仇かたき』を思い出し、自分のものとは思えない昏い声を唇から落とした。

　ジュラ。【ルドラ・ファミリア】。絶対の『悪』。

　災いを運び、アリーゼ達を死に追いやった原因。憎かった。許せなかった。奴やつ等さえいなければ。そのように思考を決着させるのに時間は要らなかった。ドス黒く染まった怒りが業火のごとく燃焼する。

『復讐』という大義名分。

　怒りと憎しみの炎に身を委ゆだねることでリューは己を正当化した。奴等だけは生かさない。取り逃がせば新たな【厄災】を呼ぶかもしれない。逃がす道理はない。見逃す選択などあろう筈がない。この命を使って、『悪』を滅ぼすことを決めたのだ。

　それは都市のためではなかった。喘ぎ苦しむ人々のためではなかった。顔も知らない誰かを守りたいという崇高な使命ではなかった。

　己のため。

　悲壮な死を遂げたアリーゼ達の命の代償を、支払わせるため。

　彼女達に救われた命の使い方などそれ以外、当時のリューには考え付かなかった。考え付かない、振りをした。

　リューは最後の『正義』を執行した。

　アリーゼの語った数ある『正義』の中で、およそ最も醜悪な『正義』を。

　いや、事実それは『正義』ですらなかったのだろう。

　泣き叫び続け、身が罅割れ、翅はねが腐り落ちた妖精の末路。

　リューの『正義の剣と翼』は黒い炎に焼かれ、この時、燃えつきたのである。




　破滅の道を進むと決めた後、リューは主神アストレアを遠ざけた。

　激情の言いなりとなる醜い自分を見られたくなかった。もはや自分でさえ把握できない心を、神である彼女に見透かされたくなかった。何より、この『復讐』を止められたくなかった。

　目も合わせず、額を床にこすり付け、ひたすら懇願するリューに、アストレアが何を思ったかはわからない。終わらない悲劇と憎しみの連鎖に疲れたのかもしれないし、争いを止められない子供達に失望したのかもしれない。

　怒りと哀しみ、憎悪と怨嗟に目を曇らせていたリューは、あの時アストレアがどんな顔を浮かべていたのか思い出せない。

　ただ、悲しみの響きをもって、彼女は去り際に言った。


『リュー……『正義』を捨てなさい』






　復讐は迅速に進められた。

　最初は人から。次に建物。最後は拠点。他の敵味方の【ファミリア】が介入する暇も与えない。闇討ち、奇襲、罠。エルフにあるまじき方法で『悪』の輩ともがらを闇に葬り去っていく。

　リューは手段を選ばなかった。悪しき者を討ち、疑わしき者も斬り捨てる。そこに商人やギルドの人間が含まれていようが関係なかった。行き過ぎた報復行為であり、己への『断罪』であった。

『敵討ちならもっと穏便スマートにするべきだった』

　当時から少し経たった未来、同僚クロエにそう言われたことがあった。

　リューは何も答えられなかった。代わりに、心の奥底が自嘲の笑みを浮かべていた。もとより死の願望があったなど言えない。

　許せなかった。災いをもたらしたジュラ達が。

　許さなかった。仲間を見殺しにした自分を。

　それは暗い暴走だった。

　リューはあの時、確かに死に場所を欲していたのだ。




　そして『復讐』が行き着くところ、【ルドラ・ファミリア】の棲家アジトの襲撃時。

　そこにはまだ多くの団員が残っていた。そこには、恐怖に竦むジュラの姿もあった。

　その時のことは、もはや朧気おぼろげにしか覚えていない。獣のような咆哮を上げ、生き残っていた調教師テイマーの男を何度も切り刻んだことしか。冷静さなどかなぐり捨て、激情の言いなりとなり、腕を断ち、耳を削ぎ、幾度となく小太刀を閃かせたことくらいしか。

　誰一人として逃さず、最後に首領の男を仕留めた後、『魔法』を放った。多くの亡骸なきがらともども敵の棲家アジトを焼き払った。

　全てが終わった直後、燃え盛る廃墟の中で、どこかに隠れていたのか男神ルドラがリューの前に現れた。

　当時のリューでも神殺しは犯せなかった。だが彼を守る眷族はもういない。リューが立ち去った後、ギルドに捕縛され送還されることが決まっていた下界の脱落者は、赤く燃え盛る炎に囲まれながら、哄笑こうしょうしていた。

　哄笑しながら、リューに告げた。

『今の顔をしたお前を、ぜひオレの眷族に迎え入れたかったなぁ』

　男神おとこの瞳に映るリューの顔は、擦り切れた復讐鬼のそれであった。




　リューが潰した組織は、商会や無法者達の傭兵団も含めれば、二十七。

　リューの行いを切っかけに天に突き立った神の柱の数は、四。

　リューの漆黒の衝動があらゆるものを道連れにした。

　皮肉にもそれは、都市の『暗黒期』終焉の引鉄ひきがねとなった。

　だが、リューは生き残ってしまった。

『復讐』を果たし、全てをやり遂げてしまった。

　仲間を奪った【ファミリア】とそれに与くみする者達を滅ぼした先に得たものは、達成感などと呼べるものではなく、ひたすらの虚無感だった。

　仲間の笑顔も、彼女達の惨たらしい最期の表情も、もう思い出せなかった。

　瞳から溢あふれ出ていた涙も、喉から迸ほとばしった痛哭も、どこかへ消えてしまった。

　誰も寄り付かない暗い路地裏。空っぽになったリューは力つき、死を享受しようとした。

『──大丈夫？』

　そこからは、少年に語った通り。

　雨が降る暗い路地裏で、シルに拾われた。拾われて、救われてしまった。シルが生の道に引き戻してくれた。

　──私達のために戦ってくれてありがとう。

　そうシルに言われた時、赦ゆるされた気がした。同時に生きなければいけない気がした。アリーゼ達の分まで。全てシルの、『豊穣ほうじょうの女主人』のおかげだった。

　けれど、心の奥に秘める想おもいは拭ぬぐい切れなくて。

　断罪への渇望は燻くすぶり続けていて。

　自分が犯した『罪』は、シル達にも話せなくて。

　かけがえのない仲間を失った痛みと喪失感は決して癒えない。

　塞ふさがったとしても、ふとした拍子に疼うずきとなって寂寥せきりょうをもたらす。

　そして消えることのない咎とがは、生きる道を選んだ彼女の心を責め続ける。

　今も、ずっと。




　記憶の森を抜け、リューは闇の中に立ちつくしていた。

　ふと、眩まぶしい光が照る方向に顔を向ける。

　そこには変わらない景色があった。

　白い光の先にたたずむ仲間達の後ろ姿。そして赤い髪の少女の背中。

　リューが彼女達を追いやった光の対岸。死者達のいる、光の彼岸。

　枯れるほど叫んでも、どれほど焦がれても、彼女達は決して振り返らない。

　それがお前の『罰』だと言うように。

　彼女達のもとへ辿たどり着き、迎え入れてもらった時、自分は初めて許される。

　それを信じているリューは、今回もまた辿り着けなかったことに悲しみを覚えながら、全てが見えなくなる白い光に包み込まれるのだった。
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　意識が覚醒かくせいする。

　しかし、ここが現実なのか夢の続きなのか、今のリューにはわからなかった。

　感じるものは沼のような闇だけ。五感が碌ろくに機能していない。

　過去の残滓ざんしにまともな判断力を奪われながら、瞼まぶたを震わせる。

　目を開くと──眼前には血走った瞳があった。

「！」

　驚愕に支配され、一瞬で我に返るリューを他所に、瞳の主は闇の中を蠢く。

　体の周りで起こるガラガラという音。

　岩の山に埋もれている自分リューを掘り起こしているのだと気付くのに、時間がかかった。

　血走っている瞳の色が、真っ赤な色を灯ともす深紅ルベライトであることに、一瞬を要した。

　やがて冷たい外気に晒されるリューの傷だらけの肌を、血塗ちまみれの手が摑つかむ。

　ぐいっと有無を言わせない力で、リューの体はその細い背中に背負われた。

「……クラ、ネル……さん……？」

「……はぃ」

　帰ってきた少年の声は、吐き出す息に混ざって消えてしまいそうなほど、小さかった。

　何があったのか急激に記憶が再生するリューは、目を見開いて周囲を窺うかがった。

　大量の土砂が山と化している一本道。背後は完全に埋もれ、前方にしか続く道はない。

　頭上を仰げば、修復の進んでいる岩盤が完全に塞がろうとしていた。

　天井が見えない茫漠ぼうばくの闇が──闘技場コロシアムに広がる薄闇が一瞬だけ見えた。

（闘技場コロシアムの床が、抜けて……クラネルさんと一緒に、落ちた？）

　リューの考察を肯定するように、土砂の山の中にはモンスター達が息絶えた姿で見え隠れしていた。岩石に押し潰された蜥蜴人リザードマン、首の骨を折った狡狼ルー・ガルー、バラバラに砕け散った骨の戦士スパルトイ。床の崩壊に巻き込まれたのだろう。そこかしこで亡骸を晒している。

　37階層は『水の迷都みやこ』と同様、多層構造。

　ベルの最大蓄力フル・チャージした『爆弾』の威力に階層の床が負け、『直下に存在した通路』にモンスターもろともリュー達は落下したのだ。

（闘技場コロシアムの下に、こんな通路があったなんて……いやっ、今はそれより……！）

　はっとしたリューは、今も自分を背負っている少年に目を戻す。

　少年は──ベルは瀕死だった。

　動けていることが不思議なほど、気息きそく奄々えんえんたる有様だった。

　絶え絶えの呼吸は耳を塞ぎたくなるほど不規則で、壊れた楽器のようにも、死にかけの獣の呻き声にも聞こえた。唇の端に小さな赤い泡が浮かび、思い出したように紅の塊を吐き出す。

　体は穴だらけだ。

　今も命の滴しずくが流れ落ちており、背中と密着するリューの胸を生温かい紅液が濡らしている。

　最大蓄力チャージの反動はもとより、足場が崩壊して落下する中でリューを咄嗟とっさに庇かばったのだろう。全身を血に染め上げ、冒険者の遺骸から頂戴した防具はもはや原型をとどめていない。

　リューを支える手の指も、多くの爪が砕け、あるいは剝がれ落ちていた。

「馬鹿な……馬鹿なっ!?」

　リューは叫んでいた。

　背に揺らされながら、今も自分を運んでいる少年に悲鳴を上げる。

「クラネルさん、どうして私を助けた!?　どうして、私を見捨てなかった!?」

　闘技場コロシアムに戻ってきたことを言及し、糾弾する。

　リューの目と鼻の先にある、あの処女雪のように白い髪が──リューが遠くから眺めるのが好きだった少年の白い髪が──汚されたように赤く染まっている。

　それを見て、空色の瞳が訳もわからず涙に濡れそうになった。

「答えろ！」

「……リューさん、だって……」

　目を瞑つむって、怒鳴るように叫ぶリューに。

　ベルは浅い呼吸の中で、絞り出すように口を開いた。

「リューさんだって……きっと……同じことをする」

　その答えに、リューは言葉を失った。

　立場が逆なら同じことを冒すと確信している少年の声音に、唇が震える。

「……しないっ。私は貴方を助けなんかっ……しないっっ！」

「……うそだ」

　断腸の思いで吐き出した言葉を、ベルは否定した。

　少年の唇がほのかに曲がったのがわかった。

　笑みの形に。

　リューは噓うそが嫌いだ。リューは噓が許せないエルフだ。

　そんな自分リューが少年のために噓をついてくれたから、彼は唇を喜びの形に変えたのだ。

　リューの顔が泣き出す稚児のように歪ゆがむ。

「もういいっ！　私をすぐに置いて……！」

「……いや、です」

　はっきりと、ベルは拒絶した。

「貴方を、死なせない……」

「貴方が死んでしまう！」

　囁くような声に、悲鳴じみた声を被かぶせる。

　リューはその背中から逃れようと、暴れようとした。

　暴れようとして、できなかった。

　少年が今、『誰のために』あがき続けているのか──アリーゼ達のように『誰を救うために』戦っているのか、わかってしまっているから。

　歩みを重ねる両の足に力はない。

　何度も倒れかけ、もはや意識が定まっているのかさえ定かではなかった。

　にもかかわらず、何かに取りつかれたようにベルはリューを背負い、前へ進み続けている。

　リューのために、ベルはあがき続け、命を燃やしている。


「やめてくださいっ……！」



　やめて。

　やめてっ。

　どうしてアリーゼ達と同じように自分を助けるのか。

　そんな価値、自分にはないというのに。

　誰も救えなかった、自分なんかに。

「……クラネルさん」

　叫ぶ力も失ったリューは、もたれるようにベルの首に顔を埋めた。

　ともすれば希望も何もかも失った生ける屍しかばねのように。

「私は、友を……【ファミリア】の仲間を、見殺しにしました……」


「……っ！」



「調教師の男ジュラが語った通り……我が身可愛かわいさで、知己アリーゼを……この手で殺あやめた……」

　耳もとに囁くように、自らの『罪』を告白する。

　尋ねられても答えなかった話を今、打ち明けた。

　自分を切り捨てさせるために。

　震えるベルの体が、初めて動揺を見せた。

「私は、貴方が思っているような、潔癖なエルフではない……もっと汚れた、罪人です……」

　吐露する。

　心の最も深い場所にある澱おりを。身に刻まれている負の烙印を。

「貴方が助けようとしているエルフに……救われる価値など、ないのです……」

　それはリューの偽りのない本心だった。

　瞼を閉じれば思い浮かぶ。

　仲間の最期が。惨めな自分が。この手で殺めたアリーゼの背中が。

　夢で見た悲しみと絶望の続きが、リューの体を喰らっていく。

「私にもう、『正義』を語る資格はない……『正義』は、失われてしまった……」

　気付けば、リューは譫言うわごとのように呟いていた。

　拠り所にしていた【ファミリア】の掟。かけがえのないアリーゼ達との絆きずな。あの五年前の日からずっと、リューの体はがらんどうだった。

　どんなに少女シルが癒してくれても、どんなに豊穣の酒場が包み込んでくれても、決して埋められなかった最後の空洞。リューがひた隠し続けてきた最奥の喪失。

　今も背中に刻まれている正義の『恩恵』がまるで呪いのように疼く。

　お前に『正義』を背負う資格などないのだと──幻聴が女神アストレアの声を借りて響く。

　リューの顔からは表情は消えていた。

　代わりに冷たく凍った心が、静かに涙を流していた。

　目を伏せ、それを告げる。

「私には、もう……『正義』はない」

　悄然しょうぜんとした呟きが闇に響く。

　ベルの歩みが鈍る。

　限界を迎えたように、リューを支える手から力が抜け落ちていく。

　かはっと吐き出された血が、垂れ下がっている彼女の腕を汚した。

「僕は……『正義』なんて、わからない」

　だが。

「でも、リューさんからもらったものが……たくさん、ある」

　折れかける両の足は、もう一度、地面を踏み締めた。

　震える手は、リューを決して放しはなかった。

　赤く濡れた口もとが、歯を食い縛る。

「だからっ……」

　ベルはリューの存在を証明するように──彼女の闇を振り払うように、告げた。




「『正義』は、ある」




「────」

　リューの瞳が、あらん限りに見開かれた。

「貴方が救った、冒険者がいる……」

　それは18階層。

　漆黒の巨人ゴライアスを前に身を挺ていした妖精の戦いが、多くの命を守った。

「神様が……リリが、ヴェルフがいる……」

　それは戦争遊戯ウォーゲーム。

　理不尽な男神アポロンの神意しんいに、疾風は駆け付けてきてくれた。

「僕が、いる……！」

　それは数え切れない窮地。

　リューの手が、傷付き、迷い、立ちつくすベルを何度も導いた。

　リューの助言に、彼女の言葉に、ベルはいつだって勇気をもらった。

「貴方はいつだって、英雄のように……『正義の味方』みたいに、正しかった……！」

　少年の吐き出す純粋な言葉が、リューの胸を揺さぶる。

　震える空色の瞳が、熱を放っている。

　ありのままの真まっ直すぐな声が、知己アリーゼの言葉のように、リューの心を穿うがつ。

「ちがう……違うっ!?　私は、間違った！　間違った私に、『正義』はもう……！」

　アリーゼ達を見殺しにした自分を肯定するわけにはいかなくて、リューは必死に否定した。

　けれど。

「リューさんが、間違っていたなんて……誰にも否定させない……！」

「！」

「リューさん自身にだって……！」

　リューの否定を、ベルが否定する。

　ぽたぽたと滴る赤い滴が、足もとに血溜だまりを広げていく。

　しかし逆に、ベルの歩みは力強さを増し、言葉には熱が帯びていった。

「……僕は、昔のリューさんを知らない……だけど」

　ベルの声が、復讐の炎に取りつかれた妖精を想起する。

　それでも、彼は『正義』の在りどころを訴えた。

「誰よりも正しい貴方を、知ってる……」

　ベルは変わった。リューが何度も感じたように、見違えるように成長した。

　彼を変えた『異端児ゼノス』との出会い。愚者と偽善。正しきことと悪あしきこと。

　それの板挟みに遭い、傷付き、懊悩おうのうし続けた少年は、今度はリューに教えようとしている。

　彼を助けてくれたリューに、『あるもの』を返そうとしている。

「ぁ……」

　リューはもう、わかっている。

　エルフである自分が振り払わず、手を握れた三人の人物。

　その者達は、彼女の心が拒まず、尊敬に値する、『正しき者』だと。

　アリーゼは導いてくれた。

　シルは癒してくれた。

　そしてベルは──

「リューさんの中に、『正義』は……生き続けてる」

　鏡のように、リューから受け取った『正義』を返してくれた。

　ベルが正しいというのなら。

　彼に多くのものを与えたリューもまた、正しい。

「だから……！　『正義』はある！　貴方の中に！」

　リューの瞳から、涙がこぼれ落ちた。

　少年が気付かせてくれた、リューの中に残っていた『正義』の残滓。

　リューは道を一度踏み外した。それは間違いのないことだ。

　復讐の炎に焼かれ、身も心も黒く燃やしつくされた。

　けれど、燃えつきた『剣と翼』の中には残っていた。

『正義の灰』が。

　多くの者を見捨てられず、救ってきた彼女の起源が。

　──でもリオンだったら、きっと正しいことを選び続ける。

　蘇よみがえる知己アリーゼの言葉。

　それをベルが、多くの者達が証明してくれる。

　振り返ってみればわかる筈だ。

　リューの引いてきた轍わだちに、たくさんの笑顔が咲いていることを。

　それはリューの成果だ。

『灰』となってなお正しく在り続けた、『正義』の成果だ。

　心の底に積もっていた『灰』が舞い上がり、リューの空洞を満たす。

　がらんどうとなっていた妖精の心はこの時、埋められた。

　水面みなものように揺れていた瞳から、とめどなく涙が溢れてくる。


「私は……私はっ……！」



　否定する術すべを失い、流れ落ちる涙さえ拭えず、リューは何度も言葉を詰まらせた。

　胸から溢れようとするこの想いが何なのかリューにはわからない。

　前を向き続けている少年の後ろ姿が、すぐ側にある少年の温もりが、リューに何をもたらそうとしているのか、まるでわからない。

「今の僕の『正義』は……貴方と、生きて帰ることです」

　ダンジョンに善悪は存在しない。

　ただの弱肉強食。生と死があるだけだ。

　だから、そこにもし『正義』があるとすれば、それは生き残ること。

　この無限の迷宮から生きて帰ることこそが、冒険者の『王道』であり『正義』だ。

「地上に戻って……神様達と、シルさん達のところに、帰ることです……！」

『正義』を語ろう。

『正義』を為そう。

　今、少年と彼女のためだけの、唯一の『正義』を。

「だからっ……絶対に離さない！」

　雨に打たれた葉から露が落ちるように、枯れていたリューの心に滴が落ちた。リューの心に、何度も波紋が広がった。

　この『過酷』が、『深層』が自分達を逃がす道理はない。リューはわかっている。

　けれど僅かに過ぎずとも、一瞬に過ぎずとも──生きたいと。

　少年と一緒にシル達のもとへ生きて帰りたいと、そう思ってしまった。


『ゥゥゥ……！』



　だが、その想いを踏みにじるように──。

　リュー達の希望をあざ笑う黒い影が、ベル達の前に現れた。

「っ……!?　バーバリアン……！」

　荒い息を吐き出しながら立ち塞がる大型級のモンスターに、リューも、ベルも声を失う。

『バーバリアン』は傷付いていた。ベル達と同じく闘技場コロシアムから落下して生き延びた個体だろう。筋肉で膨れ上がった肩や腕に岩の破片が鱗うろこのように突き刺さり、頭部の角も折れている。

　血だらけのモンスターは双眼を怒りに染め、仇のようにベル達を睨にらみつけていた。

「くっ……!?」

　場所は細い一本道。逃げ場などない。

　立ちつくすベルに、『バーバリアン』はぎらりと目を光らせた。

『ガアアァッ！』

「ぅぁ!?」

　棍棒を振り上げ突っ込んでくる巨体。

　それを往いなす手立てを、今のベルは持ち合わせていなかった。

　ぎりぎりのところでリューを投げ捨てた直後、地面を粉砕する一撃に、紙のように吹き飛ばされる。


「ぐっ……っ!?　クラネルさん！」



　リューが地に投げ出された一方、衝撃に殴り飛ばされたベルは宙を飛び、地面を跳ね、転がり、停止する。

　その体はぴくりとも動かない。その穴だらけの四肢に戦う力などとっくに残されていない。前髪で隠れる目もとは暗い影で覆われ、息すらしていないように見えた。

　再び絶望の淵ふちに叩き落とされたリューの顔が、悲愴ひそうに罅割れる。

「──クラネルさんッ！　起きなさい！」

　リューは叫んでいた。

　なけなしの力で立ち上がろうとするも、自身もまた動けない。負傷している右足が何度も地面を滑り、無様に倒れる。地面から体を引き剝がせない。

　そんな翅をもぎ取られた妖精エルフを他所に、『バーバリアン』は倒れているベルへ足を向けた。


「クラネルさんっ…………ベル!!　返事をしなさい！」



　少年を呼ぶ声の変化に、リューは気付かない。

　自分が取り乱していることに、リューは気付けない。

　常の冷静さをかなぐり捨て彼の名を呼び続ける。

　けれど、地面に倒れ伏せる少年の体は何も答えてはくれなかった。

　モンスターが止とどめを刺そうと無慈悲に、ゆっくりと、彼に近付いていく。

「ベルッ、ベル！　……お願いっ……返事をっ……」

　少年の名を呼ぶ声音が弱々しいものに変わる。

　空色の瞳の中で、倒れ伏すベルと散っていった仲間の姿が重なり合ってしまった。

　嫌だ。嫌だ。

　もう失いたくない。

　胸にもたらされたこの想いを、手放したくない。

　彼だけは、なくしたくない。

　せっかく、私リューの中で何かが変わりそうだったのに──。

　リューの想い虚むなしく『バーバリアン』がベルの前で立ち止まる。

　直じかにかじり付こうというのだろう。ベルの頭部を片手で鷲わし摑みにし、持ち上げていく。

「だめ、嫌いや、待って……」

　緩慢に顔を横に振り、瞳に涙を溜めながら、震える手を伸ばす。

　絶望に嬲なぶられた【疾風しっぷう】の仮面が剝がれ落ちる。

　その姿はありのままのリューだった。

【疾風】と恐れられる妖精エルフではない。奪われようとしている大切なものに涙を流す弱い少女。冒険者という鎧と覆面に隠されていた、ありのままのリュー。

　常の口調も忘れ、弱い少女の言葉で、無意味な懇願を重ねる。

「お願い……やめて……」

　だらりと、地面から足が離れた少年の体が揺れる。

　怪物の顎あぎとが大きく開かれ、醜悪な牙きばを晒した。

「ベル!!」

　そして。

　リューの瞳から涙が溢れた時。

「──ッッッ!!」

　前髪に隠れていた深紅ルベライトの瞳が勢いよく開き、腰の得物を抜刀した。

　輝白のロングナイフ《白幻はくげん》を、モンスターの胸に叩き込む。

『ゲエァ!?』

　至近距離、まさかの刺突。

　胸部中心、『魔石』を正確に貫かれた『バーバリアン』は、驚愕を最期の声に変えた。

　大量の『灰』が崩れ落ち、摑み上げられたベルもその中に落下する。

　その光景に、リューの時間が止まった。


「ぇ……？」



　灰が舞い、僅かな煙が踊る奥で、少年の影が震えながら立ち上がる。

　理解が追いつかないリューのもとに、ベルはゆっくりと赴いた。

「ごめんなさい、リューさん……敵モンスターを引き付けるために……」

「ぁ……」

　その言葉でリューは察した。

　全てモンスターを倒すための『策』だったのだと。

　リューが教えた『魔石』狙ねらいの『一撃必殺』。腕を上げる力も残されていなかったベルは、大型級バーバリアンが自分の懐ふところに招くその時を待っていたのだ。

『魔石』が存在する敵の胸部に一撃を叩き込むため、死に体の獲物を装っていた。

　文字通り、最後の賭けで。

「リューさんの声、聞こえていたんですけど……その、ごめんなさい」

　目の前で両膝をつき、ベルは倒れていたリューの体を持ち上げた。

　座る格好となり、同じ目線になるリューはしばらく呆然ぼうぜんとしていたものの……か～っと場違いなまでに頰を赤く染めてしまった。

　少女のような声を聞かれてしまった。

　あんな情けない声を。

　ベルは心なし気まずそうにしている。

　リューは羞恥も手伝って、涙が浮かぶ目を吊つり上げ、手を振り上げた。


　目を瞑るベルの頰を張ろうとして…………結局、手を下ろす。



　安堵に負けて、あたかも泣き崩れるように、ベルの胸に顔を埋めた。

「お願いです……もう二度とあんなこと、しないで……」

「……ごめんなさい」

　胸に額を当てながら、呟く。

　心配をかけたベルはリューの髪に謝罪の言葉を落としてきた。耳を伝わって通じてくる鼓動の音が、少年が生きていることをちゃんと教えてくれる。リューはもうそれだけで、全てを許した。

　ややあって、ベルは動けないリューを背負った。

　薄暗い一本道を進んでいく。

　その歩みは泥の船のように頼りないものだったが、今のリューを酷く安心させた。

　たとえそれが決死行の延長であったとしても。

（……モンスターの気配がない？　周囲にはいない……？）

　薄明かりが照らす通路には瓦礫とモンスターの屍が山ほど転がっているものの、こちらを窺う視線、敵意や殺意の類は存在しなかった。先程交戦した『バーバリアン』も、あくまで闘技場コロシアムから落ちたモンスターだ。運良くこの周辺には産まれ落ちていないのか、とリューは疲労に染まる頭で考える。

　そこで、ベルの足が一度止まった。

　前方、薄闇の奥、一本道だった通路が折れ曲がっている。

　その角の先で、うっすらとした青い光が漏れていた。

　ダンジョンの中で光景の変化は警戒対象に値する。かと言って道を引き返す選択肢はない。後方の道は崩落で塞がってしまっている。

　緊張を帯びながら、ベルとリューは折れた道の先に出た。

　そして、

「──!!」

　視界に飛び込んできた光景に、リューは息を呑んだ。

　これまでと変わらない幅の一本道には、中央を走る『水』の流れがあったのだ。

「川……？」

　呟かれたベルの言葉通り、ちょうど彼等の目の前から始まる蒼あおの清流。

　台座のように盛り上がった岩場から水が湧わき出て、直線となっている通路の先、視界の奥までずっと続いている。

「37階層に、水源……？」

　そんなものリューは聞いたことがない。

　白濁色の岩石系の組成で構築される『白宮殿ホワイトパレス』では食料と水が入手困難。だからこそリューも『下層』への脱出を至上命題にしていた。【アストレア・ファミリア】の仲間とともに41階層まで踏破した経験のあるリューでさえ、このような地帯エリアが存在するなど知らない。

「闘技場コロシアムの下に、こんな場所があったなんて……。いや、誰も近寄らない闘技場コロシアムだからこそ、今まで発見されていなかった……？」

　リューの考察が呟きとなって漏れる中、ベルが意を決して足を進める。

　何はともあれ念願の水分だ。干からびた喉を潤すため川辺に近付こうとする。


「……っ！」



　が、そこでとうとうベルの膝が折れた。

　不自然に力を失った両足は姿勢バランスを失い、リューとともに清流の中へ飛び込んでしまう。

　転んだ衝撃で緑のロングケープが外れ、宙を舞った。

「……ベ、ベル！」

　水に濡れるリューは手をついて、顔を上げた。

　すぐ側、水中に沈んでいるベルから返事はない。透明な水の奥で少年は最後の力を失ったかのように両の目を瞑り、気泡だけが水面に浮かんでいた。

　幸い水深は浅い。が、ベルの体から血が流れ出て、あっという間に蒼の清流を薄く赤らんだ色に染めていく。動揺するリューはベルに手を伸ばした。

　負傷した足では立ち上がることもままならず、水底に足を崩した姿勢で、横抱きをするようにその体を抱き上げる。

「──【今は遠き、森の歌っ……懐なつかしき、生命いのちの調べっ……】」

　青白くなっている少年の相貌そうぼうに、リューは縋る思いで詠唱を始める。

　なけなしの精神力マインド、最後の賭け。精神疲弊マインドダウンを引き起こし共倒れになる可能性を重々承知の上で、回復魔法を断行する。

「【ノア・ヒール】……！」

　緑色の暖色がベルの体を包み込む。

　手の先から急速に失われていく力に意識が断線しかけるが、唇に歯を突き立てた。

　やはり治癒が遅い。傷口が塞がらない。今もベルの体から命の滴が刻一刻と流れ出ていく。

　駄目だ。止めないと。絶対に死なせるものか。

　半ば自分自身を罵倒するように、体の隅々まで『魔力』を絞りつくし、全てをぶつける。

　広がる緑光の輪郭に、生まれる木漏れ日のごとき温もり。

　やがて、光が収まる。

　少年の傷は、全て塞がっていた。


「…………ベル」



　吹けば消えるような声音で、少年の名を囁く。

　意識を必死に繫つなぎ止めるリューは水をすくい、自らの唇に含んだ。

　人体に有害でないことを確認してから、手柄杓てびしゃくで再び水をすくう。

「飲んで、ください……飲んで」

　もう一度、囁く。

　少年を生かすために。

　左手で頭を支え、右手をベルの口もとへ。

　手の平に張った透明な水面が揺れる。血の糊のりで固まった少年の唇に、指が触れた。

　リューは祈るように水で唇を濡らし続けた。何度も、何度も。

　頭上から降る薄闇に抱かれながら、清流の蒼い輝きに照らされるその姿は、儚く、静かで、崇高であり、まるで慈悲の彫像ピエタのようにも見えた。

　その妖精の姿を、静寂を貫くダンジョンだけが見守っていた。

　やがて。

　少年は喉を鳴らし、うっすらと瞼を開けるのだった。
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　静かな水の流れが鳴っている。

　37階層唯一の水源は、戦場とは無縁のせせらぎを奏でていた。

　周囲一帯には燐光はない。壁面にも、天井にも。

　ただ通路の真ん中を走る清流が光り、光源代わりとなっていた。

　神秘的な蒼の色に照らし出される通路。清流を挟む左右の岸はそれぞれ幅が四Ｍメドルほど。表面はごつごつとした岩場とは異なり、氷原のように滑らかだった。

　片側の岸に腰を下ろすリューとベルは、これまでの休憩レストでそうしてきたように、壁に背中をつけて寄りかかっていた。

「……体の方は？」

「はい、大丈夫です。かなり眠れましたし……水も飲めたから」

　衣擦きぬずれの音を立て身じろぎするリューの呟きに、ベルの声が返る。

　水の恵みは、リュー達にとって九死に一生を得るものだった。

　過酷な環境とダンジョンの容赦ない連戦によって、ベルは軽度の脱水症状を引き起こしかけていた。視線の先を流れる清流は文字通り命の水となってベル達を救ったのだ。

　更に、ここに辿り着いて既に約一時間。

　モンスターと戦うことなく、存分に体を休めることができていた。

　これまでのたった数分の休憩レストと比べれば破格である。

「……」

「……」

　リューとベルは、無言だった。

　正確には何かを喋しゃべっても長続きせず、口を開いては閉ざすの繰り返しだった。

　視線を合わせもせず、前方を横切る川の流れだけを見つめている。

　川だけを見つめるよう、苦心している。

　早い話。

　リューとベルは、服を脱いでいた。


「…………」




「…………」



　ずぶ濡れになった装備と衣服は容赦なく体温を奪う。疲弊しきった今の二人ならば尚更だ。

　それ故ゆえの処置だった。当然の成り行きであった。

　しかし、頭で理解できていても、感情は別問題だった。

　具体的には生真面目きまじめで潔癖なエルフと初心うぶなヒューマンの少年、両方とも動揺し狼狽ろうばいし赤面し互いを意識せざるをえなくなり、鼓動の音を必死に鎮めようとしている程度には。

　つまりは、そういうことだった。


「………………」




「………………」



　リューは上半身裸で、羽織っているものは水没を免れたロングケープのみ。下に履いているのは薄い下着一枚だけだ。

　ベルも上は何も着ておらず、下は膝までまくった黒のパンツ一枚。

　繰り返された不十分な治療によって服と脚の傷跡が完全に癒着しており、無理に脱げば傷口が破れてしまう。そのための妥協点だった。しかしそれを差し引いても羽織るものがない分、ベルの方が露出は多かった。

　胸を隠しながら、瞳の中身をぐるぐる回して、真っ赤な顔で自分のケープを着させようとするリューと一悶着あったもののの、何とか説得して現在の格好に落ちついている。

「……っ」

　胸の中で湧く感情に抗あらがえず、リューが小さく、それでも頻しきりに身じろぎするせいで、肌とケープの間で衣擦れの音が鳴る。

　その度にベルは息を止め、身を硬くしていた。


（恥ずかしい…………そんなことを言っている場合では、ないのに）



　しなやかな両脚を胸に抱きながら、リューはか細い声で呟く。

　隣をこっそり窺えば、この暗がりの中でも、ベルの顔が淡く染まっていることがわかった。リューだってそうだ。長い耳の先まで熱を帯びているのがわかる。

　地面には脱装した装備と、衣服が散らばっている。

　リューの着ていた戦闘衣バトル・クロスと、履いていたロングブーツ。乾かすために上着は綺麗きれいに折りたためず、ブーツはくにゃりと折れ曲がっていた。

　どこか、何故なぜか、本当によくわからないが、そこはかとなく背徳感があった。いたたまれない類のものだ。それはエルフのリューのものであるから、という理由もあるのかもしれない。ベルは隣にいるリュー本人は勿論、その衣類も必死に見ないようにしている。

　かくいうリューもリューで、脱ぎ捨てられたベルの上着など目を向けられない。

　互いの緊張が両者に伝わる悪循環。

　肩と肩の間、微妙に空いている距離が、二人の羞恥心を如実に物語っていた。

（こんなにも、彼を意識してしまっている……どうして？）

　純粋な疑問を胸に投げるも、答えは返ってこない。

　助けられたから？　絆ほだされたから？　リューは『正しい』と、そう慰めてくれたから？

　決して見捨てないと、リューを抱き締めてくれたから？

　自問の声が繰り返される。

　返事はやはりなく、ただ不規則な鼓動の音が依然と響いていた。

　そもそも、以前に水浴びを覗のぞかれた時は、こんな風には──


「っっっ……!!」



　そこまで考えて、リューは自滅した。

　18階層であった出来事が脳裏に蘇り、急速に血液が顔に集まる。

　その醜態をベルに見られまいと、必死にうつむいた。

　目撃されなかった代わりに、少年はぎょっとしたが。

（ダンジョンで……『深層』で、こんな事態に陥おちいるなんて……）

　本来ならこんな茶番のような真似まね、している暇などない。

　格好もそうだが、今のリュー達には碌に力が残っていない。モンスターに襲われたらもはやそれまでだ。羞恥など捨てて、今できることをしなければ。

　だが──リューはここにモンスターは現れない気がした。

　ベルも同じことを考えているだろう。

　上手うまく言葉にできないが、この清流の一帯には迷宮ダンジョン特有の張り詰めた空気がない。怪物モンスターの気配も、息遣いも、視線さえまるで感じないのだ。物音はせせらぎ以外、何も聞こえない。

　一時間以上休憩レストを取れていることもリューの直感を裏付けている。

　この空間だけ、時の流れが遅いようにすら感じられた。

「……」

　このままではダメだ。

　せっかく休憩を取っているのに緊張していては、回復するものもしない。

　リューは自分にそう言い聞かせ、口を開いた。

「……確かめておかなければ、ならないことがあります」

「え……あ、はい。なんですか？」

　この空気をどうにかしたいこともあるが、リューはずっと聞きたいことがあった。

　リューはベルの方を見て、尋ねる。

「どうして、あの時、戻ってきたのです？」

　あの時、とは闘技場コロシアムのことだ。

　リューの判断は間違っていなかった。自己犠牲が正しいなどと言うつもりはないが、あの状況は『選ばなければいけない』場面であった。『秤はかりにかけなければならない』瞬間だったのだ。今こうしていられるのは結果論に過ぎない。

「一歩間違えれば、いや間違えずとも共倒れだった」

「……」

「貴方は、闘技場コロシアムの下にこの空間があると知っていたのですか？」

「いえ……」

「なら、どうしてあんな真似を？」

　それまでの感情を切り離し、冒険者として問う。

　真剣な表情で睨むリューに、ベルは視線を逸そらさず、答えた。

「もう、誰も死なせたくない……そう思ったから」

　ベルの言葉は、簡潔だった。

　その想いは、ただ白く、真っ直ぐだった。

　本当にそれだけなのだろう。それだけで、リューを助けたのだろう。

　リューにはそれがわかった。計算も打算も目的もなく、リューの命を取り戻すために。

　ベルは己の『理想』のために、選択を強要する天秤てんびんを破壊したのだ。

　渾身をつくし、機転を働かせ、傷を代償にして、世界に抗った。

「……」

　全て、ただの運任せ。

　偶然闘技場コロシアムの底が抜けたから良かったものの、もし抜けなかったら──。

　……抜けなかったら、残ったモンスターと戦い、リューを抱き上げて、連れ出して、救ってしまったのだろう。

　この少年は、きっと。

　今のリューには、そう思えてしまった。

「ベル……私の話を、聞いてくれますか？」

　気が付けば、リューはそう口にしていた。

　いつの日かの迷宮の楽園でそうしたように、側にいる少年へ全てを話す。

　自分の身に何があったのか、【アストレア・ファミリア】がどうなったのか、誰にも話さず隠していたことを詳しく、全て。

　自分の咎も、過ちも、後悔も、あらゆるものを曝け出した。

「──調教師の男ジュラが言った犠牲とは、そういうことです」

「……」

　語り終えたリューは、逃れるように視線を床に落とした。

　自ら暴いた過去の傷がじくじくと痛む。

　少年の唇から何が落ちるのか、今、とても怖がっている。

　おもむろに、ベルは口を開いた。

「それじゃあ……やっぱり、生きなきゃだめじゃないですか……」

　眉まゆを下げて、笑いながら。

「リューさんの大切な人達は……リューさんに生きてほしくて、戦ったんだから」

「ぁ……」

「馬鹿な僕だって、わかる。リューさんがこんなところで死んじゃったら……アリーゼさん達、きっと怒ります」

　人の気持ちも知らないで、と。

　幼い子供に聞かせるように、ゆっくりと言葉が連ねられる。

　ベルは蔑むこともしなかった。罵ることもしなかった。ただ、ちょっと怒っていた。

　まるで今度やったら許さないと言うように、リューを引きとめるように。

　シルにも似た雰囲気で、アリーゼのような眼差しで。

　少年の瞳が再び苦笑するように、弓なりに曲がる。

　その深紅ルベライトの色に引き込まれていたリューは、胸を押さえるように手を置いた。

　心臓が高鳴った。

　そんな気がした。あくまで、気がしただけだ。

　だから、少年に触れたいと思う今のこの気持ちも、気のせい。

　リューは目を伏せて、ぎゅっと指を丸める。

「ベ、ベル」

「……？」


「や、やはり……………………肌を、寄せ合いましょう」



「……えっ？」

　リューの様子を不思議そうに見ていたベルは、その申し出を聞いて、固まった。

　時間をたっぷりと置いて言葉の意味を理解したのか、じわじわと頰を染めていく。

　リューも頰どころか耳の先まで赤らめながら、もつれそうになる舌を動かす。

「い、いま、私達がやっていることは……ひ、非効率だ。貴方が本当に、私と生還するつもりなら……ひ、人肌でっ、互いを温めなくては……！」

「え、あっ、で、でもっ……!?」

「恥ずかしいなど、言っている場合ではない……こんなにも、体が冷えている」

　どもっていたベルは、リューに手を握られると目を見張った。

　その手は氷のように冷えていた。色も白い。ベルの場合は血を流し過ぎていることもある。上級冒険者の生命力にかまけて凌しのいでいる今の状況が良い筈はない。

　リューは恥じらいながらも真っ当なことを述べている。

　少年の身を案じる気持ちは本物だった。

「で、でもやっぱり、リューさんはエルフで、その……」

「そんなことは、考えなくていい。非常時ならエルフも……ドワーフとさえ抱き合うくらい、する筈……」

　種族の問題を引き合いに出すベルの懸念を封じ込める。

　あうあうと言いながら、少年の反論は品切れとなった。

「で、ですが、ベル……その、邪よこしまな思いは、抱いてはいけない」

「……はい？」

「私はそれがわかると、きっと手を出して、あ、貴方をこらしめてしまう……」

　自分で申し出ておきながら羞恥に殺されるリューは、注意事項を列挙し始めてしまった。

　ベルはぽかんとしている。

「いやその、私のような体で欲情しないとは思いますが……つ、つまり……！」

　潔癖なエルフの性さがを捨てきれないリューがこれ以上ないほど混乱し、今までにないほど赤面していると、

「くっ……あはははっ。あ、いててっ……」

「な、何を笑って……！」

　ベルは笑い出した。

　笑ったせいで痛む体を押さえるその姿に、リューはうろたえる。

　自分は真剣に言っているのに、と憤っていると、ベルはやはり笑みを浮かべたまま言った。

「ごめんなさい、何だか安心しちゃって。……リューさんは、リューさんだから」

　変わった姿を見せても自分の知るエルフであることに、ほっとしたと。

　そのように言われたリューは、軽く目を見張った後、口を噤つぐんだ。

　更に顔へ熱が集まるような、むず痒がゆいような、そんな感覚に襲われた。

　やがて腹を括ったベルは、おずおずと窺ってくる。

「えっと、それじゃあ……どうしましょうか……？」

「……」

「抱き締め合うのは、服を着てないから、色々まずいようなというか、ええっと……」

　その言葉に。

　リューは沈黙を挟んだ後、無言で立ち上がった。

　片足で何とか歩きながら、ベルの目の前で止まり、背を向ける。

　そして、羽織っていたケープを、脱いだ。

「────」

　ぱさり、と地面に滑り落ちるケープ。

　あらわになる白いうなじに、晒される瑞々みずみずしい背中。

　滴る水の雫しずくが首筋からほっそりとした腰まで伝い、唯一残っている下着に吸い込まれる。

　ベルが息を止め、思いきり体を緊張させたことがわかった。彼に背を向けているリューも、顔が真っ赤だ。

　後ろからは見える筈もないのに、両腕で胸を隠しながら、地面に腰を下ろす。

　流れる僅かな沈黙。しかし今のリューにとってはとても長い時間。

　空色の瞳を思わず伏せていると、彼女の意図が伝わったのだろう、背後から意を決する気配を感じた。

　ベルが腰を上げる。

　リューの心臓がはねる。

　ベルがおずおずと、後ろから両腕を回す。

　リューの肩が震える。

　そして、互いの距離はなくなった。

「……」

「……」

　ベルが後ろから抱き締め、リューを胸の中に閉じ込める。

　密着するリューの背中と薄い胸板。

　少年の両腕が、生まれたままの姿のリューの胸の前で交差する。

　燃え上がるような羞恥を感じていたのは、最初だけだった。

　互いの体が、互いの体温を交換する。

　冷たい肌の感触は温もりに変わり、リューを包み込む。

　最初は激しかった鼓動が、時間をかけて、ゆっくりと穏やかになり、リューの背中を何度もノックした。心地よい律動リズムが揺り籠かごのようにリューの心を解す。

　二人の体から、強張こわばりは消えていた。

　二つの胸の音は溶け合い、一つとなっていた。

　そうなることが当然であるように、互いの身を委ねる。

　ベルはリューの背にもたれ、リューはベルの胸に背を預けて。

「温かい、ですか？」

「はい、とても……」

「よかった……」

「はい……」


「…………」




「…………」



　言葉はやはり長くは続かない。

　けれど、嫌な沈黙では決してなかった。

　澄んだせせらぎの音がそれを肯定してくれる。

　ベルがやや足を広げ、股の間にリューがすっぽり収まる形。リューはとても温かいが、包み込んでくれるベルはきっと寒いだろう。

　声をかけ、落ちているケープを手繰り寄せさせる。ベルが背中の上から羽織って、リューの体ごと覆った。

　ベルの顔がリューの顔のすぐ横にある。

　耳もとや首もとにかかる安らかな息遣いが、少しくすぐったい。

　エルフの細い耳を何度も、撫なでてきた。

「リューさんって……」

「……？」

「リューさんって、こんな小さかったんですね……」

「……身長は、貴方とあまり変わらない筈です」

「ええっと、そうなんですけど……なんていうか」

「なんですか？」

「……なんでもありません」

「……言ってください」

「いや、でも……」

「言いなさい」

「あ、あのっ──」

「早く」


「…………体が細くて、柔らかくて、その……女の人なんだな、って」



「……」

「男の人が、女の人を守りたくなる気持ち……わかるような、気がしました」

「……貴方は、ずるい」

　か細く呟く。

　身じろぎし、まるで求めるように背中をもっと押しつける。

　ベルも応こたえるように、腕に力を込めてくれた。

　震える吐息が漏れた。

　それが何故か、甘く感じられた。

（……卑怯ひきょうだ）

　リューは今だけ、薄鈍うすにび色の髪の少女の顔を思い出さないようにしていた。

　そんな自分を、心の片隅にいる妖精エルフの自分が浅ましいと非難している。

　許してほしい。

　今だけは、どうかこの時だけは──。

　何について許しを請うているのかもわからず、誰に対して謝っているのかも理解できず、ただただリューは己の感情に素直になった。

　後ろを振り向きたい、と心が囁いている。

　すぐ横にある綺麗な深紅ルベライトと視線を交わしたいと、胸が焦がれている。

　動けば簡単に触れてしまう距離で、見つめ合いたいと。

　けれど、リューは怖かった。

　二人の何かが決定的に変わってしまうような気がして、それを恐れた。

　もう、戻れないような気がした。

　だから、我慢した。

　薄い肉付きの二の腕を摑み、清廉なエルフである自分に助けてもらう。

　エルフでも酒場の店員でも【疾風】でもない、ただのリューを戒めてもらう。

　それが悲しくて、切なくて、安心した。

「リューさん……」

「はい……」

「帰ったら、何がしたいですか……？」

「……ミア母さんの、温かなご飯を食べたい」

「あ、僕も……。じゃあ、一緒に行きましょうね」

「けれど、その前に私は、シル達にたくさん怒られるでしょう……」

「あはは……」

「……貴方は？」

「僕は、ヴェルフ達と一緒に帰って、神様に『ただいま』って言いたいです……」

「ええ、それがいい。【ファミリア】を、大事にしなさい……」

「はい。リューさん達みたいに、ずっと、大切にします……」

「……ありがとう」

　身を寄せ、体を委ね合い、囁きを交わす。

　それは恋人の睦言むつごとにも似ていた。

　それと同時に、拭えない『儚さ』があった。

　唇をほのかに曲げる二人の顔に宿る安らかな危うさ。今にも散ってしまいそうな細い声音。まるで燃えつきようとする蠟燭ろうそくの灯火ともしびのような。

　静かに目を閉じて、空へ発つ旅人のように眠る。

　抱き締め合いながら、寄り添って、二人きりで。

　側を流れる清流だけが、ささやかな一時を与えるように、蒼い輝きを放っていた。
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　休憩レスト開始から、更に数時間。

　泥のように眠ったことで、ベルとリューの心身は大きく回復していた。

　体の傷はさておき、精神力マインドの回復は大きい。

　特に頭にへばり付いていた痛みと倦怠感が消えた。これだけでも休憩レスト前の状態コンディションとは雲泥の差だ。

　目を覚ました二人は、早速行動を起こしていた。

「すいません、ベル……。貴重な精神力マインドを使ってまで、火を熾おこさせて」

「いえ、かなり休めましたし……あれくらいの火力なら」

　せせらぎの音に交じる火の弾ける音。リューとベルの顔を照らすのは、焚たき火の光だ。

　体力がある程度戻ったリューが材料を集め、それにベルが炎雷ファイアボルトを撃ち込んだものだ。適切な燃料も道具もなく、水気の多いこの場所で自力で火を起こすのは至難だったのである。

　用いた材料は『ドロップアイテム』。一本道を引き返し、多くの瓦礫と死骸が転がった闘技場コロシアム直下の通路からモンスターの皮──特に油分を含んだ『バーバリアンの体毛』を集めた。

　ベルが侵入した迷宮街ダイダロスどおりの『秘密の地下通路』、孤児院の子供達と遭遇した異端児の一匹バーバリアンの時と同じように、その体毛はよく燃えた。

「ベル、体力は？」

「随分ましになりましたけど……気を抜くと、こんな風に手が震えちゃって……」

　火を熾せたことで、ベルとリューは抱擁を解いていた。

　今は焚き火の前で隣り合って腰を下ろしている。

　胸の前まで持ち上げられ、震える少年の手を、リューはじっと見つめた。

　この清流は安全地帯。

　リューはそう確信している。

　この清流の蒼い輝きが魔除けのごとく退けているかのように、モンスターの襲撃がなかった。恐らくは37階層唯一の『楽園』だろう。ここにさえいれば血を吐くこともなく、好きなだけ体を休めることができる。

（ここに『籠城』するのは一つの手ではある……だが、肝心の『兵糧』に当たるものが私達にはない）

　水はいくらでも湧き出ている。だが食料が皆無だ。

　いくら常人離れしている第二級冒険者とはいえ、活動の源となる栄養がなければやっていけない。ここでどれだけ休憩レストを取っても根本的な回復になっていないのだ。

　このままでは緩やかに死ぬだけ。ベルの震える手はそれを暗示している。

　もし救助隊が遣わされたとしても、リュー達の命がつきる方が絶対に早い。断言できる。

　そもそも迷宮都市オラリオの面積に匹敵ひってきする37階層から、都合よくリュー達を発見できる可能性など皆無に等しい。『深層』で消息を絶った冒険者とはすなわち死者と同義である。少なくとも、管理機関ギルドはそう認識する。

（『停滞』を選んだ者達を、ダンジョンは生かして帰さない……）

　もう『過酷』を味わいたくない。

　そんな心の欲求を受け入れることは、ダンジョンに負けることと同義だ。

　脳裏に過よぎるのは白骨化していた同業者の成れの果て。この安らかな『楽園』を享受すれば、リュー達も同じ末路を辿る。

　進まなければ。

　前に進み、『冒険』を冒さなければ。

　冒険者ならば。

　リューは決断した。

「ベル……あと少し休んだ後、ここを発ちます」

「……わかりました」

　ひそめたリューの声に、ベルは頷うなずいた。

　取り戻した精神力マインドをもって回復魔法ノア・ヒールを発動し、ベルを肉体面では全快させる。失われている血液、もう即席の治療では再生がかなわない左腕を除いて。

　同時に、リューは自分の右足を完治させた。

　十分な精神力マインドさえあればリューの『魔法』は骨折も癒す。ただ、ナイフの鞘さやを添木代わりに固定していたとはいえ無理な運動がたたって、くっついた骨がずれているのがわかった。正規の治療師ヒーラーでない弊害である。

　動きには支障を残すかもしれないが、ともあれこれでリューも一人で移動できるようになった。ずっと支えてくれていたベルの負担が減るのは間違いない。ずれた骨は地上で治療師ヒーラーの世話になって復元すればいい。

　一通りの治療を終え、精神力マインド回復のためもう一度休んだ後、リュー達は衣服を手に取る。焚き火のおかげで戦闘衣バトル・クロスはほぼ乾いていた。

　背を向け合い、服を着る。

　この頃になると強い動揺はもうなかったが、それでも衣擦れの音に慣れることはなかった。

　装備も身に纏い、焚き火を消す。

　そして出発する直前、リューはここを離れるのを名残惜しく思っている自分がいることに気付いた。

（……一時の気の迷いだ。疲れでどうかしていたのだろう）

　少年の温もりに抱かれ、心と体が繫がった錯覚を味わった。それはリューが今まで感じたことのない安らぎだった。

　しかし、それに溺れることをリューは許さない。彼女はどこまでも高潔な種族エルフだった。

　胸に芽生えようとしている想いを見て見ぬ振りして、未練などまやかしだと言いきる。

「行きましょう」

「はい」

　ベルと並んで歩き出す。

　一時ひとときの休息を与えてくれた場所に背を向け、リュー達は先へ進み始めた。




　清流が走る一本道を延々と歩む。

　やはりモンスターはいないようで、ベルとリューは安全に道を行くことができた。

「ここは、『未開拓領域』になるんでしょうか……？」

「地図作成マッピングされていない、という意味では間違いないでしょう。ですが、この場所は……何か特別なような気がする」

　ベルはリューと会話しながら、辺りを窺った。

　足場、壁面は従来通りの白濁色の岩石だが、中央を走る清流の光によって彩いろどられ、通路そのものは蒼みを帯びているようにすら見える。川のおかげで通路は瑞々みずみずしく、涼しい。

　壁面と地面の境目には小さな百合を彷彿ほうふつさせる草花が咲いていた。

　いくつもの白の小輪がせせらぎを受けて揺れている。

　管理機関ギルドの迷宮図鑑にも載っていない未発見の花は、『白宮殿ホワイトパレス』に咲く唯一の植物と言っていい。ベルに声をかけて立ち止まったリューは、花を摘んで口に含んでみた。

　甘い。そう言ってリューはベルにも食べさせた。確かに舌の上で溶けるほのかな蜜の味がする。たとえ口いっぱいに詰め込んでも回復する体力など限られている。が、気休めだろうと、ないよりはマシだ。それこそベルにとって久方ぶりの糖分は頰が疼くほどのご馳走だった。

　頭上を見上げれば、37階層のどの地帯エリアよりも天井が低い。

　岩窟を彷彿させる凹凸おうとつがはっきりと見える。

　地下水脈。

　あるいは、空が塞がれた渓谷。

　今いま歩んでいる通路に対し、ベルはそんな印象を抱く。

「道がずっと続いてる……水の音しか聞こえない……」

　清流とともにただ一直線に伸びる通路は、蒼の道だった。

　18階層の『迷宮の楽園アンダーリゾート』や25階層から始まる『水の迷都みやこ』と比べてしまえば、その光景は遥かに味気ないものだ。

　しかし、『深層』の中で蒼く輝く清流は、闇をさまよい続けていたベル達にとって、何よりも尊く、神秘的に見えた。

　これもダンジョン。

　冒険者達に容赦なく牙を剝むく一方で、こうして幻想の風景を広げる。

　果てしない闇の中で見せたダンジョン唯一の慈悲。ベルにはそう思えた。

「……」

「……」

　蒼の道が延々と続く。

　必然、ベルとリューの間から会話は消えていった。

　長い道のり。どこまで続くのか。この先に何が待ち受けているのか。時折ふらつくベルの足は失った血の代償。これで『深層』を切り抜けることができるのか。不安は常に寄り添う。

　けれどベル達は希望を捨てず、蒼き道を進み続けた。

　そして、

「行き止まり……」

　道がなくなった先は小さな泉だった。

　歪いびつな円形を描く空間が終点を告げている。中央にある清冽せいれつな泉は湧泉とは逆で、水が底に吸い込まれていた。あたかもダンジョンの中を循環するように。

　周囲には洞穴もなければ上か下に伸びる階段らしきものもない。

　まさか引き返さなければならないのかと辺りを見回していると、リューが気付いた。

「そこの岩……他とは組成が違う」

　岩石というより石英クオーツを彷彿させる純白の鉱石。

　ベルは緊張の面差しで《ヘスティア・ナイフ》を抜いた。リューが指差す岩に、刀身を突き立てる。

　罅が入ったかと思うと、あっさり砕ける石塊いしくれ。その奥に現れる洞窟と、上へと伸びる階段。

　視線を交わしたベルとリューは頷き、洞窟をくぐった。背後では鉱石が音を立てて修復されていく。

　人二人が横に並ぶのがやっとの洞窟は完璧かんぺきな闇に包まれていた。リューが清流の水を汲くんでおいた空瓶あきびんを取り出す。容器の中でもうっすらと光る蒼水を灯あかり代わりにし、一段一段、階段を上っていく。

　そして踏み締める段差が百を超える頃。

　入る前と同じ鉱石に塞がれた天井を、ベルはひと思いに破壊した。

「ここは……」

　階段を上った先は、37階層の広間ルームだった。

　通路口は一つしかない袋小路。ベルの身長以上の岩石がごろごろと転がる岩場だ。清流の道に続く鉱石はその中に隠れるように紛れていた。

　迷宮の奥から、モンスターの気配が漂っている。

『過酷』の中に舞い戻って来たのだと意識を切り替えるベル達は、神経を研ぎ澄ませながら岩場の広間ルームを出発した。

　岐路のない一本道は、予想に反してモンスターとの遭遇エンカウントもなかった。

　ややあって大きな通路に出る。

　そこで視界に飛び込んできたのは、巨大な壁であった。

「……リューさん、まさか、あれって……」

「ええ……大円壁だ」

　そそり立つ壁面を見上げるベルの呟きを、リューが肯定する。

　継ぎ目のない巨壁は間違いなく『白宮殿ホワイトパレス』に五枚存在する大円壁の一つ。横道から大通路に出たベル達のもとから約一〇〇Ｍメドルほど先にある。

　更に、

「この通路……間違いない。正規ルートです」

「！」

「視線の先の大円壁の色は灰色。つまりあれは、『第四円壁』」

　記憶の欠片パズルを組み合わせるように、辺りを何度も窺っていたリューが断定した。

【アストレア・ファミリア】がまだ存命の際、リューは『深層』に何度も足を運んでいる。広大な階層の全域を網羅していなくとも、地上と往復する上で何度も通る羽目となる正規ルートだけは体が覚えている。

　第三円壁内側に存在する闘技場コロシアム、その直下に存在した清流の通路『蒼の道』は、第四円壁の目前まで伸びていたということだ。

『過酷』に苦しめられていたベル達が得た、果てしない僥倖ぎょうこうだった。

「そ、それじゃあ、あの壁を越えれば……！」

「ええ、残すは第五円壁のみ。しかも第五円壁をくぐってしまえば、36階層の連絡路まで迷路はありません」

　第五円壁の外は荒野のごとく広がる空間となっている。階層最南端に存在する連絡路まで相当な距離があるが、そこまで出てしまえば迷う心配はない。迷路構造を取るのはあくまで大円壁に囲まれた『白宮殿ホワイトパレス』のみだ。

『深層』という奈落に突き落とされて以来、初めてベルの顔に本物の希望が差した。表情を戒めているがリューもそうだ。

　荒波と嵐に呑み込まれた難破船を照らす燈台の灯り。

　その一筋の光は今の彼女達が縋るに足る。

「行きましょう！　モンスターがいないうちに！」

「……ええ！」

　ベルの言葉の通り周囲にモンスターの影はない。絶好の機会である。

　天井が見えない遥か頭上の闇に見下ろされながら、一直線に大円壁を目指す。

（ついてる、こんな『幸運』……！　いや違うっ、諦あきらめずに進み続けて、摑み取ったんだ！）

　急ぐあまり物音を立てる愚行は犯さない。

　これまで以上に慎重に、それでいて大胆に歩を進めていく。

　ベルから一歩下がった位置にいるリューも逐一周囲に注意を配りながら、地面を蹴る足に力を込めた。

（第四円壁と第五円壁の間の迷宮部は、俗に言う『獣の間ま』……！　ここさえ抜けられれば……！）

『闘技場コロシアム』があった第二円壁と第三円壁の区画は『戦士の間ま』。

　ベル達の現在地は自然と『兵士の間ま』ということになる。

　37階層の正規ルートは一部の地帯エリアを除いて幅が数十Ｍメドル存在する大通路。一度正規ルートに出てしまえば、『異常事態イレギュラー』に見舞われない限りもう迷うことはない。

　エイナとの座学で得た知識を引っ張り出すベルは、力を振り絞るように奥歯を嚙かみ締めた。

（帰れる……帰ってやる！　地上に！　みんなのところに！　リューさんと一緒に……！）

　脳裏に浮かぶ未来に向かって前進を続ける。

　周囲の薄闇に紛れるように、付近にひそんでいるモンスターの気配から遠ざかっていく。

　ベルは警戒を怠らなかった。

　リューも油断はしていなかった。

　だが、気付くべきだった。

　降ってわいた幸運を逃すまいと躍起になる彼等は、考えるべきだったのだ。

　何故、モンスターと遭遇しないのかを。

　清流が走る『蒼の道』から、この『兵士の間ま』に出た際に確かに感じ取っていたモンスターの気配が、何故ベル達に近付いてこないのかを。

　あたかも『何か』を恐れるように息をひそめている、その理由を。

「第四円壁……！　これで……！」

　巨壁のもとに辿り着いたベル達は四角形にくり抜かれた穴をくぐる。

　完全な闇に包まれる中、前方にうっすらと見える燐光のもとへ一挙に進んだ。

　そして足を踏み入れる。

　第四円壁の先に。

『下層』の連絡路まで残すこと一つとなる迷宮部に。

『獣の間ま』と呼ばれる、最後の戦場に。

「──────」

　ベルは、知覚した。

　大円壁をくぐり抜けた直後。

　その『境界』に足を踏み入れた瞬間。

　からっ、と音を立てて頭上から降ってきた石の破片を。

　自分の頭に突き刺さる静かな眼差しを。

　真紅に染まり、殺意に濡れた、その【厄災】の眼光を。

『──────』

　その『怪物』は、いた。

　ベル達の遥か頭上に。

　屹立する大円壁に『爪』を突き刺し、壁面に取りついて。

　ただ一つの目標が、己の直下に来るのを待っていた。

　獲物ベルたちが第四円壁を越え、この『獣の間ま』にやって来るのを。

　異形の影が、壁から『爪』を引き抜き、音もなく落下する。

　冒険者が、視認する時間も惜しみ、地面を蹴飛ばす。

　迫りくる破壊の『爪』に対し、ベルはリューの手を摑み、全力で跳んだ。




『──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』




　爆砕する。

　流星もかくやといった威力と衝撃をもって、ベル達が一瞬前までいた地面が粉砕された。

　岩盤が砕け、無数の石片が飛び、凶暴な砂塵が発生する中、ベル達は受け身もとれず激しく転がる。

　ようやく勢いが止まる頃、弾かれるように顔を上げたベルは、言葉を失った。


『ォォォ……！』



　薄らと発光する紫紺の殻。

　恐竜の化石を彷彿させる特異な体軀。

　それは取り逃がした獲物を探しさまよい、この場所で待ち構えていた『厄災の怪物』の姿だった。

「ジャガー、ノート……！」

　忘れるわけがないその悪夢に向けて、初めて名を呼ぶ。

　ベルの声に呼応するように、モンスターは薄闇を纏う左半身をこちらに向けた。煙を上げる大地から紫紺色に輝く『破爪はそう』を引き抜く。

　傷付いて尚、圧倒的な存在感を放つその体は、今のベル達にとってこれ以上のない死の象徴だった。


「ぁ、ぁぁぁ……！」



　その怪物の威容に、リューに巣食う心傷トラウマがぶり返す。

　必死に恐怖と戦う彼女を横にベルは顔を歪めた。

　こんな時に……！

　氾濫する感情が胸をかき乱し、左腕が地獄の記憶を思い出す。巻き付けた襟巻マフラーの中身が発熱と疼痛とうつうを繰り返す中、ベルは《ヘスティア・ナイフ》を引き抜いた。

　理不尽に怒るでも嘆くでもなく、生き延びるために『応戦』の構えを取る。

　闘争の意志を失わない獲物の姿に、『ジャガーノート』はあたかも目を細めるように、闇に浮かぶ眼光を発光させた。

　足の爪で迷宮の床を軋ませながら、ゆっくりと体を回転させて、ベル達に向き直る。

「なっ──」

　直後、ベルは己の目を疑った。

「右腕がある!?」

　こちらと対峙する『ジャガーノート』の右半身。

　纏っている薄闇の黒紗ヴェールの奥に、確かに右腕の輪郭が存在した。

　どういうことか。27階層での死闘の際、ベルは命懸けで『ジャガーノート』から右腕を奪った。必殺の『聖火の英斬アルゴ・ウェスタ』が、『破爪はそう』ごと消滅させた筈なのだ。

　しかもよく見れば、半ばから失われていた尻尾もその長さを取り戻している。

　自己再生？　敵は『漆黒のゴライアス』と同じ能力を有している？

　決死の思いで奪った腕の復活に、ベルが動揺を来していると、


「っ……？」



　闇の奥で何かが蠢いていた。

　ちょうど右腕の位置、肩から腕にかけて。

『ジャガーノート』が軋ませているのか、ギチギチと嫌な音が響く。

　壺の中に集められた蟲むしが互いを喰い合うような。

　決して嚙み合わない二つの歯車に、肉の塊を挟ませ無理矢理回まわしているかのような。

　無意識のうちに、ベルの頭は警鐘を鳴らしていた。

　やがて、厄災の名を冠する怪物は轟然と一歩踏み出す。

　燐光が集まる下、纏っている薄闇を取り払った。

「──────」

　ベルは時を止めた。

　リューも凍結した。

　あらわになった怪物の右腕は──無数の骨の仮面でできていた。

「……骨の死羊スカル・シープ……？」

　肩から肘の外側にかけてひしめき合う、羊の頭蓋骨。

　ベルがこの階層で何度も交戦した死の羊は、『ジャガーノート』の肉体の一部となっていた。

「まさか……」

　戦慄に取りつかれるリューの唇が震える。

　忌いむべきその先の言葉を、ベルの唇が継いだ。

「モンスターを、喰った……？」

　それが『答え』だった。

『強化種』とは違う。

『魔石』だけを喰らったのではない。

　生ける同族モンスターそのものを摂取したのだ。

　モンスターを直接喰らって、モンスターの肉体を得る。

　そんなこと起きる筈がない。そんなこと考えられない。

　しかしそう考えなければ、目の前の『怪物』は説明できない。

　だからこれは、未いまだかつてない『異常事態イレギュラー』。

　ダンジョンさえ予想しえなかった『未知』。

　冒険者、怪物、迷宮。

　この領域に在ある全ての存在の戦慄を、リューが代弁した。

「ありえない……そんなことが……!?」

『ジャガーノート』はただ見せつけるように異形の片腕を持ち上げる。

　白き骨で構成された右腕は、紫紺の殻を纏う体軀と不気味ぶきみな対照コントラストを描いていた。

　羊の肋骨や足骨、捻ねじれた角。無数の骨がパズルのように組み合わさり歪いびつな曲線を描いている。更に右腕の中には、薄紅色の剝き出しの筋肉も備わっていた。

　血の光沢を帯びる巨大な肉繊維の正体は、恐らくは大型級バーバリアン。

　数多あまたの骨の部位パーツの中に混ざる人型の骸骨は紛れもなく骨の戦士スパルトイ。

　うねる長い尾を覆う夥しい鱗は蜥蜴人リザードマンのものか。

『魔法』をはね返す罅だらけの装甲殻そうこうかくを補強するのは、黒曜石の兵士オブシディアン・ソルジャーの体石たいせき。

　取り込まれているのは骨の死羊スカル・シープだけではない。『魔石』を持たない破壊者ジャガーノートは、『深層』に棲息するあまねく同族モンスターを取り込み、その肉体を我が物にしていた。

　一回り大きくなった、醜悪な巨軀。

　ベルがこの階層で戦った全ての強敵モンスターが、集合体となって立ち塞がっている。

（──『合成獣キメラ』）

　創作物の中でしか登場しない怪物をベルは連想してしまう。

　百獣の肉体を持つお伽噺とぎばなしの怪物。想像の産物に過ぎなかった強大な化物。

　それが厄災の怪物を依り代にして、最悪の形で顕現した。


『ハァァァッ……！』



　白い靄もやとなって吐き出される『ジャガーノート』の呼気は蒸気と見紛うほどだった。あたかも体内で発生している膨大な熱を抑えきれないかのように。

　どろり、と音を立てて、右腕の部位パーツの一部が溶け出す。

　粘液と一緒に転がった骨の死羊スカル・シープの頭蓋骨に、ベルとリューの頰が引きつった。

　強い拒絶反応。

　本来ありえる筈のない『融合』に、それぞれのモンスターの組成が反発を起こしている。

　各部位パーツがすり合い、呻き合い、ギチギチと鳴る音がベルには悲鳴に聞こえた。まだ生きているモンスター達が漏らす苦しみの嗚咽に。

『ジャガーノート』本体にも苦痛を強いている筈のそれは、紛れもない『執念の鎧』である。

　同族を喰らい、失われた肉体の代替だいたいにすることで怪物は新たな『武装』を得たのだ。

　白き獲物を──ベルを仕留めるために。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　ベル達の戦慄の時間を打ち砕き、『ジャガーノート』が開戦の号砲を上げる。

　逆関節の左脚を曲げ、ベル目がけて一気に跳躍した。

「くっっ!?」

　弾丸のごとく宙を貫いてくる『ジャガーノート』に対し、ベルはリューを背で庇いながら、敵の『破爪はそう』をぎりぎりのところで弾く。

　防御に用いたのは巨人の襟巻ゴライアス・マフラー。爪との間で火花が散り、左腕の激痛が脳天まで貫くが、もはや四の五の言ってられない。

　だが今のでベルは確信した。敵の機動力は落ちている。

　ベルが砕いた逆関節の『膝』に加え、『聖火の英斬アルゴ・ウェスタ』によって半身にまで及んだ深い損傷ダメージは破壊者ジャガーノートの跳躍速度を低下させていた。疲弊している今のベルでも目で追え、往なせるほどに。

　だが──

『ハアァァ！』

　通路の壁に着壁した『ジャガーノート』は、骨で編まれた右腕を突き出す。

　まるでベルの【ファイアボルト】を真似るかのように、尖とがった白骨を撃ち出した。

「────」

　右腕の各部から射出される、都合四本の白槍。

　円輪を描いて迫りくる複数の矛先に、ベルは瞠目どうもくした。

「『杭突パイル』──!?」

　迫りくる死の棘とげを、間一髪リューとともに回避する。

　ドガガガッ!!　と激しい音を立てて地面に突き刺さる四本の杭。

　薄く抉られた右肩から血を流すベルは、動揺を隠せなかった。

「あれは、『スカル・シープ』の……!?」

　自分を散々苦しめた死羊の『杭突パイル』。

　信じられない。敵は取り込んだモンスターの攻撃手段まで獲得している。

　こちらを睨みつける厄災の怪物に、ベルは戦慄の眼差しをそそいだ。

『────────ッッ!!』

　破壊者ジャガーノートの激しい攻勢が始まる。

　鳴り響く轟音の連続、壁に取りついたまま『杭突パイル』を連射。その数、十六。

　大小様々な骨の杭が、それぞれの軌道を描いて獲物目がけ驀進ばくしんする。なりふり構わず身を翻すベル達に対し、尖った先端が速射砲のごとく何度も地面を撃砕し、石片の雨を散らした。

　更に、発生する煙を裂いて逃げ惑うベル達を真紅の眼光が追従する。

　ぐっと膝を畳んだ『ジャガーノート』は、すかさず飛びかかった。

「!?」

　射撃からの接近。自身を砲弾に変えての突撃。

　急迫する巨塊にベル達は防御運動を取る。『技と駆け引き』をもって奇襲をぎりぎりのところで回避するものの、モンスターは激しく着地すると同時に再び『杭突パイル』を射出した。

　息をつく時間も、驚愕する暇も与えない。

　地上から、あるいは跳躍した空中から。

　伸長する『杭突パイル』を槍衾ファランクスのごとく速射する。

　その勢いはいっそ怒涛だった。一撃必殺の『破爪はそう』で常に命を脅かしながら、『杭突パイル』で串刺しにせんとする『ジャガーノート』にベルは防戦一方となる。

『魔力反射マジック・リフレクション』を危ぶみ、速攻魔法ファイアボルトの撃ち合いも選択できない。

「『ジャガーノート』が飛び道具を……！」

　リューもその光景に目を眇すがめた。

　本来ならば、その『杭突パイル』は破壊者ジャガーノートにとって無用の長物。己の足より遅い『飛び道具』など荷物にしかならない。だが、ベルに逆関節を砕かれた今のモンスターにとっては、失われた機動性を埋め合わせるこの上ない武器だった。

　繰り返される射撃と肉薄、まさかの一撃離脱ヒット・アンド・アウェイ。

　冒険者達のお株を奪う、怪物モンスターが編み出した戦術。

『ジャガーノート』本体による巨大な斜線に加え、数え切れない『杭突パイル』の射線が、冒険者達の視界を飛び交う。

（速過ぎるっ!?）

（捉えきれない──!!）

　光の尾を曳ひきながら闇の中を高速で跳ぶ真紅の眼光に、ベルが、リューが心中で叫び散らす。

　頭上を含めた全方位から繰り出される『杭突パイル』、ここに来ての激しい三次元の動き。

　迎撃を強いられるベル達の顔が、視界が、何度も上下左右に振り回される。

　ベル達にとっては地形も悪い。

　何の障害物も存在しない幅広の大通路。広間ルームの規模にも等しい正規ルートを『ジャガーノート』は縦横無尽に跳び回り、思うままに攪乱かくらんする。敵の驚異的な跳躍速度が削がれた今、まだ閉鎖空間内の方がベルでも追随できた。

　冒険者達を刻一刻と追い詰める波状攻撃。跳躍する度に体から殻の破片を飛ばし、溶ける同族モンスターの部位パーツを剝落させながら、『ジャガーノート』は攻撃を緩めない。凶悪な咆哮と『破爪はそう』のきらめきを引き連れ、絶殺の意志を掲げる。

　万全の機動力を失ってもなお、『ジャガーノート』は殺戮者だった。

　数多の怪物からなる『執念の鎧』を纏い、これまでにない新たな蹂躙を働く。

　冒険者達に【絶望】を思い出させる死の厄災。希望の光をすり潰す『抹殺の使徒』。

（手が震える、怖いっ、あの『厄災』が……！）

　真っ先に心をすり減らされるのはリューだった。

　類は違えど、通常のモンスターとはかけ離れたその出鱈目でたらめ振りは彼女に灰色の光景を喚起させる。蹂躙され、剝奪され、喪失した【アストレア・ファミリア】の姿を。今もリューを苛む心傷トラウマを。

『過去』が追いかけてくる。あの『悪夢』が再び復活しようとしている。

　それだけは、駄目だ。彼ベルだけは失いたくない。

　惨劇の再来を何としてでも拒むため、リューは怯おびえる四肢へ必死に戦意を訴えた。

『ハアアアァァッ!!』

　だが、破壊者ジャガーノートはそんなものは待たない。

　己の殺戮から逃れた敵を今度こそ仕留めんと加虐の限りをつくす。

　そして、

「ぐっっ!?」

　落下と同時に鱗に包まれた尾を振り下ろし、リューとまとめてベルを大きく後退させた瞬間だった。

　離脱にかまけて姿勢が崩れた白兎に、勝鬨かちどきにも似た咆哮を放つ。

　直後、『ジャガーノート』は骨の右腕を地に振り下ろした。

　叩きつけられる掌。

　発生する衝撃と震動。

　すかさず、地面を走り抜ける何条もの亀裂。

　後退の勢いより速く駆け抜けた罅は、ベル達の足もとに辿り着くなり、爆発した。

「────」

　ベルとリューの真下、地面から出現する、夥しい骨の杭。

　大地を爆砕して現れる巨針の山に、深紅ルベライトと空色の瞳が凍りつく。

　地中を経由して放たれた『ジャガーノート』の骨槍。

　足もとから射出される、数えきれない『杭突パイル』──いや『逆杭パイル』。

　空中から度々放たれる射撃に対し上方へ集められていたベル達の視線、そこからの『下方』。

　冒険者達の不意を突く、地中からの奇襲である。

　姿勢を奪われた挙句あげく、上空の攻撃に目を慣らされたベル達に、躱かわす術はなかった。

「ぐっっ、あああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　特大の『地雷』が解放される。

　けたたましい音をかき鳴らし射出される怒涛の『逆杭パイル』。

　数多の杭がベルの片胸鎧サイドアーマーを、腕を、頰を削ぐ。

　リューのマントを、右足を、耳を抉る。

　凶悪な剣山が二人の冒険者を呑み込んだ。

（馬鹿な──この攻撃は階層主ウダイオスの──）

　走馬燈のごとく体感時間が極限まで引きのばされる中、リューは戦慄した。

　敵は『深層』の『迷宮の孤王モンスターレックス』にも比肩しうる存在なのかと、かつてない絶望の音を聞く。

　墓標のごとく次々と生まれる『逆杭パイル』の山が、今もリューの肌を抉り貫き、殺到した。

『──────────────────────────────ッッッ!!』

　凄まじい轟声を上げる『ジャガーノート』は、緩めない。

　地面に何連発もの杭を打ち込み、攻撃を続行させる。

『彼』は醜悪な『鎧』の内側で独白した。

　──ほら、見ろ。

　悪あがきのように身をよじって、残されている防具で弾いて、紅い汗を撒まき散らしながら、あの獲物達は串刺しにされることを享受しない。最後まで抗い続ける。

　知っている、知っている。奴等はそういう『存在』だ。

　いくら壊しても死なない至上の『敵』だ。だからこそ、だからこそ──。

　厄災の怪物は咆哮を連ね、死の杭を量産し続けた。

　聴覚が意味をなくす射出音の連鎖。

　血と肉片を舞い散らせる杭の連続。

　命を削り取られていく獲物の全てを削ぎ落とさんと、全ての『逆杭パイル』をそそぎ込む。

　間もなく、

「──づっっっ」

　最後に放たれた『逆杭パイル』が、少年を捉えた。

　留め具を破壊されバラバラとなった片胸鎧サイドアーマーの下、腹部。

　真っ赤に染まった細長い突起が、そこを貫いていた。

　ベルへの集中砲火。

　己の右腕を奪った白い獲物に傾けられた杭の束たばは、彼だけは逃さなかった。

　傷だらけになったリューの時が停止する。

　貫かれた反動で不自然に宙に浮いた少年の腹部から、『逆杭パイル』が抜け落ちる中、咄嗟に彼のもとへ手を伸ばしていた。

　しかし時間は巻き戻らない。

　逆に静止していた時の流れを断ち切るように、ごぽり、と腹の穴から血が溢れる。

　吐血する唇も真っ赤に染まる。

　完璧な致命傷。

　覆らない決定打。

（────────）

　その状況、その最悪を正しく受け止めたベルは。

　みっともなく腸はらわたがこぼれ落ちる、その前に。

　即断で腹の穴を塞いだ。

「──【ファイアボルト】!!」

　傷穴に押し当てられる左手、巻き起こる小爆発。

　腹を焼く。

　視界に走る閃光、表面どころか体の内側も燃やす地獄の痛み。

　瞳が柘榴ざくろの実に変わったのかのように、限界まで充血する。

　リューが目を見開き、モンスターも硬直した。

　腹部から煙を吐き出すベルは、そこから更に左手を振り上げ──乱射した。

「がぁああああああああああああああああああああああああああああああっっ!!」

　第一射、第二射は地面に。

　三射目以降は目の前の空中に。

　爆砕される地面、発生する熱波と爆風。本来ならば砲火の反動に耐える足の踏ん張りなど放棄し、伸ばされていたリューの手を摑み取って、自ら吹き飛ばされる。

　驚愕するリューを連れて、剣山地帯からの離脱を図るかのように、後方へ。

『!!』

『ジャガーノート』は一瞬の虚を突かれた。

　舞い上がるのは爆風からなる大量の煙。視界を隔てるそれは獲物達の姿を隠す『煙幕』だ。

　更に狙いなど付けられていない出鱈目な炎砲の連射が、煙の奥から飛来してくる。獲物の位置がわからなければ『魔力反射マジック・リフレクション』の意味もない。むしろ反射行動のためにその場に縫い付けられてしまう。

　モンスターの追撃が、空白を刻んだ。


「ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」



　砲射の反動で宙を飛ぶベルは、なおも見境なく【ファイアボルト】を乱射した。

　腹を焼いた代償でまともな狙撃などできない。視界が火花に埋めつくされている。ただ敵をこちらに近付けまいと、距離を稼ごうと、壊れたように『魔法』を解き放つ。

　秒を置いて地面に勢いよく激突し、リューとともに何度も転がった。

「ベル!?」

　吹き飛ばされた場所は大通路の端だった。

　体を起こすリューは絶句する。

　激痛のあまりベルの体は痙攣けいれんし、意識を飛ばしては目覚めるの地獄を繰り返していた。

「……くぅっ！」

　リューが身を止めた時間は僅かだった。

　視界の先に広がる爆煙、断行された命懸けの逃走、それを正しく理解した彼女はベルを引きずり、視界の奥に存在する横道へ急ぐ。

『─────────────ッッッ!!』

　炎雷が途切れた途端、たちまち『ジャガーノート』の怒りの雄叫びが上がった。

　紫紺の巨軀が冒険者を猛追する。

　煙を突き破って後方から迫りくるモンスターに、リューは渾身の力で地面を蹴りつけた。そして伸ばされたモンスターの『破爪はそう』がロングケープに届き、引き裂いたと同時、横道の中に飛び込む。

　横道の幅は約二Ｍメドル。冒険者ならば人二人は並んで入れる細道だが、超大型となればそうはいかない。体高が三Ｍメドルはある『ジャガーノート』は通路への侵入を許されなかった。また、モンスターを取り込んで各部位が肥大化していたことも仇あだとなっていた。

『オオオオオオッ！』

「っ……!?」

　それでも、『ジャガーノート』は半身をねじ込み冒険者達を捉えようとした。

　伸ばされる左腕が、ベルとともに倒れ込んだリューを切り裂こうとする。が、その『爪』はあと少しのところで冒険者達に届かない。

　まるで穴の中に逃げ込んだ小人を猛り狂った巨人の手がかき出そうとしているかのようだった。紫紺色の『爪』がリューのブーツのすぐ先を何度も引っかいている。

　凄まじい音を上げながら地面や壁面を壊していく『爪』に戦おののきながら、リューは自分の体に鞭を打って立ち上がった。今度は彼女がベルの体を支える。気を抜けばすぐ崩れ落ちそうになる全身を発汗させ、息を乱しながら、こちらを見据える真紅の眼光から逃れようと通路の奥へ急ぐ。

　リュー達が逃げ込んだ通路は直線だった。左右の壁は迫るような圧迫感を醸し出している。

　頭上は先が見えない天井まで開けていて、まるで闇夜の路地裏のようにも感じられた。

『ガアアアアアアア！』

『オオウッ、オオオンッ！』

　前方にいたのは『リザードマン・エリート』や『ルー・ガルー』、そして『スパルトイ』。

　厄災の怪物を本能で恐れて身をひそめていたモンスター達も、冒険者が自ら飛び込んでくるならば容赦しない。

　退路はなく、助かる道は前進のみだ。顔を歪めるリューは小太刀で応戦しようとする。

『────ッッ!!』

　しかし、その瞬間、左手をねじ込んでいた破壊者ジャガーノートが体を離し、白骨の右手を通路横手の壁に叩きつけた。生じる震動と、深い亀裂。

　直後、リュー達の右手の壁から、大量の『逆杭パイル』が現出する。

『!?』

「がっっ──!?」

　襲いかかろうとしていた蜥蜴人リザードマン達もろとも、リューとベルを狙った槍やり地獄。

　全てのモンスターが骨の杭に引き裂かれた。リューも小太刀を持った右手と右足を穿たれ、うなじのすぐ後ろを襟足えりあしごと抉られる。視界を赤の斑まだら模様に変えながら、ズタズタに破やぶけたモンスター達と一緒に地面へ倒れ込んだ。

　通路の壁にはねる鮮血のシミと、地面に広がる血の泉。

　破裂した血袋を浴びたようにリューとベルも紅く染まった。

　それは陰惨な殺害現場のようですらあった。強い異臭と転がる怪物の亡骸。無数の肉片──惨たらしい臓物の中にベル達は沈む。

　まさにこと切れた死体のように。

『……！』

　斜め後ろ、右側の壁からは今も『逆杭パイル』が何度も壁から突き出て、左側の壁面を滅茶苦茶にしている。

　だが、力なく倒れ込んだリュー達には届かない。射程の限界だ。

　やがて『逆杭パイル』が届かないことを悟ったのか、『ジャガーノート』は攻撃を解除した。

　真紅の瞳が通路の空隙をじっと見つめる。

　何も動かない血の泉をしばらく観察した後、すっと退き、その巨軀を薄闇の中へ消した。


「………………ぅ、ぁ」



　身じろぎ一つしなかったエルフの体が、呻くように唇から息を吐き出す。

　リューはまだ、生き繫いでいた。

　皮肉にも、押し倒そうと覆いかぶさってきたモンスターの群れが、壁となって致命傷を防いだのだ。

　死体のふりを止め、瞼をこじ開ける。視界に映るのは紅の色。生温く、気持ち悪い液体と柔らかい固形物の感触が全身を犯している。吐き気を催す酷い刺激臭が空っぽの筈の胃を刺激してきた。

　塞がっていた傷が再び開いている。全身が頻しきりに信号を発していた。このままでは死ぬと。

　回復魔法を──いや、もう無駄だ。

　根本的に血を流し過ぎている。リューの『魔法』は失った血液は取り戻せない。

　ここで生き繫いだとしても、リュー達はもう──

「……ベ、ル」

　怪物の屍が散乱する地獄絵図の中で、リューは辛苦と嫌悪に耐え、顔を横に向けた。

　側で仰向あおむけに倒れる少年を、視界に映す。

　果たしてその声は届いたのか、少年の指がぴくりと微動した。


「がはっ、ごほっ、かはっっ……！　……リュー、さん？」



「はい……ここに、います……」

　思い出したように痙攣を繰り返し、激しく咳き込むこと数度。

　仰向けだった顔が横に倒れ、うつ伏せとなっているリューと視線を合わせた。

　深紅ルベライトの瞳と空色の瞳が、すぐ側で見つめ合う。

「……ジャガー、ノートは……？」

「消えました……ここには、いません……」

　赤く染まった世界で、吹けば消えそうなか細い声の欠片を交わす。

　視線を絡からめていたベルは、ゆっくりと唇の端を少しだけ曲げた。

　笑みにすら見えない、笑みを作った。

「じゃあ……諦めたんですね……僕達のことを」

「……はい」

　違う。

　諦めたのではなく、機を窺っているのだろう。

　あの怪物は自らの手で止めを刺すまでリュー達への追撃を終わらせない。

　モンスターの執念を感じ取っているリューは、それがわかってしまった。

「これで……帰れますね、僕達……」

　ベルもわかっている筈だ。

　けれど、彼は気付かない振りをして、リューに『噓』をつく。

　これで地上に帰れると。

　この迷宮の闇を越えて、温かな日の光を浴びることができると。

「シルさん達のもとに……帰れます……」

　もう地上への帰還は絶望的だ。

『ジャガーノート』がいる限り、リュー達はどうあっても37階層を脱出できない。

　それは理解してなお、ベルは優しい『噓』をつく。

　二人で一緒に『豊穣の女主人』の扉をくぐり、かんかんに怒るシル達に出迎えられ、ちょっとお仕置きをされた後、みんなで笑い合う未来を約束してくれる。

【アストレア・ファミリア】を奪われたリューが、怖がらないように。

　それはなんて優しい『噓』だろう。

　それはなんて、幸せな『夢』だろう。

　リューは、笑った。

　瞳の端にうっすらと涙を溜め、安らかに。

「ええ……私達は、帰れる……」

　だから、リューもその『噓』に騙だまされた。

　暗い闇に見下ろされ、血の泉に沈み、生死の境に横たわりながら、幸せな『夢』に溺れる。

　少年と妖精エルフは笑い合った。

「ベル……」

「はい……」

「……抱きしめて、くれませんか？」

　最後の、最後の、本当の最後に。

　リューは、素直になれた。

　友への想いとエルフの矜持きょうじ、それでずっと蓋をしていた心を、裸にすることができた。

　少し驚いた気配の後、震える少年の手が伸びてくる。

　リューも手を伸ばし、その胸の中に、誘いざなわれた。

（温かい……）

　折り重なりながら、抱き締め合いながら、胸の中で唇を綻ばす。

　温もりを分けてもらいながら、涙をこぼす。

　世界は本当に残酷だ。

　リューはベルだけでも生きてほしかったのに、迷宮ダンジョンはリューの道連れとして彼を押しつけてきた。

　心が折れ、あの厄災に希望を貪られてしまったリューには、もう抗えない。

　この温もりを手放すことなど、できない。

　顔を血まみれの胸に押しつける。鉄の臭いがした。真っ白な雪の幻想も見た。その中に埋もれながら、やはり抱き締め合っている二人の姿も。

　顔を放せば美しい雪原など存在せず、ただ、リューとベルの血が交ざり合っていた。

（何も成し遂げられなかった、こんな最後が……こんなにも愛いとしい）

　リューはそう思ってしまった。

　リューは今、誰よりも少年と一緒になれているから。

　誰が何と言おうと、自信をもって言えるから。

　今、この時だけは、私リューと彼ベルは誰よりも繫がっていると。

　それが嬉うれしくて、嬉しくて、悲しくて。

　幸せで、幸せで、淋しくて。

　リューは涙を流しながら笑った。

「ベル……少しだけ、寝ます……」

　重い瞼を、ゆっくりと閉ざしていく。

　これが今生の別れになるだろうか。

　瞼を開けた時、まだそこは暗く冷たい現実で、側にある温もりは消失しているだろうか。

　それとも次に目を覚ました時、リューはベルと再会できるだろうか。

　あの光の対岸にいる、アリーゼ達のもとで。

「はい……すぐ、起こしますね」

　ベルの声が、リューの抉られた耳朶じだを優しく撫でる。

　この温もりを忘れないように。

　リューは両手を胸に抱き、赤子のように意識を落とした。
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「……」

　リューが眠った。

　それを見届けたベルは、ほのかな笑みを浮かべる。

　リューはベルに騙されてくれた。

　きっとこれで、悪夢に魘うなされずに済む。

　ベルはただそれだけを願った。

　彼女には、全てが終わるまで、幸せな夢を見ていてほしいから。

（この人はもう、たくさん傷付いているから……）

　リューが悟っていたように、ベルは『噓』をついた。

　しかしそれは優しい『噓』などではなく、ともすれば酷い裏切りで、ベルの独善的な我儘わがままだった。

　ベルは、『生還』を諦めてなどいなかった。

（全てを話してくれた時の、この人の顔を覚えてる……）

　仲間を死なせてしまった彼女の、ずっと苦しみ続けていた横顔を覚えている。

　だから。


「……っっ！」



　みっともない痙攣は既に収まっていた。代わりに存在するのは途方もない痛み。

　焼いて塞いだ腹に触れてみる。

　眼球に火花が散った。

　痛い。痛い。痛い。

　泣き叫んで壊れてしまいたい。

　体の奥から絶叫を絞りつくして、力つきてしまいたい。

　けれど、痛みを感じられるのなら、動ける。

　肉体が死の警告を出しているというのなら、生に縋るための余力がある。

　死から遠ざかろうと心臓が早鐘を打っているのなら、死から逃れるためだけの力がこの体には残されている。

　その力を、死から逃れるためではなく──死を打ち破るために使える。

「ッッッ!!」

　本能の絶叫が聞こえた。──無視する。

　全身の警告が轟いた。──無視する。

　もう無理だと心の啜すすり泣く声が聞こえた。──無視する。

　全身という全身が、ベル・クラネルという人間ヒューマンを構成する全ての要素が、ベルの決断を全力で否決した。──無視する。

　立ち上がれ、と魂の雄叫びが聞こえた。──肯定する。


「ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……!!」



　それは獣の咆哮だった。

　一人の冒険者が一匹の獣に成り下がり、立ち上がるために命の破片を咀嚼する。

　視界に閃光が走る中、残された人の理性が、とある物語を想起させた。

　思い浮かべる憧憬の存在は、『護人もりびとベリアス』。

　湖の妖精に愛された嘆きと不屈の騎士。最後まで愛に殉じ、彼女の腕の中で生涯を終えた妖精の守護者。

　エルフが尊ぶ英雄に、大切な者を守るための力を請う。

　……収斂しゅうれんする光などない。可能な蓄力チャージは恐らくあと一度。今、『英雄の一撃』を召喚することはできない。

　だが、英雄を求める想いは心ココに。

　眠る彼女の髪をそっと梳すき、笑みを落とす。

　一匹の雄おすは、立ち上がった。
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『ジャガーノート』は移動していた。

　リュー達が逃げ込んだ通路入り口からの侵入は諦め、出口側へと回り込んでいた。

『ジャガーノート』には優秀な『知覚網』が存在する。それは外来の病原菌ウィルスを速やかに殲滅するために母なるダンジョンから与えられた『免疫』たる能力だ。

　自分が身を置く階層内ならば、『ジャガーノート』は直ちに生存している冒険者を追跡することができる。27階層で瞬く間に繰り広げられた【惨禍の宴うたげ】もこの力が起因していた。

　この37階層でもベル達の居場所を『ジャガーノート』は捕捉していた。『獣の間ま』で待ち伏せていたのも、自分の巨軀では通れない通路を嫌い、取り逃がしてしまう可能性を排除するためだ。

　そして今、『ジャガーノート』は──『彼』はまだベル達が生きていることも知覚していた。

　自分が去ったと思い込み、出口側へ抜けてくる奴等を潰す。彼は狩人の本能をもってそう画策していた。

　大型級に相応ふさわしからぬ速度をもって到着するのは、正規ルート上に存在する広大な広間ルーム。

　四つの出入り口が存在する中、獲物が逃げ込んだ通路口のもとに身を寄せる。

　生命反応はまだある。この位置ならば壁を経由して『逆杭パイル』が届く。獲物を炙あぶり出すことができる。

　熱のこもった呼気を吐き、彼が真紅の瞳で通路を覗き込もうとした。

「──【ファイアボルト】」

　直後、闇の奥から炎流が迸った。

『!!』

　迫りくる炎の顎あぎとを緊急回避する。

　左脚の逆関節を軋ませ高速で飛び退くと、通路より噴き出した炎雷は広間ルームの中ほどまで達し、猛火の轍わだちを作り上げた。

　その軌跡を辿って、ゆっくりと。

　舞い上がる火の粉を引き連れ、白い髪を揺らし、その冒険者は現れた。

『ジャガーノート』ならば一瞬で詰められる距離で立ち止まり、対峙する。

　彼は雄叫びを上げ、襲いかかろうとした。

『──────』

　そして襲いかかろうとして、ぴたりと動きを止めた。

　顔を上げた獲物は、笑っていた。

　昏く、儚い笑み。

　もう傷がない場所を探す方が難しい体で、今にも消えてしまいそうな微笑を浮かべている。

　少年に取りついているのは、死相だ。

　死神が寄り添い、その背に『恩恵』を授さずけている。

　すなわち約束された『結末』を。

　勝利も敗北も、もはや目の前の存在には関係ない。

　自分が下さずとも、この人間は──

『──オオオオオッッッ!!』

　関係ない。

　何をせずとも死に行く生命だったとしても、全力で殺戮する。

　この獲物の命を奪うのは死神の鎌ではない、自分の破壊の『爪』だ。

　この人間に、自分の全てをぶつける。

　それが迷宮から解き放たれた、今の『彼』の存在理由レーゾンデートル。

「……お前を、倒す」

　そして少年も、何も残らぬ自死など享受しない。

「リューさんと……地上に帰るんだ……」

　勝たないと、戻らないと、あの人が死んでしまう。

　だから絶対に勝つ。絶対に負けない。

　声にならない想いを掲げ、漆黒のナイフを構えた。

　その言葉も、その想いも、怪物の彼には理解できない。

　だが、その『意志』だけはわかる。

　彼を殺そうとしている。打ち破ろうとしている。

　己の全てを白い炎に変え、燃やしつくそうとしている。

　彼は胸の震えを覚えた。

　それは無機的に虐殺をばらまく厄災の怪物が、決して抱く筈がなかった感情。

『歓喜』である。

　彼は、『ジャガーノート』は、この出会いに感謝した。

『自分』を与えてくれたこの雄おとこに、心からの感動を覚えた。

「──勝負だ」

　怪物は、天にも届く歓声をもって受け入れた。
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　リューは気が付くと、闇の中にたたずんでいた。

　それは見知った闇だった。

　この五年間、リューを苦しめてきた闇であり、彼女を引き止めてきた生と死の境界だった。

　隣には誰もいない。誰かが、いない。リューはそれを残念に思った。

　理由はわからない。何も思い出せない。ただ、冷たい自分の手を悲しく思った。

　不意に、闇に光が差す。

　振り向いた先は白い光に包まれていた。

　そして光の奥に見えるのは、かけがえのない仲間の後ろ姿だった。

【アストレア・ファミリア】。

　アリーゼが、輝夜カグヤが、ライラが、他の仲間が、背を向けてたたずんでいる。

　どんなに呼びかけても、その背中は決して振り向いてくれない。リューは知っている。闇のもとにいる自分と、光の対岸にいる彼女達は隔たっているから。

　リューはそこで、前に進めることに気付いた。

　闇の外へ。光のもとへ。あれほど焦がれた仲間達の場所へ。

　リューは歓喜した。

　どんなに呼びかけても、どんなに泣いても、アリーゼ達は振り向いてくれなかった。けれどリューの方から赴いたなら、彼女達は迎えてくれるだろう。

　最初はきっと怒られる。輝夜カグヤには散々皮肉を言われ、ライラには耳を引っ張られるかもしれない。マリュー達にももみくちゃにされるだろう。アリーゼは指を立てて、いい加減な説教をしてくるに違いない。

　そしてきっと、最後にはくしゃっと破顔して、笑いかけてくれるだろう。

　みんなでリューを囲みながら、お帰り、頑張ったね、と。

　肩を抱いて、頭を撫でてくれる筈だ。

　ようやく願いが叶う。

　ようやく罪を贖あがなえる。

　ようやく、逝いける。

　リューは救いを求めるように光の方向へ歩み出す。

　一歩、一歩、また一歩。

　闇の境界を越え、あともう少しで、彼岸に辿り着く──




『──駄目よ』




　その時。

　ずっと振り返らなかった背中が、振り向いた。

「────」

　赤い髪が揺れ、緑の瞳がリューを射抜く。

　光を目指して歩んでいたリューの足は、止まっていた。

『来ちゃ駄目よ、リオン。絶対に駄目。そんなの許さない』

　吊り上げられた双眸そうぼうが、リューを拒絶する。

　いつも正しかった唇が、リューを否定する。

　何かを気付かせるように、語りかけてくる。

『逃げちゃ駄目』

　アリーゼの視線がリューを飛び越えて闇の奥に向けられる。

　すぐにリューの背中を叩くのは、恐ろしい怪物の雄叫びだった。

　リューを怯えさせ、疾風かぜの仮面を奪い、惨めなエルフに変えてしまう絶望の咆哮。

　身の毛がよだつそんな叫喚の中に、抗う音があった。

　逆巻く炎が猛るかのような、勇ましい誰かの雄叫びが。

『こっちに来たら、あんたは後悔するんだから！』

　その強い声に、リューの手がぶれる。

　あんなにも願っていた光の先へ向かえるというのに、迷いが生じている。

　仲間に焦がれる乾いた心と、炎の雄叫びを求める狂おしい衝動が、激しくせめぎ合っている。

「もう、無理です……」

　気付けば、リューは声を落としていた。

　迷いを断ち切るために、全てを諦めるために、偽らざる心の声を曝け出す。

「もう無理なんです、アリーゼ……。私は戦えない。あの『過去』に、逆らえない」

　破壊者ジャガーノート。始まりにして全ての禍根。リューを苦しめる『過去』の象徴。

　再び闇のもとに舞い戻れば過酷が待ち受けていることなどわかっている。それが恐ろしい。あの『過去』と対峙しなければならないことが、怖くてたまらない。

　リューは情けない声を投げかけ、項垂うなだれた。

『噓』

　けれど。

　アリーゼは、たった一言、それだけを返した。

「────」

　空色の瞳を見開き、顔を上げると、そこにはリューの見知った相貌があった。

　リューのことなんか何もかもお見通しの、少女の毅然とした眼差しが。

『あんたの『正義』は、失いたくないって叫んでる』

　アリーゼは語らない。諭さない。導かない。

　ただ、本当の言葉をぶつけてくる。

　リューの胸を揺らし、心に波紋を広げる偽らざる言葉を。

『あんたの『正義』は、まだ生きてる！』

　何が『正義』なのか。何が『正しい』のか。

　ずっとわからなかった。ずっと答えは出なかった。

　ただ女神アストレアに『正義を捨てろ』と告げられたことだけが事実で、『正義』の資格を失ったとずっと思い込んでいた。

　けれど、少年ベルに否定されて。

　リューの中に『正義はある』とそう訴えられて。

　そして今、少女アリーゼもまたリューの『正義』を肯定して。

　少年ベルの言葉が、少女アリーゼの言葉と繫がり、リューにその意味を気付かせようとしてくれている。

『あんたの『正義』は──『希望』はまだ死んでない！』

　──そうだ。

　アリーゼ達を喪うしなったあの日から、リューが求めていた『正義』は──『希望』だ。

　シルに救われた時、アリーゼ達の『正義』の成果を見届けるために生きようと思った。

【アストレア・ファミリア】が遺したものが、『希望』に繫がると信じたかった。

　オラリオに秩序と平穏をもたらし、人々に笑顔を咲かせると。

　リューはあの日から、ずっとそれを追い求めていたのだ。

　少年ベルが言っていたのも同じこと。

　リューは彼等を助け、救い、『希望』をもたらしていた。

　リューの行為は、誰かの『希望』に繫がっていた。

　少年ベルはずっとそれを訴えてくれていたのだ。

　きっと、普遍の『正義』はない。

　だから、これはリューの『正義』。

『過去』ではなく、『未来』を照らすための『希望』。

　リューはようやく、本当にようやく、己の中で生きる『正義』の意味に気が付けた。

　その時、まるで彼女の心の変化に同調するように、アリーゼの左右に並ぶ【アストレア・ファミリアの面々も振り返る。

『行け』

　アリーゼの隣で、輝夜カグヤがしっしっと手を振る。

『逃げんなよー』

　頭の後ろに手を組みながら、ライラが意地悪く笑う。

『頑張って』

『負けるな！』

　それぞれの言葉で、かけがえのない友が激励を飛ばす。

　その言葉に、その優しい眼差しに耐え切れず、リューは顔を振り乱し、叫んでいた。

「わたしは……わたしは、ずっと謝りたかった！　貴方達に、ずっと謝りたかった！」

　思いの丈をぶつける。

　全てを失ってしまったあの時から、ずっと秘めていた本当の我儘ねがいを。

「見殺しにした私を、何もできなかった私を断罪してほしかった！　責めて、罵って、裁いてほしかった！」

　光の向こうにいる輝夜カグヤ達は何も答えてくれなかった。

　ただ、やはり優しい眼差しで見返すだけだ。──わかっているくせに、と。

　ああ、そうだ、わかっていた。

　彼女達がリューを責めたりなんかしないことくらい。

　リューは自分の罪が許せなかっただけだ。過去を認められなかっただけだ。

　罪だと思うことで、自分に罰を与えて、楽になろうとしていただけだ。

　リューの握り締められていた拳こぶしが解ほどけ、だらりと垂れ下がる。

『リオン！』

　リューの好きな少女の声が、高く響く。

『今のあんたの正義はなに!?』

　リューの喉は震えた。

　いつの間にか、涙がとめどなく溢れていた。

　こぼれそうになる嗚咽を必死に堪こらえ、ゆっくりと、『本当の願い』を口にする。

「彼を……助けたい……」

　この優しい光の彼岸ではなく、過酷が待ち受けるあの闇の奥へ。

　アリーゼ達のもとではなく、今を生きている少年のもとへ。

「彼と一緒に、あの酒場へ……シル達のところへ、帰りたい！」

　過去のアリーゼ達ではなく、未来へ。

　アリーゼは笑った。

　よくできましたと、太陽のように満面の笑みを湛えた。

『リオン、逃げちゃ駄目！　──逃がしちゃダメよ！』

　リューは笑った。

　泣きながら、涙を頰に伝わせて。

　そこに悲愴はなく、陰りもない。

　彼女達に背を向けて、暗闇のもとへ歩き出す。

　──いってらっしゃい、リオン。

　仲間達の別れの言葉が、リューの背中をそっと送り出す。

　いってきます。

　大好きだった、大切な人達。
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「──!!」

　リューは目を覚ました。

　最初に身に訪れるのは焼けるような全身の痛みと、意志を挫く倦怠感。そして一人だけ取り残されている孤独感。リューを抱き締めていてくれた温もりは、目の前から消えていた。

　少年はいなくなっていた。代わりに通路の先、闇の奥から激しい闘争の歌が轟いてくる。

　ベルは何も諦めていなかった。

　リューのことを想い、リューの『希望』を叶えようとしていた。

　リューの『正義』を喪わせまいと。

「ベル……！」

　リューは力をかき集め、拳を作った。

　もう自分が為なさねばならないことはわかっている。

　幻は消えた。幻影は去った。アリーゼ達はもういない。光の彼岸で見たあの光景は、全てリューの都合のいい妄想なのかもしれない。

　けれど、アリーゼ達は確かに教えてくれた。

　今の自分の中に『正義』が生きていることを。

『希望』を求め、放してはいけないことを。

　リューは震える手をつき、地面から体を引き剝がした。

「ぅああああぁ……!!」

　血の泉の中で、産声を上げる。

　いつまでもアリーゼ達の残影に甘え、過去に囚われていた己と決別し、新たな自分を生む。

　リューは向き合わなくてはならない。

　ずっと目を背け続けていた『過去』と。

　リューは戦わなくてはいけない。

　ずっと怯え続けてきた『過去の象徴』と。

　厄災の怪物『ジャガーノート』は、リューの過去そのものだ。

　だが『未来』を欲すると言うのならば、リューはその『過去』を超えなくてはならない。

　もう誰も失わせはしないと、己の『正義』を、『希望』を貫くならば。

「あああああああ!!」

　立ち上がる。

　血の泉に浸るモンスターの武器──骨の戦士スパルトイの骨刀を摑み、地面へと突き刺す。

　苦痛を振り払って前に踏み出した一歩は、力強い一歩を生む。前進する力を呼び覚ます。

　悲鳴を上げる体を無視し、リューは薄闇の道を歩き出した。

　聞こえてくる音のもとへ。

　怪物の叫喚と人の雄叫びが衝突する、あの先へ。

　厄災と過酷が待ち受ける、闇を照らす燐光の下に、リューは身を投じた。

「──────────────────────ッッッ!!」

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!』

　通路を抜けた先では、死闘が繰り広げられていた。

　広間ルームの中心で斬り合い、削ぎ合い、殺し合う人と怪物。どこにそんな力が残されていたのか──文字通り己に残された最後の力を全てつぎ込んでいるのか──ベルは『ジャガーノート』相手に渡り合っていた。

　ベルが仕掛けたのは、真っ向勝負。

　三次元を描く『ジャガーノート』の連続跳躍、そこから撃ち出される連続の『杭突パイル』を、右手に持った輝白のナイフで全弾切り払っている。

　敵の『杭突パイル』は閃燕イグアスより遅い。ならば迎撃できると豪語するかのように。恐怖の殺人燕の嵐に見舞われた少年は、迫りくる骨の凶槍を《白幻はくげん》で漏れなく打ち落としていた。

　憎らしくも喜びの咆哮を上げる『ジャガーノート』が接近戦を仕掛けてこようものなら、素早く装備を《ヘスティア・ナイフ》に切り替え斬劇を演じる。高速の双刀切替スイッチ・ナイフ。紫紺と輝白の刃を右手で使い回し、モンスターの一撃離脱ヒット・アンド・アウェイを封殺していた。それどころか、隙を掠かすめ取って敵の尻尾を斬り付け、蜥蜴人リザードマンの鱗を斬り飛ばしてみせる。

　十全の機動が行えない敵の連続跳躍には『規則性』がある。着地後の角度と『溜め』の時間、その情報を冒険者の本能で理解するベルは、猛攻を耐え抜いていた。

　一度目の敗戦を勝利の礎にせんと、咆哮を上げ、逆襲を仕掛ける。

　ナイフと『破爪はそう』が描く紫紺の斬閃、無数の円弧。激しい音をかき鳴らして散る数多の火花。幾度となく交錯こうさくする凄烈な光の輪舞ロンド。

　リューにはそれが、剝き出しの命と命のぶつかり合いに見えた。

「──！　リューさん!?」

　戦っていたベルがリューの存在に気付く。

　同時に、ぐるりと振り向いた『ジャガーノート』の眼がこちらを穿った。

　胸が震える。それは隠しようもなかった。リューの心傷トラウマは恐怖に軋んだ。

　だが、今のリューには、過去の傷を抉り出されることより怖いものがある。

　再び、かけがえのないものが奪われてしまうことだ。

　凝縮された時の中、心が一瞬だけ凪ないだ。

　波一つ立たない心の水面に次いで訪れるのは、激しい疾風しっぷう。

　リューを突き動かす、意志の風だ。

「──ッッ!!」

　体を前に倒し、リューは疾はしった。

　駆け抜け、踏み切り、宙を踊り、驚愕する『ジャガーノート』に一撃を見舞う。

　振り上げられた右腕の防御の上から、骨の白刀が叩き込まれた。

「ベル！　私は……湖の妖精にはなれない」

　敵の前腕に振り払われ、回転しながら着地するリューは、啞然あぜんとするベルに声を飛ばした。

　英雄譚が好きな少年ならば、きっと知っているだろう物語を引き合いに出して。

　エルフが尊ぶ英雄譚。妖精の少女達が一度は憧あこがれるお伽噺。それを、リューは否定する。

　少年の双眸が見張られた。

「大切な者に守られるだけの妖精には、決して！　貴方を一人、死地に行かせはしない！」

　そのリューの強い言葉を聞いて、少年の唇は笑みを描いた。

　彼が血と傷にまみれた顔で頷きを返すと、握られた神の刃もまた戦意を再燃させるように【神聖文字ヒエログリフ】を発光させる。

　ヒューマンとエルフは、肩を並べて反撃に乗り出した。

『アアアアアッ!!』

　怒り狂うのは『ジャガーノート』である。

　ベルとの決戦に水を差され、彼は大いに気分を害した。

　多くの同族モンスターを取り込み、本来ならばありえない『執念の鎧』を纏った彼にも制限時間タイムリミットが迫っている。故に残り少ない命の刻限をこの雄おとことの一戦に全てつぎ込むことを決めていた。白髪の少年を必ず殺すと。

　己の存在理由を妨げようとする輩やからは目障りでしかないと、『ジャガーノート』は怒りの赴くまま羽虫を叩き潰そうとした。

「ッッ!!」

『！』

　だが、リューは『ジャガーノート』の攻撃を躱かわす。どころか、反撃さえ見舞ってくる。

　その動きは先程の戦いと比較するまでもなく一線を画していた。見違えたと言っていい。

　今も右手右脚、いや全身から紅の滴を流し、満身創痍であるにもかかわらず。

『過去の象徴』と、心傷トラウマと向き合う勇気を手に入れた【疾風】は本来の精彩を取り戻していた。いや、これまでの限界をも超克せんとしている。

　その美しい戦姿は、『ジャガーノート』が葬ってきた有象無象とは何かが違った。

「お前を、倒すッ!!」

　白き少年と同じ叫び、同じ眼差し、同じ意志。

　それを前に『ジャガーノート』は認めた。

　この妖精も少年と同じ、狩るに相応しい存在だと。

　己の全身全霊を尽くして殲滅するに値すると。

　故に、二人まとめて殺戮する。

『ジャガーノート』は雄叫びを放ち、全力をもって二人を殺しにかかった。


「ぐっっ……!?」



　加速した敵の猛攻、連続跳躍からなる襲撃と杭突パイルの嵐がベルを苦しめる。

　リューが加わったことで戦況はようやくの五分。だが、満身創痍のベル達の均衡はいつ崩れてもおかしくない。既に限界を超えている身だ、その命の燃料ガソリンがつきた時あっけない幕切れが訪れるだろう。合成獣キメラと化した代償で反発作用に苛まれているとはいえ、規格外のモンスターの体力は上級冒険者達を上回る。持久戦の先は破滅である。

　一人で戦っていたベルはずっと必殺カウンターを叩き込む時を窺っていた。

　だが、もはや『ジャガーノート』もその狙いには感付いている。『破爪はそう』を織り交ぜながらも『杭突パイル』を主体で戦っているのがいい証拠だ。

　今の戦局には、決定打が存在しない。

「──【今は遠き森の空。無窮むきゅうの夜天に鏤ちりばむ、無限の星々ほしぼし】」

　そんな中で。

　リューは歌を紡つむいだ。

「！」

『！』

　走り、斬り合いを続けながら歌い始めるエルフに、ベルと『ジャガーノート』が反応する。

『並行詠唱』。

　攻撃、移動、回避、詠唱、四つの行動を同時展開し、来るべき必殺の時を呼び込もうとする。

「【愚かな我が声に応じ、今一度星火せいかの加護を】」

　それは後悔の歌でもあった。

　アリーゼ達を助けられず、守られてしまったあの時も、リューはこの歌を歌っていた。

　絶望と恐怖に屈し、一歩も動くこともできず唇を震わすことしかできなかった。

「【汝を見捨てし者に光の慈悲を】」

　その忌むべき歌を、今度は戦いながら歌う。

　今度こそ失わないように。

　今度こそ、守られるだけではなく守るために。


「……っ！」



　その真意はベルにも伝わった。『作戦としての側面』も。

『破壊者ジャガーノートの殻からを剝がす』。

　左半身に残る装甲殻そうこうかく『魔力反射マジック・リフレクション』はもとより、数多のモンスターを取り込んだ敵の体軀には『オブシディアン・ソルジャーの体石たいせき』も含まれている。『魔法』の威力を減殺する敵の鎧の前ではリューの大光玉ルミノス・ウィンドも必殺に届かない。残りの精神力マインドを顧みても、二度目の砲撃はありえない。

　モンスターを挟みながら視線を交えたベルとリューは、その一瞬で示し合わせた。

『……！』

　同刻、リューの苛烈な詠唱速度は『ジャガーノート』をして脅威に映った。

　不完全なこの『鎧』では万が一もありうる。負けを引き寄せる可能性は残されている。

　膨れ上がる『魔力』の高まりに、『ジャガーノート』はリューを先に潰そうとした。

「──【ファイアボルト】！」

　そこで、ベルが砲声する。

　モンスターに向かってではなく、漆黒のナイフの刀身に。

『！』

　炸裂した炎雷の収束、次いで奏でられる鐘チャイムの音。

『聖火の英斬アルゴ・ウェスタ』の発動準備。なけなしの力を喚起し、少年最後の蓄力チャージが断行される。

　自身の右腕を消滅させた一撃の予兆に『ジャガーノート』は反応してしまう。己を殺しかけた最大の必殺を無視することなどできない。

　それはベルの仕掛けた『駆け引き』だ。

　前と後ろ。並行蓄力チャージを敢行するヒューマンと、駆けながら詠唱を続けるエルフ。

　前者は明らかに囮、しかし見過ごすことはできない。

　分散する意識に『ジャガーノート』は、一瞬動きを止めてしまった。

「【来きたれ、さすらう風、流浪るろうの旅人ともがら】！」

　モンスターの後方で、リューの詠唱が高らかに鳴り響く。

　同時に、前方から炎光のナイフをもってベルが突撃してくる。

　殻からを剝がし、即座に『魔法』を叩き込む算段。

　冒険者達が仕掛けた連携に対し、厄災の怪物は──右腕を地面に叩きつけた。

『──────ッッ!!』

　地面から放出される『逆杭パイル』。

　しかも一方向ではなく、半径十Ｍメドルに及ぶ、全方位。

「がっっ!?」

「ぐっっ──」

　骨の槍を地中に潜行させ、前方と後方にいるベルとリューを、同時攻撃する。

　モンスターを起点に召喚された大量の剣山は二人を傷付けた。リューの肩を裂き、ベルの腿ももを抉る。残された二人の命を一気に削り落とす。

『ジャガーノート』はそのまま一気に、更なる『逆杭パイル』で二人を串刺しにせんとした。

「──【空を渡りっ……荒野を駆けっ……】！」

　だが。

　リューの詠唱は途切れなかった。

　不屈の精神をもって、魔力の制御コントロールを手放さなかった。勝機を繫げた。

　だから、ベルも。

　血を吐きながら、眦まなじりを吊り上げ、その右手を地面に叩きつけた。

「聖火の英斬アルゴ・ウェスタ!!」

　七秒分の蓄力チャージ。

　放たれた必殺は『ジャガーノート』本体ではなく──地中に穿孔せんこうしている骨槍を破砕する。

『!?』

　轟音ともに爆ぜる大地、『ジャガーノート』の視界を揺るがす衝撃。

　地面に炸裂した光炎フレアの輝きによって、地中に射出されていた全ての骨の槍が粉微塵に粉砕される。『逆杭パイル』の供給が、断たれる。

　それだけにとどまらず、聖火の威力と衝撃は骨槍を伝播でんぱし、『ジャガーノート』の右腕にも及んだ。

　同族モンスターの肉体で造られた右腕が撃砕される。

『────────────────────────ッッッ!?』

　内部から爆発したように砕け散る右前腕に、『ジャガーノート』は絶叫を上げた。

　聖火の英斬アルゴ・ウェスタによって罅割れる地面、広間ルーム全体を震わす震動、姿勢を崩すモンスター。そして掠め取った隙。

　ベルはその機を逃さず、突撃した。

　まともに残ってない握力が《ヘスティア・ナイフ》を宙に飛ばしてしまう中、代わりに拳を握り締め、モンスターの懐に肉薄しようとする。

「ぐっっ──!?」

　しかし、その接近はあまりにも遅過ぎた。

【英雄願望アルゴノゥト】の反動。少年に許された最後の並行蓄力チャージは、容赦なく残り少ない体力と精神力マインドを奪った。

　折れかける膝を叱咤して敢行される急迫など、『敏捷』に特化した『ジャガーノート』にとって脅威たりえない。最後の最後に肉体の限界がベルの計算を裏切った。

　損傷ダメージから立ち返った『ジャガーノート』は、怒りが滲にじむ赤眼を少年に向けた。

　自分の懐に飛び込んでくるボロボロの兎うさぎを、難なく迎撃しようとする。

　振り上げられる左手、構えられる紫紺の六爪。

　斜め上方より撃ち出され、間違いなくベルの体を串刺しにする必殺の『破爪はそう』だ。

　胸を貫き、背中から飛び出す『爪』は世界を紅に彩るだろう。

　走馬燈が駆け巡るベルの想像通りに。

　五年前、妖精の友を奪った光景と同じように。

「──ああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　剣山の損傷ダメージ、そして光炎フレアの衝撃に姿勢もままならなかったリューは、吠えた。

　瞳に焼きつけられた悲劇を超克するため、風となって宙を駆ける。

　地面に叩けつけられた左足、一条の閃光のごとく宙を貫く肉薄。

　側面からの肉薄は、振り被られていた『ジャガーノート』の左腕を捉えた。

『!?』

　抜刀された二刀の小太刀《双葉ふたば》が、必殺の『破爪はそう』を解体する。

　手首と指関節。牙と見紛う『爪』の根元から断たれた『ジャガーノート』は、最強の武器を奪われた事実に時を止めた。

（あの時、こうしていれば──）

　静止した時の中で、過去の情景が蘇る。

　貫かれた少女、リューを守るため『爪』の一撃を受け入れた悲壮な背中。

　あの時もし、リューが立ち上がっていれば。

　今この時のように、リューもともに戦っていれば。

（──アリーゼは負けなかった！）

　身を焦こがす後悔と痛念、胸を裂さく心の叫び。

　もう『過去』は戻ってこないけれど。

　それでもリューは、自分が救った今この時を見据えて、あらゆる感情が詰まった心の雄叫びを上げた。

　呆然とする破壊者ジャガーノートとすれ違いながら。

「──おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　転瞬、ベルが突貫する。

　リューの支援を受けて、『ジャガーノート』の懐に打ち込まれる最後の一歩。

　間合いが消え、凍りつくモンスターの左半身に、握り締めた右拳を叩き込んだ。

「ファイアボルトオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　立て続けに、砲声。

　拳から体内に送り込まれる速攻魔法。

　その数、僅か一発。

　されど十分な一射。

　全ての力を使い果たされたベルに許された最後の『魔法』は、『耐久』が著しく低い『ジャガーノート』の肉体を駆け巡り、仮借なく内側から破壊した。


『ッッッッ!?』



　左半身に残された装甲殻そうこうかくが、炎雷の炸裂によって弾け飛ぶ。

　内側からの衝撃により右半身を補強していた『オブシディアン・ソルジャーの体石たいせき』もまた、大量の火の粉とともに千々ちぢに砕け散った。

　威力が低い速攻魔法ファイアボルトの単発では怪物を倒すには至らない。

　砕かれる『魔石』も存在しない特殊なモンスターは未だ崩れ落ちない。

　だが、『鎧』を失ったその巨軀は、既に丸裸だった。

「──【何物なにものよりも、疾とく走れ】」

　響く妖精の歌。

　美しい風の旋律。

『ジャガーノート』から見て右手。『破爪はそう』を奪い、倒れ込むように地面に着地していた妖精は、両の脚で地面を踏み締めていた。

　硬直する『ジャガーノート』に向けて右手を突き出し、『魔力』の奔流ほんりゅうを解放しながら。

「【星屑の光を宿し、敵を討て】！」

　完成を告げる最後の呪文じゅもん。

　接射砲撃の衝撃によりベルが吹き飛ばされ、モンスターが真紅の双眼に驚倒を宿す最中さなか。

　リューは、その一撃を解き放った。

「【ルミノス・ウィンド】！」

　発動する『魔法』。

　緑風を纏う大光玉。

　その数、四十七。

　妖精の全精神力マインドがつぎ込まれた砲撃魔法が、火蓋を切った。

『────!!』

　迫りくる光弾の濁流。

　逃げ場などない砲撃の嵐。

　それに対し『ジャガーノート』は、なんと反応してのけた。

「なっっ!?」

　ベルの眼が見開かれる。

　ビキッ、と右の膝を完全に自壊させるほどの全力の跳躍。

　鱗に包まれた尾が光に呑み込まれ、右足の脛部けいぶから下が吹き飛ばされてなお、宙に逃れた。

　行き場を失った大光玉の嵐が、絶句するベルの目の前を通り過ぎ、広間ルームの壁に着弾する。

　必殺が回避された。

　ベルが顔を歪め、凄まじい震動が空間に生じる中、リューは──

「──お前の速さは、私が一番知っている」

　四十七射のうちの十の大光玉を、自分のもとに残していた。

　読んでいた。

　これ以上ない時機タイミングで放たれた渾身の砲撃さえ、あの厄災の怪物には躱されるだろうことを。

　知己を犠牲にしてもなお前回の破壊者ジャガーノートを仕留めきれなかったリューは、冷徹な目をもってして敵の回避行動を信じていたのだ。

　広間ルームの壁面に着壁した『ジャガーノート』は、地上にいるベル同様、その十の輝きに目を見張る。

　十。

　それはリューにとって特別な数字。

　喪ってしまった、かけがえのない戦友達と同じ数。

　発動した【ルミノス・ウィンド】の中でも一際ひときわ大きな光玉達が、リューの背に寄り添うように浮遊する。

「──行こう」

　その一声とともに、リューは疾駆した。

『!?』

『魔法』の『待機状態』にしている大光玉を射出することなく、十の輝きを引き連れ、リューは『ジャガーノート』を目指す。

　中距離及び遠距離からは当たらない。

　27階層でベルが『聖火の英斬アルゴ・ウェスタ』を炸裂させる直前、一度は宙に逃げられ、襟巻マフラーまで駆使しなければ必殺は見舞えなかった時と同じように、破壊者ジャガーノートを粉砕するための一撃は超近距離から放たなければならない。

【厄災】との幾度の戦闘の中でリューが下した決断は、『零距離攻撃』。

　逆杭パイルに腿を引き裂かれ満足いく加速も行えない中、リューは跳躍し、叫んだ。

「ノイン、ネーゼ！」

　散った仲間の名を呼んだ瞬間、呼応するように、背後に浮遊する大光玉の二つが、地を蹴ったリューの靴裏に炸裂した。

「なっ!?」

　鼓膜を滑り抜ける閃光音。生じる爆発的な加速。

　風を纏う光玉が与える莫大な『推進力』。

　ベルの戦慄も、『ジャガーノート』の驚愕も置き去りにして、リューは宙を駆ける一陣の疾風かぜとなった。

　射出した光玉を蹴りつけるかのごとく、モンスター目がけ一直線に突き進む。

『ッッ!?』

　驚愕も間に合わない速度をもって飛来してくる妖精目めがけ、『ジャガーノート』は咄嗟に前腕部を失った右腕を突き出した。

　肘の関節から放たれる杭突パイルの一斉射。

「アスタ、リャーナ！」

　それに対し、リューは新たに仲間の名を吠え、大光玉を射出。

　残り八射のうちの二つを使用し、一つは側面から発射、体の横に構えた左腕に着弾させ──真横へ飛ぶことで軌道を強引ごういんに転換した。

『!?』

　ほぼ直角に進路を変え、杭突パイルの雨を緊急回避。

　間を置かずもう一つの光玉が右の靴裏で炸裂し、再び前方へ。

　描かれるのは稲妻のごとき軌跡。

　距離をあっという間にかき消し急迫する電光石火に、『ジャガーノート』は左足だけで壁面を蹴り付け、逃れんとする。

「ふッッ!!」

　追従する。

　発生する凄まじい風圧と慣性を無視し、軋みを上げる肉体を意志の力でねじ伏せながら、一瞬前までモンスターが取り付いていた壁面に着壁し、再び翔ぶ。

　迫りくる咆哮に、『ジャガーノート』の瞳が動揺に震えた。

　無茶苦茶な魔法行使による、強引な『空中機動』。

　モンスターの驚倒を攫い、怪物のお株を奪う『高速跳躍』。

　魔法の威力をそのまま推進剤に変えるその無謀な行為がただで済む筈がない。光玉を靴裏に着弾させたブーツはボロボロに破け、皮を失った真っ赤な足裏を露出させている。転進のため光玉を炸裂させた左腕も骨に罅が生じている。

　だが、リューの体は壊れない。

　発現している『魔防アビリティ』まで総動員し、凶悪な威力に耐え凌ぎながら、その怪物を撃ち抜くまで決して朽ちはしない。

　自らの『魔法』で自分を撃ち、煙を上げ、肌を焼き、なお突き進む『妖精の飛翔』。

　──みんな、私に力を。

　風を纏う光玉に仲間の姿を重ね、リューは猛った。

【アストレア・ファミリア】の仲間とともに──あの敵を討つと。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!?』

　リューの『狙い』を正しく悟った破壊者が、最大級の警鐘を孕んだ絶叫を放つ。

　なりふり構わず放たれる全ての杭突パイル。

　十分な機動力を失った自分に追いついてくる妖精の接近を、阻もうとする。

「セルティ、イスカ、マリュー！」

　名を受けた三つの光玉が、手を貸すようにリューの体を斜めに逃がし、あるいは迫りくる骨の槍を盾のように打ち砕いた。

　激しい風圧の中、宙を飛ぶリューの瞳に映るのは、戦友達の横顔だった。

　己の隣に並んで雄叫びを上げる、十人の正義の眷族達。

　妄想だ。感傷だ。幻想だ。

　私リューに都合のいい幻影だ。

　わかってる。

　だから、そんな『想い』すら力に変えて──前へ！

「──ああああああああああああああああああああああああああああッッ!!」

　響き渡る妖精の咆哮。

　翼を持たぬ者同士の、まさかの空中戦闘ドッグ・ファイト。

　闇夜を駆ける星屑のごときその光景に、少年は引き寄せられるように立ち上がっていた。

　目を見開き、星が鏤ちりばむ夜天を仰ぐことしかできない地上の獣けもののように。

　ベルは見た。

　十の輝きに導かれ、宙を舞う妖精の軌跡を。

　身に着けたロングケープがなびき、翅のように広がるその様は、まるで、

「──『正義の翼』」

　そして『剣つるぎ』は、怪物に迫らんとする彼女そのものだ。

　正義の女神アストレアの名をその背に刻むリューは、とうとう厄災の怪物を捉える。

『アアアアアアアアッ!?』

　奇くしくも広間ルーム中央、その宙空。

　逃げ場のない空中で追い付かれてもなお骨の右腕を振り上げて迎撃せんとする『ジャガーノート』に、リューは最後に残った三つの光玉の一つを撃ち放つ。

「輝夜カグヤ！」

　戦友の声に応えるように、まるで剣客のごとく疾走した光玉は鋭い風を放った。

　モンスターに残されていた最後の右腕、最後の武器を、粉砕する。

『──────』

　炸裂の衝撃により怪物の体軀が宙を泳ぐ中、リューはそのすぐ横を一過。

　追い抜く形でモンスターの頭上に躍り出て、驀進の勢いが消えた瞬間……まるでそこだけ時間が切り取られたように、ゆっくりと体を反転させる。

　両脚を天に、頭を大地に。

　その巨軀をねじって、こちらを仰いでくる『ジャガーノート』を眼下、直下に置く。

「ライラ」

　静かに呼んだ光玉が、落下を開始するリューの足に近付く。

　あたかも小さな姉が微笑んで、背中を押してくれるようだった。

　瞳が涙を帯びた直後、衝撃が足を打ち、流星となって落ちる。

　そして、最後に──

「──アリーゼ」

　残る一つの大光玉が、リューの手の平の上に寄り添った。

　断罪が欲しかった。

　贖罪しょくざいが欲しかった。

　仲間のもとへ逝きたかった。

『過去』を超えるのが怖かった。

『過去』を忘れるのが恐ろしかった。

　叶うならば、『過去』を取り戻し、やり直したかった。

　だけど、今は。

『未来』が欲しい。

　そのためにも──。

　迫りくる怪物の巨体。両腕を失いながら、呆然と見上げてくる真紅の瞳。

　自分と同じように全身をボロボロにした『過去の象徴』に、リューは光玉を手にする右腕を振り上げる。

　美しい光玉の輝きに照らされながら、己の右手に重なる知己の手を、リューは確かに見た。

　空色の瞳から滴をこぼし、唇を震わせ、告げる。

「──さよなら」

　友の残影に。

　在りし日々に。

　乗り越えなければならない『過去』に。

　全てのものに別れを告げ、リューは咆哮した。




「星華ルヴィア!!」




　炸裂。

『────────────────────────────────』

　胸部に叩き込まれる大光玉。

　リューを守り、リューを救った少女アリーゼの技をもらい受けるように、光輪を咲かせる。

　なす術なく一撃を被った『ジャガーノート』は、断末魔の悲鳴も、怒りや怨嗟の声も残さず、ただ静かに──砕け散った。

　甲高かんだかい光と風の旋律が鳴り響き、怪物の総身を無数の破片へと変える。

　落下する欠片が他の同族モンスターと同じように灰へと果てるのを見届けた後、全ての力を使いきったリューは目を瞑った。

　溢れる涙を宙に散らしながら。

「リューさん!?」

　リューと破壊者ジャガーノートであったものが、流星雨のように広間ルームの中央へ降りそそぐ。

　モンスターの灰粉が大量の煙となって舞い上がる中、満身創痍のベルは落下地点に割り込むこともできなかった。

　体を引きずるように中央地帯へ赴き、紫に染まる煙が漂うのを立ちつくしながら眺めていると、


「ぁ……！」



　視界の奥に、浮かび上がる人影があった。

　それはゆっくりと輪郭をはっきりとさせ、煙の中から姿を現す。

　体をボロボロにさせた、リューだ。

　目を合わせ、唇をほのかに曲げてみせる彼女の姿に、ベルも安堵の笑みを作る。

　彼等の他にもう動く影はない。

　彼等は【厄災】に、打ち勝ったのだ。

　ベルとリューは笑みを浮かべたまま、互いを求めるように、ゆっくりと歩み寄る。

　しかし、そこで、ぐらり、と。

　ベルが体を傾けた。

　リューも同じだった。

　もう少しもない距離で、互いに膝をつき、音を立てて、地面に崩れ落ちる。


「…………」




「…………」



　傷しかない体は今も血を吐き出していた。

　互いの呼吸が浅い。

　手足の感覚が冷たくなっていく。

　視界は、霞かすんでいた。

　ベルの右手に、リューの右手が重なる距離。

　そんな場所で、二人は冷たい迷宮の地に倒れ伏す。

「……勝ちましたね、僕達」

「……ええ」

「……これで、帰れますね」

「……ええ」

　か細い声。

　もう互いの顔も瞳に映せず、二人とも笑みにならない笑みを浮かべていた。

　地上に戻る未来を、現実との境目を失った夢の中だけで共有する。

　そこにもう、冒険者はいなかった。

　燃えつきた灰だけが残っていた。

　まるでどこまでも飛び続け、翼を失った鳥のように。

　白い残り火と、消えゆく妖精の残滓。

　それだけが全てだった。

　怪物の遠吠えが響き渡る。厄災の怪物が守っていた迷宮の静寂が噓だったかのように、闇が盛んに喚き出す。幾つもの激しい咆哮と重なり合う足音が、この広間ルームへと迫っていた。

　立ち上がることもできず、身じろぎ一つもままならず、闇だけがベルとリューを見下ろす。

「……ベル」

「……はい」

「……私は……あなたに……」


「…………」



　その先の言葉が続くことはなかった。

　横を向いた互いの瞳から、光が失われてゆく。

　どちらともなく、眠るように、二人の瞼が閉じられた。

　モンスター達の雄叫びがいよいよ広間ルームに辿り着いてもなお、その体はもう動かない。

　二人の『冒険』は終わった。

【厄災】にこそ打ち勝ったものの、ダンジョンには敗れた。

　迷宮脱出は失敗。

　多くの同業者がそうであったように、彼女達もまた『深層』の闇に呑み込まれた──




「────、────ちっ、──ルっち!!」




　そう思われた、その時。

「──ベルっち!!」

　盛んに交わされていた怪物の鳴き声が──まるで離れている同胞と交信するように打ちあげられていた咆哮が──人語の形をなす。

　自分の体に覆い被さる影を、ベルは暗くなった視界の中で感じた。

　震えるようにうっすらと瞼を開くのと、体を抱き上げられるのは同時だった。

「生きてるっ、生きてるぞ!!」

「人間達ニ報シラセロ！」

　歓声にも聞こえた雄叫びの爆発の後、聞き覚えのある声が何度も耳の奥で木霊こだまする。

　体が仰向けになったことを理解するベルを、一対の瞳が覗き込んでいた。

　ずっと会いたかった、円つぶらな琥珀こはく色の瞳。

「ベルッ、ベル！」

　琥珀の瞳がいくつもの涙を落とし、ベルの頰を濡らした。

　額の位置で光る紅の石も泣くように輝きを漏らしている。

　ベルは少女の頰を伝う涙滴を拭おうとして、体がとっくに動かなくなっていることを思い出した。せめて微笑んであげようとするが、それもちっとも上手くいかない。

　ようやく頰の筋肉を震えさせ、唇を僅かに上げると、目の前にあった少女の相貌はくしゃりと歪んだ。

「ベル様ぁ！」

「ベル!!」

「リュー！」

「あそこにいるニャー！」

　懐かしい人達の声が遠くから聞こえる。

　ベル達を見つけてくれた、仲間の声が。

　二人の『冒険』は幕を閉じ、ダンジョンに敗れた。

　けれど、妖精の『希望』は潰えてなどいなかった。

『希望』を捨てず、最後まで諦めなかったリューとベルの決死行が、仲間の声を呼び寄せた。

　手繰り寄せた『絆』が、ダンジョンにも打ち勝ったのである。

　やがて側にいた怪物達の影が退いていく。

　役目は終えた。けれどこれからも陰から見守っている。そう囁くように気配が近くにとどまっている。

　その場に残ったのはフードとローブで身を隠した竜の少女と、同じく変装した半人半鳥ハーピィの少女。

　必死に呼びかける彼女の胸の中で、リューが抱き起こされている。

「……ベル」

「……はい」

　自分達の名を呼ぶ仲間の声が、涙に濡れる歓呼の声が、こちらに近付いてくる。

　ベルと目を合わせるリューは、確かに微笑んだ。

「私たちは……帰れる」

















　貴方はまた、戻ってこれる。

　友だれかが私リューにそう言った。

　そう。

　あの『過去』を越えて──光の差す場所へ。
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「…………」



　リューは、瞼まぶたの中に溜たまる水滴を感じた。

　それをこぼれ落とさないよう、睫毛まつげを震わせる。

「ここは……」

　うっすらと目を開きかけるものの、眩まばゆい光にすぐに閉じてしまう。

　迷宮の闇やみに慣れ過ぎた空色の瞳ひとみには、単なる魔石灯の光さえ酷だった。

　瞬きもできず顔をしかめていると、はっとする声がすぐ隣から生まれる。

「リュー、大丈夫!?」

　自分を覆う影を見上げる。

　ぼやけていた像はやがて焦点を結んでいき、色を帯びて、薄鈍うすにび色の髪と瞳を映した。

　疲労が窺うかがえる顔でこちらを覗のぞき込む少女に、リューは唇を開く。

「シル……」

　声は喋しゃべり方を忘れていたように酷ひどく掠かすれていた。

　けれど、少女の名を呼んだ瞬間、目の前の相貌そうぼうに喜びの笑みが咲いた。

　シルは感極まったように、リューに覆い被かぶさる。

「リュー！　嗚呼ああ、リュー!!　良かった……！」

　首のすぐ近くに顔を埋うずめ、姉か、母親がそうするように柔らかく抱きしめてくれる。

　毛布越しに感じる少女の体温が懐なつかしくて、優しくて。

　胸を詰まらせるリューは、言葉を発することができなかった。

「ニャー!!　リューが目を覚ましたニャー！」

「三日もぶっ続けで寝て、ミャー達に迷惑をかけていた感想をどうぞ！」

「ったく、今回ばっかりは心配しちゃったよ！」

　途端、騒がしくなるのはリューの周囲。

　両手を上げて子供のようにはしゃぎ回るアーニャが、ニヤニヤと笑って冗談めかしてくるクロエが、言葉よりずっと嬉うれしそうなルノアが、寝台ベッドに寝ているリューを囲んでいた。

　彼女達の姿に、今のリューにとってかけがえのない友の笑顔に。

　とどめていた涙が、空色の瞳からこぼれ落ちた。

「……リューの涙、初めて見たニャ」

　くしゃっと破顔するアーニャに、リューもほのかに笑い返す。

　まだ真っ白な頭の中で、思い浮かんだ言葉を──「ありがとう」という少女達への感謝を、囁ささやくような声で言葉にした。

「頭が回っていないリューに丁寧に説明してあげると、ここは『バベル』で、ギルド運営の治療施設ニャ」

「地上に帰ってきてすぐ、ここに運ばれたってわけ」

「ダンジョンを大急ぎで戻る途中、道具アイテムや魔法を使っても全然起きないから、めちゃくちゃ心配したのニャ～！」

　うりうり、と綿紗ガーゼが貼はられたエルフの耳をいじるクロエを皮切りに、ルノアとアーニャが言葉を続ける。覚醒かくせい直後で思考が碌ろくに働かないリューだったが、独特の消毒液の香りと清潔に保たれた白い部屋に、理解を得た。

　こらっ、とシルがクロエの手を叩はたいて体を起こす中、アーニャが身を乗り出してくる。

「リュー、どこまで覚えてるニャ？」

「……深層で、アーニャ達の声が聞こえて……これで帰れると、彼と一緒に……」

　そこまで言葉を続けた時だった。

　脳裏に思い浮かぶ少年の顔に、空色の瞳が見開かれる。

　瞬く間に頭から白い靄もやが消し飛び、はっきりと覚醒したリューは勢いよく起き上がった。

「彼は!?　ベルは!?」

「ニャア!?　お、落ちつくニャア!?」

「リュー、無理しちゃ駄目！」

　血相を変えるリューにクロエ達がうろたえ、シルが必死になだめる。

　いきなり跳ね起きたために体が悲鳴を上げ、たまらず上体をくの字に折ったが、構うことなく側にいるシルの肩を摑つかんだ。

「シル、教えてください！　彼は無事なのですか!?」

「ベルさんは大丈夫だから！　リューより先に目を覚ましてる！」

「そ、そうニャ！　白髪頭しらがあたまなら奥の部屋でピンピンしてるニャ！　だから安心してリューもお昼寝してるのニャ！」

「って馬鹿ばかっ、お前……！」

　言い聞かせるシルを他所よそに、わちゃわちゃするアーニャが余計な情報を口走り、ルノアが慌あわてふためいた。

　そんな彼女の予想通り、少年の所在を突き止めたリューは素早く寝台ベッドから飛び出す。

　怪我けが人だからと油断していたシル達を驚かせる身のこなしで、あてがわれていた個室から抜け出した。

「リュ、リュー!?　その格好で行っちゃあ……だめー!?」

　引きとめようとするシルの声を置き去りにし、白い廊下を行く。

　設けられた窓の外、あれほど焦こがれていた青い空もリューの歩みを引き止める材料にはならない。対面から歩いてくる獣人の女性──ギルドの依頼の形で出向している有志派閥ファミリアの治療師ヒーラーだろう──がリューの姿を見てぎょっとするが、それすらも視界に入っていなかった。

（ベルッ……ベル！）

　今のリューを埋めつくすのは少年の安否のみ。

　時折足あしががくりと沈み込むも、包帯の巻かれた手を壁につき、廊下の奥へと進む。

　そして、アーニャの言っていた専用の治療室を通路の突き当たりに見つけ、飛び込むように扉を開いた。

「ベル！」

　果たして、少年はいた。

　部屋の壁際、寝台ベッドの上で身を起こし、袖そでなしの服を着て、厳重に包帯が巻かれた左腕を触診されている。

　対面で診察しているのは白銀の髪の美少女。

　ベルを挟むように寝台ベッドの両側に座っているのはヘスティアとリリ。

　その側では神ミアハと眷族けんぞくのナァーザがたたずみ、成り行きを見守っていた。

　驚いた表情を見せる少年の姿を認め、リューの顔が安堵あんどに染まる。

「リューさん！　──って」

　そこで。

　同じく喜びの表情を浮かべかけたベルの顔が、赤くなった。

　駆け寄ろうとしたリューは、反射的にベルの視線を追い、自分の体を見下ろして──ようやく気が付いてしまった。

　リューの身に着けているものは、服と呼べる代物ではなかった。

　薄い布だった。端的に言えば治療着代わりの肌着だった。

　白の下着ショーツに、へそが丸見えの短衣。

　片腿ももや腕に巻かれた包帯だけでは、その瑞々みずみずしい肢体したいと肌を全て隠し通せる筈はずもなく。

　目を見開き、見る見るうちに赤くなっていくリューの視線の先で、更に悲劇が重なる。

　激しく動いたせいか、肩の上で結ばれていた紐ひもが解け──。

　ぱさり、と音を立てて短衣が床に落ちた瞬間、リューはまるで少女のような悲鳴を上げた。

「きゃあああああああああああああああああああ！」

「「見るなァ!!」」

「ぐごぁ!?」

　胸を隠し床に座り込むリューを他所に、顔を真まっ赤かにしたヘスティアとリリの両腕双撃ダブル・ラリアットもとい同時挟撃クロス・ボンバーがベルの首に叩たたき込まれる。おまけとばかりにナァーザの鋭い肘鉄ひじてつが「ミアハ様もです！」という叱責とともに男神のミゾを抉えぐり、「ぐぬふっ!?」という呻うめき声が散った。

「重傷者に手を上げるなど、何を考えているのですかああああああああああああ!!」

　そして白銀の髪の美少女──【ディアンケヒト・ファミリア】治療師ヒーラー、アミッド・テアサナーレの特大の雷が落ちた。
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　そんなすったもんだの後。

　怒いかれるアミッドに個室へ強制送還され、安静を厳重に言い渡されたリューは、日に日に、代わる代わる訪れる見舞い人達から、ことの顚末てんまつを聞いた。




「本当によく生き延びてくれた、って『異端児ゼノス』達が言ってたぞ」

　そんなことを教えてくれたのは、ヴェルフだった。

「リュー殿、ご無事で何よりです！」

「ベル様を助けて頂いて……ありがとうございます」

　全快した命ミコト、そして春姫ハルヒメと一緒に訪れた彼は、蜥蜴人リザードマンのリドとの会話を語ってくれた。




「碌ろくに装備がねえ状態で、あんな場所で何日も生き抜いたなんて……怪物モンスターのオレっちでもぞっとしちまうよ」

　ベルとリューを回収し、全速力で『下層』の安全階層セーフティポイントまで避難した後のこと。

　ヴェルフの前で、『異端児ゼノス』達は口々に似たようなことを言ったそうだ。

　四日間。

　ベルとリューが『大蛇の井戸ワーム・ウェール』に連れ去られ、『深層』をさまよっていた時間である。

　ヴェルフ達が階層主アンフィス・バエナと戦闘し、『異端児ゼノス』達と合流、37階層に向かうまで、それだけの時を要したということでもあった。

「フェルズの言伝ことづてで、ウラノス様から37階層に行けっていうのを聞いた時……正直、ヤベェって思っちまった」

　安全階層セーフティポイントで臨時の休憩レストを挟み、リリ達やアーニャ達がこぞってベルとリューの治療に当たる中、ボールス達に見つからない場所でヴェルフとリド達は落ち合ったそうだ。

　彼等がベル達のいる階層を突き止められたのは、リドが持っていた『眼晶オクルス』越しに伝えられた老神ろうじんの指示だった。迷宮ダンジョンさえ手を持てあましていたという『ジャガーノート』の異常な反応──独立した『雄叫おたけび』を感じ取り、37階層へ救助隊を急行させたのだ。

「あの階層は食うもんがない上に、すげぇ広くて、同族達も凶暴だ。オレっち達も滅多にあそこには居座らねえ。木竜グリューや人魚マリィみたいな里の『番人』もいねえし……」

「だろうな……。通路も壁も何もかもでか過ぎて、俺も目眩めまいがした。こんなの、どうやってベル達を見つけるんだってな」

「冒険者達の言う『正規ルート』に、ベルっち達が出てくれていたおかげだ。どことも知れねえ迷路にいたらわかりっこなかった」

　ベル達がいる階層に見当をつけても、正確な居場所はわからなかった『異端児ゼノス』達は、がむしゃらに正規ルートを突き進むしかなかった。そこで『ジャガーノート』との激しい戦闘音を聞きつけ、結果的にベル達を発見できたという訳である。

　それはひとえに、最後まで地上への生還を諦あきらめなかった冒険者達の意志の賜物たまものであった。

「お前達のおかげでベルを助け出せた。例の人魚マーメイドってやつにも礼を言っておいてくれ」

　応急処置には回復薬ポーションの他に、ドロップアイテム『マーメイドの生き血』が用いられた。水辺を離れられない人魚マーメイドのマリィが身を切ってリド達に手渡しておいたものである。

　27階層の戦闘からベルを癒いやすため血を流し続けたため量こそ少なかったものの──意識を飛ばしかけていたマリィは頑かたくなに血を流し続けようとしたがリド達が止めた──満身まんしん創痍そういのベルとリューの命を繫つなぎ止めるには大いに役に立った。

　瓶びんの中に溜めた『生き血』をリド達がこっそりヴェルフに渡し、階層の移動中に処方し続けなければ危なかっただろう、というのがリリやアイシャの見解だ。

「まぁ、それはいいんだけどよ。……オレっち達のこと、知らない人間もあそこにはいるんだろ？　なんていうか、その、大丈夫だったか？」

「まぁ、宿場街リヴィラの大頭かしらや酒場の連中はともかく、大男達にはバレたようなもんだろうな……。けど、あいつ等の主神様方は善良だ。これからどう向き合っていくのかは、【ファミリア】の方に任す」

　27階層での大立ち回りを始め、モンスターがヴェルフ達を助けていたことに気付く者はいただろう。だが、夢のお告げがー、と訳のわからないことを口走っていたカサンドラを始め、桜花オウカ達は迷宮街ダイダロス攻防戦から思い当たる節が元からあったようだった。

　アイシャと椿ツバキはもとから『異端児ゼノス』の存在は認知している。一番面倒くさそうなのはダフネだったが、ヴェルフは後のことはミアハやタケミカヅチに丸投げするつもり満々だった。

　故ゆえに今回の件で『異端児ゼノス』の存在が公になることはまずないだろうし、ヴェルフ達が『人類の敵』などと吹聴される心配は、それこそ杞憂きゆうだ。

「……ねぇ、ヴェルフ。あの妖精さんと、ベル……だいじょうぶ？」

　最後に、安全階層セーフティポイントを離れる間際、竜女ヴィーヴルのウィーネがとても心配していたという。

「……ああ。必ず治して、絶対にベルをお前達とまた会わせてやる。その時は、あのエルフも護衛代わりに一緒にな」

　心優しい竜の少女に、ヴェルフはそんなことを約束してしまったそうだ。

　まだ崩壊の爪痕つめあとが残っていた25階層を何とか乗り越えた後、『異端児ゼノス』達と別れ、後は休みなしで地上へ急いだと、鍛冶師の青年はそう締めくくった。

「ま、こいつがさっき言ってたが……ベルを守ってくれて、ありがとうな」

　春姫ハルヒメのことを指差しつつ、寝台ベッドで話を聞くリューにヴェルフは照れ臭そうに礼を告げた。

　彼等より前に訪れたヘスティアとリリにも同じことを言われている。

　もとはと言えば私が巻き込んでしまった、彼に救われたのはこちらの方だ、と言い返すと、

「お前に助けられたのは一度や二度じゃないんだ。まともに礼を言うのはこれが初めてだろうし……全部込みにして、素直に受け取っとけ」

　ベルが語ってくれたリューの『正義』の在りどころを、証明するように。

　ヴェルフ達【ヘスティア・ファミリア】は、心から感謝の念を伝えてきたのだった。




「調教師ジュラ・ハルマー……【ルドラ・ファミリア】の生き残りはくたばった。ついでに、【疾風】も死んだ。そういうことになった」

　そう伝えにきたのは、一人で訪れたアイシャ。

　彼女は今回の事件がどのように着地したのか教えてくれた。

「『リヴィラの街』の殺人事件、あれについてはアンタの容疑は晴れた。まぁ、こっちはもともと冤罪えんざいだったみたいだけど……27階層で起きた『異常事態イレギュラー』も、調教師ジュラ・ハルマーの仕業ってことで落ち着いたよ。どっかのデカブツが馬鹿でかい声を上げたせいでね」

　リュー達が治療施設に搬送された後、ギルド本部ではこんな一悶着があったそうだ。

「いいか、【疾風しっぷう】が現れたんだ！　だがあの女は俺達を庇かばおうとして、くたばった！　【疾風】は今度こそ死んじまったんだ！」

「あ、あのっ、どうか私達がちゃんと理解できるように説明を……!?」

「なに言ってるか全然わかりませ～ん!?」

　傷の治療も中途半端に、ボールスがギルド本部の窓口に突撃したらしい。

　担当冒険者の安否をすぐにでも確かめに行きたかったハーフエルフとその友人の受付嬢を捕まえて、他の冒険者にも聞こえる大声で喚わめき散らしたのだと。

「今回の大事おおごとで俺達の同業者がありえねえほどくたばった！　だが、それは【疾風】の仕業じゃねえ！　悪わりぃのは【ルドラ・ファミリア】の糞くそ野郎どもだ！　あのエルフは、俺達を最後まで守ろうとした！」

【疾風】の得物──破壊された木刀の一部を長台カウンターに叩きつけ、ボールスは豪語し続けたそうだ。

　アイシャが言うには、命を救われたボールスなりの恩返し、らしい。

　賞金首であるリューの身の上、そして【疾風】の名誉を守ろうとしたのだと。

　第二級冒険者であり『リヴィラの街』の大頭の地位にいるボールスの発言力は、アイシャが思っていたより強かったらしい。ならず者達は大半がそれを受け入れた。

　当初、リューの賞金を狙ねらっていたボールスの変わり身に、宿場街リヴィラの住人を始め冒険者達は怪訝けげんそうにしていたそうだが、最後には数少ない事件の生き残りの彼の言葉を信じたそうだ。

　むしろボールスの言動は、借りを返そうとする冒険者の『けじめ』が見え隠れしていたからこそ異は唱えられなかったのだろう。宿場街リヴィラの方では、『漆黒のゴライアス』討伐に尽力したエルフが【疾風】であったということも伝えられてしまったらしい。

　今や【疾風】は『悪』の企たくらみを防ごうとした『正義の眷族』ということになっている。

　法螺ほら話だと信じない者は多いが、信じて感謝する者もいる。

　リューは思わず瞬きを繰り返してしまったが、つまりそういうことだそうだ。

「ところで……曲がりなりにも賞金首だった女だ、遺品もここにある。ジュラ・ハルマーの懸賞金も合わせて三割、いや一割だけでも俺様の懐ふところに入るってことは……」

「えっと、限りなく、ありえないかと……」

「私でもその論法はむちゃくちゃかなー、って……」

「ちくしょおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　ちゃっかり金をふんだくろうと、受付嬢との間でそんな一悶着があったと聞いて、リューは逆に安心した。

　また、ギルド上層部も聞き訳がいいほどあっさりと──まるで主あるじの神意しんいが働いたように──【疾風】の死亡を受け入れた。後日、公式の発表がなされるらしい。

　数多くの上級冒険者に被害を出した『ジャガーノート』、そして次産間隔インターバルを無視して出現した『アンフィス・バエナ』に関しては厳しい箝口令かんこうれいが敷かれた。前者に関しては存在を認知している者は僅わずかということで、今回の『惨劇』は宿場街リヴィラにいた冒険者達の間でも階層主のせいということになったそうだ。

　ともあれ、【疾風】にまつわるリューのしがらみは、これでほぼ消えたことになる。

「良かったねぇ、元『正義の味方』さん？　あんたに恨みを持つ者は今度こそ諦めるだろうし、前にやらかした暴走も美化されるんじゃないかい？」

　ニヤニヤと笑いながらからかってくるアマゾネスの女傑に対し、安静を義務付けられているリューは、無愛想ぶあいそうな表情で我慢するしかなかった。




　そして、『豊穣ほうじょうの女主人』は。

「ミアお母さん、かんかんに怒ってるの。リューを助けるために、アーニャ達も酒場から出ていっちゃったから」

　別の日に見舞いに来たシルが言うには、今は店で休みなしで働いているのだとか。

　自分が目覚めた日から姿を現さなかったのはそういうことか、と理解すると同時に、遠くない未来に同じ目に遭うことをリューはちょっぴり恐怖した。

「あとね、これは伝言」

　泣き叫びながら労働に従事する同僚達を置いて、こっそり抜け出してきた薄鈍色の髪の少女は、相好を崩した。

「作り過ぎちゃった米料理リゾットが余ってるから、早く食べに帰ってきな、だって」

　酒場の母親のその伝言に。

　リューは少しだけ、本当に少しだけ、泣きそうになった。
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　青空の下を歩く。

　ただそれだけがとても贅沢ぜいたくで、幸福なことだと、今のリューには思えた。

　日差しを浴び、こうして風を感じられることが。

「日の光……」

「はい、すごく気持ち良くて……あったかい」

　手でひさしを作り、空を見上げていると、隣から言葉が落ちる。

　自分と同じように上空を仰いでいた少年は、リューの視線に気が付いて恥ずかしそうに笑った。

　リューはベルと並んで、街の中を歩いていた。

　退院というのもおかしいが、治療を終えて『バベル』を出ることを許されたのである。

　何日もダンジョンで二人きり、ずっとさまよっていたこともあって、どうやらヘスティア達やシル達は気を利きかせてくれたようだった。久しぶりの地上は、過酷を乗り越えた者同士で感じるのがいいだろうと。

　その気遣いが、今のリューには素直に喜ばしかった。

　隣にいるベルも同じ気持ちを抱いているなら、とても嬉しい。

「リューさん、その服ってもしかして……」

「ええ、シルのものです。……変でしょうか？」

「いいえっ！　すごく似合ってます」

「……シ、シルのものですから、当然です」

　リューはシルの服を着ていた。流石さすがに酒場の制服では、と気を利かせてくれた彼女が見舞いの際に置いていってくれた着替えだ。

　エルフのリューによく似合う、花柄のレースがあしらわれている清純な純白のワンピース。

　リューは膝ひざの辺りで揺れる裾すそを押さえながら、ベルへぶっきらぼうに答えてしまう。

　その声を上擦らせながら。

「左腕は、大丈夫なのですか？」

「はい。運動は絶対に禁止って言われましたけど、前みたいに動かせます。本当に、怪我なんてなかったみたいで……」

　歩きながら、ベルの左腕を窺う。

　酷い有り様だった少年の腕は、しっかりと以前の形を取り戻していた。少なくとも完璧に修復されているようにリューには見えた。

　包帯はとれており、その代わり金属の拘束具が肘や手首、指の関節などに取り付けられている。一部装甲のない手甲ガントレット、あるいは未完成の義手を彷彿ほうふつとさせた。

「実は、もとに戻すのはできなかったらしくて……ほぼ作り直したそうです」

「……そんなこと、できるのですか？」

「できたみたいです……」

　包帯代わりにしていた襟巻えりまきの中に、骨を始めとした全ての『組成』が残っていたからこそできたらしい。これが欠損でもしていたらナァーザのように義手になっていたそうだ。

「腕の長さとかも変わってないんですけど」と言って両腕を見比べるベルを眺めながら、都市最高位の治療師ヒーラーの名は伊達だてではなかったということか、とリューはアミッドの顔を思い浮かべた。

「ちなみに、治療にかかった費用は？」

「えーと……ゼロが八個くらい並んで……」

「……!!」

「あっ、いやっ、大丈夫ですっ。ギルドが、というか多分ウラノス様達だと思いますけどっ、『緊急時のため』って言ってお金を立て替えてくれたんです！　それにヘルメス様達も、この治療魔道具サポーターに必要な材料をかき集めてくれて……！」

　絶句するリューにベルが慌てて説明する一幕がありつつ、二人は都市の中を歩いていく。

　頰ほおを撫なでる風が気持ちいい。

　太陽の光が、闇に抱かれ続けていた体を洗ってくれるかのようだ。

　リューとベルのすぐ脇をすれ違う子供達の笑顔が、二人の唇にも笑みを誘う。

　平穏な喧騒けんそう、優しい地上の空気。

　それを肌でいっぱいに感じながら、気ままに歩いていく。

　通りの雑踏を抜け、水路が走る橋の上を進み、路地裏の階段を上がりながら、やがて高台に出る。

　小高い丘を彷彿させるその場所は、オラリオ西の区画を一望できた。

「こんな場所があったんですね……」

「はい……アリーゼと一緒に来たことがあります」

　アリーゼ・ローヴェルは高いところが好きだった。

　リューを連れて、こうした高台に出たり、手頃てごろな建物の屋根の上に上って、青い空に囲まれながらよく話を交わしたものだ。

　今のリュー達と同じように。

「……五年前、アストレア様に言われました。『正義を捨てなさい』、と」

　手すりの側で街の景色を眺めながら、リューはおもむろに口を開いた。

　黙って耳を傾けるベルと、抜けるような蒼穹そうきゅうに向けて、声を風に乗せる。

「私はあれを破門だと思っていた。復讐ふくしゅうに身を堕おとす私にあの方は失望し、『正義』の名を取り上げたのだと……。『恩恵』をこの背に残してくれたのは、せめてもの慈悲に過ぎなかったのだろうと」

　当時のリューはそう理解し、女神の神意しんいを受け入れたつもりだった。

　都市を去った主神を今も迎えに行かず、一方的な僅かな手紙だけにとどめて会わないでいるのは、もう『正義』の資格を剝奪されていると思っていたから。

　ベルは何かを言いかけて身を乗り出そうとしたが、リューの言葉の続きに、動きを止めた。

「ですが……それは違ったのですね」

　眼差まなざしを遠ざけながら、唇に笑みを宿す。

　そう。

　女神アストレアは、リューを追放したわけではない。

　リューの身と心を守ろうとしてくれたのだ。

『復讐』が『正義』たりえることは、きっとありえない。

　しかし『復讐』を止めようとする意志は、憎しみの連鎖を断つ『正義』となりうる。

　だが、あの時、『復讐は何も生まない』とアストレアに言われていたら、リューはどうなっていただろうか？

　間違いなく、壊れていた。

　敵かたき討ちもできず、自分も許せず、最後は欲望に負けて己おのれの命を絶っていた。

　それが女神にはわかっていたのだろう。きっと本人リュー以上に。

　だからアストレアは、己が司る『正義』という事物に逆らってまで、リューを守ったのだ。

「あの方は私のために『正義を捨てろ』と、そう言ってくれた……」

　女神の一柱が、一人の眷族のために、自らが奉ずる真理に背いた。

　彼女はリューの『復讐』の一端を、自らも背負ってくれたのだ。

　そして。

　復讐の炎に焼かれ、燃えつきた灰になった後で、翅はねを広げて蘇よみがえる妖精のように、再び立ち上がってくれることを信じていたのだろう。

『正義』をその胸に再び秘めてくれることを。

「全て、貴方のおかげです」

「えっ？」

　手すりのもとから、ゆっくりと振り向く。

　目を丸くするベルに、リューは目を細めた。

「私に『正義』があると言ってくれたから。私の中に残るアストレア様との絆きずなを……アリーゼ達が遺してくれたものを、貴方が教えてくれたから」

　だから気付けた。

　この身に残っていた『正義』が、まだアストレア達と繫がっていると。

　だから思い出せた。

　五年前のあの別離の日、後悔の靄もやが晴れた記憶の先で、女神が確かに涙を流し、微笑ほほえんでいてくれたことを。

　だから、きっとそれは、間違っていない。

「アリーゼが守ってくれて、シルが救ってくれて……貴方が気付かせてくれた」

　アリーゼは自分を導いてくれた。

　シルは復讐の炎に焼かれた自分を助け、アリーゼ達が遺した未来を示してくれた。

　そしてベルは。

　リューが断ち切ることのできなかった『過去』と向き合う勇気をくれた。この体を、側でずっと支えてくれた。

　全て続いている。

　リューの手を握ってくれた者達が、リューを生かしてくれている。

　胸に溢あふれる感謝の想いに、リューは素直になった。

「まだ……貴方に伝えていませんでした」

　温かな光と澄んだ青い空を背に、リューはベルと向き合う。




「ありがとう、ベル」




　そして、微笑んだ。

「貴方は、尊敬に値するヒューマンだ」

　小振りな唇を綻ほころばせ、美しい白い花のように。

　ベルは目を見開いていた。

　妖精エルフが見せる微笑に引き込まれるように。

　やがて二人のもとに風が吹き、純白の裾と白い髪が揺れたかと思うと、少年の相貌に笑みが広がっていく。

　照れ臭そうに頰を染めて、とても嬉しそうに破顔した。

「今のリューさんの笑顔、すごく綺麗きれいです」

「え……？」

「今までよりも、もっと。あの時よりも、ずっと」

【アストレア・ファミリア】の墓標の前。

　森と水晶に囲まれた日の記憶を、深紅ルベライトの瞳が辿る。

　追憶に浸る少年は、無邪気な子供のように笑った。

「リューさんがそんな風に笑えるようになって──良かった」

　その言葉は白い雪のように純粋で。

　あたかも自分のことのように喜んでくれていて。

　そんな彼の顔を目にした時、リューは──自分の胸が跳ねたことを知覚した。

　頰に熱が灯ともったことも。

　わけもわからず、顔を伏せてしまう。

「リュ、リューさん……？」

　そんな様子に気付いたのか、ベルが近付いて心配そうな声を耳の辺りに落とす。

　それだけでリューの心臓がもう一度飛び跳ねた。

　おかしい。動悸がする。なんなのだろう、これは。

　自分でも制御できない感情に混乱するリューは、考えがまとまらないまま、正直に答えてしまった。

「あ、貴方の顔を、見れない……」

「えっ、どうして!?」

「わ、わからないんです……」

　そう、わからない。

　どうして少年の顔を見ると、頰が熱くなるのか。

　何故なぜ、こんなに胸がざわめいているのか。

　その深紅ルベライトの瞳を見つめることができないのか、全くわからない。

「ベ、ベル！　失礼します！」

「ええー!?　リュ、リューさーん!?」

　とうとう我慢することができず、リューは走り出した。

　驚くベルを取り残して、その場を急いで離れていく。

　だが、やはり駄目だった。

　走っても走っても、少女のように両手で胸を押さえても。

　この胸の奥の高鳴りを、誤魔化ごまかすことができない。

「いったい、なにが……！」

　リューは気付かない。

　自分の唇が、いつの頃から少年の名を呼んでいるのかを。

　その白皙はくせきの肌が、すっかり赤らんでいることを。

　胸に芽生えてしまった、その想おもいの形を。

「あぁアリーゼ、私は一体、どうすれば……！」

　顔を真っ赤にしながら、街の喧騒を運ぶ穏やかな風とともに駆ける。

　リューは思わず、大切な知己ちきに助けを求めてしまった。




『──逃がしちゃダメよ！』




　青い空の向こう。

　自信満々な顔で笑っている少女の明るい声が聞こえた、そんな気がした。
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あとがき







　原稿執筆前、ＧＡ文庫のあわむら赤光あかみつ先生に色々相談に乗ってもらっていました。

「巨大モンスターの戦闘描写がいつも難産で……敵ボスの厄介やっかいな攻撃って何ですかね？」

「モン〇ンですと、巨体が飛び回ったり降ってくるのキツイですねー！」

（あ、これ使おう）

　ニコニコ笑って説明してくださる先輩を他所よそに、心のページにネタを書き殴っていました。




　本編十四巻になります。まず刊行が遅れてしまい誠に申し訳ありません。ひとえに作者の責任です。同時に、長く待たせてしまった本書を手にとって頂いた皆様には、心からの感謝を。

　今回、あとがきに書きたいことが沢山あります。

　というわけでネタバレ全開だと思いますので、どうかご注意を。

　まず前半戦。

　某王道漫画で一番好きな武器は「鎧化アムド！」できる鎧よろいの魔剣なのですが、次に好きなのが某大魔王様の光○の杖だったりします。超強い大魔王様が持ってしまうと最強の武器に早変わりしてしまいますが、では逆に駆け出しの冒険者が持っていたら？　と思ってしまったのです。

　使い手の力量によって一緒に強くなっていく武器、とっても浪漫ロマンがあるというか、素敵すてきだなぁと。この物語の主人公の武器に神様のナイフが採用された理由はそんな背景がありました。

　そして相棒の魔剣鍛冶師かじしが辿たどり着つく答えも、『きっとこうであろう』と自分の中では決まっていました。

　本編四巻で「武器は使い手の半身」と言ってくれたのが決め手だったかと思います。半身なのだから一緒に強くならなくちゃね、と。今回、相棒鍛冶師が出した答えはきっと沢山のうちの一つだと思うので、主人公のように作者の予想を裏切って、これからもすごい武器を作り出すことに期待しています。

　もう一つ触れたいのは悲劇の予言者様。多くの方々がお気付きかと思われますが、ギリシャ神話の有名な王女様が元ネタということで、何を言ってもどんな行動をしても信じてもらえないという不遇のキャラなのですが、以前『バッカーノ！』や『デュララ！』の成田良悟先生が光栄なことに褒めてくださって、

「予言者カサンドラと親友ダフネいいですね！　きっと最後の最後、親友ダフネだけは予言者カサンドラのこと信じてくれる展開が待ってるんですよね！」

「えっ？」

「えっ？」

　なんてやり取りがありました。

　勿論、最初からそのつもりだったので！　今回満まんを持じして予言者様とその親友の友情を書かせて頂きました!!　……と冗談はさておき、悲劇の予言者をいつか掘り起こそうと決めたのも、いわゆる『出会い』のおかげでした。あとがきの最初の件も合わせて、この『ダンまち』という作品は沢山の方々に力を貰っている作品です。いつも気軽に相談に乗ってくださる作家の皆様、本当にありがとうございます。




　続いて後半戦。

　某大冒険の王道漫画と同じくらい、某消防漫画が大好きです。

　小さい頃、消防士の父親が買ってきてくれたコミックスを読んで「なんじゃこりゃー！」と興奮して「ダイゴー！」とか「アマカスゥー！」とか「ゴミサーン！」とか騒さわいでいました。あと「カンダサン!?」とか。

　本巻の最初の構想では、仲間と離れ離ばなれになった主人公と妖精が再捕獲ゲットした大蛇ラムトンにわざと呑のみ込まれて深層脱出を図はかるなんて色々な意味ですごいプロットを考えていたのですが、前半戦の仲間達の描写を進めていくうちに、『め組の大〇をやろう』と舵かじを切りました。

　突き抜けてしまった主人公が周りを振り回すお話ではなくて、主人公が死ぬほど頑張がんばって、大切な人達を助けて、助けられる、そういう話にしようと。ダンジョンものというか、冒険ものもそういうお話だよね、とそう思えました。その分、主人公が限界を三回くらい飛び越えてボロボロになってしまいましたが。強くなったと思ったらすぐに試練ばっかりでごめんなさい主人公。

　あと『め組の大〇をやろう』と思った理由というか、もう一つの原因が、その漫画が大好きで、よく喋しゃべっては盛り上がった親友が亡くなったことでした。心不全でした。このあとがきを書いている二〇一八年現在、自分とその親友はまだ三十にもなっていません。つまりそういうことでした。

　もう五年以上会ってないから親友とは呼べないのかなとか、なんで十三巻を書いた後なんだとか、いきなり過ぎて頭が真っ白になるってこういうことかとか、色々なことを考えましたが、とりあえず沢山泣きました。親友以外にも今年は親戚がたくさん亡くなって本当に十三巻の呪のろいかなーとか、十四巻の妖精の過去を書きたくないなーとか、グチグチ考えてダメ人間にもなっていました。今はもう大丈夫ですのでご安心を。妖精ヒロインと知己ちきのシーンでも、作者自身の言葉や私情は一切混ぜていないのでご安心ください。ただ一つだけ、この十四巻だけは自分達が一番好きだった題材に挑ませてもらいました。そこはやっぱり私情かもしれないので、申し訳ありません。

　結局何が言いたかったのかというと、皆さん、ご自身の体は大切にしてあげてください。




　話が逸れましたが、最後に妖精ヒロイン。

　彼女のメイン回ということで、決死のラヴコメに挑戦したのですが、本気で挫折しそうになりました。作者はギャルゲーをやったことが実はないのですが、今回色々なルートを試しては全滅していました。妖精ヒロインが笑ってくれません。泣いてくれません。全くデレません。有名な伝説の樹の下に来てくれる気配けはいが皆無かいむでした。

　フラグはどこ!?　選択肢は!?　好感度これ以上あがるの!?　という境地で、本当に30ルートくらい試して敗やぶれ去りました。そんなこんなで、とても苦戦した末に辿り着けたグッドエンドになります。

　正直なところ、妖精ヒロインのトゥルーエンドに突入したい気分に執筆中なってしまいましたが、我慢がまんしました。まだ主人公には助けなくてはならない女の子達がいるようです。申し訳ありません、妖精ヒロインさん。ＧＡ文庫さんに許ゆるして頂いただけたら、いつか書いてみたいです。というか妖精ヒロインでこんな苦戦してたら、これから後に控えてるキャラ達はどうなるのだ、という危惧きぐからは全力で目を背けることにします。

　長くなってしまいましたが、謝辞に移らせてもらいます。

　今回も多大な迷惑をおかけした担当の松本様、北村編集長、支えてくださって本当にありがとうございました。素晴すばらしいイラストを手がけてくださったヤスダスズヒト先生、ページ数増えすぎて申し訳ありません……。関係者の皆様にも深く御礼申し上げます。

　そして読者の皆様、ここまで目を通してくださってありがとうございます。色々情緒不安定な時期が多かったのですが、皆様のファンレターを読んで元気を頂いていました。本当に感謝しております。

　次巻は日常編になる予定です。早く届けられるように励はげみますので、待って頂けると幸いです。

　ありがとうございました。

　それでは失礼します。





大森藤ノ









著者

大森藤ノ（おおもり ふじの）

　前巻で今回の物語を一冊で決着をつける予定だったと言っていた原作者、出てこい……。十三巻と合わせたら文庫三冊分、編集長にとても悲しい顔をさせてしまいました。うぎゃー。

　というわけでシリーズ最大ページ数になります。読者の皆様、お待たせしてしまい大変申し訳ありません。

　楽しんで頂けたら幸いです。




イラスト

ヤスダスズヒト

　三重県生まれ。主な作品に『夜桜四重奏〜ヨザクラカルテット〜（講談社刊）』、『デュラララ!!（電撃文庫刊）』挿画、など他多数。

公式サイト

http://www.suzuhito.com/








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「大森藤ノ先生」係

「ヤスダスズヒト先生」係




https://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫

ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか１４


大森藤ノ
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